







































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。


























　街。

　建ち並ぶ一軒家。日用品を扱っていると思われる小さな商店。大型トラックがすれ違うには少々窮屈な片側一車線の道路。それが重なるささやかな交差点。

　田舎町のよくある風景。

　しかし、その場所は、どこか様子が違っていた。

　家々の窓ガラスは割れ、商店のシャッターは歪ゆがんで半開きになり、アスファルトのあちこちから雑草が芽吹いている。信号は止まったままだ。

　何より生き物の気配がない。文明の痕跡を残して、人間だけが姿を消したような世界。

　耳鳴りがする静寂の中、突然、ズン！　という重低音が空気を震わせた。

　あまりにも静か過ぎるせいか、音は街そのものに共鳴し、出どころの見当はつかない。

　しかし、地響きのように伝わってきた音はやがて、ズン、ズン！　というものから、ドスン、ドスン！　という力強いものに変わり、発生源が次第に近づいていることが分かった。

　ギュルギュルギュル！　ガガガッ！

　ドスン、ドスンという生物的な騒音とは別の機械音も聞こえてきた。アスファルトと鋼鉄が擦こすり合わされる耳障ざわりな音を発しながら、廃はい墟きょの街を一台の重機が進んでいる。

　ズングリとした黄色い車体は、工事現場でよく目にするショベルカーを思わせる。しかし、単なる重機と違い、機体の両サイドからは物をガッチリ摑つかめる二本のアームが伸び、肩口には何やら筒状の装置を備えている。重機とロボットの中間……と言えば早いだろうか。

　背面のプレートには、『ブルローバー』という型式が小さく刻まれている。

　剝むき出しの運転席には、操縦者の姿が見える。

　顔の全面を覆うガスマスクを装着しているため、人相は分からないが、操縦桿かんを握る腕は太く、大柄な男であることは見て取れる。

　男は、しきりに周囲を見回し、警戒しながらマシンを運転している。

　と、不意に気配を感じ、体を横にひねって、家屋と家屋の間に視線を走らせた。そこには、こちらを凝視する一対の目があった。視線が交錯すると、その目がカッと見開かれる。

　男がマシンを停止させ、周囲に静寂が戻ると、視線の主が発する、グルルルルゥゥ！　という低いうなり声が聞こえてきた。

「そこにいやがったか！」

　男は、そう叫ぶと、車体を九十度回転させ、家屋を挟んで不気味な生物と正対した。

　間髪入れずマシン前面の照準らしきものを合わせ、操縦桿から突き出たボタンを押し込む。

　キュイィィンというモーターの作動音に続いて、肩に背負った筒状の装置から、シュパパパパッ！　と猛烈な勢いで鉛の弾が吐き出されていく。

　狙い通り、ほとんどの弾丸が生物に命中。頭部を守るように前に出した右腕から爪らしき箇所が弾はじけ飛ぶのが見えた。

　男は、手応えを感じて、「よし！」と拳を握った。

　しかし、攻撃を受けた生物は、ダメージなど皆無であるかのような俊敏な動きで、物陰に姿を消してしまった。

　男は、舌打ちしながら、顔を覆っていたガスマスクを剝はぎ取る。

「プハ～ッ！」

　よほど息苦しかったのか、外した途端　ビールを一気飲みしたときのような声が漏れる。

　新鮮な空気を肺いっぱいに吸い込むことでひと心地ついたものの、自分が置かれたのっぴきならない状況を思い出して、すぐに毒づく。

「クソッ！　ここだと、建物を傷つけちまう！」

　そう一人ごちると、今度は装着したヘッドセットに向けて、怒鳴り声を上げた。

「敵を広い場所におびき出すぞ！」

　手にしていたガスマスクを足元に放り出し、マシンを反転させる。

「食えるもんなら、食ってみろ！　俺はこっちだ！」

　それは〝敵〟に対する挑発の言葉だろう。ところが、その威い嚇かく行為は不発に終わる。

　マシンのギアを変え、新たな戦場に向かおうとした瞬間、背後から激しい衝撃に襲われた。

　ドガン！　一瞬、車体の後部が浮き上がり、マシン全体が前のめりになる。

　かろうじて前転は免れたものの、機体はすぐに揺り戻され、男は後頭部を操縦席のシートにガツンと打ちつけた。

　目の前で火花が散る。

　一瞬、意識が飛びかけたが、気力で感覚をつなぎ止め、すかさずバックモニターに視線を向ける。

　すると、攻撃を加えてきた敵が、建物の陰にスルリと身を隠すのが見えた。

　ただし、かろうじて見定められたのは、敵の体の一部。どんな姿をしているのか、全体像はいまだに把握できていない。

　とにかく、スピードでは完全に敵の方が勝っている。先ほどは、建物を傷つけないために広い場所に移動する必要がある、と考えたのだが、今は目的自体が変わっていた。

　広い場所に出ない限り、互角に戦えない。

　男は、背後からのヒットアンドアウェーという、したたかな戦術を繰り出してきた敵に畏怖を覚えながら、汗のにじんだ手で操縦桿を操り、全速力でその場を後にした。




　クローラーを軋きしませながら、舗装路を西に進むマシン。

　一刻も早く、見通しの利く場所に出なければやられる。

　恐怖心に突き動かされるように、ただただマシンを目的地に向けて走らせる。

　背後からは、地鳴りのような音が迫ってきていた。それが次第に近づいてきていると感じるのは、気のせいではないだろう。

　敵の気配を間近に感じる中、はるか前方にコンクリート製の建造物が見えてきた。特徴的なたたずまいの建物と、その前に広がる土剝き出しの空間。どうやら学校のようだ。

　ただ、敵との距離を考えると、そこに滑り込む前に、追いつかれてしまう可能性が高い。

　数十秒後の未来を予見した男は、絶望的な思いに駆られ、死を意識する。

　そのとき、『地域コミュニティーセンター』と書かれた二階建ての建物が視界に入った。補修作業の途中だったのだろうか。外壁を、鉄パイプの足場が取り囲んでいる。

　これだ！　男は、自身に浮かんだひらめきを、即座に実行に移す。

　マシンを走らせたままアームを横に伸ばし、すり抜けざまに足場をさらう。

　ガガガキン！　という金属同士がぶつかり合う衝撃音に続き、ドドガラガラ！　と足場が崩れ落ちる。統制を失った鉄パイプの群れが、マシンの背後の道路上に散乱した。

　すると、すぐそばまで迫っていた敵の気配がフッと消えた。したたかな相手ではあるが、突如として目の前に現れた障害物に、少なからず進行を妨げられたに違いない。

　男は、全速力を維持しながら急ハンドルを切り、マシンを学校に乗り入れた。

　校舎の前でブレーキをかけると、ドリフトせんばかりの勢いで、車体を反転させる。

　追ってきた敵を、そこで迎え撃とうというのだ。操縦桿を握る指はすでに、マシンのメインウエポンである、肩口の機関砲の発射ボタンに掛けている。

　が、肝心の敵が一向に姿を見せない。鉄パイプによる進路妨害で、ある程度の距離は稼げたはずだが、それでも俊敏な動きを見せていた敵が、こんなに後れを取るとは思えない。

　だとすると……!?　背後から不意打ちを食らった、さっきの失態がよみがえる。

　今度は、どこから襲ってくるつもりなのか？

　男は、死角を作らないように、慌ただしく機体を旋回させて周囲を警戒する。

　ところが、その行動が裏目に出る。

　プスッ！　ガガガガガッ～!!

　背中に積んだエンジンから異音が聞こえ、焦げた臭いが操縦席にまで届く。と同時に、さかんに体を振っていたマシンの動きがピタリと止まった。

「げっ！」

　男の口から後悔の念がこぼれ出る。慌ててイグニッションスイッチを押すが、まったく反応がない。大掛かりな修理を要する深刻なエンジントラブルが起きたのは明らかだった。

　そのとき、マシンの斜め後ろ、体育館の方から、グルルルルゥゥ～！　といううなり声が聞こえてきた。

　男が、操縦席から身を乗り出して、声が聞こえてきた方向に目を向けると、体育館の裏手から敵がヌルリと姿を現すところだった。そこでようやく、敵の全貌が見える。

　それを目にした男は、息を吞のみ、そのまま固まってしまった。

　ヌメヌメとした質感の表皮。口らしき場所から突き出た牙きば。この世のものとは思えない異形の怪物。

　しかし、男が固まってしまったのは、その禍まが々まがしい姿が要因ではなかった。身を起こして近づいてくるその怪物のあまりの大きさに、生物の本能として凍りついてしまったのだ。

「で、でけえ！」

　男の目測で六メートル。直立したら、体育館の天井に迫る背丈になるだろう。

　その迫力に気け圧おされながらも、男は最後の抵抗とばかりに、機関砲のボタンを押した。が、エンジン同様、やはりリアクションがない。

「クソッ！」

　この日、何度めかの悪態をつくと、男はマシンから飛び降り、一目散に駆け出した。

　目指す先は、船を停とめてある島南部の港。そこまで生きてたどり着けるか否かは、相当分が悪い賭けになることは分かっていたが、今はその無謀な勝負に挑むしかない。

　絶望感を振り払うように、ヘッドセットの向こうにいる誰かに八つ当たりした。

「ブルローバーがまたぶっ壊れやがった！　校庭に残したまま離脱する。ちくしょう！　整備費をケチるからこうなるんだ！」

　もつれる足を無理やり前に出し、全速力で走る。背中には、ジットリと絡からみつくような視線を感じている。巨大な怪物が、〝獲物〟である自分を値踏みしているのが分かる。その査定もそろそろ終わるだろう。人間という矮わい小しょうな生き物を追い掛けて殺すかどうか、もう決めている頃合いだ。

　ただ、そのときの男には、背後を振り返ってそれを確かめる勇気は残っていなかった。
















　二〇××年皐さ月つき。

　倉庫のような建物を、力強さを増し始めた五月の朝日が照らしている。

　そこは、翼を広げたジャンボジェットが丸々一機入りそうな横幅と奥行きを備えた格納庫。屋根の下には、『蟹かに江え技研』という社名の看板が掲げられている。

　それを一人、見上げる作業着姿の青年。その表情は、どこか感慨深げにも見える。

　格納庫の扉を開けると、内部にはだだっ広いスペースが広がっている。青年を除いて、そこに人の姿はない。壁際ぎわには、工具や資材が整然と並べられている。単なる格納庫でなく、整備場も兼ねているのだろう。錆さびた鉄の臭いと機械油の臭いが染みついている。

　ただ、それが鼻をつまみたくなるほどキツイ感じがしないのは、作業員たちの日頃の行いの賜たま物ものか。夜中、閉鎖空間に溜たまっていた密度の濃い臭気は、スルリと吹き込んできた朝の風が、どこかに運んでいってしまった。

　スペースの中央に、一台の大型トラックが停とめられている。荷台はシルバーのシートですっぽり覆われていて、何が積まれているのかは分からない。ゴツゴツとしたシルエットから、重機の類いであることは何となく見て取れるものの、シャベルカーやブルドーザーとは少し違うように思える。

　その〝鉄の塊〟らしき物を、誇らしげに見上げる青年。

　沖おき野の鉄てつ郎ろう。二十一歳。蟹江技研の開発部に籍を置く、入社三年目の社員だ。

　ただ、それなりに聞こえる肩書とは裏腹に、顔には少年の面影が色濃く残っている。鼻の周りに散ったソバカスやいたずらっぽい目からすると、青年と呼ぶにはまだ早いように思える。

　トラックの荷台に積まれた積載物を見上げていた沖野は、無意識のうちにそれを覆っているシートに手を掛けそうになった。が、慌てて手を引っ込めた。

　沖野は、その積載物の中身がどんなものか知っている。しかし、今、そのベールを剝はいでしまっては、後の楽しみが半減してしまうことも、また知っていた。

　わざわざ早起きして、誰もいない格納庫に足を運んだのは、トラックの荷台をのぞき見るためではない。格納庫の内部、自分が同僚たちと汗を流して作業に勤いそしんだ、この仕事場の光景を目に焼き付けるためだった。

　というのも、沖野が入社以来、三年間通い詰めた場所に日参するのは、この日が最後になるからである。今日、五月一日をもって、納入品と共にクライアントへ出向の身となるのだ。

　三年間、世話になった部室を後にするような感慨がある。しかし、決して感傷的な気分になっているわけではなかった。むしろ、社長から直々に出向を命じられた瞬間は、小躍りしたくなるほどうれしかった。なぜなら、出向先での業務が願ってもないものだったからである。子どものころからの夢は、今の会社に入ったことで半分はかなった。残りの半分は、出向先の会社でかなえることができる。

　沖野は、自身の恵まれた境遇に、改めて感謝した。




　三年前、高校卒業後、蟹江技研に就職した沖野は、希望通り開発部に配属された。それから今に至る時間は、文字通りあっという間に過ぎ去った。

　ほとんどの時間は、見て学ぶ、やって学ぶ、失敗して学ぶことに費やされた。トラックの積み荷は、入社二年半を過ぎ、初めて開発リーダーを任された代物だ。

　現在の時刻は、朝七時をちょっと回ったところ。フレックスタイム制が導入されている蟹江技研で、沖野は普段、十一時ごろの出社を日課としている。いつもより四時間近く早いのは、巣立ちの時を迎えた職場で一人感慨にふけるためと、もうひとつ、それとは比べものにならないくらい大きな理由があった。トラックの荷台に積み込んだ商品を、朝一でクライアントに届ける手はずになっているのだ。

　思い起こせば、ここに至るまで、楽な道のりではなかった。開発の難しさ、手間、労力は、最初から覚悟していたこともあって、特段語るようなことはない。唯一計算外だったのは、クライアントが直前になって納品を急せかしてきたことだった。当初、納期は来週の予定だったのだが、急きょ「一週間早めてほしい」と打診されたのだ。

　それでも、沖野のモチベーションは下がらなかった。というより、むしろ上がった。文化祭前日にクラスみんなで徹夜するようなワクワク感さえあった。

　準備は万全。あとはモノをトラックでクライアントに届けるだけ。大型免許を持つ運転手は、八時にはここに現れる。朝の渋滞を考慮しても、クライアントのもとに九時前に到着できる算段だ。

　沖野はトラックに同乗し、クライアントに商品をお披露目。そのまま出向初日を迎えることになる。

　気づけば時計の針は七時五十分を指していた。

　そろそろ運転手が来るころだろうと、ぼんやり考えていると、格納庫へと続く通りから高級車特有の低いエンジン音が近づいてきた。

　そういえば……と、沖野の脳裏にある人物が思い浮かぶ。運転手のほかに、「商品の晴れの門出を見送りたい」と言っていた人物が一人いた。エンジン音は、その人物の愛車のものに間違いなかった。

　沖野が、出迎えるために格納庫の入り口付近に移動すると、予想した通り、ピンクのベンツが目の前に滑り込んできた。

　車はいったん格納庫の前を通り過ぎ、奥のスペースでタイヤを軋きしませながらＵターン。沖野の前でつんのめるように急停車した。それでも、嫌なブレーキ音がしなかったことに、「さすがは高級車」と沖野が妙な感心をしていると、車体が完全に止まるか否かのタイミングで慌ただしくドアが開き、中から一人の女性が降りてきた。

　蟹江技研の代表取締役社長・蟹江のぶ代である。

「社長、おはようござい……」

　上司の姿を見て、あいさつの言葉を口にしかけた沖野だったが、言い終わらないうちに、それが相手の耳に届かないことを悟った。さっきまでハンドルを握っていたはずなのに、車から出てきたときには、既にスマホを耳に当てて誰かと話している。

　蟹江のトレードマークはピンク。愛車のベンツをはじめ、着ているスーツからハイヒールまで、ピンクを基調としたハイブランドのファッションで全身を固めている。

　本人いわく、「男だらけのむさ苦しい職場なんだから、華が必要でしょ？」との意図らしいが、社員の中で蟹江を〝華〟だと思っている者は誰一人としていなかった。中には、「色彩の暴力だ！」と陰で揶や揄ゆする者までいる。

　というのも、でっぷりとした蟹江のフォルムに、派手なピンク色が似合っているとは、お世辞にも言えないからである。悪い意味でムッチリとした二の腕、ハムのようにパンパンに張ったふくらはぎ、胸より前にポヨンと突き出たお腹なか。それをタイトなピンクスーツで包んでいるのだから無理はない。いや、元々はゆったりしたサイズ感のスーツなのだが、蟹江が装着することにより、ピチピチなタイトスーツに様変わりしてしまっているのである。

　派手な外見は服だけに留とどまらず、ヘアスタイルは銀座のママを思わせるソフトリーゼント。眼鏡は、首に提げられるようになった派手なチェーンが付いており、フレームには五十六歳という年齢に見合わないキラキラした装飾が施されている。

　それでも、社員から嫌われていない……というより、むしろ慕われ、頼りにされているのは、気きっ風ぷの良い本人の人柄によるところが大きかった。

　蟹江技研は、従業員九十名の中堅重機メーカー。次世代型建設用ロボットの製造をはじめ、工業用、農業用を問わない各種重機の製造を主な生業なりわいにしている。

　一昔前まで、建築用の重機といえば、ショベルカーやブルドーザーが主役だったが、近年、多層化外骨格（マルチエクソスケルトン）システムを採用した次世代型が登場。二〇××年現在、そのタイプが一般的に普及し、蟹江技研でも、次世代型重機の開発・製造が、大きなウエートを占めるようになっていた。

　また、沖野にとって蟹江は、社会人としての恩人でもある。

　蟹江技研には、高卒で入社した者も少なからずいる。ただ、その場合、職人たちの見習いとして工場に入るか、庶務などの簡単な事務作業からキャリアをスタートさせるのが慣例である。

　にもかかわらず、沖野がルーキーイヤーから開発部に配属されたのは、入社試験の段階で、その才能を見抜いていた蟹江の後押しがあったからに他ならない。今回、納入される〝新商品〟の開発リーダーに沖野を指名したのも、他ならぬ蟹江のぶ代自身であった。




　両手を腰に当て、電話が終わるのを待つ沖野。

　車を挟んだ反対側では、スマホを耳に当てた蟹江が、せわしなくその場を行ったり来たりしている。

　蟹江が動き回るたび、ハイヒールの音が朝の澄んだ空気に反響した。本来ならコツコツか、カッカッあたりが、妥当な擬音だが、沖野の耳には、ドスドス、またはガツガツという音として届いていた。格納庫の扉が開いているため、広い空間に反射して、重低音がより大きく聞こえるせいかもしれない。

　いずれにせよ、その音はハイヒールの悲鳴、あるいは断末魔だ。実際、蟹江のヒールはよく折れる。ただ、本人にそれを気にしている様子はなく、車に積んである予備にシレっと履き替え、何事もなかったかのようにふるまうのが常だった。

　ゆるキャラ的フォルムが放つドスドス音に耳を傾け続けることが、いい加減嫌になってきた沖野が、格納庫に戻ろうと踵きびすを返しかけたとき、不意に蟹江が振り向き、声を掛けてきた。

「ねえ、ちょっと出発遅らせられない？」

　手には相変わらずスマホが握られていたが、相手との通話は切られていないようで、丸々っとした手が通話口をふさいでいる。

「えっ？　……どういうことですか？」

　突然、話を振られ、戸惑いを隠せない沖野。

　入社してから三年たつが、蟹江のせっかちな会話には、いまだについていけないところがあった。いつでも本題から入り、相手に即答を求める。それが蟹江の性格なのだ。

　ゆえに、質問に質問で返した沖野に、少々いら立った様子の蟹江。沖野に言うでもなく、「知らないけどさ……」とつぶやくと、通話口をふさいでいた手を外し、再びスマホに向かって声を発した。

「え？　……うん、……うん。あ、そうなの？　そりゃ、いいさ。むしろ、こっちに来ないでちょうだいよ。うつされたら困っちゃうからさ。うん。じゃ、お大事に」

　そう言うと、蟹江はスマホの画面をトンと弾はじき、通話を切断した。

　改めて沖野に向き直り、車を迂う回かいして近づきながら状況を説明する。

「阿あ藤とうさん、今日来られないんだとさ。インフルにかかっちゃったって」

　阿藤とは、今日の運搬を担当する大型運転免許を持つドライバーだ。

　沖野も、阿藤の存在をあてにしていた一人で、突然の欠勤申告に戸惑いを隠せない。

「え？　マジですか？　昨日はあんなに元気だったのに。どうしましょう……」

　判断は、蟹江に委ねるしかなかった。

「だから、遅らせられないの？」

　腕を組みながら沖野の目の前に移動してきた蟹江が、最初に口にしたのと同じ言葉を繰り返した。

　その瞬間、風下に立った沖野の鼻腔こうを、強烈な香水の匂いが襲った。

　それでも距離があった分、我慢できないほどではなかったのだが、こうして間近で相対してみると、いつも以上に匂いがキツいことが分かった。

　が、今の沖野にとって、スメハラよりも納期遅れの方が一大事。会社員の顔に戻って上司に訴えた。

「いや、無理ですって！」

　部下の焦りなどどこ吹く風。蟹江が平然と言い放つ。

「無理なことないでしょうに。日にちをずらせって言ってんじゃないんだから。午前中にほうぼう当たれば、運転手くらい見つかるでしょ？」

　確かにそうかもしれないが、沖野の不満は収まらない。

「やっと迎えたお披露目の日なんですよ！　朝一に届けないと意味が」

　沖野がしゃべり終える前に、蟹江がうっちゃりを放つ。

「細かい！　あんた若いのに細かいねえ、ずいぶん。今日中って言ったら、今日の夕方までってことでしょうが」

　さっぱり事情が分かっていない上司に、お気楽タイプの沖野もいら立ちを隠せなくなってくる。

「それじゃ困るんです！　先方の田た島じま社長には、朝十時に届けますって約束しちゃったんですから！」

　切羽詰まった様子の沖野に対して、蟹江は相変わらずのれんに腕押しで、間が抜けた返事を返す。

「あらま」

　蟹江に言うつもりはなかったが、状況が状況だけに、沖野は今に至る経緯をまくし立てた。

「今朝の出荷に間に合うように、整備やソフト開発の皆さんに頭下げて、他の仕事押しのけてやってもらったんですから。これじゃ、先方だけじゃなく、社内にも顔向けできませんよ！」

　そんな沖野の悲痛な訴えにも動じる様子はなく、蟹江はピント外れなことを口にした。

「阿藤さん、何で予防接種受けなかったのかね」

「知りませんよ。とにかく、何とか運転手を段取らないと……」

　沖野は、頭をフル回転させて、大型免許取得者の知り合いを探し始めた。

　確か、母方の死んだ爺じいさんが持っていたはず……って、死んでんじゃん！　むしろ、出てこられても困るよ！　存命の知り合いでいくと、……そうだ！　北海道で牧畜をやっている叔父さんが、飼料を運ぶのに必要だとか言って、去年大型免許取ったんだっけ。今から電話で呼んで……って、北海道から何時間かかるんだよ！　だったら、高校時代の同級生はどうだ？　そういえば長なが井いが、運送会社に就職が決まったとか言っていたはず。よし、ヤツだ！　今すぐ連絡を……って、連絡先知らねぇ！　よく考えてみたら、アイツとそんなに友達じゃなかった。アイツ、バスケ部で、俺らオタクのことバカにしてたからな。なんて、今はそんなこと、どうでもいい！　どうする？　どうしたらいい、俺？

　沖野が不毛な自問自答を繰り返していたのが、約三秒。それを尻目に一人、思案顔だった蟹江が、おもむろに口を開いた。

「しょうがないね。そういうことなら……やるっきゃないか」

「はい？」と、間抜けな声で答える沖野。

　対して蟹江の目には、これまで沖野が目にしたことのない、たぎる炎が宿っていた。

「やるっきゃないって言ってんの！　ねえ、サンダル持ってきて！」

　いまだに状況が理解できない沖野は、さっきよりもさらに間抜けな「は？」という声を絞り出すのが精いっぱいだった。

　蟹江は、シャキッとしない沖野に発はっ破ぱを掛けるように、鋭く言った。

「急いでいるんでしょ！　事務所からあたしのサンダル持ってきてちょうだい！」

「サンダル、ですか？」

　足元を開放してリラックスしてる場合じゃないでしょ？

　ここに至ってもまだ、沖野には蟹江が何をしようとしているのか、ピンときていなかった。それでも、次に聞こえてきた言葉で、ようやく意図を理解した。

「あたしがやるよ。運転」

　社長がトラックを運転？　やる気と責任感があるのは分かる。が、意気込みだけで解決できる問題ではない。法令遵じゅん守しゅが蟹江技研のモットーではなかったか。

　沖野がもっともな疑問を口にした。

「社長、大型持ってるんですか？」

　無論、沖野が聞いたのは、大型免許を所持しているか否かだ。無免許で運転しているところを警察に見つかれば、納品どころではなくなる。そういえば、今の法律だと同乗者までペナルティーが科せられるんじゃなかったっけ？

　沖野の不安をよそに、すっかりやる気の蟹江が、スーツの袖をまくり上げながら気風よく答えた。

「あったり前よ！」

　そう言われたら社長を信じるしかない。蟹江が、勢いだけでハッタリをかましてくるような人間ではないことも、沖野は知っていた。

　指示されたとおり、〝あたしのサンダル〟を持ってくるべく、全速力で格納庫を飛び出す。

　目指すは、格納庫とは別棟になっている事務所。問題のサンダルは確か、入ってすぐの下駄箱の一角に収まっていたはずだ。

　思ったとおり、蟹江のサンダルは下げ駄た箱で見つかった。鮮やかなピンクが、黒や茶色といった地味色揃ぞろいの安全靴（底や爪先が鋼板で補強された作業員御用達のシューズ）の中で一ひと際きわ目立っている。

　沖野は、それを手に取ると、踵を返し、格納庫前で待つ蟹江のもとに駆け出した。と同時に思う。

　社長、意外と足、小せぇ！

　沖野自身、蟹江の足のサイズなど心底どうでもよかったが、思い浮かんでしまったものは仕方ない。

　スペシャルわがままボディーの蟹江だけに、下手したら二十七センチ、いや、何なら二十八センチくらいあるんじゃないかと勝手に予想していた。それだけに、走りながらチラリと確認した靴底に、二十三センチの表示を見つけたときは、正直面食らった。

　あの重量を、こんな小さな面積で支えているのか!?

　沖野は想像の中で、ゆで卵に爪つま楊よう枝じ二本を刺した形状を思い浮かべ、走りながら思わず噴き出してしまった。

　ハンプティ・ダンプティじゃないんだから！

　そんな失礼極まりない想像をしているとはつゆ知らず、格納庫前で待っていた蟹江は、満面の笑みで駆け寄ってくる沖野を見て、満足げに頷うなずいた。

　蟹江には沖野がよく懐なついた飼いイヌのように見えているのだが、互いの胸の内は知らぬが仏だろう。

　戻って来た沖野が、「どうぞ」とばかりに蟹江の足元にサンダルを並べる。蟹江は、沖野の肩を支えにハイヒールを脱ぎ、それに履き替えた。沖野は、その様子に再びハンプティ・ダンプティを重ね、噴き出しかけたが、とっさに自分で自分の太ふと股ももをつねり、痛みで笑いをかき消した。

　沖野の顔がキリリと引き締まったのを見て、蟹江は蟹江で〝困難な仕事に向かう男の顔になった〟と、勝手に誤解していた。

　ともあれ、二人がやることはただひとつ。納品時刻の九時までに、商品を届けることだ。

　格納庫に停めてあった大型トラックの運転席に乗り込む蟹江。沖野は、慌てて壁際に置いておいたブリーフケースを取ってくると、助手席に飛び乗った。

　が、その途端、天を仰あおぎたい気持ちになる。密閉空間に並んだことで、蟹江の香水の匂いが、さらにキツくなったのだ。納品先まで、通常ならばおよそ二十分の距離。しかし、今は八時を少し回ったところ。朝の渋滞に巻き込まれるのは避けようがない。

　うまくいけば三十分。運が悪ければ四十分くらいかかってしまうかもしれない。いずれにせよ、この香水地獄に、少なくとも三十分以上は耐えなければならないことは確定していた。

　沖野の絶望的な気持ちなど知る由もなく、蟹江はアクセルを踏み込んだ。

　一瞬、身震いするようにブルルンと車体が震え、トラックが前進。大型車ならではの重厚なエンジン音を轟とどろかせながら、格納庫を出発した。




　国道を進むトラック。

　蟹江技研を出て左折するとすぐ、五百メートルほどでＪＲの線路沿いを走る幹線道路にぶつかるのだが、車列は早くも詰まっていた。

　沖野は「やっぱり」と思いながらも、渋滞を形成している車の群れを呪わずにはいられなかった。

　いっぽう、助手席の苦境になどまったく気付いていない蟹江は、沖野の思考を遮るように、独り言と質問の中間くらいの声音で言った。

「あれ、節せつ子こさんとこの食堂、閉まっちゃったんだ。ここもファミレスか何かになるのかね？」

　独り言だったとしても、立場上、無視するわけにはいかない。沖野は、最近同僚たちが語っていた噂うわさ話を口にした。

「いや、バイキングみたいですよ。『ガッツ太郎』っていう食べ放題の店ができるらしいです」

　食べ放題という言葉に弱そうな体形をしていながら、蟹江は『ガッツ太郎』の出店に否定的のようだ。

「どこもかしこも、そんなんばっかで……」

　蟹江が嘆くのは、幼い頃から馴な染じんでいた街並みが消え、全国どこに行っても代わり映えしない画一的な景色になっていくのが、どうにもやるせないからだった。思えば、蟹江が住み続け、知り尽くしているこの町は、近年まで都会的な発展から取り残されたような、ノスタルジックな空気感を保ち続けていた。

　といっても、決して寂れた場所というわけではない。

　三本の川が合流し、五キロメートルにも及ぶ穏やかな内湾を形成した要よう衝しょう。沿岸は地方有数の工業地帯として発展してきた。

　外海へと続く湾の出口は、一九〇〇年代終盤から盛んに埋め立て工事が行われ、元々の地形よりもかなり外洋にせり出している。そんな拡張工事が長年続けられてきたのも、町の発展の証しと言える。

　言うなれば、かつてこの国を潤した、高度経済成長の申し子のような町である。

　海沿いの工業都市。潮風と錆びた鉄、油の臭いが染み込んだ下町の工場群。そんな情景が残る町を、古くからの住人は愛してやまなかったが、それでもやはり押し寄せる時代の波にはあらがえなかった。




　納品先である波なみ止どめ工業までは、内陸部に切れ込むように広がった湾を回り込むようにいったん西へ迂回した後、湾の対岸を北東に向かうことになる。

　しかし、湾の北側の道との合流地点に至っても、渋滞の列が途切れる様子はなかった。むしろ、南側を走っていたときよりも、さらに進みが遅いように思える。

　久しぶりに大型で爆走するイメージでいた蟹江は、次第にいら立ち、カーナビが盛んにお勧めしてくる湾沿いの道に見切りをつけると、ハンドルを左に切った。

「かっ飛ばすよ！」

　沖野は一瞬、「え？」と思ったが、すぐに蟹江の意図を察した。

　ＪＲの線路に沿うように走る国道は、確かに波止工業に向かうには最短コースである。しかし、渋滞と距離の兼ね合いを考えると、蟹江が選択したように、いったん北進し、海に突き当たったところで東に進路を取った方が、到着は早いに違いない。

　蟹江の狙いはまんまと的中した。

　町の中心部から離れた途端、噓うそのように渋滞の車列は消え、視界が一気に広がった。目の前には、真っ直すぐ延びるアスファルトがあるだけだ。

　蟹江は、フンっと鼻を鳴らすと、アクセルをググッと踏み込んだ。

　トラックが急加速し、沖野は背もたれに体を押しつけられた。いくら「かっ飛ばす」と言ったって、限度というものがあるでしょ！　と思ったが、不思議と怖い感じはしなかった。自らドライバーを買って出ただけあって、蟹江の運転はなかなか堂に入っている。

　海沿いの道に出ると、車の数はさらに減り、開放感は格段に高まった。トラックは、潮風を切ってグングン進んでいく。

　助手席の窓から、後ろへ後ろへと飛びすさっていく景色に目を向ける沖野。

　海は朝日に照らされてきらめいている。窓越しに見ても、絵になる光景だ。

　沖野がさらに視線を遠方に移すと、はるか沖合にうっすらと島影が見えた。

　龍りゅう眼がん島じまである。

　本土から沖合に三キロメートル。大海原にポツンと浮かぶ孤島。南北に長く、面積は約九・六八平方キロ。島の北側は切り立った崖になっており、標高百メートルの森林地帯を有している。人口は、およそ三百人。そのほとんどが漁業に従事し、儲もうかっているというほどではなかったが、島民たちはそれなりの暮らしを送っていた。

　それが一変したのが、約一年前の六月終わり。島北部の森林地帯から、突如として火山性の有毒ガスが流れ出し、集落まで迫ってきた。

　当初、自治体は、すぐに収まるものと見て、島民たちに島の機能が集中した東側の港付近に避難するよう指示を出した。ところが、ガスは風に乗って島全体を覆い、島内に安全な場所がなくなってしまった。少なくとも、日常生活を送れるような状態ではなかった。

　結局、自治体はガス発生から三日後、全島避難を勧告した。

　それ以来、十一カ月もの間、龍眼島は無人状態になっている。自治体の調査によると、人がいないのをいいことにイノシシなどの野生動物がばっこし、島民の生活区域を荒らしているという。

　沖野の新しい仕事は、その害獣を駆除することだった。島民が島に戻ったとき、すみやかに元の生活に戻れるよう、インフラを守るのが目的である。

　なお、今、向かっている波止工業は、社名に〝工業〟と入っているものの、主な業務は害獣駆除。沖野は、トラックの荷台に積まれた〝新商品〟を手土産に、その会社に出向するのだ。

　重機メーカーから害獣駆除会社への出向。社会通念上、そんな人事交流があり得るのか？　と問われれば、確かに特殊なケースではある。しかし、理にはかなっていた。

　沖野が開発を任された商品は、世に出回ったことがない、まっさらな新型。害獣駆除に特化した重機という、前代未聞の代物である。操作説明書を付けて、「はい、どうぞ」というわけにはいかない。

　そこで、マシンのすべてを知り尽くした開発者である沖野に、白羽の矢が立ったのだ。要は、新型重機のパイロット、およびインストラクターとして出向するのである。




　海沿いの道をゆくトラック。

　渋滞回避作戦は見事に的中し、快適に走行している。やがて車は、岸壁をショートカットする鉄橋に差し掛かった。海側に遮るものがないため、数キロ先の埋め立て地まで見通せる。

　その突端に、ポツンと建った倉庫のような正方形の建物が見える。

　それこそが、今、二人が目指している波止工業の社屋だった。

　遠目では、はっきり見えないが、打ち合わせなどで何度か訪れたことがある沖野は、そのうらぶれた外観を思い出し、小さなため息をついた。

　社屋と言えば聞こえはいいが、実際は倉庫のようなガレージの上に、無理やり事務所を設しつらえた、古い町工場チックなプレハブ二階建て……とでも表現すれば想像しやすいだろうか。

　事務所に上がる外階段は、革靴で踏むたびにカンカンカンと音がする鉄製。年中潮風にさらされているせいで焦げ茶色に錆さび付き、いつ底が抜けてもおかしくない状態にまで劣化している。よって沖野は、「蟹江社長と一緒に上るのは、デンジャー過ぎる」と密ひそかに警戒しているのだった。

　ただでさえ貧乏臭さ満載の社屋なのだが、事務所の上に掲げられた社名の看板が、さらにその貧相さを際立たせていた。ペンキで書かれた『波止工業』の文字は一部が消えかけ、『波上工業』、あるいは『皮止工業』にも見える。

　従業員は現在五名。沖野を加えて六名になると聞いている。お世辞にも、出向したくなる会社とは言えない典型的な零細企業である。その社屋を改めて客観視した沖野の口から、思わず本音が漏れる。

「うわ～、ダッサ」

　それが聞こえた蟹江が、「何が？」と反応してしまったので、沖野は半分独り言として言ったその言葉を、引っ込めることができなくなってしまった。やむなく今向かっている出向先の社名を口にする。

「波止工業ですよ」

「バカ。お客のことそんな風に言うもんじゃないよ。それに、害獣駆除会社なんだから、派手にするこたぁないだろ？」

　もっともである。もっともではあるが、沖野は納得がいかなかった。

「いや、そういう時代は、もう終わりじゃないかって」

「そうかね」

　つれない蟹江の反応にめげる様子もなく、沖野は青年の主張を続ける。

「そうですよ。ほら、スウェーデンとかフランスって、公共施設や建築車両だってオシャレじゃないですか。地のデザインがいいっていうのかなぁ……。日本も基本ベースを、もっとクールにした方がいいんですよ」

　そこまで一気にまくし立てると、荷台を親指で指し示し、したり顔でのたまった。

「せっかく、最新機器を導入するんですから、この際、波止工業も変わった方がいいと思うんです」

　そこでようやく話の着地点が見えた蟹江が、沖野に問う。

「あんた、何か企たくらんでいるのかい？」

　沖野は、膝に乗せていたブリーフケースを意味深にポンっと叩たたくと、不敵な笑みを浮かべた。

　そんな沖野の様子を横目に見た蟹江が、やれやれといった様子でため息交じりに諭す。

「アンタが優秀なのは認めてるよ。だから、その若さで開発任せたんだから。でもね、あんまり調子に乗るんじゃないよ。まだまだ社会人としては青二才のヒヨッコなんだからさ」

　蟹江の言葉は、年長者の苦言というより、やんちゃな息子に教えを説く母親のお説教のようなものだった。が、それを素直に聞くような沖野ではなかった。企みがうまくいった想像でもしているのか、一人でニヤついている。

　蟹江は、波止工業の社長・田島から新型機械の発注を受けた際、操縦者も同時に貸し出してほしいという依頼を受けた。波止工業レベルの零細企業に、本来そこまでサービスする必要はなかった。

　ではなぜ、若手有望株の沖野を、波止に送り込もうと決めたのか。

　蟹江が期待しているのは、新製品の性能や使い勝手を、開発者自らが実地で感じ取ることで、今後に役立つノウハウを蓄積することだった。今の段階で口外することは決してできないが、蟹江の頭の中には、害獣駆除に留まらない活用方法もチラついていた。

　すなわち、沖野の出向を、蟹江技研が中堅企業の烙らく印いんを振り払う試金石と考えているのだ。




　波止工業。資本金一千万円。社員数五名の零細企業。

　現在、害獣駆除会社を標ひょう榜ぼうしているが、数年前までは社名に見合った業務を行っていた。元々は、龍眼島で住宅設備の整備を請け負う建設会社だったのだ。

　会社にとって、今の環境は仮住まい。使われていなかった倉庫をプチリニューアルし、半ば強引に社屋として使っているのである。

　問題が片付き、島に戻れる状況になったら、波止も元の建設会社に戻る。社長の田島は、そんなビジョンを描いていた。が、それを実現する道のりが、決して平坦でないことも分かっていた。

　社屋の正面は、北向きで海に面している。周囲は、コンクリートが敷き詰められ、護岸された港。埋め立て地特有の、どこか無機質な空気が漂っている。

　その無駄に広々としたスペースに、大型トラックが車体を揺らしながら走り込んできた。

　蟹江は、ブレーキをかけると、車体が完全に止まる前に、これ見よがしにクラクションを鳴らした。

　ファーンという音が、空疎な港湾にこだまする。

　ほどなくして、社屋に向かって右手に設えられた鉄製の階段から、数人の人影が下りてきた。

　先頭を切って姿を見せたのは、波止工業・代表取締役社長の田島鋼こう二じである。

　ネクタイ、ワイシャツにスラックスと、社会人らしいアイテムは身につけているものの、上に作業着チックなブルゾンを着込んでいるため、到底、社長には見えない。

　後ろ髪には寝癖が残り、手入れが行き届いているとは思えない無ぶ精しょう髭ひげも、社長らしからぬ空気感を醸かもし出している。

　それでも、憎めない大人の色気と、母性本能をくすぐる可愛かわいらしさを感じさせるのは、生来備わった田島自身の人間的魅力によるものだろう。

　ただ、四十二歳という働き盛りの年齢にして、どこか哀愁を感じさせるのは、これまでの歩みに、ひとかたならぬ苦労があったからにほかならない。

　元々、田島は日本を代表する総合化学メーカー・塩田化学の環境インフラ部で業務推進課の課長を務めていた。その部署が行っていたのは、従来の方法とはまったく異なる画期的な技術による海水淡水化プラントの開発だった。今後、ますます需要が高まると見られる、世界的な水ビジネス市場のシェア拡大を見越しての事業である。

　田島は、その責任者として、閉鎖的な龍眼島の住民と辛抱強く折衝を重ね、交渉開始から一年後にようやく施設の建設許可を取り付けた。

　それから四年後、海水淡水化プラントの一号機が完成すると、島の水道環境に劇的な変化がもたらされた。

　というのも、島には三百人もの住民がいるにもかかわらず、比較的平坦な地形ゆえに表流水が乏しく、生活用水はほぼすべて井戸から汲くみ上げる地下水に頼っていた。そのため、慢性的な水不足に悩まされていたのだ。

　当初、島民は、〝化学会社の工場が建てられる〟という表面上の見え方から環境破壊を危き惧ぐし、建設に反対する者が少なくなかった。しかし、結果として海水淡水化プラントの実験成功は、島にとって福音となった。

　また、そのころになると、島民が田島に向ける視線も、懐疑的なものから、信頼できる仲間に向けられるものへと変わっていた。田島自身、プライベートを捨て、全力を注いできた事業に、一応の決着がつけられたこともあって、龍眼島に並々ならない愛着を感じるようになっていた。

　ところが、そんな喜びもつかの間、思いがけない事態が島を襲った。毒性を帯びた火山性ガスの流出である。それを受け、島民はもとより、活動拠点を島に置いていた田島をはじめとする塩しお田た化学のメンバーも、島からの撤退を余儀なくされた。

　その後、田島は塩田化学を退社することになる。といっても、撤退の責任を取らされてのことではない。プラントの計画は、社内的にも社外的にも、あくまでも成功。計画自体に問題はなかった、と今でも位置付けられている。

　田島の退社は、自主的なものだった。深い思い入れを抱くようになっていた龍眼島が、このまま〝壊れていく〟という現実から、目を背けてはいられなかったのだ。

　行動を開始した田島が、最初に手を着けたのは、波止工業の買収だった。自身の退職金と貯金をつぎ込み、資本金一千万円のうち六百万円を用立てて、休業状態に陥っていた波止の〝看板〟を買い取ったのだ。残りの四割は、蟹江技研と塩田化学が二割ずつ出資している。

　そうした経緯で、田島が害獣駆除会社として生まれた変わった新生波止工業の社長になったのが、九カ月前の話である。




　紆う余よ曲きょく折せつはあったものの、結果的に島民の信頼を得た田島。蟹江も田島に好印象を抱いている人間の一人だった。歩み寄ってくる姿を確認すると、トラックを降り、あいさつの言葉を口にした。

「どうも、田島ちゃん！」

　続いて、蟹江より先に降り、トラックの横で待機していた沖野が、「おはようございます」と頭を下げた。

　二人のあいさつに応じようと、近づきながら頭を下げかけた田島だったが、ふとあることに気付いて、パッと顔を上げた。

「蟹江社長が運転ですか？」

「そりゃ、お得意様への納品だからね」

　蟹江が、フフンと鼻を鳴らして軽口を叩く。しかし、空気が読めない沖野が、すぐにサプライズのカラクリを暴露してしまった。

「いや、運転する予定だった阿藤が、インフルになっちゃって」

　蟹江は、キッと沖野の方に振り向くと、顔を指さしながら叱しっ責せきした。

「バカ！　アンタ、ホントのこと言うんじゃないの。こういうときは、お客さんの気分をよくさせてナンボなんだから。そういうトコ分かんないとダメよ！」

　肝心のお客さんの前で、そんなことを言う方もどうかしていると思うが、田島たちは、それもまた蟹江らしいジョークだと分かっていた。

「すいません」と頭をかく沖野のリアクションもあって、一同に笑いが起き、場は一気に和なごんだ。

　その穏やかな空気に背中を押されるように、控えめに田島の後ろに立っていた事務服姿の若い女性が、蟹江に向けて感嘆の声を発した。

「蟹江社長、大型も運転できるんですね！」

　人懐なつっこい笑顔で蟹江に問い掛けたのは、白しろ金がねみゆき。

　二十五歳という若さながら、ふんわりとした母性を感じさせる癒やし系。小柄なせいもあって、美人と言うより、愛くるしい小動物タイプだ。そのいっぽう、ボディーラインはふくよかで、格子柄の事務服の胸回りは、隠しようもなくたおやかに膨らんでいる。

　みゆきは元々、塩田化学の傘下にあった資源リサイクル会社・株式会社シオタサイセイの派遣社員だったのだが、グループ再編にともなうリストラにより、派遣先の移籍を余儀なくされた。

　しばらくは、新たな職場であるリース会社に通っていたのだが、会社勤めはあくまで腰掛け……と考えていたみゆきにとって、遠距離通勤は苦痛でしかなく、ほどなくして転職を決意。そのタイミングで、新生波止から引き抜きの打診があり、晴れて正社員になったのだった。

　しかし、正社員になったからといって、彼女のスタンスに変化はない。流れに身を任せていれば、そのうち何か良いことがある。それがみゆきの人生におけるモットーである。

　ただ、ユルさゆえの屈託のなさは、みゆきの魅力でもある。取引先の社長に話し掛けるのにも、ほとんど躊ちゅう躇ちょがない。蟹江もフラットなタイプは嫌いじゃないようで、みゆきが放った素朴な疑問、運転の守備範囲について、フランクに答えた。

「タイヤが付いているのは、何でも運転できるよ。バイクもＯＫ。そのかわり」

　蟹江はそこで言葉を区切り、トラックの荷台を指さした。

「こっちの方はからっきし」

　つまり、重機に関しては、守備範囲から完全に漏れているということだろう。ドライブ好きの蟹江が、なぜそうなのかは本人のみぞ知るところだが、その言葉を受けて、沖野は待ってましたとばかりに自分の胸を叩いた。

「こっちの操縦は、僕に任せてください！」

　波止工業の面々に自信ありげな視線をパーンさせる沖野。その過程でみゆきと目が合った。

「あ、初めましてですよね」

　これまで、油臭い男に囲まれて仕事をしてきた沖野は、職場に女性の姿があることに、ちょっぴりドギマギしながらあいさつの言葉を口にした。

　実のところ、打ち合わせで波止を訪れた際、お茶を出してもらったことがあるので、正確には初めましてではないのだが、そのときは軽く礼を言ったくらいで、面と向かってあいさつを交わすのは初めてだった。

「はい。お電話では何度かお話しさせていただきましたが」

　みゆきがそう言うと、沖野は、いつも電話に出る若い女性は、彼女だったのかと思い当たった。確か、女性社員はもう一人いると聞いているが、どうやら電話対応は、彼女が担当しているようだ。

「今日から御社でお世話になります。沖野鉄てつ郎ろうと申します。よろしくお願いいたします」

　いったん背筋を伸ばし、深々と頭を下げる沖野。みゆきは、その初々しい様子に微笑ほほえみながら、

「白金みゆきです。庶務やってます」と言うと、ペコリと頭を下げた。

　一連の流れを、両手を腰に当ててながめていた蟹江が、田島の方に視線を移すと、我が子を空手教室の師範に引き渡すような口調で言った。

「まだいろいろ青いところがあるから、鍛えてやってちょうだい」

　田島は、恐縮しながら言葉を返す。

「いや、こちらの方こそお世話になります。この新型があれば、業務もかなりはかどると思います」

　実際のところ、外部からの出向社員を抱えるのは、田島にとって初めての経験だった。

　蟹江が口にしたような〝鍛えてやる〟という言葉は当てはまらないように思えるが、将来有望な若者の成長を促せたらいい。田島は、沖野の育成について、そんなイメージを抱いていた。

　新たなボスの深い思慮など知る由もない沖野は、唐突に声を張り上げた。

「ええ、おっしゃる通りです！」

　その肯定の言葉は、田島が言った「業務がはかどる」を受けてのことのようで、沖野はダッとトラックの荷台に駆け寄ると、かぶせられていたシートの固定箇所を外しに掛かった。

　手慣れているところを見ると、この日のお披露目に向けて、密ひそかに練習をしていたのかもしれない。

　数秒の後、すべての留め具を外し終えた沖野は、改めてトラックの荷台の中央付近に立ち、テーブルクロス引きの要領で、一気にシートを剝ぎ取った。

　現れたのは、建設用の重機のように見える鉄の塊だった。塗られている色やゴツゴツした雰囲気は、ショベルカーのそれ。荷台に寝かされた状態のため、地上から全体像は把握できない。

　それでも、機体から発せられるただならぬ空気を察し、波止工業の面々は息を吞のんだ。そんな一同の背後から、野太い声が聞こえてきた。

「これが新型かい？」

　口を開いたのは、それまで仁王立ちで事の成り行きを見守っていた大男だった。

　沖野は、初対面の男に向き直ると、ピョコンと頭を下げた。

「初めまして。沖野鉄郎です。お世話になります」

　社長の田島よりも年長に見える男性。行きがかり上、みゆきよりも後にあいさつすることになってしまったが、本人はまったく気にしている様子がなく、

「武む藤とう銀ぎん之の助すけだ。よろしく」と言って、ニカっと笑った。

　年齢は、沖野が目算した通り、田島より一回り上の五十五歳。

　波止工業の社員にして、害獣駆除用重機のパイロットである。ただ、武藤はそんな年齢や肩書などどうでもよくなってしまうほど、ビジュアル的なインパクトが強かった。

　押しが強そうな太い眉と口の周りをグルリと覆う濃いひげ。頭部は基本、スキンヘッドなのだが、頭頂部になぜか、毛筆ほどの毛束が残っている。基本、実際の年より若く見えるが、髪やひげに白髪が交じったグレーの質感が、五十五歳という年齢を唯一感じさせている。

　一見、絵に描いたようなコワモテなのだが、その筆状ヘアと意外にもクリっとした目が、怖さを半減。むしろ、親しみやすい愛あい嬌きょうさえ感じさせている。

　もうひとつ、特徴的なのが服装だった。白いＴシャツにデニム地のサロペット。その裾はいかついブーツにインしている。

　ボディービルダーの多くは、自身の肉体をアピールするために、タンクトップを着がちというあるあるが厳然と存在しているが、筋トレが趣味というムキムキ筋肉バカの武藤が、この格好をしているのには、まったく違う理由があった。重機の操作をしやすい格好。理由はその一点である。

　パイロットである武藤とあいさつを交わし、ここが最適なタイミングと見たのか、沖野は得意気な様子で、自分が手掛けた機体の通り名を、声高らかに発表した。

「ブルバスター！　僕が開発を任された初めてのロボットです！」

　すっかり気分が高揚した沖野は、一同のリアクションを待たないまま、続けて機体の説明に入った。

「安全性を重視して、コックピットを完全密閉のチタン合ごう金きん耐たい圧あつ殻こく、メインハッチは複ふく合ごう積せき層そう装そう甲こうにしました！」

　それは、沖野が特にこだわり抜いた仕様だった。本来〝耐圧殻〟とは、潜水艦などに用いられる、水圧に耐えるための外殻構造なのだが、沖野はそれをロボットに応用した。

　また、複合積層構造については、字面からも分かるように、とにかく防御力が高いということ。物理攻撃を防ぐことに関しては、絶対的な自信を持っている。採算を完全に度外視した仕様になっているのだが、蟹江をはじめとする経営陣には、「必要不可欠な装備だ」と言って押し通した。

　アナログ体質の武藤が、そこで質問を挟む。

「どうやって外見るんだ？」

　沖野は、想定していた通りの質問を受け、待ってましたとばかりに答えた。

「ボディーに埋め込んだカメラの映像が、パイロットの周りのスクリーンに投影されます。ＡＲ拡張現実技術も組み込んであるので、周囲の地形情報が得られるほか、銃器の照準もアシストしてくれます」

　武藤は、「ふ～ん」と相あい槌づちを打ったものの、半分くらいは分かっていなかった。

「まあ、難しい説明はいいや。重機なんてのは、気合いと根性さえありゃ操縦できるんだから」

　思いがけない言葉に、沖野が「へ？」と拍子抜けの声を漏らす。

　ただ、一同の理解が追いついていないことだけは分かった。仕切り直しが必要だと察した沖野は、気持ちを切り替えて行動を起こす。

「詳しいことはおいおいお教えしますが、まずは動かしてみます！」

　そう言うと、つなぎ状になった作業着のファスナーを下ろし、せみが脱皮するかのように、それをスポッと脱いだ。

　すると、プールの日の小学生が水着を家から着てきたかのように、作業着の下に着込んでいたパイロットスーツがあらわになった。ウエットスーツのようにピタっと全身に密着している。

　ベースのカラーは白。プロテクターのような硬質な素材が、肩、胸、肘ひじ、太股、脛すねなど体の要所を覆っている。また、脇腹、腕、ふくらはぎ、背中の各所には、筋電センサー（筋肉の動きによる電位の変化を捉える装置）と収縮する人工筋繊維が内蔵されており、着用者が行う動作の筋電信号を拾い、数倍にまで拡張する。二〇二〇年代に普及し、工場や介護施設などで活用されたパワードクロージング（着用者の動作を支援する衣服）の進化版である。これにより、全身を使うブルバスターの操縦をアシストするのだ。また、足元は金属製のブーツで、コックピットに乗り込んだ際、マシンと接続するためのフレームが見られる。

　もっとも特徴的なのは背面で、臀でん部ぶから踵かかとまで繫つながった装置が、スーツと一体化した状態で設置されている。沖野は特に説明しなかったが、それは外骨格式の補助的なパワーアシスト装置であり、ウエアラブルチェア（着用できるイス。任意の姿勢で座った状態が保てる）としても機能する。

　また、その装置のやや上には、コックピットの背当てに接続し、パイロットを固定するためのジョイント用ホールが設けられている。

　スマートでスタイリッシュなデザインが、華きゃ奢しゃな沖野さえ凜り々りしく見せている。が、そのクールな出で立ちに、一点だけ違和感を覚える箇所があった。その浮いた部分にいち早く気づいたみゆきが、反射的に声を上げた。

「あ、社名まで入れていただいている！」

　パイロットスーツの胸元には、『波止工業』と書かれたワッペンが貼られていた。作業着の胸元に社名が刺し繡しゅうされているような、昭和的センスのワンポイントである。黒字の太いフォントも異物感を増幅させていた。

　ファッションに関して無頓着な武藤でさえ、

「地味だな、こりゃ。スーツに合わんぜ」と眉をひそめている。

　そのリアクションを見た沖野は、我が意を得たりと身を乗り出した。最先端のクールなスーツに前時代的な社名ロゴ。その対比を際立たせることこそが、沖野の狙いだったのだ。

　勢いに乗じて、トラックの荷台に飛び乗った沖野は、選挙中の政治家のように、意気揚々と声を張り上げた。

「不肖、沖野鉄郎、ここにご提案申し上げます！　名付けて、波止工業、ブランディング計画！」

　壇上の沖野をあ然と見上げる一同。その呆あきれ気味の空気を察する様子もなく、沖野は上ったばかりのトラックからいそいそと下りると、かたわらに置いてあったブリーフケースから一束の書類を取り出し、田島に手渡した。

　表紙には、『波止工業　ブランディングのご提案』と書かれている。

　書類を受け取った田島は、少々面食らった様子で、「これは？」と問い掛けたが、沖野は期待に上気した笑顔を向けてくるばかり。とにかく中身をご覧くださいということだろう。

　田島が書類をパラパラとめくり始めると、ようやく沖野が書類の趣旨を口にした。

「ブルバスターの導入にともなって、御社のロゴも変えた方がよろしいんじゃないかと思うんです！」

　トラックの中で蟹江に話していた沖野の〝企み〟とは、このことだったらしい。企業ブランディングとは、要するに企業の独自性をデザインやメッセージで発信し、存在価値を高めていく試み。すなわち、企業そのものをブランド化する戦略である。

　沖野は、波止への出向が決まってから、この計画をぶち上げようと、虎こ視し眈たん々たんと機会を狙っていた。

　害獣をロボットで駆除する。その業務内容を聞いたとき、沖野の頭に浮かんだのは、小さなころから愛してやまない、古き良きロボットアニメの数々だった。

　波止工業を、地球連邦軍やサンダーバードのように、ワクワクするような会社に変えてしまおうというのだ。その足掛かりとして沖野が目を付けたのが、社名ロゴの変更だった。

　しかし、田島はあまりにも唐突な提案に戸惑い、

「ロゴ？」と、間抜けなオウム返しをすることしかできなかった。

　波止のほかの社員たちも一様に戸惑いの表情を浮かべている。しかし、その中の一人が、いち早く沖野の提案に反応した。

「それは、その……、サービスでやっていただけるということで？」

　声の主は、波止工業の監査役・片かた岡おか金きん太た郎ろうだった。

　ブルバスターの打ち合わせの際、あいさつは済ませているので、みゆきや武藤と違い、沖野が名乗ることはなかったが、正直、今までそこにいたことを認識できないくらい気配を感じていなかった。

　しかし、金が絡からんだ話になると、グッと前に出てきて存在感を放つのが、片岡の特長だった。

　ずんぐり体形の五十歳。トレードマークは、寂しくなった頭髪を一対九で固めた髪型に銀フレームの眼鏡。ネクタイ、ワイシャツに作業着チックなブルゾンというスタイルは田島と変わらないが、それらに汚れや皺しわが一切見られないのは、私生活がだらしない田島と大きく違っている。服装の整い具合が、よく言えば生真面目で几帳面な、悪く言えば堅物な、片岡の性格を物語っていた。

　ともあれ、沖野の提案について、経理担当の片岡が黙っていられなかったのは当然のことである。企業ブランディングを行うとなれば、看板の掛け替えやら何やらで、少なく見積もっても数十万はかかる。お気楽な提案に、「はい、そうですか」と乗るわけにはいかない。

　片岡は、蟹江にチラっと視線を送ることでけん制した。

　それに気付いた蟹江が、ブンブンと首を横に振って否定する。蟹江にとっても寝耳に水の話。袖を引っ張ることで暴走を止めようとしたが、すっかりその気になっている沖野は、それにすら気付いていない様子で、片岡が発したサービスか否かの質問に答えた。

「いや、そういったデザインなどは、ウチではできません。知り合いがデザイン会社をやっているので、ご紹介ってことになるんですが……」

　実は、ご紹介も何も、企画書を作る段階で、その知り合いのデザイン会社がすでに一枚嚙かんでいた。しかし、それを今明かすといろいろ問題がありそうなので、言葉を濁したのだった。

　いずれにせよ、コストカッターの片岡が、簡単に首を縦に振るはずもない。顔の前でヒラヒラと手を振り、言げん下かに否定した。

「ああ、無理無理。ウチは、そんな余裕ないから」

　いっぽう、田島には思うところがあるようで、頭ごなしに否定しようとする片岡に待ったをかけた。

「いや、もう少し、詳しく聞かせてくれないか」

　役職や立場を問わず、どんな人間の意見にも耳を傾ける。それが、塩田化学に籍を置いていたころからの、田島の信条だった。

　これはいけるかもと手応えを感じた沖野が、「僕が今考えているプランは……」とたたみ掛けようとした瞬間、思わぬ邪魔が入った。

　社屋の方から、けたたましいサイレンの音が聞こえてきたのだ。

　ヴィーン！　ヴィーン！　ヴィーン！

　屋根に設置されたスピーカーが、耳障ざわりな警告音を発する。

　それを聞いた途端、波止社員一同に緊張が走った。

「警報です！」というみゆきの声に弾かれるように一同は社屋に走り、外階段を駆け上がっていった。

　取り残された沖野と蟹江が、何事かと顔を見合わせる。が、そのままそこにいても仕方ないことを悟り、波止の面々に続いて、事務室へと向かった。




　波止工業、二階。

　社屋の外階段を上ってきた沖野が、ドアの前に到達した。その後には蟹江が続いている。

　二階といっても、一階のガレージ部分の天井が高いため、家屋やアパートのそれより、一・五倍くらい高い位置にある。その分、海側の窓からは沖合三キロメートルの龍眼島まで見渡せるというメリットがあったが、階段の上り下りに時間と労力を要するというデメリットもあった。

　後者の洗礼を最大限に受けた蟹江は、フウフウと息を切らしている。沖野は階段を上っている最中、蟹江の重みで床が抜けるのではないか、留め具が外れて丸ごと横倒しになるんじゃないか、と気が気ではなかったが、ギシギシと軋みながらもどうにか持ちこたえてくれたようで、事なきを得た。

　立て付けの悪いドアを開けると、奥には簡素な事務室が広がっていた。

　入って左手には、向かい合わせの事務机が二台。どちらも整理整頓が行き届いている。手前の机に、カラフルな文房具やＵＦＯキャッチャーで取ったような小さなぬいぐるみなどが置かれているところを見ると、そこが庶務を担当しているというみゆきのデスクだろう。

　奥の机には、魚の漢字がビッシリ書かれた湯飲みや昭和感漂う眼鏡ケース、さらには『波止工業四月収支』などと書かれた分厚いファイルが並んでいるので、片岡の席に違いない。

　一番奥の〝お誕生日席〟が、社長である田島のデスクらしい。片付いたみゆきや片岡の机と違い、本や資料などがうず高く積まれ、いつ土砂崩れを起こしても不思議はない危険地帯になっている。身だしなみ同様、自身のことに関しては、かなりずぼらなことが分かる。

　事務机は、見えている限りその三台。ということは、パイロットの武藤と、まだ沖野が顔を合わせていないもう一人の社員は、決まったデスクがないということのようだ。

　事務室に入って正面奥には、四人座るといっぱいというシンプルな応接セットが置かれている。旧波止工業のおさがりだろうか、かなり年季が入っている。沖野や蟹江が打ち合わせに来ると、決まってここに案内されるので、一応勝手は知っている。

　沖野たちは、社員のデスクと応接セットの間を抜けると、一同を追って奥の扉の前に足を進めた。

　扉の上部には、『管制室』と書かれた白いプラスチック製のプレートが掲げられている。

　打ち合わせで、波止の社屋を何度か訪れたことのある沖野だが、その部屋に入るのは初めてだった。管制室と書かれているくらいだから、そこが業務遂行の指示を送る〝前線基地〟ということだろう。

　沖野の脳裏に、アニメで見た〝これぞ秘密基地！〟といった近未来施設が浮かぶ。今日から自分の職場になる場所だ。いやが上にも期待は高まる。

　しかし、ドアを開けた沖野の目に飛び込んできたのは、見事なまでに期待を裏切る光景だった。

「マジで？」

　愕がく然ぜんとする沖野。そこは、単なる作業場。例えるなら、災害時などに臨時で設置される市役所の防災センターのような空間だった。

　部屋の中央には、作戦会議などで使うのだろうか、何も置かれていない広めの机が一台。その周囲に、パイプイスが五脚置かれている。

　左手の窓側には、パソコン、無線機、映像モニターなどが並び、その一角だけは唯一〝管制室っぽい〟と言えば言えなくもないが、沖野が思い描いていた秘密基地感はまるで感じられなかった。

　沖野の落胆は半端ではなかったが、今はとやかく言っても仕方ない。ロゴのリニューアルを押し通したら、こっちもいずれ変えていけばいい、と切り替えた。

　田島をはじめとする波止一同は、窓際に置かれたモニターを食い入るように見詰めていた。上下二段、計六台並べられたモニターの縁には、それぞれ『港湾部』『住宅街』『中央道路』などと書かれた紙が貼られている。

　映し出されているのはどうやら、龍眼島の各所に設置された、監視カメラの映像のようだ。

　その中のひとつ、『森林地帯』と書かれた紙が貼られたモニターの映像が、地震が起きた際のお天気カメラのように、ブルブルと揺れ始めた。

　一同に緊張が走り、モニターに視線が集まる。

　と、次の瞬間、画像が大きく乱れ、木々を広角に映していた映像が突然、画面左から右に伸びる雑草のドアップの映像に変わってしまった。設置していたカメラが横倒しになったのだ。

　さらに、グウォォォ～ッという獣のうめき声のような音が聞こえてくると、モニターの映像は不意に砂嵐に変わってしまった。

「カメラ、つぶされたか……」

　田島が苦々しい表情で舌打ちする。

　腕組みしながらモニターを凝視していた武藤が、「ヤツか」と誰ともなく問い掛ける。田島がそれに応えた。

「おそらく、そうでしょうね」

　すると今度は、公園と思われる開けた場所を映している映像に変化が見られた。奥の林の木が、ガサガサと揺れている。その揺れは、右から左に場所を移していた。

「東１ｆエリアから西９ａエリアに移動しているな」

　壁に貼られた地図とモニターを交互に見ながら、武藤が状況を見極めようとしている。

　地図は、龍眼島の全景を描いたもので、地図上には東西南北、格子状に線が引かれている。出没地域を正確に把握するためだろう。東と西を結ぶ線にはアルファベットが、北と南を結ぶ線には数字が割り振られ、細かくブロック分けされている。記号の前に方角を付けているのは、直感的におおよその位置を捉えるために違いない。

「このままだと、住宅エリアに向かうぞ」

　田島の表情がますます険しくなる。森で暴れてくれている分には、それほど緊急性はない。しかし、住宅街に被害を及ぼす可能性があるとなれば話は別だ。

　田島はモニターから視線を落とし、しばし考えた後、意を決したように振り返った。視線の先には、所在なげにモニターを眺めていた沖野がいた。

　突然、田島に見据えられ、思わず姿勢を正す沖野。管制室に勝手に入ったことを怒られるのだろうか？　いや、入るとき一応ノックはしたし。っていうか、俺だって今日からここの社員なわけだから、入っちゃダメってことはないだろう。

　瞬時にそんなことを考えていると、田島が思ってもみない言葉を口にした。

「沖野君、頼めるか？」

　沖野は、田島が何を言わんとしているのか、瞬時に吞のみ込めず、

「はい？」と間抜けな声を発した。

　頼めるかって何を？　このタイミングでお茶ってことはないよな。借金の申し入れってこともないだろうし、当然ながら「今から俺を一発殴ってくれ」なんて素すっ頓とん狂きょうなことでもないだろう。だとしたら、……何？

　ばかばかしい空想を広げていた沖野を、田島が現実に引き戻した。

「ブルバスターで出動してくれ！　旧型のブルローバーは、島で動けなくなったままなんだ。今は、君しか頼れる人間がいない！」

　苦み走った田島の表情から、それが苦渋の決断であることがうかがえる。入社初日の新人に、少なからず危険がともなう任務を与えるのは、いくら切羽詰まった状況とはいえ気が引けるのだろう。ましてや、ブルバスターは出来たてホヤホヤの新型だ。蟹江技研の技術は確かなものだが、初めての実戦投入で不具合が起きないとも限らない。

　ちなみに、田島が〝旧型〟と評したブルローバーとは、波止工業が主力機として使ってきた害獣駆除ロボットのこと。ロボットとはいえ、ショベルカーに毛が生えたような代物で、足回りはクローラー。アーム部分は一応、物を摑つかめる仕様になっているが、操縦席は剝き出し状態で、建築用の重機とほとんど変わらない。唯一、違いがあるとすれば、肩口に付けられた機関砲くらいのものである。

　そのブルローバーが、数日前、武藤が出動した際に故障。島に置き去りにせざるを得ず、今まで回収できずにいたのだった。

　ただ、そのときの沖野は、ここに至る背景など、どうでもよくなっていた。これから世話になる会社のトップが、「君しか頼れる人間はいない」と言っている。こんなに晴れがましい言葉を掛けられたことはない！

　思い返せば、この二十一年、これほどまで人に必要とされたことはなかった。幼稚園のお遊戯会では、浦島太郎でも、亀でも、亀をいじめていた村の子どもたちでもなく、竜宮城付近でユラユラ揺れる〝海藻役〟を与えられた。中学時代の球技大会では、全員参加が原則であるにもかかわらず補欠に甘んじ、ベンチを温めるという屈辱を味わった。

　それがどうだ。目の前の危機的状況を打破できるのは君しかいない、と一身に期待を集めているではないか。しかも、相棒となるのは、手塩にかけて完成させた、我が子同然のマシンである。沖野にとって、興奮するなと言う方が、無理な相談だった。

　完全に舞い上がった沖野は、上気した顔で田島の目を見詰め、

「はい！　行きます！」と声を張り上げた。

　そう言うや否や、トラックに積んだままになっているブルバスター目掛けて駆け出す沖野。この後、デモンストレーションを披露する予定だったため、電源さえ入れれば、すぐにでも臨戦モードに持っていくことができる。

　ところが、次の瞬間、片岡の鋭い声が沖野の行く手を遮った。

「ちょっと待った！　まだ、手続きが済んでないよ！」

　そのとき、沖野はすでに管制室の出入り口付近まで達していた。が、急ブレーキでたたらを踏み、勢い余ってドアに頭をぶつけてしまった。

　痛みをこらえ、頭をさすりながら、「はい？」と片岡の方を振り返る。

　声の主は、眼鏡の真ん中を人さし指でクイッと持ち上げながら言った。

「沖野君の雇用契約について、正式にはんこもらわないと」

　それを聞いた蟹江が、左の手のひらに右の拳をポンっと打ちつける。

「そうだった！　途中で事故にでもあったら大変だわ」

　気勢を削そがれた沖野は、不満げな顔つきで口をとがらせた。

「僕、保険なら入ってますけど」

　蟹江技研の社員に義務づけられている全国健康保険協会の健康保険。それと、任意で入っている生命保険。沖野は、合わせて月に三万円以上支払っていた。チャランポランなようでいて、そのへんは意外としっかりしている。

　しかし、蟹江が心配しているのは、沖野のことではなかった。

「いや、ロボットの方よ。あれ、リースなんだからさ。買っちゃうと固定資産になって、税金が大変になるってんで、わざわざそういう契約にしたんだ。ねえ、片岡さん」

「ええ、まあ……そうです」

　リース契約については、コストカッターの片岡が、蟹江技研側に提案したことである。蟹江の言う通り、買い取りとなると維持費だけでもばかにならず、零細企業である波止工業の経営は回らない。

　本来であれば、波止工業が商品を発注したクライアントで、蟹江技研が受注業者。蟹江技研にとって波止は大切なお客様なのだが、このリース契約で大きな便宜を図っている分、微妙な力関係になっているのだった。

「受領書にはんこもらわないと。ほら、破損した場合の費用負担とか、どっちが持つか揉もめたら嫌じゃない？」

　蟹江はそう言うと、沖野に向かって、手のひらを差し出した。

「持ってきたでしょ、受領書」

「あ、はい。えっと……」

　慌てて蟹江のもとに戻り、ブリーフケースを漁あさる沖野。ほどなくして、中からクリアファイルに入れられた受領書を引っ張り出し、差し出されたままになっていた蟹江の手に乗せた。

　蟹江は、書類を受け取ると、それを一いち瞥べつし、恭うやうやしく片岡に手渡した。

「どうも」

　事務的に受領書を受け取った片岡が、文面に視線を落としながら事務室に向かう。沖野と蟹江も、それに従った。

　自分のデスクの引き出しから印鑑を取り出し、判を押す片岡。

「これでこっちは良しと。で、あとは雇用契約書ね」

　そう言うと、事務室に戻ってきていたみゆきに声を掛けた。

「えっと、白金さん。沖野君の契約書、プリントアウトしてくれる？」

　みゆきは、「はい」と頷き、自席のパソコンを立ち上げた。

　片岡は、沖野と蟹江が事務室と管制室を繫ぐドアの前で突っ立ったままでいたことに気づき、応接コーナーを手で示しながら言った。

「今、出しますから。そっちの方にでも掛けていてください」

　言われるがまま、ソファーに座る二人。蟹江が深々と腰掛けたのに対して、沖野が背筋を伸ばしたまま浅く腰掛けたのは、いまだ気がはやっている証拠だろう。

　と、管制室のモニター前で、そのやり取りを聞いていた武藤が、しびれを切らしたように事務室の方に顔をのぞかせた。

「何のんびりしてんだ！　ヤツが住宅地に迫ってるんだぞ！」

　しかし、当の片岡はどこ吹く風で、手っ取り早く済ませる様子はない。

「いや、こういうことはきちんとしとかないと、後で問題になると厄介だから」

　泰たい然ぜん自じ若じゃくの片岡にいら立ちを隠せない武藤が、乱暴な言葉をぶつける。

「そんなもん後回しだ！　緊急事態なんだぞ！」

　それでも引き下がらない片岡は、

「このまま出動して、沖野君が怪け我がでもしたら、蟹江さんとウチのどっちが責任を取るっての？」と言って、武藤に鋭い視線を送った。

　にらみ合う片岡と武藤。自分の契約のことで一触即発状態になっていることに少なからず申し訳なさを感じた沖野が、そこで割って入った。

「ブルバスターならすぐに動かせます！　とりあえず、やらせてください！」

　そう言うと、誰の了解も得ないまま部屋を飛び出しかける。それを再び片岡が鋭い声で押し留めた。

「ダメだよ！」

　しかし、すっかりやる気の沖野が食い下がる。

「いや、大丈夫ですよ！　僕、滅多に怪我しませんから！」

　的外れな沖野の主張を聞いた蟹江が、「そういう問題じゃないでしょ」と思っていると、片岡もまったく同じことを思ったようで、そのままの言葉を発した。

「そういう問題じゃないんだよ。これは業務なんだから。仕事の一環なんだよ」

　片岡と話してもらちが明かない。そう判断した武藤が、田島に援護を要請する。

「社長！」

　モニター内の動きを注視したまま、背中で話を聞いていた田島は、そのままの姿勢で声を張り、隣の部屋のお堅いお目付役にやんわり指示を出した。

「片岡さん、後回しにしましょう！」

　だが、片岡はすっかり意固地になっているようで、首を縦に振ろうとしなかった。武藤を押しのけるように管制室に半身を乗り出すと、田島の背中に問い掛けた。

「万が一、訴訟問題にでも発展したら、どうしよっての？」

　その取って付けたような理由に田島が答える前に、沖野が反応した。

「訴訟なんかしませんよ！」

「君がしなくとも、そういうのは誰かがやるんだよ！」

　もはや子どものけんかである。あるいは、やくざの言い掛かりか。

　片岡は、一切の譲歩はしないという構えだ。

　あきれ果てた沖野は、ふた回り以上年上の片岡に、皮肉を込めて言った。

「誰かって、どなたが？」

　言外のニュアンスを感じ取った片岡が口ごもる。

「……君の家族やら、……御社の社長やら」

　しかし、すぐに気を取り直し、一気にまくし立てた。

「そういうことが現実に起こるとね、義理人情とか、そういうの関係なくなって、身もふたもない話になっていくんだ。田島さんも、そういうところもっと気にしないとダメでしょう。住宅地って言ったって、今は人が住んでないわけだし、緊急性はないんだから」

　それを聞いた武藤は瞬時にブチ切れ、「何を！」と胸ぐらを摑まんばかりの勢いで片岡に詰め寄った。

　すると、いつの間にかモニターの前を離れていた田島が、二人の間に体を差し入れて武藤を制止。厳しい表情で、片岡に向き直った。

「片岡さん、それはちょっと違います。我々は、いつでも島民が帰れるように、島の環境を維持して守っていくことが仕事なんです。島民の住居が壊れかねない事態を、指をくわえて見ているわけにはいきません！」

　飄ひょう々ひょうとした田島が、いつになく声をとがらせているのは、「緊急性はない」という片岡の言い草に憤りを感じたからだろう。それでも冷静でいられるのは、場の責任者という自覚があるせいかもしれない。

　いっぽう、沖野と蟹江はすっかり呆れ顔だった。特に沖野は、〝新たな職場〟の一筋縄ではいかない人間関係を目の当たりにし、この会社、本当に大丈夫？　と早くも心配になっていた。

　そんなピリついた空気の中、どこかほんわかムードをはらんだ場違いな声が聞こえてきた。

「すいませ～ん！」

　一同が声の方向に目をやると、自席でパソコンを操作していたみゆきが、困ったような表情を浮かべていた。

「どした？」と田島が理由を問うと、みゆきは心底申し訳なさそうな声で返した。

「プリント……できません」

「はぁ？」

　片岡が不測の事態に間抜けな声を上げる。

　みゆきは、すっかり責任を感じているようで、困り顔のまま壁際に据え置かれたプリンターに駆け寄ると、側面のカバーを開けて中を確認し始めた。

「もう！　何でこういうときに限って壊れちゃうの！」

　いつもニコニコ顔で、滅多にテンパった様子など見せないみゆきが、このときばかりはいら立ちを隠せないでいる。

　これはしばらくかかりそうだと察した田島は、ポカンと口を開けて情勢を見守っていた沖野に声を掛けた。

「もういいよ。沖野君、行っちゃって！」

　それを聞いた沖野は、弾かれたように立ち上がり、出口に向かった。が、またもや片岡の声に制止された。

「だから、だめだって！　白金君、直んないの!?」

　もはや半泣きのみゆき。指先にインクを付着させ、その手で触ってしまった右頰ほおにも黒い筋をつけたドジっ娘スタイルで、悲痛な声を上げる。

「駄目です。トナーがもうないみたいで」

　どうにか原因は分かったものの、物理的に即時の修復は不可能。業者を呼んで、粉を補給してもらうしかない。沖野は、この時代にトナーって！　とツッコミを入れたくて仕方なかったが、すんでのところで思い留まった。これ以上、無駄な会話で時間を浪費したくない。

　片岡は、場の空気などお構いなしに、みゆきに叱責の言葉をぶつけた。

「何で予備を用意しとかないの？」

　庶務として、事務機器の管理は一応、みゆきの担当になっている。しかし、「ウチの会社にデッドストックなど抱えている余裕はない。事務用品の買い足しはなくなってからで十分」と言っていたのは、誰あろう片岡自身である。

　それでもみゆきは、「すみません……」と声にならない声でつぶやき、完全に小さくなってしまった。

　ソファに深く腰を下ろしたまま、事の成り行きを静観していた蟹江だったが、さすがにしびれを切らした様子で、声を荒らげた。

「もういい加減にしてよ！　手書きでも何でもいいじゃない！」

　片岡は、一瞬キョトンとした後、蟹江の提案が的を射ていることに気づき、「そりゃ、そうだ」と言って自席に向かった。

　隣の席のみゆきのパソコン画面には、問題の契約書が表示されたままになっている。片岡は、それをのぞき込みながら、Ａ４のコピー用紙に契約書を書き写していく。

　一同は、イライラしながらも、その作業が終わるのを待つしかなかった。

　いっぽう武藤は、片岡との一触即発のやり取りの後、急にばからしくなって管制室に戻っていた。壊されて砂嵐状態のものを除き、生きている五つのモニターに次々と視線を走らせている。

　その背中に、田島が問い掛けた。

「ヤツの動きは？」

　武藤は、モニターの方を向いたまま、「まだ分からん」とぶっきらぼうに答えた。

　そのころ、事務室では、片岡の模写作業が、最終段階を迎えようとしていた。

　書面には、『基本給』『諸手当』『給与支払日』などの項目が、細かく記載されている。神経質なまでに真っ直ぐ並んだ文字が、片岡らしい。

　ちなみに、その契約書によると、沖野の給料は波止サイドが支払うことになっているようだ。社会経験の浅い沖野には、本来の在籍先である蟹江技研が払うのが一般的なのか、出向先の会社である波止工業が払うのが筋なのか、まったく分かっていなかった。が、正直、そのへんはどうでもよかった。

　食べるのに困らない程度の給料がもらえれば問題ない、というのが沖野のスタンスである。実際、金がかかる趣味があるわけでも、事あるごとにプレゼントを求めるキャバ嬢ライクな彼女がいるわけでもない。やりがいのある仕事をやらせてもらえるか否かが、沖野にとって重要だった。

　ゆえに、先ほどから騒動の火種になっている契約書など、最初からどうでもよかった。ただ、ここにきてようやく、その不毛なやり取りも終息のときを迎えようとしていた。

「問題なければ、ここにはんこちょうだい」

　沖野は、片岡から手渡された書類に一瞬視線を落としたものの、ろくに目を通さないまま、「サインじゃだめですか？」と顔を上げた。

　ところが、そこでも片岡が堅物ぶりを発揮する。

「だめだよ、印鑑じゃなきゃ」

　そう言って、契約完了というゴールの前に、再び立ちふさがった。

　来日した外国人ビジネスマンは、最初に、日本に根付き続けているはんこ文化に驚かされるというが、およそ意味があるとは思えないその前時代的な〝儀式〟は、いまだ日本のビジネス界に隠然として残っていた。

　日本人であっても、若い沖野などは、なぜ誰でも作れて誰でも押せる単なる事務用品が、信用の証しになり得るのか、さっぱり理解できなかった。それでも、決まりとあれば従うよりほかない。

　そこで沖野は、自分が犯していた決定的なミスに気づくことになる。

　社会人になって早々、安い三文判を買ったのだが、蟹江技研で最後の給与明細を受け取った際、事務に預けっぱなしにしてしまったのだ。

「どうしよう、持ってきてないや……」

　ここに来て、また振り出しか？　断じて譲らんという顔で腕を組み、仁王立ち状態の片岡を除き、全員が青ざめる。この場面を漫画やアニメで切り取ったら、それぞれの顔半分に、何本もの黒い縦線が入っていることだろう。チーンというＳＥ効果音すら入っているかもしれない。

　そんな絶体絶命の窮地を救ったのは、プリンターの件で小さくなっていたみゆきだった。

「あります！」

　その声は、十数年前にマスコミをにぎわせた、ある女性科学者の「ほにゃらら細胞はあります！」の言い方に極めて似ていたが、それを指摘する者はいなかった。

　沖野は最初、みゆきが何を言い出したか分からず、「え？」と疑問の声を漏らした。だが、次に彼女が口にした言葉で合点がいった。

「沖野さん、今日から出社だから、買っておきました」

　すなわち、こんなこともあろうかと、『沖野』と彫られた印鑑を、前もって用意してくれていたということだ。

　みゆきは、デスクの引き出しから真新しい印鑑を取り出すと、タタッと応接セットに駆け寄り、沖野にそれを手渡した。

「すいません！　ありがとうございます！」

　沖野は、四つ年上のできるお姉さんに感謝しながら印鑑を受け取り、再び書類に視線を落とした。

　押すべき場所は計五カ所。押しつけるだけでインクが出てくるタイプなので、朱肉を用意する必要もなく、時間はほとんどかからない。

　が、たいそうなパイロットスーツを着込んだ男が、覆い被かぶさるように書類をのぞき込み、チマチマとはんこをついている光景は何とも滑稽である。誰もが言いようのない間抜けな絵面に脱力していたが、決して茶々を入れようとは思わなかった。これ以上、時間を空費するわけにはいかない。

　なお、間抜けな姿の張本人である沖野は、そんな客観的な視線になど気づくはずもなく、目の前の作業に没頭していた。といっても、相変わらず、書類の文面に目を通す様子はない。当然、『特記事項』と書かれた細かい項目など、読み込むはずがなかった。

　そこには、『害獣についての詳細は、社外に口外しないこと』という一文が入れられていたのだが、沖野が、そんな守秘義務が設けられていると知るのは、しばらく後になってからである。

　ともあれ、お膳立てはようやく整った。

　沖野は、勢いよく立ち上がると、初の晴れ舞台に向かう旨を高らかに宣言した。

「では、出動します！」

　事務手続き完了の気配を察して、管制室のモニター前から事務室に戻ってきていた田島が、「頼む」と大きく頷く。

　続いて田島は、モニターに視線をやりながら、事務室と管制室の境目にたたずんでいた武藤に目を向けると、鋭く指示を発した。

「武藤さんは、船の方をお願いします」

　それすなわち、操船してブルバスターを島まで運べということである。みなまで言わずとも、二人の間にはあうんの呼吸が成立していた。

　武藤は、「分かった」と短く答えると、沖野に目を向け「行くぞ！」と促した。

　外に繫がるドアに小走りで向かう二人。武藤は、その道中、手にしていたヘッドセットを沖野に放ってよこした。それは、現場作業員同士、および現場作業員と管制室を繫ぐ無線通信機器。三キロメートル離れた龍眼島からでもクリアな音声が届く優れものである。

　契約書のゴタゴタで、一時は気勢を削がれていた沖野だったが、いよいよという機運が高まり、自分の中のやる気スイッチが再びオンになるのを感じていた。

　が、そのとき、前を行く武藤に異変が起きた。

「ぬあ～～!!」

　叫び声を上げながら突然立ち止まると、なぜかカレンダーに目を向ける。

　今度は何事かと田島が尋ねた。

「どした？」

「忘れてたああぁぁ～！」

　武藤はそう言って天を仰ぐと、頭を抱えてその場に膝から崩れ落ちてしまった。

　状況が吞み込めない田島が、重ねて尋ねる。

「何を？」

　旧時代の人気ゲーム『ファイナルファンタジー』の瀕ひん死し状態のように、ガックリと片膝をついていた武藤が、悔しそうに言う。

「船舶免許の更新、昨日までだった！」

「噓でしょ！　マジですか!?」

　常に冷静な田島も、思わず目を見開く。

　片岡も事態の深刻さを察し、眉をひそめて言った。

「船が出せなきゃ、出動できませんよ！」

　そのやり取りを聞いた蟹江が、事もなげに口を挟む。

「そんなもん、今日くらい無免許でいいでしょうよ」

　しかし、生真面目な片岡が、そのアウトローなアイデアを、「駄目ですよ！」と即座に否定した。これまで散々、規則規則で押し通してきた片岡が、大前提である法令遵守精神を曲げるはずもない。

　ここに来て、再びちゃぶ台がひっくり返された。しかも、そのスケールは最大級。ちょっとやそっとでは、元に戻せそうにない。

　いったい、いつになったら出動できるのだろうか。

　沖野は、いい加減うんざりし、ため息をつきながらソファに座り込んでしまった。背もたれに頭を預け、天井を振り仰いだまま、誰にともなく問い掛ける。

「すいませ～ん。船って、他に誰か操縦できる人いないんですか～？」

　諸先輩方を前にした新入社員にあるまじき態度だが、今はそれをとがめる者はいなかった。田島はしばし黙考すると、ポケットにしまっていた携帯電話を取り出し、短縮番号をプッシュした。




　木造二階建てアパート。

　築三十年。よく言えばクラシカルな、悪く言えば古びた、昔ながらの集合住宅。唯一の〝売り〟は、バスとトイレが別になっている間取りである。格安の家賃を考えれば、居住者としてはそれだけでも御の字だろう。

　その二階。東の角部屋から、水が流れる音が聞こえている。

　音の出所はバスルーム。若い女性がシャワーを浴びている。

　モデルのようにスラリと伸びた四肢を、透明な水が滑り落ちていく。水分を含んだショートボブの髪はツヤツヤと輝き、一見クールに見える整った顔立ちをさらに際立たせている。

　と、洗面台に置いてあったスマホが、ブーンという震動と共に着信音を発した。

　丁度、体を洗い終えた女性が、バスタオルを巻いてバスルームを出る。まだ濡ぬれている髪をスッとかき上げると、落ち着いた様子で電話を取った。

　受話器から聞こえてきたのは、一時間前まで同じ職場にいた男の声だった。

「すまん、二に階かい堂どう君。夜勤明けのところ。……寝てた？」

　二階堂アル美。二十三歳。波止工業社員。

　切れ長の目と引き締まった口元が、凜りんとした意志の強さを感じさせる。そのいっぽう、伏せ気味の視線は目の前の光景とは別の何かを見透かしているかにも思え、感情が消えたような表情はどこか影を帯びている。

　アル美は、洗面台の前に立ったまま、田島の問い掛けに答えた。

「いえ、さっき家についたトコなんで。何か？」

　普通であれば、退社直後の社長からの直電など、迷惑以外の何物でもない。しかし、アル美はまったく感情の起伏を見せなかった。

「緊急事態なんだ……」

　いつもは穏やかな田島の声に、切迫した空気が感じられる。それでもアル美は、慌てるでもなく、あくまで冷静に応じた。

「出動、ですか？」

　アル美の必要最低限の言葉に、田島も短く「ああ」と答える。

　これまでも、こうした緊急要請が何度かあった。

　ブルローバーのメインパイロットは、重機操縦に関して一日の長がある武藤が担っているが、技術ではアル美も負けていない。むしろ反射神経や刻一刻と変わる現場での適応能力は、アル美の方が一枚上手と言ってもよかった。

　そのことは、武藤自身、薄々気付いているのだが、〝危険な仕事は男がやるもの〟という古臭い俠きょう気きや、年齢的な衰えを認めたくないというプライドが〝後進に道を譲る〟という決断を鈍らせていた。

　いずれにせよ、アル美に緊急出動要請がかかるときは、武藤と連絡が取れない、あるいは遠方にいてすぐには現場に向かえないといった場合が多い。その際は、アル美が出動することになる。

　ただ、この日はちょっと勝手が違っていた。田島が経緯の説明に入る。

「例の新型ロボットが来て、今、蟹江技研さんとこの沖野君が出動準備してるんだが……」

　電話越しにも、田島が口ごもっているのが分かった。一瞬の間の後、別の男の声が聞こえてきた。

「すまん、アル美！　俺、船舶免許の更新、忘れてたんだ！」

　それが、武藤の声だと分かると、すぐさま言わんとしていることを察した。つまり、龍眼島まで機体を運ぶ操船の要請。みなまで聞かずとも相手の意図を察する機転を備えているのも、アル美の優れた能力のひとつだった。




　電話を切ってから二分四十五秒後。アパートの廊下。

　木製のドアが勢いよく開き、中からアル美が飛び出してきた。

　スポーツウエアに着替えてはいるが、髪はまだ半乾き。しかし、本人はそんなこと気にするそぶりも見せず、住民共用の外階段を駆け下りていく。

　最後、残りの四段を一気に飛び降りると、アパートの庭の一角、ブロック塀の内側に停とめてあった自転車にヒラリとまたがった。それは、奮発して買った通勤用の愛車。ロードバイクとマウンテンバイクの長所を併せ持ったクロスバイクで、トップスピードは四十キロ以上。勤務先の波止工業までは、信号にさえ捕まらなければ、十分とかからない。

　アル美は、無造作に髪をかき上げると、「よし！」というつぶやきとともに、力強くペダルを漕こぎ出した。




　片側一車線の国道。その路側帯。

　風を切ってグングン進むアル美。

　アパート周辺こそ、ちょっとした住宅街になっているが、二分も走らないうちに、景色は海沿いの工場地帯に変わった。

　最寄り駅からの距離は三キロメートル弱。時折、大型トラックが猛スピードで追い抜いていくが、歩いている人影はまばらだ。

　アル美は、埋め立て地ならではの、この空疎な雰囲気が嫌いではなかった。整然としているように見えて、どこか荒涼とした空気感がある。その光景が、自分の今の心境と、重なる部分があると感じているからかもしれない。

　元々、アル美は龍眼島の住民だった。中学時代までは、島にひとつしかない学校に通っていた。高校は島になかったため、船とバスを乗り継いで本土まで通学していた。ゆえに、アル美にとって、龍眼島が〝マイホーム〟。波止工業のある、この地域一帯が〝ホーム〟という位置づけだった。

　島を離れたのは、五年前。大学進学を機に大阪で一人暮らしを始めた。専攻は、機械工学。華やかな学生生活とは言えなかったが、それなりに充実した日々だった。しかし、卒業を半年後に控えた時期に起きた、ある事件をきっかけに、この地域に戻ってきた。

　自転車はやがて、運河を渡る橋に差し掛かった。海の匂いが、一段と強くなる。

　アル美は、ここから見える光景が好きだった。橋がある場所は、やや高台になっているため、海側に広がる奥の埋め立て地を見下ろすことができる。

　工場や倉庫の鈍にび色いろの屋根。コンクリートで護岸された港。そこに停泊する何艘そうかの漁船。そして、遠くに見える龍眼島。この景色を見ると、自分の町に帰ってきたという実感がわいてくる。

　しかし、今は郷愁に浸っている場合ではなかった。橋を渡り切り、海へと続く下り坂に差し掛かったアル美は、さらにスピードを上げた。

　自転車を走らせ始めて七分後、前方に波止工業の社屋が見えてきた。このまま行けば、アパートを出てから八分以内に到着することができる。正確に計測したことはないが、おそらくそれは、これまでの最速タイムだった。

　アル美は、ラストスパートとばかりに、ペダルを漕ぐ足に力を込めた。




　アル美がアパートを出発したころ、波止工業も慌ただしくなっていた。

　社屋二階の出入り口から、沖野と武藤が飛び出し、階段を駆け下りていく。

「とりあえず、立ち上げの準備しときます！」

　沖野は停めっぱなしになっていたトラックに駆け寄りながら振り返り、海側に向かって走る武藤に声を掛けた。それを受け、武藤も声を張る。

「あの艀はしけに乗れ。前の小型船で引っ張るから！」

　武藤が指さす方向に目をやると、モーターボートを一回り大きくしたような小型船が、桟橋に横付けされているのが見えた。

　沖野は、「はい！」と答えると、勢いよくトラックの荷台に飛び乗った。

　桟橋といっても、それは地図に表記されるようなたいそうなものではない。波止工業の前は、大型トラックが行き来できるくらい開けた更地になっているのだが、社屋を背にして右手には、やや護岸から出っ張った箇所がある。それが、運搬船の発着用として利用している波止工業専用の桟橋だった。




　荷台に横たえられたブルバスター。

　沖野が、その胴体部分にある小さな取っ手をスライドさせ、中のボタンを押した。

　すると、ハッチ部分がガシャンと縦に開き、コックピットがあらわになった。

　仰向けの体勢になった沖野が、その空間に体を滑り込ませる。

　手元のボタンを押すと、ヴィーンというモーター音とともにハッチが閉じられた。

　薄暗い機内。周囲には、非常灯のような、わずかな光だけが灯ともっている。

　沖野は、それを頼りに、コックピットの背もたれ下部のジョイント部と、パイロットスーツの腰の部分に開いたプラグを接続した。

　カチリという小気味よい音が聞こえ、電源供給を受けて命を吹き込まれたパイロットスーツ各所が、一斉にブゥンと発光する。

「キターッ！」

　思わず雄叫おたけびを上げる沖野。

　ひと息つく暇もなく、沖野は目の前に浮き上がったパネル状のＡＲディスプレーに並んだアイコンを、矢継ぎ早に操作し始めた。猛スピードで、タッチ、フリック、スワイプ、ピンチなどの操作をしていくため、端はたから見ると、適当に目についた箇所をいじっているようにしか思えない。が、その迅速な操作は、マシンの開発中、何度となく繰り返すことで培つちかった、沖野の特殊技能だった。

　波止のパイロットに操作方法をレクチャーする際、まずはこの機体の立ち上げ作業から覚えてもらわなければならない。スクランブル発進となれば、要していい時間は、どんなに長くても二十秒。まずは、そのトレーニングから始めようと沖野は考えていた。

　ちなみに、このとき沖野が立ち上げに費やした時間は十三秒フラットだった。

　ひと通りの操作を終えると、ウィーンという電子音とともに、インターフェースが立ち上がった。その数秒のタイムラグを利用して、沖野は左手に持ったままになっていた、ヘッドセットを装着した。

　わざわざレトロなものばかり収集しているんじゃないかと思えるほど、旧時代的なアイテムばかりが揃そろった波止工業の各種機器だが、このヘッドセットだけはスマートなものに見える。

　それもそのはず、このヘッドセットは、沖野がブルバスター開発のかたわら、一足先に納品していたものだった。セットアップの服のようにパイロットスーツに馴な染じむのも、沖野自身が意匠を凝らしてデザインしたためである。

　インターフェースがウオーミングアップを終えると、空中に浮かんだようなＡＲディスプレーに、各種の情報が表示された。

　それと同時に、外部の映像がスクリーンに映し出される。いや、映像が映し出されたというより、パイロットの感覚としては、機体が透けて外の景色が見えるようになったという方がしっくりくるかもしれない。

　浅い眠りから目覚め、パイロットの指示を待つばかりのブルバスター。

　そのとき、沖野は興奮の絶頂にいた。幼いころ、心を虜とりこにした数々のロボットアニメ。その世界に自分がいる！　十数年の時を経て、自分は主人公になったのだ！

　もちろん、感慨にふけっていていい状況ではないのだが、沖野は高揚感に浸らずにはいられなかった。夢がかなった瞬間。この感動は一生忘れないだろう。

　などと取りとめのない思考をめぐらせていた沖野だったが、そこで、そうだ！　と思い出す。この日のために用意していたものがあったんだっけ。

　コックピット右手の収納庫から、分厚い冊子を取り出す沖野。それは、ブルバスターの操作説明書。マシンを知り尽くしている沖野が、今更そんなものを見る必要はないのだが、別の意味でそれはマストアイテムだった。

　沖野が最初にハマり、今でももっとも愛してやまないロボットアニメ『機動戦士ガンダム』。五十年以上前にテレビで放映されたその作品で、主人公は無謀にも説明書片手に新型ロボットに乗り込み、目前に迫っていた敵と対たい峙じした。

　沖野は、そのシーンを見たときの興奮を、今でも鮮明に覚えている。それをどうしても再現したい！

　沖野は、説明書を慌ただしくめくり、「コイツ、動くぞ」などと言いながら、わざわざ機体のアナログな箇所を操作した。

　ただし、一応めくってはいる感じは出しているが、端はなから説明書など見ていない。沖野にとっては、説明書をめくること自体に意義があるのだ。

　マシン内部で、そんな〝余計な儀式〟が行われていることなど知る由もない田島、みゆき、片岡、そして蟹江。四人は社屋から出て、トラックを遠巻きに見守っていた。

　と、荷台の上に横たわっていたロボットが、片足を地面に下ろし、器用にその場で立ち上がった。降りたのは、社屋側。これから桟橋に向かうのだから、トラックの逆サイドに降りた方が早いのだが、四人のギャラリーに気付いた沖野が、わざわざ進むべき方向とは逆に下りたのだった。

　沖野が初陣にともなうハイテンションから、あれやこれやと無駄なことばかりしているとは知らず、地上に下り立ったブルバスターの堂々たる姿に、「おおっ！」という感嘆の声を上げる一同。

　田島は期待に満ちた表情で目を輝かせ、みゆきは興奮した様子で口を『Ｏ』の字に開き、蟹江は満足げに頷いている。普段ほとんど感情を表に出さない片岡でさえ、鼻の穴を大きく広げていた。

　沖野は、四者四様のナイスリアクションを確認すると、してやったりという笑みを浮かべ、次の作業に移ることにした。各種計器類の確認である。

　計器といっても、車のタコメーターのように、物理的にそこにあるものではなく、ＡＲディスプレーに映像として表示されたもの。沖野はそれを見渡して一瞬でチェックを終えると、「よし、異常なし」とつぶやいた。

　これでようやく発進。と思いきや、沖野が次に行ったのは録画機器のセットだった。

　説明書が収まっていた収納庫から、自身のスマホを引っ張り出すと、自撮り棒に取り付け、その末端を背もたれの窪くぼみに固定。視界の邪魔にならないようにスマホ本体の位置を調整すると、動画モードの録画ボタンをタップした。

　さらに、収納庫から小型カメラを取り出し、それもＲＥＣにセットして、自撮り棒同様、背もたれの窪みに取り付ける。この動画をＳＮＳにアップすれば、かなりの「いいね！」が獲得できるに違いない。沖野の口から、クフフフという笑いが漏れる。

「え～、沖野鉄郎、これから害獣駆除に出動します！」

　沖野は、ササッと髪型を整えた後、自撮りのスマホに向かって、売れない底辺ユーチューバーのような、あいさつの言葉を吹き込んだ。

　そうこうするうち、機体の外から田島の声が聞こえてきた。

「沖野君！　くれぐれも気をつけてくれ。……って、聞こえてんのか？」

　ＡＲディスプレーをタッチし、スピーカーを外部モードに切り替えた沖野が答える。

「ええ、聞こえてますよ！　ハッチを閉じても、外の音は拾ってるんで」

　視覚ばかりか、聴覚も生身で外にいるのとほとんど変わらない。沖野自慢の機能である。




　桟橋を進むブルバスター。

　初夏の太陽に照らされ、オレンジのボディーが鮮やかにきらめいている。

　一歩踏み出すたび、ドウィーン、ドウィーンという機械音が響く。

　その姿を目で追っていた田島は、ブルバスターの先進性に改めて驚嘆していた。というのも、動き出す前は、コンクリートの護岸とマシンの足が擦こすれ合い、ガリガリとかゴツンゴツンといった、耳障りな音がするものと思っていた。が、実際はドウィーンである。

　歩く動作自体も、実に滑らかだ。前身機のブルローバーは、クローラーの足回りはもちろん、腕部の動きもカクカクした印象を受ける機械的なものだった。それが、目の前のブルバスターはどうだ。人間並み……とは言わないが、それに近しいと感じるほど、スムーズに動作している。

「現場での行動は、武藤さんと二階堂君の指示に従ってくれ」

　田島の指令に、「了解です」と応じる沖野。続けて、

「最速で退治します！」と、前のめりな意気込みを口にした。

　入社以来、沖野を見守り、気分屋の性格も把握している蟹江が釘くぎを刺す。

「あんまり調子づくんじゃないよ！」

　それでも、沖野は元上司のありがたい苦言を気にも留めない様子で、「はいはい」といなすような返事をした。

　艀が横付けされた桟橋の突端に到達したブルバスターｗｉｔｈ沖野。

　機体の足を上げ、乗り移ろうとしたとき、波止社屋前の広場に、アル美の自転車が滑り込んできた。

　小型船のそばで、社屋の方を向いていた武藤が、いち早くそれに気づき、声を掛ける。

「アル美！　すまねぇ！」

　アル美は、軽く頷いて応えると、田島たちのそばで自転車を降りた。

　田島は、もみあげを搔かきながら、心底すまなそうな顔で言う。元々、困ったような眉形をしているので、いつもすまなそうといえばすまなそうなのだが、そのときはいつにも増してすまなそうだった。

「二階堂君、悪いな。交代したばっかりだったのに」

　アル美は、無表情まま、抑揚のない声で、「いえ……」とだけ言った。

　と、再び桟橋の方から、武藤の声が聞こえてきた。

「島の北東部から出やがった。多分、この前俺が取り逃がしたヤツだ」

　それがよほど悔しかったのだろう。武藤は苦々しい表情を浮かべている。

　そのとき、アル美の視線は、艀への移動を終えたブルバスターに釘付けになっていた。

「あれが新型？」

　かたわらにいた田島が応じる。

「うむ。操縦席キャブは完全密閉式で外気から完全に隔絶されるから、火山性ガスも防護できる」

　これまで、主力機だったブルローバーは、重機の操縦席のように、パイロットがほぼ剝き出し状態だった。ゆえに、ヘルメットの着用はマスト。また、毒ガスに関しては、口元を覆うタイプのガスマスクを装着することで対応していた。結果、視界は制限され、異物感も強いため、その重装備はパイロットにとってストレス以外の何物でもなかった。それがなくなるだけでも大きい。

　乗り移り作業に忙殺されていた沖野が、そこでようやくアル美の到着に気づき、コックピットの中から声を掛けた。

「ああ！　どうも、沖野です！　初めまして！」

　初出動の高揚感に包まれ、テンションが高いままの沖野。これから戦地に向かう緊迫した状況下ではあるが、どうしても声が弾んでしまう。

　ハイな沖野とは対照的に、アル美は無表情のまま、「よろしく」とだけ言った。

　その、あまりにもぶっきらぼうな態度に面食らい、どんな女なんだと、マシンのズーム機能でアル美に寄る沖野。すると、その華きゃ奢しゃな体型に、再び面食らった。

　もう一人のパイロットである武藤と先に顔を合わせていたこともあって、沖野は勝手にイカツイ女性を想像していた。相撲部や柔道重量級にいそうなドッシリ女子を想像していたわけではないが、円盤投げ、あるいはウエイトリフティング女子くらいのたくましさを持った人だろうとは思っていた。

　しかし、現れたのは、害獣退治に勤しんできたハンターとは思えない、スラリとした若い女性だった。年齢は、同世代か、少し年上くらいだろうか。

「じゃ、急いでくれ。ヤツが住宅街の方に向かっているんだ」

　アル美は、田島の指示に小さく頷くと、小型船に向かって駆け出した。




　船に乗り込むや否や、慣れた手つきでエンジンを始動させるアル美。ドゥルン、ドゥルルンというエンジン音が聞こえ、船が小刻みに震動する。

　武藤は、船をもやっていたロープを桟橋の杭くいから外すと、自身も乗り込んだ。

　それを確認したアル美が、すぐさま船を発進させる。

　スルリと桟橋を離れる小型船。しばらく進むと、船尾にくくられたロープがピンと張り、艀をけん引し始めた。

　バランスを取るためだろう。ブルバスターは艀の中央で、片膝立ちになっている。多少の波はあるものの、龍眼島までの運搬に問題はなさそうだ。

　田島たち居残り組は、それを期待と不安が入り交じった表情で見送った。




　海。小型船が艀をえい航している。

　風が弱いせいだろうか。外洋に出ても、波はそれほどうねっていない。

　運転席にはアル美。航行速度を調整する手元のレバーを、最大出力まで倒している。波止所有の小型船は、元々、えい航用に作られたものではなく、単なる漁船である。艀そのものの重量に加え、鉄の塊に近いロボットも背負っているため、エンジンは悲鳴を上げる寸前だ。

　それでも、波止工業のある本土の桟橋から、龍眼島の港まで十分。約三キロメートルの道のりは、何とか持ちこたえてくれそうだった。

　アル美の視線の先には、龍眼島の島影。近づくにつれ、シルエットが次第にはっきりしてくる。

　横から見ると、北に向けてこんもりと盛り上がっている。最高標高は、百十二メートル。南北に長く、東西に短い。面積は、九・六八平方キロメートルだ。

　唯一の港が南端にあり、商店や郵便局など主要施設は、その周辺に集中している。また、集落は港から南北に続くメインストリート沿いに点在。島の東側には、ほかの集落もあるにはあるが、ほとんどが四、五軒の民家が固まった程度の小規模なもので、島の中心はあくまで港周辺と中央通りである。

　島の北側は、森林地帯で占められており、島民でさえ滅多に足を踏み入れない、ある種の禁足地だった。また、海に面した北端は、切り立った崖になっていて、船で接近することさえ難しい。

　森林地帯の中心には、直径百メートルほどの円形の湖があり、島自体の形も相まって、それが龍の眼に見えることから、龍眼島という島名が付けられたと言い伝えられている。ただ、いつ、誰がそう呼び始めたのか、古い文献にも記述はないため、実際のところ島名の由来ははっきりしていない。

　艀の上。ブルバスターの周囲を、潮風がすり抜けていく。

　龍眼島のシルエットは、コックピットの沖野にも見えていた。視界の中で、どんどん大きくなっていく島影。その光景を見詰めながら、沖野の脳裏には、コックピットを密閉型にしたいきさつがよみがえっていた。

　そもそも、龍眼島の島民が全員避難しなくてはならなくなったのは、島の北側から火山性ガスが発生し、風向き次第で、東側の集落にもそれが流れ込んできたからだと聞いている。

　つまり、島に上陸するということは、ガスの発生源に自ら足を踏み入れるということである。現場での作業は、常に危険と隣り合わせになる。

　そのため、ブルバスターの設計を詰める際、「パイロットの安全を確保するために、操縦席を密閉型にしてほしい」と田島から要望があった。

　沖野は、それを汲くんでマシンを設計し、機密性には絶対の自信を持っている。それでも、致死性のガスという〝見えざる脅威〟に、恐怖心を抱いていないと言えば噓になる。

　ただ、今は、自分が手塩にかけたロボットで、人間に仇あだなす敵を退治できることに気持ちが高まり、興奮が恐怖心を大きく上回っていた。

　沖野が蟹江技研に入社したのは三年前。当初与えられたのは、建設用重機の開発補助というポジションだった。しかし、勉強と失敗を繰り返す日々の中にあっても、「いつかは軍隊に納品できるような、バトル系のロボット開発に携わりたい」という夢を捨てていなかった。

　沖野自身、まさかこんなにも早く、その開発を任され、しかも操縦できる機会を与えてもらえるとは思ってもみなかった。考えてみれば、とんでもないシンデレラストーリーである。サラリーマンになった同級生たちが、やりたい仕事に就けず、ＳＮＳなどで愚痴っているのを思い出し、「自分は何て恵まれているんだろう」と改めて思う。

　だからこそ、失敗するわけにはいかない。沖野は、目前に迫ってきた決戦の地を見詰めながら、コックピットの中で一人、決意を新たにした。




　龍眼島南端の港。東側は岩礁帯が屈曲して西の方向にせり出し、西側は消波ブロックが積まれた防波堤がガードしているため、湾内はほとんど波の影響を受けない。嵐でもない限り常に凪ないでいる。

　この日も、船は荒波に揉まれることもなく、開口部を抜け、港に到着。アル美の操船技術もあって、えい航されてきた艀も静かに接岸した。

　沖野は、気がはやっているようで、艀の揺れが完全に収まる前に機体を立ち上がらせ、龍眼島に初めの一歩を踏み出した。

　いよいよ、始まる。後戻りはできない。

　いっぽう、アル美と武藤は落ち着いた様子で小型船を降り、出撃の準備を始めた。船の中に備えてあったのだろう、アル美の手には水中銃が握られている。照準をのぞき込み、ちゃんと動作するか確認しているようだ。

　武藤は、小型船を岸壁の突起物にもやっている。作業を終えると、ヘッドセットの感度を確かめながら、周囲を見回し始めた。全島避難後も、この場所には何度も来ているため、わずかな空気の違いにも敏感になっているようで、

「やけに静かだな……」と、肌で感じた異変をつぶやいた。

　サロペットのポケットから、スマホを取り出す武藤。地図アプリをタップすると、即座に周辺のマップが映し出された。それを見ながら、ヘッドセットのマイクに向けて、声を吹き込む。

「新型、聞こえるか？」

　沖野は、呼ばれていることに気づかず、二秒ほどタイムラグを作った後、ハッとして答えた。

「は、はい、聞こえます！」

　武藤は沖野の声音から緊張を感じ取り、大丈夫か？　とブルバスターの方を振り返った。が、大丈夫でも、大丈夫じゃなくても、今はこの若造に任せるしかない。何せ沖野以外、操縦方法を知らない、まっさらな新型なのだから。

「このまま、この道を真っ直ぐ進め」

　武藤が指さしているのは、港から南北へと向かう二車線の道路だった。沖野は初見だが、どうやらそれが、この島のメインストリートらしい。

「一キロメートル行くと、右手に公園がある。その辺りに敵が潜んでいるかもしれんから警戒しとけ！」

　コックピットの沖野は、そんなアバウトな！　と思ったが、その不満はおくびにも出さず、「了解です！」と短く答えた。




　龍眼島の中央通りを進むブルバスター。

　沖野が初めて目にする島の光景。

　人がいないと、こんなにも寂せき寥りょう感が漂うものなのか……。

　抜け殻のような街。動くのは風にそよぐ草木ばかりで、時が止まっているかのようにさえ感じる。

　おそらく、避難指示が出される前は、それなりのにぎわいを見せていたであろう商店もシャッターが閉じられ、海風だけが通り過ぎていく。デラシネ（西部劇で荒野をコロコロしているアレ）でも転がってきそうなほど、殺伐とした雰囲気である。

　沖野は、スクリーン越しに見える周囲の実景と、自身の位置が表示されるカーナビ的な地図に交互に目をやり、現在地を確認しながら進んでいった。

　マシンは、長距離を移動するための装輪走行モードに切り替えている。ブルバスターの足の裏には車輪が内蔵されており、必要に応じてそれを格納・展開する仕組みになっている。

　モードによって、コックピット内でのパイロットの姿勢も変わる。出発時に用いた歩行モードの場合、直立した体勢でブーツと足元のペダルを接続。自身が歩いているような感覚で、マシンを前進させることができる。

　いっぽう、装輪走行モードの場合、車を運転しているような感覚になる。スーツに付随した臀でん部ぶの補助外骨格は座った姿勢でロックすることで、シートに早変わりする。なお、歩行モードとは異なり、足元のペダルはアクセルとブレーキの役割を果たすことになる。

　どちらのモードでもハンドルの代わりになるのが、左右で独立したリング型のグリップ。パイロットに負荷のない前方位置にそれぞれ固定され、リング中央部に設けられた操縦桿かんでマシンを操作する。

　装輪走行モードによるドライブは快調。やがて、島の繁華街を抜けると、周囲は一戸建ての家が建ち並ぶ、住宅街に変わった。人口は三百人ほどいたというから、マンションとは言わずとも、アパートくらいはある……と想像していたが、建物のほとんどは一階建ての平屋、あるいは二階建ての木造家屋で、ビルと呼べるようなものは見当たらなかった。

　そんな日常的な光景の中にあっても、沖野は、異世界にでも迷い込んだような、言いようのない不安を感じ始めていた。

　いっぽう、沖野の背中、正確にはブルバスターの背中を見送っていた武藤は、出撃準備を整えたアル美に、今後の行動について自身の考えを伝えた。

「俺は海沿いを西回りに北上して、小学校に向かう。置き去りにしちまったブルローバーを動かすつもりだ」

　アル美は、相変わらずの無表情で、「今から？」と問い返した。

　武藤は、ブルバスターの背中に視線を戻し、眉根を寄せながら言った。

「あの小僧一人じゃ、どうもあてにならん。ローバーはおそらく冷却水が漏れているだけだと思う。応急処置をすれば、何とか動くはずだ」

　そう言うと、船から持ち出してきた、工具箱を掲げて見せた。

　アル美は、その言葉には反応せず、辺りに視線を走らせた。

　と、野ざらしになった一台の軽トラックを発見。それを指さして、

「じゃあ、アレで行きませんか？」と提案した。

　遠目にも現役とは思えない、くたびれた車体。武藤は、いやいやアレは無理だろ、というニュアンスを込めて聞いた。

「動くのか？」

　そう問われたアル美は、ある程度の確信があるのか、無言で頷いた。

　波止工業の古株である武藤にしてみれば、アル美は入社一年程度の新参者だ。年齢だって三十以上離れている。アル美の不遜な物言いは、先輩として厳しく叱責してもいいレベルである。

　それでも、武藤はそんなアル美の態度をまったく気にしていなかった。この子はそういう娘。慣れてきた、というより最初から割り切っている。

　その諦観の背景にはグレた高校生の娘の存在があるのだが、武藤自身もそれに気づいていなかった。

　ともあれ、二人の行動方針は決まった。

　武藤はヘッドセット越しに、沖野に呼び掛けた。

「おい、新型！」

「……は、はい」

　沖野は、なぜ名前で呼んでくれないのかと不満に感じながらも、他方、そう呼ばれることに心地よさも感じていた。

　というのも、沖野にとってフェイバリットな例のアニメでも、主人公の乗るロボットは、敵からそう呼ばれていた。赤がトレードマークのあの大佐も、そう呼んでいたことがあったはずだ。「新型」という言葉の響き自体、嫌いではない。

　沖野がそんな空想を広げているとはつゆ知らず、武藤はブルバスターの背中に指示を出した。見れば機体は、海岸付近の平地部分を越え、ゆるやかに続く上り坂に差し掛かっていた。

「そのまま坂を上がっていけ。こっちは西回りで行く。公園で落ち合おう」

　その指示を受け、沖野はマップ上で再度、公園の位置を確認した。指定された場所は、メインストリートを北上し、二股に分かれた道を左に進んだところにある。

　決戦の時は近い。

　沖野は、「はい！」と答えると、不安をぬぐい去るように表情を引き締めた。

　いっぽう、アル美は武藤を尻目に軽トラに駆け寄っていた。

　ドアを開けると、運転席に体を滑り込ませる。思っていたとおり、エンジンキーはつけっぱなしになっていた。以前、アル美が一人で島に出動した際、拝借したときのままだ。

　キーをひねると、ブルルンと車体が震動し始めた。最後に乗ってから数週間経たっていたため、もしかしたら動かないかもと、若干の不安があったが、それは杞き憂ゆうに終わった。普段は無表情のアル美の顔にも少しだけ、ほんの少しだけ、安あん堵どの色が広がった。




　武藤から公園での合流を指示されて五分後。

　ブルバスターは、島のメインストリートの中ほどに差し掛かっていた。

　道は、港から南北に延び、やがて島の東側の海に突き当たるのだが、その間はずっとなだらかな上り坂になっている。

　途中の西北西に分岐する道を通り過ぎてからは、民家が明らかに少なくなっていた。北へ行くほど標高が高くなっていくという島の構造上、生活の中心はやはり港周辺、島の南側にあるようだ。

　沖野は、ブルバスターを操縦しながら、街並みに視線を走らせていた。初めて見る島の光景。表面上は、何の変哲もない、のどかで平和な田舎町に見える。が、静寂の中でマシンの走行音だけが響く特異な状況には違和感を覚える。人が忽こつ然ぜんと姿を消したパラレルワールドに迷い込んだような感覚だ。

　繁華街ではあまり感じなかったのだが、町の中心部から離れると、人間の生活圏が草木に侵食されている様子が目につくようになってきた。

　そりゃそうか。と沖野は思う。全島に避難指示が出されたのは、今から十一カ月前のことである。一年近く人の手が入らなければ、自然は元の生息域を取り戻そうと活動を活発化させる。これから夏を迎えれば、彼らの陣地はさらに増えていくだろう。そうなれば、害獣の活動領域も広がることになる。

　その被害を最小限に食い止めるのが自分の仕事なんだ。

　沖野は、自分に課せられた役割を改めて反すうし、気合いを入れ直した。

　やがて、視線の先に数軒の民家が点在する集落が見えてきた。メインストリートの道沿いには、所々にこうした集落が存在している。沖野もここに至るまでに、何度も同じような風景を見てきた。が、その集落に近づくにつれ、家々に異変が起きていることに気づいた。

　家屋は明らかに何者かによって破壊されていた。沖野が〝何者かに〟と思ったのは、壊されている箇所が、自然災害ではありえない状態で損傷していたからである。

　壁の一部は、ショベルカーのアームで剝ぎ取ったようにえぐられ、ひしゃげた金属製の雨戸は、強い力でねじ切られたように見える。

　被害の深刻さを目の当たりにし、ますます険しい顔つきになる沖野。しかし、どんなに活動を活発化させているとはいえ、野生動物がこれほどまでに硬い人工物を破壊できるものだろうか？

　そんな疑問が浮かび始めたとき、沖野は荒らされた民家の庭の一角に、気になる箇所を発見した。土が露出した部分はほとんど、伸び放題の雑草に覆われているのだが、そこだけ妙に視界が開けている。どうやら、動物がその上を通り、草を踏み荒らしたようだ。

　何の気なしにブルバスターの足を止め、ＡＲディスプレーを操作してその場所にズームする。どんな動物がつけた痕跡か、ちょっと確認しておこうと思い立ったにすぎない行動だったのだが、映し出された映像を見て、息を吞んだ。

「何だよ、これクマか？　デカイな……」

　踏み荒らされた場所には、害獣のものと見られる足跡が残っていた。しかし、それは沖野が予想していたものよりはるかに大きかった。しかも、よほど重量があるのか、土は足形に深く沈み込み、痕跡がありありと見て取れる。

　その生き物が、どれくらいの大きさなのか、足跡からだけでは想像できない。しかし、駆除すべき害獣が、イノシシやシカ程度のものではないことだけは分かった。

　沖野の中に生まれていた言いようのない不安は、さらに大きさを増し始めていた。




　同じころ、アル美と武藤が乗った軽トラは、島の西側、海沿いの道を走っていた。

　メインストリートと違い、車線はひとつ。すれ違うには、どちらかが道の端に車を寄せなければならない田舎道である。だが今は、対向車に注意する必要はなかった。

　しばらく進むと、道は西南西に延びる海沿いの道と、東に延びる森側の道の分岐点に差し掛かった。迷うことなくハンドルを右に切り、森側に車を向けるアル美。元島民として、島の地理は熟知している。

　目指す小学校は、分岐点から数百メートル先にあった。

　程なくして目的地に到着。開けっ放しになった校門から、車のまま校庭に乗り入れる。そこは、アル美にとっても、武藤にとっても、思い入れの深い出身校。慣れ親しんだ校庭に車で乗り入れるのは、畳の部屋に土足で踏み込むような罪悪感があったが、今は行儀など気にしていられない。

　校庭の一角に軽トラを停めると、二人は周囲を警戒しながら車を降りた。わざわざ開けた場所に車を停めたのは、敵から不意打ちを受けないためである。対峙している敵は、予想以上に素早く、予想以上に狡こう猾かつだ。二人は、少しの油断が命取りになることを、これまでの経験で知っていた。

　校庭のすみに、重機のようなマシンが乗り捨てられている。

　故障して動けなくなっているブルローバーである。

　ゴツゴツとした黄色い車体は、重機そのものといった印象だが、重機にはない装備も見られる。二本のアームと肩口からのぞく砲身。アームの先は、上に三本、下に二本、かぎ爪状になっており、物を摑んだり、場合によっては対象物に突き刺せるような形状になっている。砲身は、中央に開いた射出口の形状から銃器の類いであることが分かる。口径はかなりデカい。

　ブルバスターとの大きな違いは、足回りのクローラー。戦車のように、どっしりと大地を踏みしめているイメージだ。しかし、小回りは利きそうになく、倒木や瓦が礫れきなどの障害物を乗り越えるのには難儀するに違いない。

　向かって左手の後部には、煙突のように上に延びた排気口が見える。動力源はガソリンか軽油だろう。機体の重量感から考えても、燃費は相当悪そうだ。

　アル美は、軽トラを降りるとすぐさま、荷台に積んでおいた水中銃を手に取った。

「私、見張ってるんで、修理を」

　武藤は、「おう」と頷くと、工具箱を手に小走りでブルローバーに駆け寄った。

　アル美は、軽トラとブルローバーのちょうど中間くらいの位置に陣取っている。近すぎては視界が利かず、遠すぎては緊急事態に対応できない。様々な状況を想定しての守備的シフトである。

　いっぽう武藤は、ブルローバーの後部に回り込み、背面パネルを開いた。中をのぞき込むとすぐ、「やっぱりな」とつぶやく。

　予想したとおり、冷却水が漏れていた。ホースを補修すれば、何とか動いてくれるはずだ。

　武藤は、工具箱から防水テープを取り出すと、ホースに巻き始めた。

　簡単な修理なら、これまで何度もやってきている。建設会社だった旧波止時代から、長年にわたって重機を扱ってきた。それなりの知識は持ち合わせている。機体そのものの破損となれば、製造元である蟹江技研の整備場に持ち込むしかないが、応急処置くらい自分たちでやれなくては話にならない。ここは戦場なのだ。

　応急処置を終えると、武藤は機体の正面に回り込み、クローラーに足を掛けて運転席に体をもぐり込ませた。

　ポケットからエンジンキーを取り出すと、鍵穴に差し込む。機嫌を直してくれていれば、キーを右に回すだけで動き始めてくれるはずだ。武藤が期待を込めて、手首を右にひねろうとした瞬間、背後の茂みからガサッという物音が聞こえた。

　とっさに手を止め、音に集中する武藤。しかし、周囲には静寂が戻っている。

　数秒待った後、「聞こえたか？」と、アル美に確認した。

　問い掛けに頷くアル美。空耳ではない。

　アル美は、首に巻いているチョーカーの十字架に左手で触れた。チョーカーとは、首に密着した短いネックレスのこと。アル美が着けているものは、一センチメートル程度の幅を持った革製で、中央に小さなクロスが付いている。

　それに触れ、短い祈りを捧ささげるのが、アル美にとって戦う前のひとつの儀式になっていた。祈るといっても、目を閉じて神に捧げる言葉をつぶやくわけではない。少しだけ目を伏せ、無言で何かに思いを馳はせるのだ。

　それを終えるとアル美の表情は一変した。獲物を狙うハンターの顔。目には冷たい炎が宿っている。

　手にしていた水中銃を、いつでも発射できるように目の高さに構え、音が聞こえてきた茂みの方に向ける。砲身を握る指先は白く変色していて、かなり力が入っているのが分かる。クールに見えて、アル美も少なからず緊張しているようだ。

　と、どこからともなく、ズン！　という地響きのような震動が伝わってきた。

　低く重い音が校舎に反響し、広がってしまったせいか、正確な音の出所は分からない。

　水中銃を構えたまま、グルリと周囲を見回すアル美。武藤は、ブルローバーの運転席から身を乗り出し、背後の茂みや校庭の物陰に目を走らせている。

　一瞬の静寂の後、今度はヴフフフゥァーという地鳴りのような呼吸音が聞こえてきた。一斉に音の方向へ目を向ける二人。

　見ると、校庭の奥、森へと続く茂みの中から、一体の生物が姿をのぞかせていた。その姿は地球上のどの生物にも似ていなかった。体毛はなく、表皮はヘビやトカゲのようにのっぺりしている。しかし、ジメっとした湿り気も帯びており、強いて言えばカエルの肌の質感に似ていなくもない。

　特徴的なのは、口と見られる部分からのぞいた牙状の突起物と、手と思われる部分に備わった鋭い爪。そんな身体的な特徴から、攻撃的な生物であることが予想できる。

「出やがったな。やっぱりこの間のヤツだ！」

　武藤は、その生物に見覚えがあった。これまで、同じような生物を複数駆除してきた武藤だが、よく見るとそれらに個体差があることに気づいていた。何より、前回の戦闘時、武藤が一矢報いた痕跡、右手の爪の損傷が、〝この間のヤツ〟であることを物語っていた。

　今度は、この前のようにはいかない。

　数日前に、その生物と対峙した際には、戦闘中にブルローバーが故障し、やむなく機体を残したまま離脱しなければならなかった。いや、離脱というより、ほうほうの体で逃げ出したと表現した方が正しい。武藤は、そのときの悔しさが忘れられず、今回の再戦には並々ならない意欲を燃やしていた。

　ただ、その圧倒的な巨体には、生物として畏怖を抱かずにはいられなかった。体長は、およそ六メートル。立ち上がれば、校舎の三階あたりまで達する大きさである。

　それでも、ひるんではいられない。

　武藤は、再び運転席に体を滑り込ませると、勢いよくエンジンキーをひねった。

　ところが、肝心のエンジンは、プスプスプスと頼りない音を発するばかりで、一向にかかる気配がない。いったん戻し、改めてキーをひねってみるが、反応は同じだった。

　おいおい、さっき応急処置はしてやっただろう？　いい加減、機嫌を直してくれ！

　武藤の額に、どっと冷や汗がにじみ出す。

　いっぽう、アル美は完全に戦闘モードに入っていた。現れた生物のあまりの巨大さに一瞬ひるんだものの、大きさについてはあらかじめ武藤から聞いていた。気持ちはすぐに切り替えがついた。

　ブルローバーのエンジンがまだ掛かっていないことを察し、生物の意識を自分の方に引きつけるため、水中銃を構える。

　もちろんアル美も、自分が今、手にしている程度の武器で、目の前の巨大生物に致命傷を負わせることができるとは思っていない。しかし、手傷を負わせ、足止めすることくらいはできる。

　そのために、狙うべき場所は決まっていた。目だ。といっても、正直、それが人間で言うところの目にあたる部分なのかは分からない。ただ、その器官が顔らしき部位にあり、そこから外部の情報を取り入れているように見えることから、アル美はそれを目のような役割を果たすものと認識していた。

　そこに狙いを定め、引き金に掛けた指に力を込める。

　放たれたシャフトが、ターゲットに一直線に向かっていく。

　狙い通り、生物の目らしき部分に着弾！　と思いきや、シャフトが当たる寸前に、生物が体をよじり、急所への着弾を回避した。シャフトは生物の皮膚に突き刺さってはいるが、ダメージを受けているようには見えない。

「くっ！」

　アル美が悔しさで顔を歪ゆがませる。その目は、絶対に逃がしはしないという、執念のようなオーラを放っている。

　いっぽう、エンジンキーと格闘していた武藤は、ようやく手応えを摑んでいた。キーをひねること十数回。ブロロロ～ン！　という音とともに、ブルローバーの機体が、小刻みに震動し始めた。

　アル美は、目の端でそれを捉えつつ、水中銃に次のシャフトを装そう塡てんした。狙いはやはり目。狙いを定め、引き金を引く。

　しかし、今度も目標を捉えることができなかった。生物がまたも着弾直前で身をかわし、急所……らしき箇所への直撃を避けたのだ。

　確かに、水中銃から放たれる矢に、銃の弾丸のようなスピードはない。が、これほどの至近距離から放たれた高速の物体をかわすには、相当な反射神経が備わっていないと不可能だ。この巨体にして、この俊敏性。生物としての能力の高さは、アル美たちにとって脅威以外の何物でもなかった。

　ただ、目は外したものの、二本目のシャフトも生物の表皮を貫いている。相変わらずダメージはなさそうだったが、攻撃を受けていることだけは認識したようで、漏れ出す呼吸音は激しさを増している。興奮状態にあるようだ。

　アル美が間を作ってくれたおかげで、エンジンの起動に成功した武藤は、ブルローバーの車体を旋回させ、生物の方に向き直った。

　すかさず、肩口に積まれた機関砲の照準をターゲットに合わせ、力任せに発射ボタンを押し込んだ。

　キュイィィンというモーターの作動音に続いて、シュパパパパッ！　と射出口から勢いよく弾が吐き出されていく。

　小さな弾が、吸い込まれるように敵の胴体に着弾！

　こいつはいける！　武藤がそう確信した途端、プスプスプスンという情けない音とともに再びエンジンが停止。パワー全開だった機関砲も沈黙してしまった。

　武藤は、「くそっ！」と、操縦桿に拳を打ちつけた。しかし、昭和のブラウン管テレビでもあるまいし、そんなことで機能が復活するはずもない。

　見れば、新たな攻撃を受けていきり立った生物が、ブルローバー目掛けて突進してきている。武藤は、恐怖に顔を引きつらせながらも、必死にエンジンキーをひねった。が、今度はプスンプスンという前兆音さえ聞こえない。

「ぬあ～っ！」

　迫り来る生物との距離が十メートルを切り、武藤はたまらず運転席から転がり出た。

　アル美は、三本目のシャフトを装塡し、発射。武藤の脱出を援護する。

　矢は胴体部分に突き刺さったものの、やはりダメージは皆無の様子。

　それでも一瞬の間を作ることはできた。

　アル美は、三十メートルほど先に停めたままになっていた軽トラに向かって駆け出した。武藤もそれに続く。

　巨大生物は、いったんブルローバーの方に向かいかけたが、それがすでに〝抜け殻〟のようなものだと感じたのか、体を反転させ、アル美たちを猛然と追い掛けてきた。

　一足早く軽トラに到達したアル美が、運転席に飛び乗る。武藤も、二秒遅れで助手席に飛び込んだ。

　エンジンをかけ、アクセルを全開で踏み込むアル美。前日に降った雨のせいで、ぬかるんだ校庭の土にタイヤがキュルキュルと空転したが、生物の鋭い爪が車体を捉える寸前、軽トラが動き出した。

　生物の真横をすり抜け、校庭を斜めに突っ切っていく。

　もはや、頼みの綱はブルバスターのみ。その性能がどれほどのものか分からないが、今は合流して態勢を立て直すよりほかない。アル美は、入ってきた正門に向けてハンドルを切った。

　ところが、生物はその逃走経路を、あらかじめ察していたかのように、進路上に立ちふさがった。敷地を離脱するには、いったん生物を引きつけ、正門付近から引き離すしかない。

　アル美は、再びハンドルを回し、正門に向けていた車体を、校舎側に切り返した。それを見た生物は、狙い通りに車を追いかけてくる。

　運転席のアル美が命懸けのカーチェイスを繰り広げている横で、助手席の武藤がヘッドセットに大声で呼び掛けた。

「新型！　聞こえるか？」

　突然聞こえた怒号のような大音量に驚いたのか、沖野の声がうわずっている。

「は、はい、聞こえます！」

　通信機越しでも、萎縮している沖野の姿が見えるようだったが、そんなことを気遣っている場合ではなかった。武藤は間髪入れず、最小ワードで状況を説明した。

「小学校の校庭だ！　敵が出た！」

　武藤がそう言って振り返ると、生物は軽トラのすぐ真後ろまで迫ってきていた。アル美は、相変わらずアクセルを全開まで踏み込んでいたが、ぬかるみにタイヤを取られて、思うようなスピードが出ていなかった。

　巨体ではありえない素早さで追いかけてくる生物が、走りながら一瞬、体を沈み込ませ、ジャンプの体勢を取った。

　荷台に飛び乗るつもりか!?　武藤が青ざめる。

　その悪い予感は、さらに悪い方に裏切られる。生物は力強く地面を蹴ると、大きく飛ひ翔しょう。そのジャンプ力はすさまじく、荷台に飛び乗るどころか、全速力で走行中の軽トラを軽々と飛び越していった。生物は最初から、車の前方に着地し、巨体そのもので進路を遮るつもりだったのだ。

　その動きを、バックミラー越しに見ていたアル美は、生物が飛び上がり、軽トラの真上に差し掛かったタイミングで急ハンドルを切った。正面衝突を避けるには、そうするしかなかった。

　ドリフトするように、校庭を横滑りする軽トラ。アル美の巧みなハンドルさばきで、横転することだけは免れたものの、地中に埋め込まれた遊具のタイヤにぶつかり、車は弾かれたようにクルクルとスピンしてしまう。

　ハンドルにしがみついて、何とか体勢を維持するアル美。いっぽう、シートベルトをしている暇もなかった武藤は、激しく体を揺さぶられ、むち打ち状態。その衝撃でヘッドセットが外れ、車外に吹き飛んでしまった。




　ブルバスターのコックピット。沖野が、不安げな表情で操縦している。

　差し迫ったような武藤の声で「敵が出た」と聞いてから、通信は途絶えてしまった。

「武藤さん！　聞こえますか？　応答願います！」

　ヘッドセットを通じて何度も呼び掛けているが、まったく反応がない。

　通信が途切れる寸前、車がスピンするようなけたたましい音と、巨大な物体が地面に落ちたようなズンという音が聞こえた。ということは、二人はすでに戦闘状態にあるということだろうか？

　とにかく今は、指定された場所に、一刻も早く駆けつけなければならない。

　通信を受けたとき、沖野は間もなく集合場所の公園に到達する位置まできていた。地図で現在地を確認すると、公園と小学校の距離は、さほど離れていない。

　舗装路を通るならば、先ほど通り過ぎた分岐点に戻る必要があるが、そんな悠長なことをしている場合じゃないことだけは確かだ。

　目の前の森を突っ切れば、小学校は目と鼻の先である。

　沖野は、ブルバスターを装輪走行モードから歩行モードに切り替えると、意を決して、機体を茂みの中に進ませた。

　生い茂る木々をかき分けるように前進する沖野。道なき道を行けるのは、二足歩行ロボットの強みだろう。クローラー駆動のマシンでは、こうはいかない。

　森を進むこと数十メートル。沖野は、前方の茂みが、わずかに揺れるのを感じた。

「何だ、あれ!?」

　一瞬、何らかの生き物が茂みを横切った。

　あまりにも瞬間的な出来事だったので、はっきりとは確認できなかったが、顔に傷があるように見えた。あれが問題の害獣だろうか？　にしては、小さかったような。それが、民家を壊して回っているデストロイヤーとは思えない。

　沖野が首をひねっていると、遠くから異様な物音が聞こえてきた。

　ギギュロロロロゥゥ～～!!

　文字で表現できないような、機械音にも獣の雄お叫たけびのようにも聞こえる音。

　ただ、ビリビリと伝わってくる空気の振動から、その発生源が恐ろしく大きなものであることだけは分かる。

　沖野は、操縦桿を握る手に、ジワッと汗がにじむのを感じた。




　横転は免れたものの、ぬかるみにはまり、完全にスタックしている軽トラ。

　車内では、しこたま頭を揺さぶられたアル美と武藤が、意識を朦もう朧ろうとさせている。しかし、悠長に体力の回復を待っている暇はない。

　ほぼ同時にバックミラーに目をやる二人。敵は、すぐ後ろまで迫ってきていた。

「車、捨てるぞ！」

　武藤はそう声を掛けると、車外に転がり出た。アル美もそれにならう。

　二人が軽トラを脱出した瞬間、猛然と向かってきていた敵が、そのままの勢いで体当たりをかましてきた。

　一トン近い車が、いとも簡単に吹き飛ばされていく。高速道路で大型ダンプにカマを掘られたような衝撃だ。もし乗ったままでいたら、二人は揃ってフロントガラスを突き破り、車外に放り出されていただろう。〝島随一の石頭〟を自負する武藤でも、無傷では済まなかったに違いない。

　華麗な脱出劇を披露したものの、脅威が去ったわけではなかった。

　脱だっ兎とのごとく、校庭を疾走する二人。視線の先には、ブロック造りの道具倉庫が見える。示し合わせたわけではないが、二人の考えは一致していた。今はそこに逃げ込むしかない。

　背後からは、手加減なしのスピードで巨大生物が迫ってきている。

　もうちょっと軽トラで遊んでいてくれよ！　武藤は、心の中で懇願したが、「はい、そうします」と応じてくれるような相手ではなかった。

　巨大生物は、走りながら腕らしき部分を振り上げると、そのまま斜め前方にスイングさせた。アル美の背中を、巨大なツメが襲う。

　それを紙一重でかわすアル美。巨大生物は、空振ったことでわずかに体勢を崩し、手が届きそうなくらい詰まっていた距離が、ほんの少しだけ開いた。

　武藤は、その機会に乗じ、最後の力を振り絞って、アル美より少し前に出た。木の板で×印にふさがれた道具倉庫のドアに体ごとぶつかり、ぶち破って中に転がり込もうというのだ。

　巨大生物との距離は五メートル。一撃で扉をこじ開け、中に駆け込まないと間に合わない。

　武藤は、全体重を肩に乗せ、鉄扉にショルダータックルを食らわせた。

　扉を固定していた木の板が弾け飛び、ドアが内側に開く。

　そのまま、もんどりうつように中に転がり込んでいく武藤。すぐ後に続いていたアル美は、スライディングのような体勢で倉庫に滑り込んだ。

　武藤は、勢い余って倉庫の奥に置いてあった、高飛び用のマットに突っ込んでしまったが、アル美はすぐに体勢を立て直すと、すかさずドアを閉めた。

　次の瞬間、黒板に爪を立てたような、ギギギッという嫌な音が外から聞こえた。巨大生物が鉄のドアを引っ搔いたのだ。

　間一髪、緊急避難場所に逃げ込むことに成功したアル美と武藤。

　しかし、当然ながら危機が去ったわけではない。

　ズウゥン！

　衝撃音とともに倉庫全体が揺れる。建物そのものを破壊してしまおうと敵が体当たりしているようだ。

　地震や台風に備えて頑丈な造りになってはいるようだが、このまま体当たりを続けられては数分と持たない。現に、天井からはパラパラと建材のかけらが落ち、ブロックの壁も一部破損してきている。

　進退窮まった。アル美と武藤に命のタイムリミットが迫っていた。




　茂みをかき分けて進むブルバスター。

　先ほどから、巨大な何かが固いものにぶつかっているような衝撃音が、沖野の耳にも届いていた。しかし、何が起きているのか、まったく想像できずにいた。

　やがて、森が途切れ、一気に視界が広がった。

　最初に目に入ったのは、六メートルはあろうかという巨大なかたまりだった。沖野は最初、それを大型のエアー遊具（子どもが中に入って遊ぶヤツ）か何かかと思った。学校だけに。しかし、それ自体が動いていることに気づき、問題のかたまりが、そんな愉快なものではないことを察した。

「ゲッ！　何だよアレ!?　クマか？」

　見れば、巨大な生物が、道具倉庫らしき建物に、狂ったように体当たりしている。

　現実とは思えない光景に、茫ぼう然ぜん自じ失しつの沖野。恐怖ですくみ上がり、頭が回らない。

　気持ち悪い。怖い。気持ち悪い。怖い。気持ち悪い。怖い。

　ふたつの負の感情が無限ループする。完全に思考停止状態だ。

　そんな沖野を現実に引き戻したのは、強こわ面もてマッチョの怒声だった。

「おいっ、新型！　俺たちはここだ！　助けろ!!」

　外部マイクが声を拾い、ＡＲディスプレーに音源の位置を示す。目を向けると、巨大生物の死角になっている倉庫の小窓から、武藤が顔をのぞかせていた。

　我に返った沖野は、自分のするべきことを思い出す。害獣の駆除。それが俺の新しい仕事だ！

　とはいえ、敵がここまで巨大で、ここまで気持ち悪く、ここまで凶暴だとは思っていなかった。手が震えて、操縦がおぼつかない。

　コレは思ってたのと違う！　全然違う！　アムロもシンジもレントンも、こんな極限の状況で戦ってたのかよ！　アイツら、マジ半端ねぇ！

　……などと、かつてのヒーローたちに思いを馳せている場合ではない。沖野は、ＡＲディスプレーに表示されたブルバスターのメインウエポン〝機関砲〟をタップし、攻撃態勢を整える。

　この瞬間を心待ちにしていたはずなのに、出陣前までの高揚感は霧散し、今は〝自分がやらなければ〟という義務感だけが背中を押していた。

　敵に照準を合わせると、操縦桿から小さく突き出た赤い突起、機関砲の発射ボタンをグッと押し込んだ。

　が、弾が出ない！

　何度もボタンを押してみるが、カチッ、カチッと小さな手応えがあるだけで、一向に攻撃が始まる気配がなかった。

　まさかの事態に、蒼そう白はくになる沖野。

「マジか？　どうした弾！　なぜ出ない？」

　弾丸を込め忘れた？　いや、それはない。会社を出るときに何度も確認した。電気系統のトラブル？　いやいや、それもない。機体に何らかの異常があれば、ＡＲディスプレーに警告が表示されているはずだ。だとしたら……？

「あ……、あ～！　分かったぁ！」

　そこでようやく思い当たった。安全装置を解除していない！

　それは、誤射を防ぐため、自ら採用したシステムだった。開発者として、ありえない凡ミスだ。

　改めて、自分が通常の心理状態にないことを自覚した沖野は、いったん目をつぶって深く息を吸い込み、ゆっくりと吐き出した。

　それでも手の震えは止まらない。しかし、夢の中をフワフワと漂っているような先ほどまでの感覚よりは、少し落ち着けたような気がする。

　沖野は、ＡＲディスプレーをタップして安全装置を解除すると、照準を合わせ直し、再び手元の発射ボタンを押し込んだ。

　キュイィィン。シュパパパパッ！

　ブルバスターの右肩に装備された機関砲から、勢いよく弾が吐き出されていく。

　そのすべてが、巨大な生き物の背中に着弾した。

　いける！　という手応えを感じた沖野だったが、すぐにそれが希望的観測であることを知る。問題の生物は、何事もなかったかのようにクルリと振り返り、ブルバスターの方に向き直った。

「ダメージなしかよ！」

　その振り返りには、背中をトントンと叩かれ、「何か用？」と首を傾かしげたくらいの何気なさがあった。

[image: ]

　まったく効いてないのだろうか？　まさか、そんなはずはない。敵がどんな生き物かは分からないが、生きている以上、体に弾を撃ち込まれてノーダメージなどありえないはずだ。

　沖野は気を取り直すと、再び機関砲を発射する。

　今度は生物の正面、腹部と思われる部分に着弾した。効いているのかいないのか。命中箇所をズームで確認すると、傷口から体液らしきものがにじみ出ているのが見て取れた。

　どうやら、まったく効いていないわけではないようだ。

　わずかとはいえ手応えを感じた沖野は、続けざまに機関砲を撃ち込む。

　その波状攻撃にひるんだのか、敵は一瞬後ずさりするようなそぶりを見せた。

「よし！」

　少なくとも、こちらが押しているのは間違いない。このままやれる！

　そう確信した沖野は、戦いに決着をつけるべく、〝秘密兵器〟の準備に入る。

　スタンショット。ミサイル型の電気ショック弾である。

　ＡＲディスプレーのスタンショットアイコンをタップする沖野。すると、画面に棒グラフが現れた。それは、装塡までにかかる時間を示したもの。スタンショットは武器の特性上、弾にマシン本体から電気を注ぎ込む起動時間が必要なのだ。

　その時間、およそ五秒。

　わずかな時間ではあるが、戦闘のただ中では、命取りになりかねないタイムラグだ。攻撃を受けて猛たけり狂った敵が、その隙を見逃してくれるはずはなかった。

　機関砲の掃射にひるんだ様子を見せたのもつかの間、巨大生物は体勢を立て直し、猛烈な勢いで突進してきた。それを察知した沖野が、身をかわそうとマシンを操作したが、横に一歩踏み出したときには、敵が目前に迫っていた。

　ズガッッ～ン！

　金属同士がぶつかり合うような、激しい衝撃音とともに、ブルバスターが後方に吹き飛ばされる。

「うわ～っ！」

　コックピット内で悲鳴をあげる沖野。

　百トンはくだらないマシンが、一瞬浮き上がり、背中から地面に叩きつけられた。背当てで後頭部を強打した沖野。目の前で火花が散る。

　それでも、パイロットスーツを着用していることで、肉体へのダメージは少なからず軽減されていた。ブルバスター専用として沖野も開発にかかわったこのスーツは、機体が衝撃を受けた際、体を守る役割も担ってくれる。

　いっぽう、巨大生物がブルバスターとの一騎打ちに入ったことを、小窓から確認したアル美と武藤は、扉から半身を乗り出して、戦況を見詰めていた。

「ほら見ろ！　二足歩行じゃ、ダメじゃねぇか！」

　武藤の口から、新型への不信感が吐き出される。そこには、ブルローバーに並々ならない愛着を持つ、武藤自身のやっかみが多分に含まれていた。

　そんな武藤を尻目に、アル美は倉庫を飛び出すと、エンジンが停止したままのブルローバーに向かって駆け出した。

「アル美！　無茶するな！」

　武藤は、大声でそれを制止したが、いったんスイッチの入ったアル美が、それを聞き入れるはずがないことも知っていた。これまでも何度か、アル美が無鉄砲な行動に出たことがあった。結果、それが功を奏してきたことも少なくないのだが、今回もうまくいくとは限らない。目の前にいるのは、過去最大、最強クラス。生半可な敵ではないのだ。

　追い掛けてでも止めるべきか。と、考えた武藤だったが、巨大な敵を前に、一カ所に固まるのは不利と判断。その場に留まり、場合によっては自分の方に引きつける覚悟を決めた。背中に背負った、道具倉庫という甲羅が、いつまで持ってくれるかは心こころ許もとないが……。

　ブルローバーにたどり着いたアル美は、運転席に飛び乗ると、すかさずエンジンキーを回した。

「お願い、かかって！」

　その願いとは裏腹に、エンジンからはキュティーンという頼りないレスポンスしか返ってこない。アル美の全身から冷たい汗が噴き出す。

　そのころ、ブルバスターは完全に、巨大生物に押さえ込まれていた。いや、押さえ込まれていると言うより、押しつぶされているという表現の方がしっくりくる。ブルバスターは、体勢を立て直すどころか、上半身を起こすことさえできそうにない。

　機内では、沖野が、自身の設計した細密なスクリーンを恨んでいた。

　巨大な生物が、牙を剝き出して目の前で口を広げている。そこから、よだれなのか何なのか、ネバネバとした液体がしたたり落ちている。スクリーン越しではあるが、沖野にはそれが、自分の顔や体にまで垂れてきているようなおぞましい感覚があった。

　シミュレーションと実戦では、ここまで違うものなのか……!?

「クソッ！」と悪態をつく声にも力がこもっていない。

　それでも、必死に頭をめぐらし、打開策をひねり出す。

　ボディーそのものを動かすことはかなわない。肩口の機関砲も当たる角度にない。だとしたら……と、沖野は右手の操縦桿を横に引いた。

　それに呼応したブルバスターが、倒れた体勢のまま、ライトアームを体の横に伸ばした。

　かぎ爪のようになったアームの先端を、巨大生物の脇腹に突き刺そうというのだ。

　可動域限界までアームを引き絞り、フックを打つように、素早く腕を振る沖野。その指示に忠実に従うブルバスター。

　専用のパイロットスーツには、着用者の動作を数倍にまで拡張して機体に伝える機能も備わっている。ゆえに、生身とは比べものにならないパンチ力が生み出される。

　その性能を最大限に活用し、鋭利な槍やりと化したアームが、巨大生物の体に深々と突き刺さった！

　と思われたが、敵がその攻撃を察知する方が一瞬だけ早かった。器用に上半身を反らせると、寸前でアームの一撃をかわす。ダメージは、薄皮一枚をめくった程度。むしろ新陳代謝を高めてやった……というくらいのかすり傷だ。

　巨大生物は、再びブルバスターにのしかかると、〝危険な部位〟と判断した右アームを、本体から引きちぎりにかかった。その間、体重をかけて、左アームも押さえにいっているところを見ると、巨大生物にはそれなりの〝学習機能〟が備わっているらしい。

　まずい、まずい、まずい、まずい！

　万策尽きた沖野は、もはや恐慌状態に陥っている。

　俺、機体から引っ張り出されて躍り食いされちゃうの？　それとも、ブルバスターともども八つ裂きの刑!?　考えたくもない光景が脳裏に浮かぶ。

　そのとき不意に、ドーン！　という大音量が聞こえてきた。

　沖野が反射的に音の出どころに目を向けると、そこには太鼓を肩に担ぎ上げた武藤の姿があった。

　えっ、何で？

　沖野は、あまりにも場違いな姿に、あ然とした。が、すぐに武藤の意図を察した。巨大生物の気を引こうとしているのだ。現にのし掛かっている敵は、武藤がいる倉庫の方に目を向けている。

　武藤もそれを確認し、ドーン、ドーンと、さらに太鼓を打ち鳴らした。小学校の体育祭や地域の祭りにでも使っていたものだろう。日本人の心に響く、なかなかの音色だ。

　それに聞き惚ほれた……というわけではないだろうが、巨大生物は押さえ込んでいたブルバスターから手を離すと、その場で立ち上がり、倉庫に体を向けた。

　完全にターゲットを切り替えたようだ。武藤めがけて猛然と突進する。

「来やがったか！」

　巨大生物が向かってくるのを確認した武藤は、倉庫の中に逃げ込み、鉄製の扉を蹴りつけるように閉めた。

　そのころ、ブルローバーのエンジンと格闘していたアル美にも動きがあった。

　キュティーンという、甘えた小型犬のように情けない音しか発していなかったエンジンが、ブロロロンという力強い目覚めの声を上げたのだ。

　アル美はすかさず、ブルローバーのボディーを旋回させ、機関砲の照準を巨大生物に合わせる。

　間髪入れずに、発射！

　シュパパパパッ！　と弾が射出されていく。

　命中箇所は、敵の首らしき部分。ブルローバーの機関砲では、致命傷を与えるのは無理かもしれない。そう判断したアル美は、目を狙うべく、巨大生物の首から顔に照準を上げていった。今度こそいける！

　アル美が、そう確信した瞬間、急に周囲に静寂が戻った。

　もしかして……!?　操縦桿の発射ボタンを、何度も押し込むアル美。

　静寂の中で、カチッ、カチッという弱い音だけがむなしく聞こえる。

　弾切れだ。

「くっ！」

　アル美は、悔しそうに操作パネルに拳を打ちつけた。

　それでも、機体さえ動けばできることはある。そう考えたアル美が、ブルローバーを前進させようと試みたが、ぬかるんだ地面にクローラーが空回りして、動くことさえかなわない。

　ブルローバーからの攻撃がやむと、巨大生物は改めて、狙いを定めた小動物の、すなわち武藤への攻撃に掛かった。

　敵が〝押してだめなら引いてみろ〟という言葉を知っているとは思えないが、倉庫の壁を押しつぶすのは効率が悪いと学習したのか、小窓から手を突っ込み、手前に引っ張り始めた。壁を剝がそうというのだ。

　その作戦はまんまとはまり、小窓のある壁が破損。その傷をきっかけに、ブロック造りの倉庫は、砂煙を上げて一気に崩壊してしまった。

　倉庫が持たないことを察知した武藤は、間一髪のタイミングで正面の扉から脱出。這はいつくばるようにして、その場から逃げ出した。

　しかし、それを見逃すような敵ではない。倉庫を壊すことに執心しているように思えたが、武藤の姿が見えるや否や、猛然と追い掛けてきた。

「武藤さん！」

　クールなアル美も、仲間の窮地に叫び声を上げる。

　腰砕け状態になった武藤は、足がもつれて前進もままならない。尻しり餅もちをついた状態で、敵と正面から向き合うかたちになってしまった。その体勢で後ずさるが、もはや悪あがきにさえならない。

　巨大生物は、武藤の頭部をかじり取ろうとでもいうのか、立ち上がると大口を開けて迫っていった。

　もうだめか!?　と思われた瞬間、再び機関砲の発射音が聞こえる。

　シュパパパパッ！

　弾は巨大生物の後頭部に着弾。ヌメっとした液体が、傷口からあふれ出す。

　狙撃手は、ブルバスターだ。先ほど組み伏せられていた位置で、仁王立ちになっている。

　背後からの不意打ちに、いななく巨大生物。ダメージのほどは分からないが、無視できるほど傷は浅くないようで、怨えん嗟さに満ちた目で振り返った。

　口を大きく開けたまま、今度はブルバスターに向かっていく。

　沖野は逃げ出したい衝動に駆られたが、その恐怖心を振り払うかのように、余裕ぶった声を上げた。

「敵がデカいと、的が大きいから有利なのはコッチ！　食らえ！」

　左側の操縦桿から飛び出た、青いボタンを押し込む沖野。

　それは、スタンショットの発射ボタン。

　機関砲の真横、肩口に装備された発射口から、充電済みのミサイルが飛び出していく。

　シュパン！

　空気を切り裂くような射出音が聞こえたときには、ミサイルは開けっ放しになっていた巨大生物の口に飛び込んでいた。

　武藤に襲いかかっていた時点でお食事モードになっていたのか、本能的にそれを飲み込んでしまう巨大生物。その途端に仰のけ反ぞった。

　ギュヴォォォ～～ン!!

　巨体を揺らして、のたうち回る。その声は、悲鳴であり、断末魔なのだろう。

　やがて痙けい攣れんを起こし、体を硬直させたまま、その場に崩れ落ちた。

　高圧電流を帯びたスタンショットに内部から焼かれたせいか、体のあちこちから煙が噴き出ている。

　もはや生きていないのは明らかだった。




　ハッチを開けて、コックピットから姿を見せる沖野。

　絶命している巨大生物を肉眼で確認すると、よしっ！　とばかりに拳を握った。

　戦闘が終わってもアドレナリンは出まくっているようで、鼻息は荒く、大きく胸で呼吸している。

　何かいけないお薬でもキメたかのようなスーパーハイ状態のまま、アル美と武藤に手を振った。

　ただ、そうやって明かるくふるまっているのは、いましがたまで恐怖で縮み上がっていた本当の姿を隠そうとしているからかもしれない。

「よっしゃ～！　やってやりましたよ！」

　声には震えが交じっていたが、本人は気にしている様子はない。

　ブルバスターにハコ乗り状態のまま、スタックした軽トラとブルローバーに目を向けた沖野は、調子に乗って軽口をたたいた。

「二足歩行のメリットは、機動性と足場の環境に左右されないってところです」

　得意げな様子は鼻持ちならなかったが、あいさつと礼は欠かさないというのが武藤のポリシー。複雑な思いはあったものの、「助かったぜ」と声を絞り出した。

　そんな武藤のもとに、ブルローバーから降りたアル美が、駆け寄ってきた。

「怪け我がは？」

　相変わらずぶっきらぼうだったが、本気で心配していることは伝わってくる。

「ああ、大丈夫だ」

　武藤はそう答えると、何かに気づき、周囲の地面を見回し始めた。軽トラがスタックした際に外れてしまった、ヘッドセットを探しているようだ。

　程なくして、問題の装備は、軽トラから少し離れた地面に転がっているのが見つかった。武藤は、無線装置に不具合がないことを確認すると、マイクに声を吹き込んだ。

「こちら龍眼島、武藤。午前十一時三十六分、駆除を完了した」

　ブルバスターを降りてきた沖野も、アル美と武藤に合流する。

　沖野は、かたわらに転がっている巨大生物の死骸を指さし、二人に問い掛けた。

「いや～、ビックリしましたよ。コイツ、何なんですか？」

　武藤は、死骸に目を向け、眉根を寄せた厳しい表情で答えた。

「俺らは巨獣と呼んでいる」

「……巨獣!?」

　武藤が続けて答える。

「正体は分からねぇ。だから、みんな困っているんだ」

　沖野は、自分の敵が、単なる害獣ではなく、「巨獣」と呼ばれる得え体たいの知れない存在であることを知り、身震いしながら言う。

「何なんだよ、この生き物」

　一歩離れた場所で、それを聞いていたアル美が、誰にともなくつぶやいた。

「……化け物よ」
















　波なみ止どめ工業、管制室。

　龍りゅう眼がん島じまでの戦闘の様子は、田た島じまたちも、監視カメラの映像越しに見ていた。

　任務完了報告を受けた田島が、マイクに向けて労ねぎらいの言葉を送る。

「よくやってくれた。ご苦労様」

　今回の駆除作業は、一歩間違えば死人が出ていた。巨獣自体、過去最大、最強クラス。これまでの任務で、もっとも危険な戦闘だったと言ってもいい。それでも、田島はあえて、日常業務に対するような労いの言葉を口にしたのだった。

　それは、戦いがどんなに激しいものになろうとも、日常業務をこなすように、淡々と冷静に対処してほしいという配慮からだった。でなければ、現場の作業員たちは、いつかパニックを起こし、一人も帰ってこなくなってしまう。

　いっぽう、行き掛かり上、その場で事の成り行きを傍観していた蟹かに江えは、モニターから少し離れた場所で、完全に腰を抜かしていた。あんぐりと口を開けたまま、固まっている。

　いつも困ったような顔つきをしている田島も、そのときばかりは、安あん堵どの表情を浮かべていた。コスト的には厳しかったが、新型機を導入して本当によかったと思う。その最大の功労者である沖おき野のを、名指しで労った。

「沖野君、よくやってくれた。今回は本当に……」

　さらに褒め言葉を掛けようとした田島だったが、片かた岡おかに遮られた。

「いえ、よくやったとは言えないな」

　田島が手にしていたマイクをひったくるように奪った片岡は、思わぬことを言い始めた。

「沖野君。キミ、弾を使い過ぎだぞ！」

　自分の功績を称たたえる社長の言葉が続くとばかり思っていた沖野は、突然割り込んできた片岡の苦言に面食らい、「は？」と脱力した。

　そんな反応など意に介さず、片岡が一気にたたみ掛ける。

「先日のウチの会議で、一回の戦闘で使っていいのは、七十発までと上限を決めたんだ。機関砲は毎秒十発だから、一秒で六千五百円。さっきのような戦い方では、明らかに予算オーバーだ！」

　命懸けで任務を遂行した隊員に対して、戦闘直後に金の話!?

　沖野は、「ええっ!?　そんな……」と絶句した。

　田島も、片岡の物言いには思うところがあったようで、沖野を擁護する。

「片岡さん、彼は今日が初陣なんですよ」

　それでも、片岡は糾きゅう弾だんの手を緩めようとせず、今度は田島に矛ほこ先さきを向けた。

「環境に配慮して、バイオ弾にしようと言ったのは、田島さんでしょう。そのおかげで、コストが一発六百五十円に跳ね上がってるんだ。そのもっとも重要な情報を、沖野君に伝えてなかったっての？」

　弾の値段が〝もっとも重要な情報〟って……と思いながら、田島が口ごもっていると、片岡はそれを反省の態度と捉えたのか、上から目線で諭した。

「そういうことは、きちんと事前に伝えておいてくれないと」

　田島は、やれやれという顔でため息を吐き出した。

　片岡の方が八歳年上で、しかも会社立ち上げの際、「ぜひ手伝ってほしい」と田島の方から声を掛けたという経緯がある。一応、社長と経理担当という立場がそれぞれに与えられているが、上下関係には微妙なところがあった。

　また、巨獣の駆除にかける情熱の温度差も大きい。片岡の最大の関心事は、あくまで会社の運営。片岡にとって巨獣を島から排除するという仕事は、あくまで業務の一環にすぎない。

　対して、淡水化プラント計画を通して龍眼島と深くかかわった田島には、「島を取り戻したい」という純粋な思いがある。そんなスタンスの違いも、二人の関係をややこしくしていた。

　ただ、片岡自身は、それを変に意識している様子はなく、我が道を突き進んでいるにすぎない。相変わらずの様子で、今度は武む藤とうとアル美に苦言を呈した。

「それから武藤さん、二階堂さんにも言っておいて！　軽トラは島の漁協のやつでしょ？　故障したら弁償しなくちゃならないんだから、もう少し丁寧に扱ってくれって。分かった？」




　龍眼島。

　武藤は、「故障したら弁償」のあたりで、ヘッドセットを外してしまっていた。片岡の小言は毎度のこと。律義に聞く必要がないことは、身に染みて分かっている。それでも、いら立ちを吐き出さずにはいられなかった。

「けっ、何だってんだ。現場の苦労なんて、ひとつも知らねぇくせに。こっちの身にもなれってんだ！」

　沖野は沖野で、任務を成功させたにもかかわらず、細こま々ごまとしたことで注意されなければならないことに整理がついていなかった。

　ただ、そのいっぽうで、胸中にはある種の高揚感がわき上がっていた。害獣と説明されていた生物は、単なる動物ではなかった。その得え体たいの知れない敵が、怖くないと言えば噓うそになる。

　しかし、今はそれ以上に自分で設計した愛機を駆り、未知の敵と戦うという興奮の方が勝っていた。

　それはまさに、夢に見てきたロボットアニメの世界。確かに、自分の新しい勤め先はダサい零細企業で、あこがれていた地球防衛軍ではない。コストのことでとやかく言われるなんてまっぴらだ。

　それでも、沖野は、これから始まるに違いない〝自分の物語〟にワクワクせずにはいられなかった。

　いっぽう、アル美は一人、蚊か帳やの外にいた。社員なのだから当然、コストなどについて無関係ではいられないのだが、そういった些さ事じは自分の与あずかり知らないこと、といった様子に見える。

　視線の先には、巨獣の骸むくろが横たわっている。にらみつけるように、それを見ているアル美。その目は、恐ろしいほど冷たい。

　沖野は、ただならぬ様子に気づいたものの、アル美がなぜそこまで巨獣に敵意を向けるのか、不思議に感じていた。沖野が、その本当の理由を知るのは、もう少し時間を経てからのことだった。




　日が傾き始めた国道を十トントラックが走っている。ダークグリーンの車体に土砂などを積み込む荷台を備えた、建設現場などでよく見るタイプのダンプカーだ。

　運転席に武藤。助手席には沖野が座っている。

　ハンドルを握る武藤の顔には、焦りの色が浮かんでいた。沖野は、さっきから、なぜそんなに慌てる必要があるのかと怪け訝げんな顔をしている。

　龍眼島で、巨獣と呼ばれる謎の生き物を仕留めたのが、この日の昼前。それから、〝荷物〟を港まで運び、ブルバスターを使って乗ってきた艀はしけに乗せたのが午後イチ。

　その後、波止工業前の桟橋に戻って、トラックの荷台への積み替え作業を行い、一息つく暇もないまま、今を迎えたのだった。

　島から運び出し、トラックの荷台に積み込んだ〝荷物〟とは、巨獣の死骸である。

　荷台にはブルーシートが掛けられているため、すれ違う車のドライバーや通行人には、土砂か建築資材でも運んでいるようにしか見えないだろう。

　ただ、積み荷の正体を知っている沖野は、自分の背中に、先ほどまで死闘を繰り広げた巨大な生物が横たわっていると思うと、少なからず気味が悪かった。

　そもそも、死骸の後片づけまで、自分たちでやらなければならないことへの戸惑いもある。

　さすがの沖野も、やられた怪獣が自動的に爆発して空中に霧散したり、ＲＰＧロールプレーイングゲームのように倒したモンスターが宝石に変わったりすると思っていたわけではない。が、海に打ち上げられたクジラのように、保健所なり何なりの公的機関が、責任を持って回収するもの……などと漠然と思っていたのだった。

　しかし、考えてみれば、猟友会が仕留めたクマやイノシシなどの野生動物は、彼らにとって立派な戦利品。狩りに参加したハンター全員で山分けするのが慣例と聞いたことがある。とはいえ、沖野には、荷台に積み込んだグロテスクな死骸を、到底〝戦利品〟とは思えなかった。

　実のところ、沖野は今、自分たちがどこに向かっているかさえ、詳しいことは聞かされていない。とにかく、指示されるがまま積み込み作業を手伝い、武藤に促されて助手席に乗り込んだにすぎない。

　しかも、運搬用として用意されていたのは、ごく普通のトラック。度重なる理想とのギャップに、沖野はつい不満を口にしてしまう。

「もっとちゃんとしたトラックで運ぶのかと思っていましたよ」

　武藤は、前方に視線を向けたまま、さして興味なさそうに返した。

「ちゃんとしたって？」

　サイドミラーに映る後方の荷台に目を向けながら沖野が言う。

「温度管理が可能なハイテクのコンテナとか」

　そんなこと俺に言われてもよぉ～という表情で、武藤が愚痴る。

「しょうがねぇよ。これもリースのトラックなんだから。税金対策って話だ。何でもかんでも、コスト、コストってうるせぇんだ、片岡のおっさん」

　などと話しながらも、武藤はシフトレバーを慌ただしく操作していた。結果、大型車らしからぬスピードが出ている。現に前を走るセダンや軽自動車は煽あおられたと思ったのか、次々に道をあけていく。

　沖野は、たまらずといった様子で、先輩社員をやんわりたしなめた。

「武藤さん、飛ばしすぎじゃないですか？」

　スピードは、相変わらず法定速度ギリギリ……というより、警察がお目こぼししてくれるか否かの微妙なラインを攻めている。

　それでも武藤にアクセルを緩める様子はなく、視線を前に向けたまま答えた。

「じきに五時だ。一分でも遅れたら、受け付けてくれねーんだ。猪いの俣またのオッサン、細けぇから」

「イノマタ？」

　沖野は、会話の中に自然に紛れ込んだ、知らない固有名詞を反復することで、説明を求めた。

　問題の人物が、よほど気に食わないのか、武藤はため息交じりに正体を明かす。

「先方の部長だよ。ちょっとでも就業時間を過ぎると、ネチネチ嫌みを言いやがる。ブツを納入するときは、昼休みも避けた方がいいぜ。この前なんか、うっかり飯時の十二時に着いたら、きっかり一時まで待たせやがった」

　沖野は、口をへの字に曲げた武藤を横目に、やれやれと思う。片岡の他にも、まだそんな口うるさいクセ者がいるのか……。これは、相当覚悟を決めて掛からないと、新天地での仕事はアレコレ苦労しそうだ。

　そこで沖野は、波止工業を出る前に、片岡が武藤に言っていた小言を思い出した。

　先ほど、武藤も言っていたように、このトラックも税金対策のためにリース。ゆえに、車体に傷など付けないよう、丁重に扱えというお達しだった。だが、武藤の運転はというと、片岡の忠告の正反対を行っている。ハンドルさばきは荒々しく、ブレーキの踏み方も蟹江以上に乱暴だ。

　沖野には、武藤が片岡への反発心から、わざとアウトローなドライビングをしているのではないかとさえ思えた。まだ人間関係が構築されていない今、本当のところを聞く勇気はなかったが、タイムリミットが近づいている状況にあっては、武藤の運転が、許容範囲を超えるほど荒っぽくなることだけは確かだった。

　トラックが交差点に差し掛かると、武藤はハンドルに手のひらを押しつけ、時計回りにグルグルと回した。どうやら右折するようだ。事前にウインカーを出していたので、曲がる方向をあらかじめ察知していた沖野だが、それでも体が大きく左に傾く。乗り慣れない車のせいもあって、とっさに摑つかむところを見つけられず、体をドアにググッと引き寄せられて、そのままゴンと窓に側頭部を打ちつけてしまった。

　抗議の意味で武藤に視線を送ったものの、当のドライバーは知らん顔。沖野はため息をつきながら前に向き直り、目的地に着くまでの残り数十分は、窓の上のアシストグリップに、両手でしがみついていることにした。




　走ってきた国道を右に折れると、目の前に急勾配の坂道が現れた。

　武藤は、慣れた手つきでシフトをダウンさせ、アクセルを目いっぱい踏み込む。それでも、重い荷物を載せているだけに、減速は免れない。

　トラックがあえぐように上っていくと、坂の上に、コンクリートで覆われた三階建ての無機質な建物が見えてきた。

　入り口の塀に掲げられた看板には、『株式会社シオタバイオ』という社名が書かれている。

　武藤と沖野の目的地である。

　シオタバイオは、日本でも指折りの総合化学メーカー『塩田化学』の傘下にあるグループ企業。主な業務は、バイオテクノロジーをベースにした医薬品の研究開発である。しかし、親会社の指示を受け、現在は生物学的な見地から、巨獣の解剖、分析も行っている。

　波止工業では、塩田化学との取り決めにより、巨獣を駆除した後、ここに持ち込むことが、業務の流れになっていた。

　ちなみに先ほど、武藤が口にした猪俣は、この件におけるシオタバイオ側の責任者である。

　坂を上り切り、トラックが入り口に到着。最先端科学を扱った企業ということで、セキュリティーはそれなりに厳しいようだが、武藤が正門の守衛に書類を手渡すと、あっけなくゲートが開かれた。

　門を抜けたトラックは、そのまま三階建ての社屋に向かう。と思われたが、そのまま社屋の横をすり抜け、別棟になっている奥の倉庫に横付けされた。

　武藤の運転は相変わらず乱暴で、急ブレーキで前のめりになった沖野は、今度はフロントガラスに頭をぶつけそうになった。

　そんなことなど気にする素振りも見せず、クラクションに拳を押しつける武藤。フォーンフォーンという大音量が、倉庫の壁で反響する。

　しかし、倉庫からも社屋からも人が出てくる気配はない。

　いら立った様子で腕時計を確認する武藤。時刻は四時四十八分を示している。

　十秒ほど待った後、再びクラクションを鳴らしてみる。それでも誰も現れないため、しびれを切らした武藤が、クラクションを連射し始めると、ようやく社屋の方の通用口から、社員と見られる白衣姿の二人の若者が姿を現した。どちらもだるそうに、ダラダラと歩いてくる。

　武藤は、サイドミラー越しに社員が出てきたことを確認すると、トラックを降りた。沖野もそれにならって、助手席から外に出る。荷台の横に立ち、社員二人が目の前までやってくるのを待ってから、武藤は親指で背後の積載物を示して言った。

「新しいブツだ！」

　その言葉に、社員二人は一瞬、舌打ちせんばかりの苦々しい表情を浮かべた。それでも、仕事をまっとうしないわけにはいかないのか、荷台の方に回り込み、ブルーシートの隙間から中をのぞき見た。

　その瞬間、鼻を押さえて体を仰のけ反ぞらせる。沖野が巨獣を倒したのが、この日の午前中。死んでから既に六時間以上が経過している。季節は五月。少なからず腐敗が進んでいるようだ。

　臭気は風に乗って、トラックの横に立っていた沖野の鼻にも届いた。

「ぐへ～、くっさ！」

　鼻の奥までツーンとくる刺激臭に、たまらず咳せき込む沖野。

　その臭いを何かで例えるなら、肉食獣特有の脂ぎった獣臭と、腐った魚が放つ生臭い腐敗臭を、足して二で割らなかったような、むしろ掛け合わせたような強烈な臭いである。

　未知なる臭気とのファーストコンタクトで、沖野はノックアウト寸前。いっぽう武藤は、慣れっこになっているのか、沖野たちのリアクションなど気に留めていない様子で、二人の社員に「後は任せた！」とだけ言い、社屋の正面玄関に向かった。それを見た沖野は、ハッと我に返り、慌てて武藤の後を追った。

　残された社員二人は、顔を見合わせ、うんざりといった様子で倉庫の方に向かう。シャッターを開けているところを見ると、運ばれてきた〝ブツ〟を中に移動させるようだ。二人の顔には、「終業間ま際ぎわに面倒な仕事を持ち込みやがって」という恨みの色がありありと浮かんでいたが、文句を言うべき相手は、すでに玄関の自動ドアの中に姿を消してしまっていた。




　シオタバイオのロビー。

　来客用のソファすらない殺風景な場所に、小さな受付台が設置され、その上に内線電話だけがポツンと置かれている。自分で訪問先に内線をかけ、担当者を呼び出すシステムらしい。

　武藤は、受話器を持ち上げると、内線番号一覧を見ながら三ケタの番号をプッシュした。しかし、相手がなかなか出ないのか、受話器を耳に当てたままの姿勢で、動きを止めている。沖野は、所在なげに、武藤のそばに控えている。

　たっぷり三十秒は待たされただろうか、ようやく先方が呼び出しに応じたようで、武藤が受話器に声を吹き込んだ。

「あ、どうも、お世話になっております。波止の武藤です。……あ、はい」

　沖野は内心、武藤のそんな応対を意外に感じていた。

　どんな相手にも物もの怖おじしない豪胆な性格が、目の前の先輩社員の持ち味だろう……と勝手に想像していたのだが、取引先の相手には、それなりに丁寧な態度で接するようだ。

　正直、社長である田島にさえ、ろくに敬語を使わない武藤だけに、社外の人間にも、よく言えばフレンドリーな、悪く言えば横柄な態度で臨むものだとばかり思っていた。しかし、実際は、「お世話になっております」である。

　常識ある社会人なら当然と言えば当然なのだが、沖野にしてみれば、どこか拍子抜けなところもあった。アニメの中では、豪快キャラはあくまで豪快キャラ。このシーンだったら、「よう！　俺だけど」くらいのことは言ってほしかった。

　とはいえ、これは現実。夢見がちな沖野であっても、キャラだけでは押し通せないリアルがあることも知っている。自分もまたしかり。沖野は、先方に失礼のないように、受付奥の磨かれた壁に映った自分の姿を見ながら居住まいを正した。

　いっぽう、武藤は担当者が出てくるのを待つ間、大きなため息を連発していた。よほどそりが合わないのだろう。嫌なお役目から一刻も早く解放されたいという思いが、全身からあふれ出ている。

　しばらく待たされた後、担当者と見られる男性が、階段を下りてきた。

　ゴルフでもやっているのか、あるいは肝臓が悪いのか、浅黒い肌をした中年だった。年齢は武藤と同じ五十代半ばといったところだろうか。ズングリした体形を見ると、自分には甘そうだが、そのいっぽう、顔に浮かんだ険けんから察するに、他人には厳しいタイプのようだ。

　沖野は、見るからに一癖ありそうな男の姿を見るなり、「これが噂うわさの猪俣部長か」と理解した。初対面ながら、確かに良い印象は持てない。

　それでも、武藤はいつものことと割り切っているのか、社会人としての使命をまっとうするべく、謝罪の言葉を口にした。

「遅くなってすみません。明日になるよりは、と思いまして」

　そう言うと、大きい体をすぼめるように頭を下げた。半歩後ろに控えていた沖野も、それにならってペコリとおじぎをする。

　ところが、当の猪俣は、まるであいさつなど目に入らなかったかのように、階段を下りきった場所で、両手に腰を当てたまま、黙って突っ立っている。

　武藤は危うく舌打ちをしそうになったが、すんでのところでそれをこらえ、あらかじめ手元に用意していた書類を差し出した。書面の上部には、『受け取り確認書』の文字が見える。

「じゃ、コレにはんこください」

　今度もまた武藤の言葉には応じず、猪俣はロビーの時計に視線を向けた。その動作には、芝居がかったわざとらしさが垣かい間ま見える。

　時刻は、四時五十五分。ここまでの道中、飛ばしてきた甲か斐いがあって、タイムリミットは文句なしにクリアしている。が、猪俣の顔には、「もう終業間際だろ」と言わんばかりの表情があからさまに浮かんでいた。

　ただ、ここで嫌みを言うのも逆に無駄な労力と思ったのか、猪俣は面倒臭いという意思表示は態度だけに留とどめ、武藤から受け取った書類に、ポケットから取り出したシャチハタを押しつけた。内容に一切目を通していないところを見ると、どうやらその作業はすっかりルーティンになっているらしい。

　ともあれ、武藤はその一瞬の間を利用して、猪俣に問い掛けた。

「今回のは、今までよりかなり大きいんですよ。出るたびにデカくなってましてね。……その後、どうです？　ヤツらについて、何か分かったことないですか？」

　おずおずと、という表現がしっくりきそうな、へりくだった聞き方だったが、猪俣はわずかに眉を動かしただけで答えようとしなかった。

　だが、武藤にしてみれば、巨獣に関する情報は文字通り死活問題。手ぶらで帰るわけにはいかないとばかりに食い下がる。

「ほんのちょっとでも手掛かりが摑めればいいんですが。例えば、爬は虫ちゅう類るいなのか、哺ほ乳にゅう類るいの一種なのか……とか。あと、あそこまでデカくなるのに、いったい何を食ってるのかとか……。オタクでは解剖もしてくれてるんですよね？　胃袋の中とか開けてみて、何か分かったことって……」

　しかし、その慇いん懃ぎんな聞き方が逆に癪しゃくに障さわったのか、猪俣はけんもほろろに返す。

「そりゃ、こっちだっていろいろ調べてるよ。サボってるわけじゃないんだから」

　そんなことは分かっている。が、ここで猪俣にへそを曲げられても損なだけだ。武藤は、いら立ちを必死に隠しながら、「そういうつもりで言ってるんじゃ……」と、フォローに回った。

　それでも、いったんスイッチの入った猪俣の嫌みは止まらなかった。

「少ない研究員のシフトをなるべく割いて、いろいろと融通利かせてやってるんだ」

　恩着せがましい言い方にカチンと来た武藤だったが、ここでキレたら元も子もない。自分を押し殺して、自社の立場を説明する。

「いや、ウチとしてはですね……」

　ところが、猪俣はその説明すら遮って、波止側の不備を主張した。

「だいたいね、運んでくるのが死骸ばっかりじゃ、話にならないんだよ！」

　一連のやりとりを、ただ傍観していることしかできなかった沖野だが、猪俣のその発言を受けて、初めて口を挟んだ。

「えっと……、そうおっしゃるってことは、死骸じゃなきゃいいってことですよね？」

　猪俣は、そこで初めて存在に気づいたかのように、沖野の方に目を向けた。

「ん？　誰、キミ？」

　武藤もようやく紹介がまだだったことに気づき、新入社員を手で示しながら言う。

「あ、コイツは今日からウチに入った……」

　という武藤の言葉を受け、再度ペコリと頭を下げた沖野は、若者らしいハキハキした声で名乗った。

「沖野と申します！」

　猪俣は、沖野の顔を一いち瞥べつしたものの、興味なさそうにすぐ視線を外し、明後日あさっての方向を見ながら、はんこを押した書類を武藤に突き返した。

　そして、沖野のあいさつには何らリアクションしないまま、踵きびすを返して来た階段を上り始める。

　沖野は、そのトゲトゲしい態度に気後れすることなく、猪俣の背中に声を投げ掛けた。

「怪獣の生体を手に入れればいいんですよね？」

　すでに階段の中ほどまで歩を進めていた猪俣だったが、ひるんだ様子もなく真っ直すぐな問いを発した新人の言葉に足を止めた。

　沖野は、それを好機と捉え、さらにたたみ掛ける。

「生け捕りにして生体を連れて来れば、正体が分かるって解釈でいいんですね！」

　その勢いに押された……というわけでもないだろうが、猪俣はそこでようやく振り返り、沖野と武藤の間あたりに視線をさまよわせながら答えた。

「いや、まぁ……。そりゃ、死骸よりは、いろいろ分かることも多くなると思うよ。でも、生きたまま捕まえてくるなんて、できっこないでしょ。オタクらじゃ」

　シオタバイオとしても、波止工業がどんな方法で巨獣に対処しているか、ある程度は把握している。麻酔銃で眠らせたり、罠わなを仕掛けて檻おりに入れるなんて平和的な手法でないことは、先刻承知である。

　だからこその不可能宣言。売り言葉に買い言葉。いつも皮肉な物言いの猪俣にしては珍しい〝ストレートなあざけり〟だった。

　いっぽう、沖野はとっさに、「できます！」と言ってしまいそうになったが、ブルバスターの今の装備で、本当にそれが可能か、安請け合いできない不安が頭をよぎって答えるのを躊ちゅう躇ちょしてしまった。

　その一瞬のタイムラグの間に、間の抜けた音楽が聞こえてきた。

　キ～ンコ～ンカ～ンコ～ン♪

　終業を知らせるチャイムの音である。

　猪俣は、今度こそお役御免といった様子で、そそくさと姿を消してしまった。

　沖野はそれを再び呼び止めようとしたが、どうせ満足な答えなど返ってこないだろうと思い直し、階段に向けて上げかけた右手を力なく落とした。それを横目に見た武藤は、やれやれという表情を浮かべながら、この日一番大きなため息をはき出した。




　夕日に染まった国道。荷台を空にしたトラックが、来たときとは逆向きに走っていく。

　運転席には武藤。憤まんやるかたない様子で、助手席の沖野に愚痴をこぼす。

「相変わらず、感じわりぃな、アイツ。今まで倒してきた巨獣は六体。それを全部、あそこに持ち込んでるってのに、いまだに手掛かりひとつ摑めていやしねぇんだ。だいたいアイツら、最初から仕事をする気なんてないんじゃねえか？」

　沖野は、その愚痴には応えず、朝から考えていたことを口にした。

「これ、本来だったら、自衛隊が出てきてもおかしくないケースじゃないですか？」

　武藤は、沖野からでた言葉に引っ掛かり、そのまま返す。

「自衛隊？」

　沖野は、そうですとばかりに頷うなずいて続けた。

「だって、あれエイリアンだったらどうするんです？　国防レベルの案件ですよ。いや、ひょっとしたら地球防衛軍レベルかも」

　沖野が傾倒するアニメの世界において、謎の生命体とバトルを繰り広げる集団といえば、相応の戦力を有した国家的組織と相場が決まっている。現実問題として、今の日本における該当の集団をあげるとするならば、それは自衛隊ということになる。……と、沖野は考えたのだ。

　今朝、実際に巨獣と対たい峙じしていたときは、そんなことを考える余裕はなかったが、冷静になってみると、いち民間企業のいち社員が、六メートルはあろうかという凶暴な生物と戦うなんて、普通ではない。地元猟友会に任せておけばいい、クマやイノシシとはレベルが違うのだ。

　ましてや、相手は生態すら分かっていない未知の生物。武藤の言葉が正しいとすれば、いまだ爬虫類か哺乳類かすら分かっていないということだ。

　沖野が、国防レベルの案件ではないかと危き惧ぐするのも無理はなかった。

　しかし、武藤はピンときていないようで、言げん下かに沖野の考えを否定した。

「そんなことあるわけないだろ。巨獣は島の森から出てきたんだぞ」

　巨獣がエイリアン、すなわち地球外生命体だった場合、確かにいち企業に、ましてや波止工業のような零細企業に対処できる問題ではない。

　しかし、巨獣はあくまで森で生まれた突然変異の害獣。それが、武藤の言い分であり、波止工業の会社としての見解だった。

　ただ、仮にそうだったとしても、あそこまで大きい生物の出現を、国や政府が看過するものだろうか？　疑問を解消できない沖野は、とりあえずエイリアン説だけでも押し通そうと、いつか見た古い映画のタイトルをあげた。

「いや、地球の地面から、宇宙の生命体が出てくるってパターンもありますよ。スピルバーグ版の『宇宙戦争』とか、『パシフィック・リム』とか」

　世代的には、武藤の方が馴な染じみのあるオールドムービーだったが、それはそれ。聞き分けのない後輩を諭すように言った。

「あのな、これは映画でもないし、アニメでもないんだぞ。だいたい、あの巨獣ってのは、ゴジラみたいに火を噴いたりしなかっただろ？」

　そう指摘された沖野は、変なスイッチが入ってしまったようで、議論からズレた部分に反論した。

「ゴジラが吐くのは火じゃなくて放射熱線です！　体内にある放射能エネルギーをスパークさせて、口から発射していると言われています。ちなみに、僕が今言った放射熱線というのは、あくまでファンの間で浸透している俗称で、正確なところでは……」

　ゴジラ講義がまだまだ続きそうだと察した武藤は、大声で沖野の言葉を遮った。

「そんなもん、どうだっていいんだよ！」

　コワモテ先輩社員の怒声で我に返った沖野。はて、自分は何について議論していたんだっけ？　と記憶をたどった。ああ、そうそう、巨獣がエイリアンか否か。でも……と、沖野は改めて思う。武藤は単純に、巨獣を〝大きな害獣〟と捉えているようだ。しかし、その背後には、自分がまだ知らされていない、何らかの事情があるのかもしれない。沖野は、その可能性に思い至って、背筋を凍らせた。

　何らかの事情とは、巨大企業の陰謀であったり、事態を嗅ぎつけた第三国の情報操作であったり……。

　だとしたら、今この時点で深掘りするのは得策ではない。知り過ぎた登場人物が、死亡フラグをビンビンに立てながら抹殺されるのは、映画やアニメのシビアなお約束である。自分がそんな役回りを演じさせられるのはご免だ。

　沖野は、頭脳をフル回転させて、その少々ピント外れの結論を導き出した。そして、ありえないほどのスピードで気持ちを切り替え、さしあたっての目標として、能天気なプランを発表した。

「とにかく、猪俣さんをギャフンと言わせるためにも、生け捕り頑張りましょうよ！」

　地球防衛軍うんぬんの話から、猪俣をギャフンと言わせるという話への移行は、スケールダウンもいいところだったが、沖野に悪びれる様子はなかった。むしろ、生け捕りという新たな目標ができて、意気揚々としているようにも見える。

　その勢いのまま、不謹慎な冗談まで口にした。

「よ～し、生け捕りかぁ～！　燃えるなぁ！　でも、もし巨獣がエイリアンだとしたら、人とか食べてたりして。まさか、いきなりパックリ、なんてないでしょうねえ？」

　雑誌のインタビューであれば、（笑）でも付きそうな、軽い口調のジョークだったが、それを聞いた武藤は息を吞のみ、顔を硬直させた。

　沖野は、突然空気がピリついたことを察し、恐る恐る武藤の顔に視線を向けた。そこには、眉み間けんに皺しわを寄せ、怒っているような、あるいは悲しんでいるような、複雑な表情を浮かべている武藤の姿があった。

　軽い冗談のつもりが、何やらとんでもない地雷を踏んでしまったような雰囲気。沖野は、事態が吞み込めず、助けを求めるように、真横にいる先輩社員の名前を口にした。

「武藤さん……!?」

　問い掛けに沈黙する武藤。しばしの間の後、ボソリと口を開いた。

「……あるよ」

　沖野が大きく目を見開き、声を詰まらせる。

「えっ、それって……」

　武藤は、五十メートルほど前方を走る車に視線を向けていたが、それよりもはるかに遠くを見ているような目で言った。

「一年前だ。犠牲者が出てる」

　自分が冗談半分で言ったことが、現実に起きていた？　武藤の雰囲気から、それが決して冗談ではないことが分かる。

　改めて武藤の方に体を向け、顔をのぞきこむように問い掛ける沖野。

「何があったんです？」

　武藤は、チラリと助手席に視線を送ったものの、すぐに前に向き直り、口を真一文字に結んだまま黙り込んでしまった。




　街を赤く染めていた夕日は地平線に姿を消し、工業地帯が幻想的な光を帯びている。マジックアワーは、うらぶれた海沿いの古い街並みさえ美しく見せた。

　波止工業の社屋。その前に、荷台が空になったトラックが静かに止まった。

　シオタバイオに向かっている間は、とてつもなく荒々しかった武藤の運転だが、それはやはり制限時間があったからだったのか、帰路では乱暴ドライビングはなりを潜め、法令遵じゅん守しゅの模範的安全運転がなされた。

　沖野は、窓に頭を打ちつけずに済み、おおいに安堵したのだが、武藤がすっかり大人しくなってしまったのは誤算だった。馴染みの浅い先輩社員と車内で二人、お互い黙り込んでいる時間ほど気まずいものはない。

　武藤も同じように感じていたのか、エンジンキーを引き抜くと、トラックのドアをロックし、そそくさと事務室に繫つながる外階段に向けて歩きだした。

　一足先に助手席から降りていた沖野は、武藤の背中に「お疲れ様です」という運転を労ねぎらう言葉を掛けた。武藤は、右手を軽く挙げてそれに応じたものの、振り返ることなく行ってしまった。

　沖野は、車移動で凝り固まった体をほぐすように、う～んと伸びをすると、すぐに気持ちを切り替え、小走りで武藤の後を追った。




　事務室の扉を開けると、中ではみゆきが一人、書類の整理をしていた。

　その姿を見た武藤が問い掛ける。

「あれ？　みゆき、一人？」

　みゆきは、机から顔を上げ、外回りの男たちを迎えた。

「あ、おかえりなさい」

　武藤に続いて事務室に戻った沖野は、帰社のあいさつを口にする。

「ただいま、です」

　沖野は、イマドキの若者っぽい、軽薄な言い回しのあいさつを口にしながら、頭では別のことを考えていた。

　武藤さん、白金さんのこと、下の名前で呼ぶんだ……。

　そういえば、と思い出す。巨獣が島に出てから慌ただしかったので、特に意識していなかったものの、確か武藤さんは、二階堂さんのことも、「アル美」と下の名前で呼んでいた気がする。

　さすがは、豪快キャラポジション。

「社長と片岡さん、ちょっと外で打ち合わせしてくる、って出ちゃったんです」

　武藤は、「何でわざわざ外に？」と言ったものの、さして気にする様子もなく、改めてみゆきの残業を気遣った。

「わりぃな。俺たち帰ってくるまで、待っててくれてたんだろ？　もう終業時間、過ぎてるもんな」

　みゆきは、てへっ……とばかりに、冗談めかして言った。

「待ってました～」

　それが嫌みに聞こえないのは、生来備わった愛あい嬌きょうの賜たま物ものだろう。コワモテの武藤でさえ、自然と言葉が柔らかくなる。

「今日、俺が宿直だから。もう帰って大丈夫だよ」

　みゆきもみゆきで、自分のポジションを分かっているのか、

「すみません。ありがとうございます！」と言うと、いそいそと帰り支度を始めた。

　その作業のかたわら、沖野に声を掛ける。

「沖野くんも初日から残業じゃ、たまんないよね」

　行き掛かり上、帰社したものの、事務所に自分の席があるわけではなく、手持ちぶさただった沖野は、思いがけず先輩女性社員に気遣われ、ドギマギしながら答えた。

「い、いえ、大丈夫です。蟹江の方じゃ、残業なんてザラでしたから」

　持ち帰ってきた書類を、棚のファイルに入れていた武藤が、みゆきに向かって冗談交じりに釘くぎを刺す。

「おいおい、あんまり新人を甘やかすなよ」

　帰り支度を整えたみゆきが、プウっと頰ほおを膨らませながら反論した。

「甘やかしているわけじゃありませんよ。残業代に響くから、なるべく早く帰すようにって言われているんです」

　えっ!?　さっきの優しげな言葉って、そういうドライな理由？　沖野の胸にともったわずかな温ぬくもりが、一気に冷却される。

　武藤の口からは、「また片岡のおっさんか。ふうぅ～」とため息が漏れた。

　それぞれの理由から、どっと疲労度を増した二人の男を残し、通勤用のブランドバッグを抱えて出口へ向かうみゆき。

「それじゃ、お先に失礼しま～す」

　明るくそう言うと、所在なげにドアの近くに立っていた沖野に微ほほ笑えみかけ、「ほどほどにね」と、最後にハートマークでも付きそうな言葉を添えた。

　その一言で、だだ下がりだったテンションを、何とか平常運転くらいまで持ち直した沖野。そんなバカっぽい単純さが、沖野の取りえでもあった。

　みゆきが帰り、事務室には武藤と沖野だけ。夜の工業地帯はことのほか静かだ。開け放たれた窓から、ザザーという潮しお騒さいだけが聞こえてくる。

　ふと壁に貼られた表に目をやった沖野は、それが宿直当番を示す、勤務表であることに気づく。この日は、言っていた通り、武藤が当番であることが示されている。

　わざわざ泊まりの当番を置いている理由は、説明されなくても分かる。巨獣はいつ現れるか分からない。島に設置したセンサーが反応したら、直ちに現場に駆けつけて、被害を最小限に食い止めるのだ。

　表には、武藤、田島、アル美の名前がある。今後はここに、沖野の名前も加わることになる。




　みゆきが出ていって数分後、応接用のソファでくつろいでいた武藤が、おもむろに立ち上がり、壁際にある書類棚に足を向けた。

　ガラス張りの扉を横にスライドさせ、中から一冊のファイルをつまみ出す。背表紙には、『龍眼島　記録』と書かれている。武藤はファイルを開くと数ページめくって手を止め、一枚の書類を抜き出した。

　窓から外を眺めるともなしに眺めていた沖野は、武藤がファイルを手にしたのを見て、応接セットの方に移動する。

「ここに書いてある」と言って、抜き出した書類を沖野に手渡す武藤。

　書類の上部には、『龍眼島　獣襲撃事件　報告書』の文字。

　沖野は、応接用のソファに腰を下ろし、それを読み始めた。




『龍眼島　獣襲撃事件　報告書』

　二〇××年六月二十日、早朝。

　波止工業の期間労働者である男性Ａが、当時担当していた島北西部の工事現場に自転車で出勤。しかし、家の玄関に昼食用の弁当を忘れてきたことに気づき、島の中央東部にある自宅の妻に電話をかけた。すぐに妻は出たものの、家の中で不審な物音が聞こえたということで、電話を繫いだまま様子を見に行く。その直後、男性Ａは電話越しに激しい物音と妻の悲鳴を聞く。また、妻が小学生の息子の名を必死に呼ぶ声も聞こえたという。

　男性Ａは、警察に通報するとともに、自らも自転車で自宅に向かった。その途中、島の南西部にある勤務先、波止工業にも連絡を入れた。事の経緯を説明し、救援に向かってもらうよう要請したという。警察に通報しただけでなく、会社にも連絡したのは、通報してすぐに警察が動いてくれる保証がなかったことと、自転車の自分よりも会社から車を飛ばした方が早く家に行き着くと考えたからと思われる。

　しかし、結果として男性Ａの方が一足早く自宅に到着。家の中に足を踏み入れると、壁には引っ搔いたような傷が複数あり、部屋一面に家具などの破片が散乱していた。クマなどの害獣に襲撃されたと直感した男性Ａは、部屋にあった物干し竿ざおを手に屋内を捜索。妻と小学生の息子の遺体を発見する。その直後、男性Ａも襲われ、絶命。

　数分後、要請を受けた波止工業の社長以下、五人の社員が現場に到着。屋内に踏み込むも次々に襲われ、抵抗する間もなく五人全員が命を落とす。

　以上の経緯は、私用のため本土に帰省していた波止工業社員の男性Ｂの証言によって判明した事実である。男性Ｂがこのように詳細な経緯を知り得たのは、波止工業の社員たちが、男性Ａの自宅に向かう車の中で、たまたま帰省中の社員と連絡を取り、それまでのいきさつを説明したためだという。

　ここからの報告は、その後に発表された警察の説明を加味したものである。

　通報を受けた警察は、島南西部にある派出所から、警察官二人を現場に派遣。通報から三十五分後に現場に到着したと説明されていることから、波止社員五名から十五分ほど遅れての到着だったと推測される。

　警察官は、家の中で男性六人、女性一人、子ども一人の計八人の遺体を発見。いずれも獣に襲われたように、激しく損傷していたという。

　大量殺人事件の発生を受け、警察は周囲の住宅を捜索。結果、島東部の森林地帯に隣接した木造平屋の家屋から、おびただしい量の血痕と切断された小指を発見。それは、その家で一人暮らしをしていた年配の女性のものであることが判明。八人を殺害したのと同じ獣に襲われたものと結論づけられた。また、その後の捜査で年配の女性が襲撃されたのは、八人が襲われるより前だったことも判明。これにより、犠牲者の合計は九人となった。

　警察は、現場の状況などから、クマによる獣害と認識。事件発生から二日後の六月二十二日、本土の猟友会にも参加を要請し、大規模な捜索活動が行われた。

　捜索は三日にわたって行われたが、襲撃を行ったと見られる問題の個体を発見できないまま、捜索は打ち切られた。




　報告書を読み終えた沖野は顔を上げ、はす向かいのソファに腕組みをして座っている武藤を見た。その視線に応じるように、武藤が口を開く。

「そういうことだ。自治体も警察も、〝犯人はクマ〟って認識を変えてねぇ」

　報告書に書かれていた経緯に衝撃を受けていたせいもあり、沖野は思わず立ち上がって訴えた。

「そんな！　アレは……、あのとてつもなくデカい生き物は、どう考えてもクマなんて生易しいもんじゃないでしょう！」

　武藤は、いきり立つ沖野の目をしばし見詰めたが、すぐに窓の方に視線をそらして言った。

「たかが害獣に、自衛隊なんぞ出てくる訳がないだろう。俺たちがやんなきゃならねぇってことだ」

　沖野は、警察や自治体の判断にまったく納得いっていなかったが、こんな一大事をスルーしていた我が身を省みて、現実を受け入れざるを得なかった。力なくソファに腰を落としながらつぶやく。

「知りませんでした……」

　その言葉は、半分本当であり、半分噓でもあった。獣による市民襲撃のニュースは、新聞やテレビでも取り上げられ、世間の耳目を集めていた。沖野は本土に住んでいたが、それでも近くの島で起きた大事件である。耳に入っていないはずはない。

　しかし、当時の沖野は、入社二年目にして、ようやく責任ある仕事を任され、それにかかりきりになっていた。新聞やテレビなどほとんど見ず、たまたま目に入ったとしても、完全に受け流していた。

　そんな沖野の個人的な事情はさておき、国民のほとんどが、九人の犠牲者を出した凄せい惨さんな事件を簡単に忘れるものだろうか。その答えのヒントは、武藤の次の言葉に含まれていた。

「島はその後、すぐに火山性ガスが発生して、全島民が避難することになっちまったからな。そっちの方がニュースとしてデカくなって、襲撃の方はすっかり報道されなくなっちまった」

　武藤が言うように、全島避難のニュースは、新聞や報道番組だけでなく、ワイドショーなどでも連日報道された。そうした状況下で、襲撃事件の報道が一気に下火になったのは、当然とも言えた。

　そんな国民の動向は、過去の出来事を紐ひも解といても散見される。

　例えば、二〇一六年五月から六月に秋田県鹿か角づの市で起きた『十と和わ利り山やま熊襲撃事件』。四人の犠牲者と三人の重症者を出した、平成最悪の獣害事件である。しかしながら、国民の多くが、ほどなくして事件への興味を失ってしまった。それが良いとか悪いとかの問題ではなく、事件の報道、あるいは国民の関心事とは、往々にしてそういうものである。ニュースと記憶は、常に上書きされていくのだ。

　事務室の窓から外を見る沖野。遠くにうっすらと龍眼島のシルエットが浮かんでいる。地元住民として、その光景は、これまで何度も目にしてきた。しかし、今はそれが少し違ったものとして目に映っていた。

　沖野は、黒く霞かすむ島に、言いようのない不気味さを感じ始めていた。




　国道沿いのファミレス。夕食にはまだ少し早い時間のせいか、店内には空席が目立つ。

　店内の一番奥まった窓際の席に、向かい合って座っている中年男性が二人。

　田島と片岡である。

　片岡は、セルフサービスで持ってきた、ドリンクバーのコーヒーに、砂糖をたっぷり入れながら切り出した。

「いやね、こういうことは社員のみんなに聞こえたらまずいかと思って。こんなところで悪いんだけど」

　田島は、同じくドリンクバーから持ってきたコーヒーを、スプーンでかき回しながら先を促した。

「いや、気にしないでください。それで、何ですか？　話って」

　田島はブラックなので、かき回す必要はないのだが、片岡とファミレスで差し向かいという状況自体が落ち着かないのか、余計な動作をしばらく続けていた。

　片岡は、そんな田島の胸中を知ってか知らずか、ホットコーヒーをズルズル～っと音を立てながらすすると、もったいぶった手つきでノートパソコンを開いた。

「つまりこういうことなんだけど……」

　と言いながら、画面を田島の方に向け、いきなり核心から話し始めた。

「ブルバスターをフル充電するのに必要な電気代が、ざっとこれぐらい」

　ノートパソコンの画面には、波止工業の経費一覧がまとめられたエクセルが表示されている。片岡は、表の上の方にある項目を指で示していた。

　体をぐっと乗り出し、示された箇所をのぞき込む田島。そこには、ブルバスターを一回充電するのにかかる一円単位のコストが書かれていた。

　田島がそれを確認したのを見計らい、片岡が講釈を続ける。

「ブルバスターが電気駆動だってこと、すっかり忘れててね。充電のことまで頭が回らなかったんだ」

　つまり、片岡が事前に計算していた以外の経費がかかるという話である。

　ブルローバーの動力は軽油で、連続可動時間は満タンで四十分。超が付くほどの燃費の悪さを誇っており、片岡はかねてから経費の捻ねん出しゅつに頭を悩ませていた。

　いっぽう、ブルバスターの可動時間は、フル充電で六十分。劇的に活動時間が延びた訳ではないが、経費的には少なからず切り詰めることができる。

　片岡は、そんな皮算用をしていたのだが、沖野から渡されたブルバスターの説明書に書かれた〝充電に必要な電力量〟の項目を見て目を丸くした。電気自動車の一回の充電料金が数百円であることから、片岡は勝手に〝その程度〟と考えていたのだが、実際の金額は、想定を数倍上回るものだった。

　しかも、である。相手は、神出鬼没の巨獣。いつでも出動できるように、常にスクランブル態勢を整えておかなければならない。巨獣が出ました。じゃあ、充電を始めましょう……というわけにはいかないのだ。

　つまり、常に充電満タン状態でスタンバイしていなければならないということ。ガソリン機のブルローバーであれば、補給さえしておけばそのまま放っておいても問題ない。しかし、ブルバスターの場合、充電ひとつ取っても、決して安くないランニングコストがかかり続けることになるのだ。

　状況を理解した田島は、ふうーっと大きなため息をついた。

　でも、まあ、いずれにせよ、駆除業務に直接かかわる費用をケチるわけにはいかない。ここは片岡に頑張ってもらって、他の部分から補ほ塡てんしてもらうしかない。

　そう切り替えた田島だったが、片岡の話には、まだ続きがあった。

「それと、壊れたブルローバーの回収費用が、予想以上にかかって……。修理代は予算に入れてあったんだけど、エンジンのシリンダーとピストンが致命的な状態らしいんだ。蟹江さんの工場に持ち込まないと直らないんだって。それで、島から運び出すのに、運搬用の特殊回収車を手配したから、そのレンタル代で二万五千円。その回収車を運ぶトラックがいるって言うんで、三万円。プラス作業員二人で四万円。しめて、九万五千円。」

　田島は絶句せざるを得なかった。片岡は、追い打ちをかけるように、絶望的な言葉を口にした。

「このままだと、来月は乗り越えられんよ」

　ソファの背もたれに頭を預け、天井を仰あおぐ田島。これまでも自転車操業でやってきた会社だが、ここにきていよいよ危険水域到達か……。田島は、いったん思考をリセットさせようと目を閉じかけたが、片岡はそれさえ許してくれなかった。

「実は、話の本題はこれからなんだ」

　まさかの宣告に驚いた田島は、ガバッと身を起こして素すっ頓とん狂きょうな声を上げた。

「まだあるんですか!?」

　片岡は、人さし指でズレ落ちかけた眼鏡をクイッと上げると、怪談話のナレーションのように、芝居がかった重々しいトーンで言った。

「ブルバスターを島に運ぶための船なんだが」

　その雰囲気に当てられたのか、ゴクッと唾を飲み込んで問い返す田島。

「船が、どうしました？」

　片岡は、ズイと体を乗り出して、この日の〝話の本題〟を告げる。

「今後、使えなくなりそうなんだ」

　驚きに目を見開いた田島が、言葉に詰まる。

「えっ!?　使えないって……」

　片岡は、そこで再び音を立てながらコーヒーをすすり、一拍置いてから詳しい事情を説明した。

「あの船は、タコ壺つぼ漁師の成なる瀬せさんの好意で使わせてもらっていただろう？　ところが、さっき突然電話があって、船を返してくれって」

　ああ、そうか、ついに来たか。と、田島は、テーブルに両肘をついて頭を抱える。ただ、それは想定していた事態ではある。田島は、そのままの姿勢で、片岡に話の先を促した。

「やっぱり、タダってのに無理があったか……。で、いくら欲しいと言ってるんです？」

　ところが、片岡の答えは、田島が想定していたものとは大きく違っていた。

「いや、お金の問題じゃないんだよ。どんなに金を積まれても、ウチに船は貸せないって……」

　意外な答えにビックリし、ついていた肘をズルっと滑らせる田島。顔を上げたところで目に入った片岡の深刻そうな表情から、それが冗談じゃないことだけは分かった。

「さしあたり今月いっぱいまで、レンタル期間を引き延ばしてもらえたんだが……」

　ああ、それなら安心ですね……となるはずがない。田島は、貸し出し主の温和な顔を思い浮かべながら、真意を問いただした。

「あの成瀬さんが、ですか？　あんなにウチに親切にしてくれたじゃないですか！」

　片岡に強く当たるのはお門違いだったが、田島は不測の事態に語気を強めずにはいられなかった。ただ、片岡も思うところがあるのか、目の前のコーヒーカップに視線を落とし、ボソボソとつぶやく。

「そうなんだよ。つい先日だって、獲とれたタコなんかお裾分けしてくれたりして。でも、何だか急に態度が変わっちゃって……」

　窓の外の景色に目をやりながら、首をひねる田島。

「何か失礼なことでもしたかな？」

　田島の中には、思い当たることがないではなかった。

　宿直が終わった後、船に日本酒を持ち込んで、一人でクルージング気分の酒盛りをしたことが気に食わなかったのか？　それとも、船に置きっぱなしになっているタコ壺を、ワインクーラー代わりに使ったのがバレたのか？

　いや、いずれにしろ、豪快な海の男が、その程度のことでへそを曲げるとは思えない。田島が貸し出し打ち切りの理由を考えあぐねていると、片岡が意外なことを口にした。

「私も気になって、ほうぼうに当たっていろいろ調べてみたんだけど、どうやら、このあたりの建設組合が関係しているみたいなんだ」

　田島は思ってもみないキーワードが飛び出したことに「えっ!?」と驚き、眉をひそめて問い返した。

「どういうことですか？」

　片岡は、ソファに背中を預けると、腕組みして話を続けた。

「波止工業は、もともと龍眼島の建設会社だったでしょ」

　言わずもがなの説明だったが、田島はそれが、今から片岡が説明する事の経緯の背景になる事情だと察し、相あい槌づちを打った。

「ええ、島には住めなくなったんで、対岸のこっちに社屋を移したんです」

　田島の脳裏に、波止工業と龍眼島、そして自身の身の置きどころについて、今に至る事の経緯がよみがえる。

　そもそも波止工業は、龍眼島に社屋を構える建設会社だった。といっても、主な業務は、住宅設備の設置や建物の修繕という零細企業。社員数は、社長も含めて六人という小所帯だった。それでも、島には建築会社が波止一社しかなかったため、島民たちから頼られ、重宝されていた。

　会社として転機になったのが、日本を代表する総合化学メーカー・塩田化学から発注を受けた、海水淡水化プラント実験施設の建設計画。それまでも護岸工事や道路の舗装など、島のインフラ整備にも携わってはいたが、そこまでスケールの大きい計画を任されるのは会社として初めての経験だった。

　社長以下、社員たちは一様に張り切り、期間従業員を雇うなど、全社を挙げて実験施設の建築に邁まい進しんする。予定地は、島の最北西端。島の西側を縦断する海沿いの道を突き当たりまで進んだ、一番の島外れだった。

　建設開始から四年後、施設は無事に完成。塩田化学は計画通り、海水の淡水化に成功し、それから約二年後には、島の生活用水の二十パーセントをまかなうまでになっていた。

　しかし、今から一年前、『龍眼島　獣襲撃事件　報告書』にもあった通り、ほぼすべての社員が非業の死を遂げてしまう。さらにその後、火山性ガスによる全島避難を余儀なくされたことで、波止工業は会社としての機能を失った。

　いっぽう、実験施設の建設に先立って、島民との折衝に当たっていたのが、当時塩田化学の環境インフラ部で課長を務めていた田島だった。交渉から建設、そして施設の稼働まで、六年にわたって計画のすべてにかかわっていた田島は、島に並々ならない愛着を持つようになっていた。

　巨獣とガスの問題は、そんな中で起きた異変。田島は、島に平穏な暮らしを取り戻すために一大決心をし、看板だけの抜け殻になっていた波止工業を買い取り、害獣駆除会社として生まれ変わらせたのだった。

　ちなみに、波止工業のクライアントにあたるのは、塩田化学と龍眼島を所有する自治体。寄付など細かい額を除き、塩田九割、自治体一割の割合で、年間一億円の運営費が負担されている。自治体から出される費用は、龍眼島の害獣駆除費という名目で、当然ながら波止の運営には、税金の一部が投入されていることになる。

　なお、塩田化学が多額の費用を投じているのは、〝完成させた淡水化プラントを正常運転に戻す〟という目的。そのほか、交渉役を買って出た片岡が、何やら説得の材料を持ち出したらしいのだが、経理に関しては任せているので、田島も詳しくは聞いていなかった。

　そんな一連の経緯を反すうし、自身の思考の中に落ちていた田島を、片岡の声が呼び戻した。

「どうも、それを快く思っていない連中がいるらしいんだ」

　片岡は、腕を組んだまま、苦々しい表情を浮かべている。今言った〝それ〟とは、波止が本土に社屋を移した一件についてである。しかし、田島は、片岡が口にした〝連中〟とやらにピンとこず、「は？」と間抜けな問いを発した。

「ここんところ、市は財政難で不況が続いている。このあたりの中小建設会社は、少ない公共事業を奪い合っている状況だ」

　波止工業も、一応は元建設会社。改めて片岡から説明を受けなくても、田島も社長としてそれくらいのことは把握している。だからこそ、腑ふに落ちなかった。

「それが、ウチとどう関係あるっていうんですか？」

　片岡は、背もたれから身を起こし、秘密の話を打ち明けるように、声のトーンを落としてヒソヒソ声で言った。

「ウチの親会社……」

　田島も、ただならぬ気配を察し、身を乗り出して合いの手を挟む。

「塩田化学ですか」

　片岡がひとつ頷き、話を続けた。

「塩田といえば大企業だ。そのコネでウチが、島の復興事業を独占しているって噂が立ってるんだ。いや、あれは噂というレベルじゃない。もはや連中の間では、既成事実として語られている。それをやっかんでるって話なんだよ」

　田島は、衝撃の事実に、再び天井を仰いだ。自分があずかり知らないところで、まさかそんなことになっていたとは……。

　確かに、波止は塩田化学から出資を受け、出資金や運営資金を受け取り、自治体からも活動費を得ている。ただ、それはあくまで害獣駆除会社としての運営資金だ。もはや建設会社としての機能を失っている波止が、復興事業を独占しているなんて話は、いくら何でもナンセンス過ぎる。

　しかし、その建設業者たちの反発と、漁船の貸し出し中止がどう結びつくのか。田島は相変わらず合点がいかず、片岡に視線を送ることで話の先を促した。

「波止には船を貸すな。貸したヤツはただじゃおかないって、建設関係の組合員が、この辺の漁師に圧力をかけているらしいんだ」

　田島は、それを聞いてようやくピンときた。波止工業のある地域は、それなりに発展しているとはいえ、古くからのしがらみはいまも色濃く残っている。その中でも、昔から地域のインフラにかかわってきた建設業界の影響力は、軽視できないものがある。その地域的圧力に対抗するなど、いち漁師にできるはずもないだろう。

　タコ壺漁師の成瀬が、なぜ突然手のひらを返したのか、田島はそのカラクリがようやく分かった。

　いずれにせよ、経費の問題以上に、喫きっ緊きんの課題であることは間違いなかった。片岡も認識は同じようで、問題の核心を口にした。

「ブルバスターは、一回の出動で充電を使い切ってしまう。島は電気も復旧してないでしょ。だから、いちいちこっちに戻らなきゃならない。船がなきゃ、何にもできないのが現状だ。こりゃ、もう、お手上げだよ」

　フル充電で六十分。片岡の言う通り、出動と帰還を繰り返さなければならないことは間違いない。その運搬に必要不可欠な船がないとなると、もはや波止は、開店休業状態と言っても過言ではない。

　田島は、この日何度目かの深いため息をついた。




　夜の帳とばりが下りた住宅街。

　波止工業から車で十分のひなびたマンションが、田島の住すみ処かだった。

　社長の邸宅にしては、いくら何でも質素過ぎる佇たたずまいである。エレベーターもガタガタと震動が激しい年代物。田島は、その頼りない小箱に乗り込むと、『４』と書かれたボタンを押した。

　マンション……と言うより、団地と言った方がしっくりくるような廊下。コンビニ袋を提げて進む田島の表情からは、疲れた様子が見て取れる。

　四十五歳という実年齢よりは若く見られがちな田島だが、それはあくまで仕事中の顔。こうして家に帰ってくると、どっと老け込んでしまうのは、田島自身も自覚していた。と同時に、それでも構わないと思っていた。

　うつむいたまま鍵を開け、小さな玄関で靴を脱ぐ。

　いつものように手探りで電灯のスイッチを入れる。と、部屋に明かりがともるや否や、柔らかい何かが足元に飛びついてきた。

「花子……ただいま」

　田島は、唯一の同居人であるフレンチブルドッグに帰宅を報告した。

　フランス原産の中型犬で、成犬でも体重は十キログラム前後。落ち着いた性格と無駄吠ぼえの少なさが特徴とされる、フレンドリーな性格の犬種である。

　花子は名前の通りメス犬だが、ギョロっとした目と、常に口からはみ出した舌が特徴で、可愛かわいいというより、ブサカワのカテゴリーに入るタイプだ。チャームポイントは、額に浮かんだハートマーク。目の周りから後頭部までを覆っている黒い毛と、口の周りから額まで続いている白い毛が、コントラストを成しており、額部分の境界線が、見事なハートマークになっているのだ。

　しかし、どんなに花子に愛嬌が備わっていようとも、中年男がコンビニ袋片手に一人で帰宅し、ペットにただいまのあいさつをするというのは、端はたから見れば相当わびしい光景である。

　だが、それでも今の田島にとって花子は大きな癒やしになっていた。疲れていた表情がパッと明るくなり、片手で花子を抱き上げると、よしよしと体をなで回す。

　リビングに入ると、手にしていた鞄かばんとコンビニ袋をテーブルの上に放り、抱えていた花子をそっと床に戻した。

　部屋には、ほとんど何も置かれていなかった。ソファセットとパソコンデスク、それと小物を収納するチェストがあるくらいで、調度品は皆無。唯一、チェストの上に写真立てが置かれているが、それは現在裏返しに伏せられている。

　リビングのほかは、申し訳程度に設けられたキッチンスペースとトイレ、風呂。あとは文字通り寝具しか置いていないベッドルームがあるだけだ。

　田島は、上着と靴下を脱ぐと、無造作にソファの上に放り投げた。その足元では、相変わらず花子が遊んでほしそうにじゃれついている。

「ちょっ、待て、おい……」

　そう言いながらも、田島は楽しそうで、引き出しから花子お気に入りのゴムボールを取り出す。これを投げてやれば尻尾を振って追いかけ、器用に口で咥くわえて田島のもとに駆け戻ってくる。この遊びのどこが楽しいのかは分からないが、とにかく花子はこれが大好きで、何度となくボールを咥えては戻し、咥えては戻しを繰り返すのが帰宅後の日課だった。

　この日も、不毛な反復運動を繰り返していた一人と一匹だったが、田島がボールを転がそうと屈かがんだ拍子に尻がチェストにぶつかり、伏せてあった写真立てがフローリングの床に落ちてしまった。

　ガチャン！

　衝撃で表面のガラスにヒビが入ったが、破片が散乱しなかったのはラッキーだった。田島は、花子が怪け我がでもしたら大変とばかりに、すぐ片付けようとしゃがみかけたが、床でバウンドして表向きになった写真が目に入ると動きを止めた。

　そこに写っていたのは、田島よりやや年下、三十代後半と見られる女性と、小学校に入るか入らないかくらいの幼い女の子だった。

　花子との楽しい時間から一転、途端に沈んだ表情になる田島。写真に写った二人は、ずっと前に出て行ったきりで、部屋にはいない。

　ふと気づくと、花子が慰めるような目で、田島の顔を見上げていた。泣き笑いの表情で、花子の頭をなでる田島。ヒビの入った写真立てを拾い上げると、再び伏せた状態でチェストの上に戻した。

　ここ最近、何もかもがうまくいっていなかった。出て行った妻と娘が戻ってくる見込みはなかったし、仕事面ではあらぬ誤解を受けている。そもそも、波止が害獣駆除会社に生まれ変わったこと自体、浸透していないのではないか……!?　まったく、気が滅め入いることばかりだ。

　一息つこうとソファに足を向けた田島は、テーブルの上に置いた鞄が、いつの間にか横倒しになっていることに気づいた。中から、書類の一部が飛び出している。何の気なしに、それを手に取る。と、沈んでいた表情が見る見るうちに生気を取り戻し、天啓を得たように変わった。

「これだ！」




　蟹江技研の格納庫。前日、感慨深くこの仕事場を旅立った沖野だったが、なぜか今日も、〝元の職場〟に朝一で姿を見せていた。

　腕組みをしながら見上げた視線の先には、ブルローバーがデンと置かれている。

　実は、沖野たちが巨獣を倒した後、死骸の回収作業が終わると、入れ替わるように、片岡が手配したブルローバー回収チームが龍眼島に派遣されていた。チームといっても、大型トラックの運転や小型船舶の操船ができる作業員二人なのだが。

　ともあれ、故障して島の小学校で動けなくなっていたブルローバーは無事回収され、蟹江技研に運び込まれた。無論、修理のためである。

　そして今、一人の技術者が、エンジンハッチの中に上半身を突っ込んで何やらゴソゴソやっている。沖野は、尻と足だけ見えているその技術者に向かって呼び掛けた。

「亀かめ山やまさん、どうですか？　直りそうですか？」

　しかし、二十秒待っても返事はなく、ハッチの中からは、カチャカチャと機械をいじる音だけが聞こえてきている。しびれを切らした沖野が、ボリュームをやや上げて、再び呼び掛けた。

「亀山さん！」

　それでも返事は返ってこない。沖野はさらに大きな声を張り上げようと、目いっぱい息を吸い込み、腹から息を吹き出しながら、問題の人物の名を叫んだ。

　が、それは「か～め～や～」と途中まで言いかけたところで遮られた。

「聞こえてるよ！　うるっせぇ～な！」

　ハッチから上半身を抜いて姿を見せたのは、七十を超えているであろう、小柄な老人だった。

　亀山嘉よし。蟹江技研技術部のベテラン技師である。

　小学生のような華きゃ奢しゃな体をしているが、表情には職人の厳しさが刻まれており、眉間には常に皺が寄っている。それでも、赤みが差したほっぺたと、ダンボのように大きな耳が、何とも言えない独特の愛嬌に繫がっている。

　薄汚れたツナギにスニーカー。そして、頭に装着したクラシカルなゴーグルも、亀山ならではのファニーな印象をかたち作っている要素だった。

　沖野にとっては、頭が上がらない大師匠にあたる人物。ロボット業界ではカリスマの呼び声も高い技師で、弟子たちは今、一流企業のトップエンジニアとして活躍している。

　沖野は、そんな亀山の弟子であることに誇りを持っていたが、下について三年、結局、出向になった今でも、頑固一徹な師匠の言動に慣れることはできなかった。

　この日も、うるせぇと一いっ喝かつされ、途端に「スイマセン……」と縮こまってしまう。

　それでも、手ぶらで帰るわけにはいかず、新しい職場で申しつけられた用件をおずおずと切り出す。

「あの～、波止の田島社長がですね、ブルローバー、いつごろ直るのかって気にしていまして……」

　しかし、亀山は沖野を怒鳴りつけた後、再びハッチ内の作業に戻ってしまい、返事をしてくれる様子はなかった。

　いったん、こうなってしまっては、テコでも動かないのが亀山である。作業に没頭している最中は、人に話し掛けられることを極端に嫌うのだ。沖野はそれをよく知っていたが、返却予定日を聞かないまま帰るわけにはいかない。

「亀山さ～ん！」を再び連呼し始めたが、今度はそれを別の声に遮られた。

「ちょっと、アンタ！　さっきから携帯鳴ってるよ！」

　声の方向を振り返ると、そこにはドーンと仁王立ちした蟹江の姿があった。

　見れば、丸々っとした腕を水平に上げ、壁際に設置された工具ラックの方を指さしている。

　視線を移すと、そこに置かれたスマホが、ブルブルと震動していた。

　あ、そっか！　さっき亀山さんに言われて三角レンチを取りにいったとき、棚に置きっ放しにしちゃってたんだっけ。沖野は、小走りで工具ラックに駆け寄り、スマホを手に取ると、画面を確認する。

　発信相手は、新しいボス、田島だった。慌てて画面をタップし、回線を繫ぐ。

「あ、スイマセン！　田島社長。ブルローバーの修理の件ですよね？　あのですね……」

　思いがけない社長からの直電に、しどろもどろになってしまう沖野。しかも、修理のメドは立っておらず、色良い返事はできそうにない。

　沖野は、ブルローバーに半身を突っ込んだままの亀山の方に視線を向けながら、口ごもる。しかし、田島の用件は思っていたものとは違っていた。

「えっ？　あ、は、はい……」

　最初、困惑したような表情を浮かべていた沖野だったが、スマホに耳を当てるうち、見る見る顔が明かるくなっていき、最後には満面の笑みを浮かべていた。

「本当ですか！　はい、すぐに段取らせていただきます！」

　元気よくそう言うと、相手には見えていないにもかかわらず、深々と頭を下げて電話を切った。

　その様子を怪け訝げんそうに見ていた蟹江が、口をすぼめながら問い掛ける。

「どしたの？」

　沖野は、我が意を得たりとばかりに胸を張り、高らかに言い放った。

「やりましたよ！　動かしました！」

　蟹江はますます怪訝そうな顔になり、重ねて聞く。

「何を？」

　意気揚々と沖野が答える。

「波止ブランド化計画ですよ！　僕が提案したヤツ。やってくれるんですって！」

　蟹江は、思いがけない展開に、「あれま……」と目を丸くした。

　沖野は、「よ～し、忙しくなるぞ～！」などと独り言を言いながら、思考をめぐらせているのか、その場をグルグルと歩き回っている。蟹江は、新天地で張り切る若者の姿を、どこかくすぐったいような、まぶしいような目で見詰めた。




　それから一週間後、波止工業の応接コーナーは、いつになく騒がしかった。

　上座に見慣れない顔がある。一人は、いかにもただ者ではない雰囲気を醸かもし出しているロン毛にオシャレ髭ひげの男性。もう一人は、ライダースジャケットにホワイトジーンズという、とがったファッションに身を固めた若い女性。

　二人とも、センスのかけらも見られない波止の応接コーナーには場違いな、クリエイター然とした空気をまとっている。

　その向かいに、田島と片岡。目の前に置かれた名刺には、『ドットエムピー』という社名が書かれていて、男性の方には、『ホリウチ・ケンイチ』という名前と、『代表取締役社長』という肩書きが記されている。いっぽう、女性の名刺の名前の上には、『デザイナー』の文字。二人は沖野が連れて来た、デザイン会社の人間である。

「ホリウチさんは、高校時代の同級生の先輩で、一度、飲み会で一緒になったことがあるんです」

　事務デスクから拝借してきたイスにチョコンと腰掛けた沖野が、男性との馴なれ初めを説明した。紹介を受けたホリウチは、改めて沖野の方に向き直り、社長ならではの鷹おう揚ような態度で応じる。

「鉄ちゃん、全然変わんないよね～」

　取引先の社長と重役、しかも年長者である二人を前に、その話し方は普通であれば〝なし寄りのなし〟なのだが、ホリウチには不思議と失礼に思わせないカラっとした明かるさがあった。ハーフタレントが、先輩芸能人にため口を利いても許されるような、生来のフレンドリーさのせいだろうか。

「いやぁ、ホリウチさんこそ、全然変わんないじゃないですか。学生時代から長髪なんですよね？」

　これまでのやり取りは、いわば無駄話でしかない。それは、沖野自身も重々分かっているのだが、場の空気を温めるため、あえて軽口を叩たたいているところがあった。

　というのも、この打ち合わせに至るまで、それなりの紆う余よ曲きょく折せつがあったからである。

　沖野が、元の職場である蟹江技研に〝日帰り出張〟し、ブルローバーの修理の進しん捗ちょく状況を聞きに行ったのがちょうど一週間前。そのとき、技師の亀山に告げられたのは、「元通りにするまでに二週間はかかる」という厳しい現実だった。

　亀山さんで二週間かかるなら、オレだと三週間？　いや、それ以上かかっちゃうかも……。亀山の技術力とストイックさを知っている沖野だけに、「もうちょっと早く上がりませんか？」なんて、口が裂けても言えなかった。

　結果、それから今に至る一週間は、新型機のトレーニングタイムとなった。

　本来であれば、巨獣の出現を見なくても、島の環境調査やパトロールはしなければならない。だが、ブルローバーは稼働できず、沖野以外はブルバスターの操作もおぼつかない。ゆえに、調査などの通常業務は一時中断し、ここ一週間は、ブルバスター操縦訓練、強化週間に充てているのだった。

　沖野の初出動以来、一度も巨獣は姿を見せておらず、不気味なまでの沈黙を保っていることも幸いしていた。

　そんなこんなで、波止の社内には、次のステップに行けない停滞ムードが漂っていた。もちろん、操縦技術の習得は、未来に繫がる重要なファクターではあるが、それでも〝出動自体できない〟といういら立ちは、社員それぞれにあった。

　沖野は、今回のブランド化計画で、その重い空気自体を吹き飛ばしたいと考えていた。だからこそ、打ち合わせとは直接関係ない軽口で、場を盛り上げようと躍起になっているのだ。

　と同時に、自分が連れてきたクリエイターを、〝とってもいいものですよ〟と上司に印象づけるセールストークにも余念がなかった。

「ホリウチさんの会社は、アニメ関係のお仕事が多くて、イケてるデザインをバシバシ生み出しているんです。で、普通なら引き受けてもらえないような案件なんですけど、知り合いのよしみで是非！ってことで、無理を言ってお願いしちゃったんです」

　沖野の売り込みを真に受けたわけではないが、今回のプランにはそれなりに前向きのようで、田島も同調する。

「見積もりの方も、かなりご配慮いただいたようで、ありがとうございます。ね、片岡さん」

「まあ、ねえ……」

　腕組みの姿勢で難しい顔をしている片岡。

　実のところ、今回のブランド化計画について、田島と片岡の間でひと悶もん着ちゃくあった。少しでもコストを抑えたい片岡は、「企業のブランディングなど無駄以外の何物でもない」という立場を崩さなかった。ただでさえ、自転車操業どころか、火の車状態に陥っている波止工業の資金繰りである。これ以上の出費は命取り、と考えるのは経理担当者としてもっともな判断と言えた。

　しかし、田島は、ピンチをチャンスに変えることこそ、経営者の手腕の見せどころだと考えていた。まずは、建設会社であるという誤解を解き、害獣駆除会社として生まれ変わったことを、大々的にアピールする必要がある。

　片岡は、その目もく論ろ見みを聞いても、完全には納得していなかったが、社長である田島があまりにも熱心に取り組んでいることがひとつ。さらに、ホリウチが沖野の知り合いのため、〝お友達価格〟でやってくれそうだと説き伏せられ、「話だけは聞こう」と折れざるを得なかったのだった。

　ただ、打ち合わせに現れたデザイン会社のトップが、名刺の自分の名前を片仮名で書くというセンスには、眉をひそめずにはいられなかった。

　そんな片岡の胸中など知る由もない片仮名ユーザーのホリウチは、田島の社交辞令に応じつつ、自信満々の様子で話を進めた。

「いや～光栄です。で、さっそく考えさせてもらったんですが」

　その言葉に促され、横に控えていた女性デザイナーが、二つ折りになった紙をファイルから取り出し、その表面を伏せたまま応接机に置いた。沖野はそれを見て、パッとホリウチの方に視線を向ける。

「えっ!?　もう作っちゃったんですか？」

　沖野としては、今日はデザインの方向性をざっくり決めるプレ打ち合わせくらいのつもりでいた。できれば、何案か出してもらって、それを先に自分が見た上で、良さそうなものを社長たちに提案する。そんな流れを想定していたのだが、沖野の意図は、ホリウチには伝わっていなかったようだ。

「早い方がいいって言ったの、鉄っちゃんじゃない？」

　そう言われては、返す言葉がない。沖野は、考えていた流れとは違っちゃったけど、要はイケてるデザインが上がってきていれば問題なし！　と切り替えて、机に置かれた紙に視線を戻した。

　それを見計らったように、女性デザイナーが恭うやうやしく伏せられていた紙を開く。そこには、『ＮＡＭＩＤＯＭＥ』とアルファベットで書かれた、シンプルなロゴデザインが記されていた。

　一同の視線が集まる中、ホリウチがすかさずデザイン意図を説明する。

「従来の建設業って、どこかゴツゴツしたいかついイメージがあるじゃないですか。それを払ふっ拭しょくしたいというのが狙いです。そこで、あえて漢字をやめまして、アルファベットで表記してみました」

　その〝ご提案〟に、最初に反応したのは沖野だった。

「あれ？　僕が作っておいたヤツは？」

　田島が、「ああ」とばかりに、最初に沖野から渡された『波止工業　ブランディングのご提案』を手に取り、ロゴデザイン案のページを開いて言った。

「これ？」

　そこには、付け焼き刃の知識で作ったと思おぼしき仰々しいデザインが描かれていた。

「そうです！　僕のイメージラフ案をもとに、これをブラッシュアップしてもらえればよかったんですけど……」

　ホリウチは一瞬、えっ!?　という表情を浮かべたものの、すぐ社長の余裕スマイルに戻って返した。

「いや～、待ってよ、鉄っちゃん。マジでこのロゴでやろうとしてたの？」

　それの何が悪いのか、と口をとがらせて沖野が応じる。

「そうですけど」

　ホリウチは、顔に張り付いたような微笑を崩さないまま、ピシャリと言った。

「これ、機動戦機ガンゲリオンのモロパクリじゃない」

　社長の太鼓持ちという意味合いもあるのか、デザイナーの女性が大笑いする。

　逆にホリウチの方は真顔になり、子どもを諭すように言った。

「これやっちゃったら、ウチの会社、訴えられちゃうよ」

　沖野は、想定外の指摘に相当ショックを受けたようで、「そんな……」と絶句してしまった。

　場の空気が凍りついたのを察したホリウチが、

「マジだとは思わなかったよ」と言って笑ってみせたが、今度はそれに追随する者はいなかった。

　ホリウチは、やれやれとでも言いたげな表情を見せたが、すぐに気持ちを切り替えたようで、田島の方に体を向けると、改めて〝商談〟を仕切り直した。

「建設会社ではなく、害獣退治を主にやっていらっしゃるということなので、あえてシンプルかつ清潔感のあるロゴにして、クリーンなイメージを定着させた方がいいと思いまして」

　それを聞いた沖野が、「だったら、もうちょっと、その、何て言いますか、ヒーローっぽい感じというか……」と再び割って入った。が、プラン全否定のショックを引きずっているせいか、モゴモゴと口ごもるばかりで、要領を得ない。

　そんな中、思わぬところから天の声が降ってきた。

「いいじゃないですか。私、これ、スキです！」

　そう言ったのは、ポットを手に、応接セットに歩み寄っていたみゆきだった。気を利かせて、お茶のお代わりを注ぎに来たのだ。彼女が指さしている先には、『ＮＡＭＩＤＯＭＥ』と書かれたホリウチ案のロゴがあった。

「えっ!?」

　沖野がポカンと口を開けて固まる。

　ホリウチは、思わぬ援護射撃に素直に応じた。

「ありがとうございます！」

　打ち合わせのメンバーでもないみゆきが、「突然シャシャリ出てきた」という悪い印象を与えないのは、持ち前の愛嬌によるところが大きい。それぞれのカップにお茶を注つぎ足しながら、自身の見解を付け加える。

「スッキリしていていいと思います。あんまりガチャガチャしていると、パチンコ屋さんとか、水商売のお店みたいになっちゃって、恥ずかしいじゃないですか」

　それは暗に、ゴテっとした自分のプランを否定しているのか？　と勘ぐって、悲しげな表情になる沖野。屈託のなさがみゆきの魅力のひとつではあるが、このときばかりは、その素直な物言いが沖野のプライドを傷つけた。

　自分の意見に助け船を出す人はいないかと周囲に視線を走らせる沖野。と、田島は、納得しているような、していないような、微妙な顔をしているのが目に入った。さてはホリウチ案にピンときていないな。沖野は強力な味方を得たと感じた。が、その期待は田島の次の言葉で一瞬にして砕け散った。

「白金君の言う通りかもしれないね。シンプルな方が、嫌みがなくていいと思う。ねえ、片岡さんは、どう思います？」

　沖野の落胆など知る由もなく、意見を求められた片岡は、相変わらずの仏頂面で否定的な意見を述べる。

「私は、こういうのはからっきし分からないんだが、全部アルファベットというのは、やっぱり気になるね」

　それでも、田島はすでに腹をくくっているようで、主張を変える気配はなかった。

「イメージを変えるには、これくらいやらないとダメでしょう」

　片岡に納得した様子はなかったが、場の流れには従わざるを得なかった。

「若いもんがいいって言うなら、ま、いいんじゃないの」

　それを経理担当者の承諾サインと受け取って、田島がホリウチに正式なゴーサインを出す。

「じゃ、この方向でお願いします！」

　別プランを要求されることもなく、すんなり決まったのがよほどうれしいのか、ホリウチは今日一番の満面の笑みで礼の言葉と今後の進行について言及した。

「ありがとうございます！　そうしましたら、このコンセプトでウェブサイトのデザインも進めさせていただきます」

　その言葉に、「よろしく」と頷く田島。

　一人蚊帳の外に放り出されてしまった沖野は、口をへの字に曲げて不満そうな表情を浮かべていた。しかし、今から何を言っても、決定は覆くつがえりそうにない。

　残念ではあるものの、ロゴの件はスッパリあきらめて、別の部分で自分のアイデアを押し通すしかない。さしあたっては、会社の公式ウェブサイトの構成だ。沖野は次なるプランに向けて、人知れず気持ちを切り替えていた。

　ともあれ、これにて一歩前進。ブランディング計画は、いよいよ本格的に動き始める。が、夢見がちな一同を尻目に、片岡が現実的な話を切り出した。

「で、コッチの話だけど」

　親指と人さし指で輪っかを作っている片岡。ホリウチは、それに「はい」と頷くと、鞄から書類を取り出し、机に置いて田島たちの方にスッと滑らせた。

「企画費にデザイン費を組み込ませていただきまして、コチラの金額でやらせていただこうと思っています」

　身を乗り出して、書類をのぞき込む田島と片岡。『請求書』と題されたその書類には、『企画費として』という項目の横に、『十万円（税抜き）』という金額が書き込まれていた。

　それを見た片岡は、弾はじかれたように顔を上げ、「えっ!?　噓でしょ？」とホリウチに視線を向ける。

　その反応に満足げなホリウチ。どうだと言わんばかりの笑顔で頷く。

「かなり勉強させていただきました」

　しかし、その後の片岡のリアクションは、ホリウチが予想していたものとは正反対のものだった。再び書類に視線を戻した片岡が、険しい表情で数字をにらみながら言う。

「いや、何でこんなにかかるのよ」

　ホリウチが、「は？」と目を丸くする。片岡は、その驚きなど意に介した様子もなく、金額の根拠を問いただした。

「看板とか、新しい名刺とか、そういったモノにかかるお金は、それぞれの業者にウチが実費を払うわけでしょ？　それなのに、何でこんなにかかるの？　企画だけで」

　あまりの物言いに、いつもは饒じょう舌ぜつなホリウチも、さすがに口ごもる。

「そ、それは、コンセプトのプランニングをはじめ……」

　ホリウチがしゃべり終わる前に、片岡がオウム返しする。

「ぷらんにんぐ？」

　それは、音で聞いても〝平仮名で言った〟と分かるくらい、本来のビジネス用語とはかけ離れた発音だった。

　ホリウチは、ますます動揺し、しどろもどろになる。

「はあ、いや、あの……、通常ですと、その金額の倍以上はいただくのですが、今回は、沖野くんからのご紹介ということもあって、特別に……」

　そう言葉を繫いだホリウチの額には、ジワリと脂汗が浮き始めている。

　それを見た沖野は、紹介者として黙っていられず、口を挟んだ。

「片岡さん、何か勘違いしているみたいですけど、この見積もりって、かなり破格なんですよ」

　それでも片岡には、折れる様子がなく、

「だから、実費は全部、ウチで……」

　と反論を続けた。が、再び沖野がそれを遮った。

「企画っていうのは、タダじゃないんですって！」

　ビジネスマンなら誰もが分かっている話。無論、片岡だってそのくらいは知っている。それでも、片岡には片岡の言い分があった。

「要は言い値ってことでしょ？　プランニングだ何だって格好つけたって、実際どれくらいの時間考えてるかなんて、分からないじゃない」

　それを言っちゃあおしまいよ。片岡以外の全員が、そう思ったが、すっかりかたくなになってしまった経理担当者に、物申せるのは社長の田島しかいなかった。

「片岡さん、プランニングを時間換算で考えるなんて、あまりにも乱暴な話ですよ」

　しかし、片岡はますます感情を高ぶらせ、語気を強めてまくし立てた。

「知り合いだから安くできるって言うんで、この話を受けたんだよ。せいぜい一万円か、もうちょっと安いかって思うじゃない。それがどうよ？　ゼロが一個多いでしょ。これ、ふっかけられてんじゃないの？」

　その言い草に、いつも飄ひょう々ひょうとした田島もいら立ちをあらわにし、片岡をにらみつけながら言った。

「じゃあ、片岡さんが時間をかけて考えれば、これ以上に会社のイメージをよくするデザインが思い浮かぶって言うんですか！」

　片岡は、そう詰め寄られてなお、まったくひるまず、眉根を寄せてにらみ返した。

　つかみ合いになりかねない、一触即発の雰囲気。沖野もホリウチも、二人の応酬にオロオロするばかり。ただ、そこは人格者の田島。片岡から視線を外すと、ホリウチに向き直り、非礼をわびるように言った。

「すみません。お支払いは、きちんとしますので」

　一瞬、田島から目をそらした片岡だったが、その発言を聞いて、再びキッと田島に視線を向ける。

「ちょっと！　いくら社長だからって、経理のことを勝手に……。どうしても、言い値通りに払うっていうの？」

　田島は、チラリと片岡を見て言った。

「もちろんです」

　フルフルと首を振りながら、あり得ないとばかりに返す片岡。

「いやいやいやいや、待ってちょうだいよ！」

　それでも田島は、断固として譲らない強い態度で宣言した。

「私がやると言ったら、やるんです！」

　社長の強権発動。会社発足以来、一度も行使していなかった権限を、このタイミングで使ってくるとは……。あ然とする片岡。言いたいことはあるものの、会社のトップである田島の強い意思表示には、従わないわけにはいかなかった。

　打ち合わせは思いがけず紛糾したものの、結局、プランニング費用は、ホリウチサイドの提示通り、十万円で手打ちとなった。




　それから三日後、波止工業社屋の一階部分。倉庫内のだだっ広い空間で、ブルバスターが奇妙な反復運動を繰り返していた。

　パイロットはアル美。奇妙な動きは、操縦訓練の一環のようだ。

　歩行モードで前後左右に動いていたと思ったら、素早く装輪走行モードに切り替えて、倉庫内をグルリと一周したりしている。アームで物を摑む動作は、まだどこかぎこちなさが見えるものの、操縦そのものにはかなり慣れてきているのが見て取れる。

　ブルローバーにはなかったＡＲ拡張現実のインターフェースにもかなり慣れてきた様子で、フリックやスワイプといった動作もスムーズに行えている。

　ただ、訓練を積むべきもう一人のパイロット、武藤の姿はそこになかった。

　その原因は、ブルバスター専用のパイロットスーツにある。今から一週間前。ロゴの打ち合わせのさらに四日前だが、波止の社内でちょっとした事件が起きていた。

　ブルバスターに搭乗する際のパイロットスーツは、それ専用にカスタマイズされた仕様になっている。裏を返せば、ブルバスターを操作するには、そのスーツを装着している必要があり、着ていないとマシンを立ち上げることさえできない。

　そんなわけで、沖野はアル美と武藤を引き連れて蟹江技研を訪れ、スーツ担当の技術者に採寸を依頼した。二人それぞれに、専用のスーツをあつらえるためである。体のサイズによっては、貸し借りできないこともないのだが、沖野やアル美のスーツを、一八〇センチを超える武藤が借りるというのは不可能だった。

　ともあれ、その日の採寸は滞りなく終え、あとは完成を待つばかり。

　ところが、それから数日後、新品のスーツが届き、いよいよ初訓練！　という段になったとき、更衣室兼宿直室から武藤の怒号が聞こえてきた。

「ぬぁ～！　サイズが！　サイズが合わねぇ!!」

　外で待っていた沖野が、部屋に飛び込むと、そこには腰までスーツを着込んだものの、それ以上、上げられないで愕がく然ぜんと肩を落とす武藤の姿があった。ちょっとサイズが合わないとか、ややピチピチ……といったレベルではなく、絶対に着られないというミスマッチぶりである。

　そのときの武藤の荒れようは、すさまじいものがあったが、沖野は何とかそれをなだめ、蟹江技研の技術部に再調整の発注を掛けた。しかし、特殊な素材を使っていることもあって、どんなに急いでも一週間はかかるとのこと。

　その間、武藤はまんじりともしない状態で、無益な時間を過ごすことになってしまった。いっぽう、その日から予定通り搭乗訓練に入ったアル美は、日々上達。指をくわえてそれを見ているしかなかった武藤は、ますますふてくされ、ついにはアル美が訓練している様子を、見学さえしなくなった。

　そんな騒動など、我関せずといった様子で、この日も一人、アル美は倉庫内での訓練に励んでいた。そこに、沖野が姿を見せた。

「アル美さん！」

　その声に呼応するようにブルバスターが動きを止め、バカン、プシューという音とともにコックピットのハッチが開いた。バカンはハッチが開く音そのもの。プシューは密閉されていたコックピットを開いたことで、気圧を高めていた空気が外に抜けた音である。

　ブルバスター専用パイロットスーツに身を包んだアル美が姿を見せ、最小のワードで沖野の呼び掛けに応じた。

「何？」

　沖野は、小走りでマシンに近づくと、搭乗時に使うステップに足を掛けた姿勢で下を見下ろしているアル美に向かって、

「今、ちょっといいですか？」と、降りてくるよう促した。

　訓練を中断された不満もあるのか、その要請には特に言葉を返さず、無言でマシンから降りてくるアル美。倉庫の地面に降り立つと、左手を腰に当て、早く用件を言えとばかりに沖野と目を合わせる。

　が、肝心の沖野は、アル美の〝目ではない部分〟に、目を奪われていた。

　タイトなスーツが、アル美のスリムなボディーラインを際立たせている。当然、これまでの訓練で何度となく、その姿は目にしているのだが、改めてこうやって向き合うと、沖野はいまだにドギマギしてしまう。女性に対する免疫のなさが、完全に露呈しているのだった。

　いっぽう、アル美の方は、それに気づいているのかいないのか、クールな表情のままでいる。

　沖野は、内心の動揺を隠すように、あえて軽いトーンでご機嫌をうかがった。

「操縦、いい感じみたいですね！」

　しかし、アル美は、それにも言葉を返さず、わずかに顎あごを上げ、左の眉を動かしただけで応じた。それが、「まあまあだ」という意思表示らしい。

　沖野は、そんなアル美の無反応にも慣れてきているのか、特にひるんだ様子もなく、言葉を続けた。

「スーツのサイズに違和感があったら、すぐに言ってください。ちょっとでもユルいと、細かい操作に影響しちゃうんで」

　無理やり作り笑顔を浮かべる沖野。心の中では、年上であり、会社の先輩でもあるアル美にアドバイスを送れることに、ちょっとした優越感を抱いていた。特に訓練開始当初は、沖野が付きっきりで操作方法を指南するという時間があった。アル美が、ここまで短期間にある程度、操縦をマスターできたのは、自分が指導者として優れていたからだと自負している。

　余談ではあるが、沖野は先ほど、倉庫に入ってきてすぐの呼び掛けで、アル美のことを、シレっと「アル美さん」と呼んだ。その背景には、沖野のある野望があった。

　出向してから数日間、沖野はアル美のことをスタンダードに、「二階堂さん」と呼んでいた。しかし、そう呼びながらも、沖野は次のステップに進むタイミングを虎こ視し眈たん々たんと狙っていた。

　無論、次のステップとは、アル美を本人の前で「アル美さん」と呼ぶことである。そのタイミングについて、沖野は綿密な計画を立てていた。武藤はアル美のことを、何のてらいもなく「アル美」、みゆきのことを「みゆき」と呼び捨てにしている。その尻馬に乗って、自分も下の名前で呼んでしまおうというのだ。

　そんな中、搭乗訓練を始めて四日後に、絶好のタイミングが訪れた。何か用があるらしい武藤が、コックピット内のアル美に、「アル美、ちょっといいか？」と呼び掛けたのだが、それが沖野にとって最大のチャンスとなった。アル美がすでに聞こえているのは分かっていたのだが、沖野はあえて、「アル美さん、武藤さんが呼んでますよ！」と声を掛けたのだった。

　そのとき、沖野の声は完全に裏返っていたのだが、アル美自身は特に気にしている様子はなく、いつも通りの無反応だった。沖野はそれを、勝手ながら受容のサインと受け取った。

　これにて第一段階コンプリート。さらに沖野は、アル美のことを、最終的には「アルミン」と呼んでやろうと、無謀な計画まで胸に秘めていた。

「二階堂さん」→「アル美さん」→「アルミン」。

　沖野は、そのバカ過ぎる計画のことを、密ひそかに〝アルミン三段活用〟と名付けていた。

　そんな野望を抱かれていることなどつゆ知らないアル美は、スーツのサイズ感という、雑談としか思えない話に抗議を込め、再び最小ワードで用件を促した。

「で？」

　さすがの沖野も、その〝ひと文字〟のプレッシャーには気け圧おされたようで、本題に入らないわけにはいかなかった。

「えっと、武藤さんは……!?」

　アル美は、自分が把握している事実だけを淡々と答えた。

「船舶免許の更新でしょ。まだ帰ってないけど」

　それを聞いた沖野は、「そうですか……。じゃあ、まあ、いっか」と言って、うんうんと頷き、一人納得している。

　アル美の表情に変化はなかったが、煮え切らない沖野に、さすがに思うところがあるのか、いつも以上にクールな語調で目的を問いただした。

「何なの？」

　すると、今度は沖野の方が問い掛けに答えず、クルリと倉庫の入り口の方を向くと、声を張り上げて、姿の見えない誰かに呼び掛けた。

「どうぞ～！　入っちゃってください！」

　その声に応じて、倉庫のドアがガチャリと開き、外から二人の男性が入ってきた。

　打ち合わせに姿を見せたデザイン会社の社長であるホリウチと、もう一人は一眼レフのデジタルカメラを首から下げた三十過ぎの男性だった。後者の男性の方は、金髪のツーブロックで、いかにもクリエイターというビジュアルである。

　ホリウチは、倉庫に入ってブルバスターの後ろ姿を見るなり、感嘆の声を上げた。

「うわ～っ！　いいじゃん。最高だよ、鉄っちゃん！」

　それに気をよくしたのか、沖野が我が子を褒められた親のように胸を張る。

「でしょ？　コイツが対獣装甲ロボ、ブルバスターです！」

　美術品でも鑑賞するように、ブルバスターの勇姿に釘付けになっているホリウチ。

「シビれるね～」と感心しきり。

　一緒に来た金髪カメラマンも機体に見とれていたが、しばらくすると自分の仕事を思い出したようで、パシャパシャと一眼レフで撮影を始めた。背面と側面を撮り終えると、沖野を振り返って尋ねた。

「コックピットの方も撮っちゃっていいですか？」

　沖野は、「もちろんです！」と応じ、二人を引き連れて機体の正面に回り込む。

　と、そこで金髪が、コックピット内の人影に気付いた。

「あ、パイロットさんですか？」

　沖野がホリウチたちを倉庫に招き入れたのを見て、自分には関係ないと思ったのか、コックピットに戻っていたアル美だったが、自分のテリトリーにズカズカと踏み込んできた闖ちん入にゅう者を無視するわけにもいかず、ステップに足を掛けた箱乗り状態で一同を見下ろした。

　金髪は、その姿に無遠慮な視線を送ると、見当外れな言葉を発した。

「いいっスね！　コスプレばっちり決まってますよ！」

　それが耳に入ったアル美の目つきが、キッと鋭さを増す。表情自体にほとんど変化は見られないが、目の色は明らかに憤りを帯びていた。

　しかし、そのわずかな変化を初対面の人間が感じ取れるはずもなく、今度はホリウチが能天気な提案を口にした。

「これさ、倉庫の中じゃなくて、外で撮った方がいいんじゃない？」

　金髪も「言えてる。自然光の方が絶対に映はえるし」と同調する。

　すっかり舞い上がっている沖野は、ナイスアイデアがひらめいたと言わんばかりに、声を張った。

「ですよね！　だったら、現場なんてどうですか？」

　ホリウチの頭上に、はてなマークが浮かぶ。

「現場って？」

　沖野が、得意満面で説明する。

「島ですよ。龍眼島！　あそこなら壊れた家とかいっぱいあるし。その前にブルバスターが立っていたりしたら、めっちゃハマりません？」

　それを聞いたホリウチが目を輝かせる。

「えっ!?　いいの？」

　沖野は深く頷くと、〝そんなこと、自分にかかれば簡単！〟というアピールなのか、あえてチャラけた声で言った。

「動かしちゃいますよ～！」

　金髪は、「マジっすか？」と、ビジネスシーンに不似合いな一言で応じた。が、ホリウチは急に冷静になったようで、ふと頭をかすめた懸念を口にした。

「でも、島ってさ、ガスがヤバいんじゃないの？」

「いや～、小一時間くらいなら、大丈夫ッスよ！」と無責任発言で応じる沖野。

　さらに、生来の調子の良さを爆発させる。

「結構荒れてる場所があって、学校の近くの住宅地なんですけど、そこなら最高に映えると思うんですよ。無残に朽ち果てた瓦が礫れきをバックに、救世主ブルバスター登場！『フロントミッション』ばりの、最高のビジュアルになりますよ！」

　最初の出動以来、島に上陸していない沖野。それは、一度しか行ったことがない高級料理店で常連を気取る、勘違い男の口ぶりそのものだったが、そんなことなど知る由もないホリウチは、サムズアップで提案に大乗り気であることを示した。

　いっぽう、金髪は〝移動の前にもう一押し〟とでも思ったのか、再びシャッターを切り始めた。アル美込みのコックピット付近を、無遠慮に撮影している。

　すると、箱乗り状態のままでいたアル美が、足を掛けていたフレームを蹴ってスタン！　と金髪の前に降り立ち、いきなり手でレンズを覆った。

　夢中でファインダーをのぞいていた金髪は、一瞬何が起きたか分からず、「へ？」と間抜けな声を漏らした。しかし、目の前のアル美が、ただならぬ空気を発していることを察すると、その迫力に気け圧おされて固まった。

　アル美は、相変わらず無表情だったが、動作はいつになく荒々しく、金髪のデジカメをひったくるように手に取ると、メモリーカードを本体から取り出した。

　あっけに取られたまま、動けない一同。アル美は、それを尻目に、無言のまま出入り口の方に歩いて行く。

　かろうじて金縛りが解けた沖野が、

「ちょっ……、アル美さん」と声を絞り出したが、アル美はそれも無視。

　手にしていたメモリーカードを、開け放ったドアから、遠くへ放り投げてしまった。

　カサリという小さな音だけを残して、倉庫前の茂みに消えるメモリー。

　ようやく我に返った金髪が、「ええっ!?」と驚きの声を上げる。

　沖野は、そこでようやく説明不足だったことに気づき、しどろもどろに事の経緯を伝えた。

「いや、あの、これはですね、波止ブランド化計画の一環で、ホームページに載せる用の写真撮影なんです。ブルバスターのすごさとか格好良さとか、たくさんの人に知ってもらいたいじゃないですか」

　それを聞いたアル美は、沖野をキッとにらみ付けると、ブルバスターを顎で示し、一気にまくし立てた。

「あんなモノは、訓練すれば誰でも乗れるし、そもそもたいした機械じゃない。アンタ、何か勘違いしてんじゃないの？」

　いつも無表情のアル美が、感情を剝むき出しにしていることに戸惑いを隠せない沖野。しかも、激している理由がさっぱり分からない。

　その疑問を、「はい？」という無意味な言葉で表現したものの、それがさらに火に油を注ぐ結果になってしまう。

　アル美は、ツカツカと沖野に歩み寄ると、目と目の間に人さし指を突きつけ、語気鋭く言った。

「私たちの仕事は、アンタが考えているようなお遊びじゃない！　ゲームなんかと一緒にしないで！」

　とてつもない剣けん幕まくに、返す言葉も出ず、再び固まってしまう沖野。足早に出口の方に向かうアル美を、目で追うことしかできなかった。

　と、ちょうどそこに、武藤が帰ってきた。大ざっぱを絵に描いたような男が、瞬時に場の空気を悟れるはずもなく、ドアをくぐりながらヘラっと話し始めた。

「いや～、参ったぜ。講習が三時間もありやがってよ」

　武藤と入れ違いで、倉庫を後にするアル美。

　そこでようやく異変に気付いた武藤が、キョトンとしながら沖野に問い掛けた。

「あれ？　何かあったの？」

　倉庫内に目を向ければ、見慣れない顔が二つ。〝どういう状況？〟と、ますます混乱する武藤。

　沖野たち三人は、予期せぬ嵐に、茫ぼう然ぜんと立ちつくすばかりだった。




　その夜、事務室の応接コーナーに、肩を落とした沖野が、ポツンと座っていた。

　田島をはじめ事務職の社員たちは帰ってしまっているようで、沖野がいるソファ周辺の電灯以外はすべて落とされている。

　倉庫でアル美の後ろ姿を、口を開けたまま見送ってから数十秒後、ようやく我に返った沖野は、どうにかその場を取り繕い、ホリウチたちをいったん帰らせた。

　しかし、モヤモヤは晴れるはずもなく、アル美を怒らせてしまったという事実だけが重く心にのしかかっていた。

　薄暗い事務室にはもう一人、武藤の姿もあった。部屋の隅に設けられた給湯コーナーで、自分のマグカップにコーヒーを注いでいる。武藤はそれをすすりながら、沖野の前にドカッと腰を下ろした。

「へえ、写真をねぇ」

　あの後、沖野からおおよその事情は聞いた。その上で、武藤は写真撮影のくだりが騒動の引き金になったことを察したのだった。しかし、沖野はいまだ合点がいっていない様子で首をひねっている。

「アル美さん、何であんなに怒ったのか、全然分からなくて……」

　武藤は、鼻からフーッと息を吐き出して言う。

「そりゃ、お前が調子に乗りすぎてたからだろうよ」

　それを聞いた沖野は、冤えん罪ざいだとばかりに訴えた。

「僕はただ、壊れた家の前で撮影したらどうかって提案しただけですよ！」

　しかし、武藤はすげなく返す。

「それがバカだってんだよ」

　間抜け扱いされたのがよほど心外だったのか、沖野は目を剝むいて反論した。

「そんな！　僕は会社のためを思って……。せっかくホームページを作るんだから、見栄えのするブルバスターの写真、入れた方が絶対いいじゃないですか！」

　それまで、若者を諭す年長者のゆとりを見せていた武藤だったが、その表情がスッと真顔に変わり、沖野の目を真正面から見据えて、「あのな……」と切り出した。

　武藤の雰囲気が変わったことを察した沖野が、「はい」と姿勢を正した。

「ゴジラってあるだろ。俺はあの映画、見られないんだ。いや、昔は楽しんで見てたぜ。正しく言うと、見られなくなっちまったんだ」

　沖野は、唐突に何を話し始めたのかと戸惑ったが、小さく頷いて話の先を促した。

「あれ、建物を次々に破壊していくだろ？　あの瓦礫の下では、実は人がたくさん死んでいるんじゃないか……なんて考えると、いたたまれなくてな」

　話はそれで終わりらしかった。武藤はソファから立ち上がると、窓の方に歩いていってしまった。

　アル美が怒った理由と、武藤がゴジラ映画を見られなくなったという話。いったい、それがどう繫がるというのか。沖野はますます混乱する。

　ソファから立ち上がり、海側の窓に足を向けた武藤。その視線の先には、龍眼島の黒い島影が浮かんでいる。月光に照らされた島は、どこか神々しく、どこか禍まが々まがしくも見える。

　しばしの静寂の後、武藤がポツリと語った。

「ガスと巨獣に追われて、避難生活を続けている島民が実際にいる。これは映画でもアニメでもねぇ。現実なんだよ……」

　それを聞いた沖野が、ギクリと肩をこわばらせた。

　武藤は、沖野の方を振り返って問い掛けた。

「この前見せた襲撃事件の報告書、お前はどう思った？」

　改めて問われ、言葉に詰まる沖野。正直なところ、現実感はなかった。どこか遠い国で起きた惨事を、ニュース映像で見たような。

　沖野が返答に窮しているのを感じ、武藤は答えを待たずに言葉を続けた。

「世の中のほとんどの人間にとっては他人ひと事ごとだけどな、俺たちにとっては……、龍眼島の島民にとっては、身近な人間の死は現実だ。それを部外者に理解してもらいたいってわけでもねぇけどな」

　そう言うと、武藤は再び窓の外に目を向けた。

　武藤とアル美が、元島民であることは沖野も聞いている。その〝当事者たち〟からすれば、何と自分の言動が薄っぺらで、無責任なものだったか。

　沖野は、今更ながら、倒壊した家の前で撮影しようなどと軽々しく提案したことを後悔した。




　宿直の武藤を残し、事務室を後にした沖野。

　宵よい闇やみに沈む工場街を、トボトボと歩いている。

　一人暮らしのアパートまで、バスを使って二十分。普段は不便を感じない立地だったが、この日ばかりは足取りが重かった。仕事の疲れはもちろんあるが、それよりも沖野の肩にズンとのし掛かっているのは、怒りをあらわにしたアル美の表情だった。

　確かに自分は、波止への出向が決まって以来、ブルバスターを駆って、ＳＦアニメの主人公のように活躍することばかり考えていた。

　ただし、ヒーローが活躍するということは、その背景に〝何らかの被害を受けた人が存在する〟ということである。ヒーローというのは必ず、悪役がひと暴れした後に登場するのだ。

　物語であれば、それら被害者は、〝名も知らぬ誰か〟にすぎないが、武藤が言うように、これは現実である。たくさんいる被害者の一人にすぎなかったとしても、そこには、その人の人生も、その人の家族も、その人が積み上げてきたあらゆるものが存在する。

　自分は、そうした人たちがいることを、少しでも考えたことがあっただろうか。アル美や武藤のような人たちがたくさんいて、今も苦しんでいることを。

　沖野の口から、深いため息が漏れる。ゲームなんかと一緒にするな……か。グウの音も出ないほど、その通りだ。ただ、それと同時によみがえってきたアル美の言葉が、沖野に別の感情を生じさせる。

「あんなモノは、訓練すれば誰でも乗れるし、そもそもたいした機械じゃない」

　アル美は、あの時、そう言っていた。あまりにも衝撃的だったので、おそらく一言一句、違わずに覚えている。

　歩きながら頭の中で何度もそのフレーズを反すうするうち、モヤモヤと心に広がってくる感情があった。

　あんなモノって言ったよな。ブルバスターを、あんなモノって。

　もちろん、軽い気持ちで島の廃はい墟きょを撮影スポットに利用しようなどと言った自分に非があることは分かっている。しかし、その批判のすべては、自分にのみ向けられるべきものだ。犯罪者の息子に咎とががないように、自分の配慮のなさとは無関係のブルバスターに、あんなモノとけなされる理由はない。

　そこから、沖野の思考は、どんどん内向きに進んでいった。

　思い返せば、自分は昔からそうだった。何かあったとき、すぐ言い返せないくせに、後でそれをウジウジと思い出して、何で何も言い返せなかったんだろうと後悔する。腹が立つ。そんなことばかりを繰り返してきた。

　あのときもそうだ。中学生のころ、自分はどの部活にも属さない、いわゆる帰宅部だった。同級生のほとんどが着替えや準備で各部室に散る中、自分だけはいそいそと帰り支度を始めた。たまに居残ることがあっても、それは当時、学校で決まりになっていた校外清掃ボランティアの当番が回ってくる十日に一度だけ。ある日、バスケ部のヤツが、「代わりにやっといて」と言ってきたことがあった。「帰宅部なんて、どうせ暇だろ」というのが、そいつの言い分だ。その時は、冗談として受け流したけれど、家に帰ってから、だんだん腹が立ってきた。帰宅部が暇というのは、偏見だ。自分の場合、むしろ放課後こそが忙しい。ロボットに関する本は新しいものがどんどん出るし、小遣いを貯ためて買った電子部品でオリジナルロボットを創作する実戦練習も欠かせない。たまたま自分が通っていた中学には〝ロボット部〟がなかっただけで、放課後の充実度という意味では、チンタラやっていたなんちゃって運動部の連中より、はるかに上だったと思う。ヘラヘラとつまらない冗談を言ってきたバスケ部のアイツより、よっぽど。でも、後になってどんなに腹が立っても、言い返すことができなかった。そんな自分にまた、腹が立った。

　沖野は、よみがえってきた怒りで気持ちが高ぶっていたせいか、いつの間にか早足になっていた。気づけば、いつもの三分の二くらいの時間で、バス停のある海沿いの道に出ていた。

　意識した途端、ザザンという穏やかな波の音が、沖野の耳に聞こえてきた。

　と、沖野が歩いている道路と直角に接した防波堤の先端に、常夜灯に照らされた一人の人影が目に入った。

　ロボット関係の細かい作業ばかりしていた割に、沖野は視力がいい。防波堤の先端までの距離はおよそ百メートル。遠目で、しかも後ろ姿ではあった、その人影が、アル美であることが分かった。

　視線の先をたどると、アル美は、月明かりに照らされた龍眼島の黒い島影に目をやっているようだ。

　島を見て、何を思っているのか。もしかして、泣いてる？　いや、それでは困る。

　最初にひどい事を言ったのはこっちだ。女の子を傷つけて、泣かせたとなれば寝覚めが悪い。それ以上に、わき上がってきた怒りの持っていき場に困ってしまう。泣いているとなれば、一言モノ申すどころか、こちらが平謝りしなければならなくなってしまうではないか。

　などと不毛な思考を巡らせているうち、膝を抱えて座っていたアル美が、不意に立ち上がるのが見えた。そして、そばに止めていた自転車を押し、防波堤から道の方に戻ってくる。

　げげっ、マズい！　このままのペースで歩いていくと、ちょうど、防波堤と道が交わるところで、鉢合わせになってしまう！

　とっさに、踵を返して、その場から逃げようとも考えたが、ここで逃げるようでは、何も言い返せなかった中学時代と同じだ。そう思い直し、半ば男の意地でペースを保って歩いていると、三十メートルほどの距離になったところで、アル美もこちらに気づいたのが分かった。

　反射的に会釈してしまう沖野。その途端、今は会釈じゃないだろ！　という自己嫌悪に襲われる。

　しかし、近づいてきたアル美は、相変わらずの無表情。沖野など、まるでそこに存在しないかのように、目も合わさずに真横を通り過ぎていく。

　沖野は、そこまでされてようやく踏ん切りがついた。何か一言でも言ってやらなければ、いくら何でも気が済まない。

　ただ、意気込んだものの、肝心の言葉が出てこなかった。

「あの……、あのですね！」

　それでも、ガン無視していたアル美の足を止める効果はあった。振り返りこそしなかったが、呼び止めた相手が何を言うか、聞いていることだけは分かる。沖野は、そのわずかな気配に勇気づけられ、絞り出すように声を発した。

「倉庫での話、配慮が足りなかったこと、謝ります。すみませんでした」

　後ろを向いたままなので、アル美には見えていないはずだが、それでも沖野は深々と頭を下げた。

　しかし、アル美は真っ直ぐ前を向いたまま、それを無視し、ボソリとつぶやいた。

「ゲームなら、家でやってくれる？」

　その言い方に、さすがにカチンときた沖野が言い返す。

「僕は、ゲーム感覚でブルバスターを作ったわけじゃない！　あのロボットには、僕のすべてが込められています。たくさんの時間と労力をかけた……なんて無ぶ粋すいなことを言いたいんじゃない。全身全霊で向き合った結果が……、僕にとってのすべてが、ブルバスターなんです！」

　そう話すうち、自分で自分の言葉に酔い、ギアが上がっていく沖野。たがが外れたように言葉があふれ、止まらなくなる。

「使う人が安全に、効率よく、駆除を行えるようにベストを尽くしたつもりです。そりゃあ、島の人と比べたら、僕の思いなんて軽く見えるかも知れません。でも、当事者じゃないから、事を簡単に考えているなんて思われるのは心外です！　僕だって、相当な覚悟を持って、波止に来たんですから！」

　一気に感情を爆発させた沖野。

　しかし、アル美は、沖野渾こん身しんの言葉にも、まったくの無反応だった。一応、立ち止まったままではいたものの、沖野がすべてを吐き出したことが分かると、何も言わず、そのまま再び自転車を押して歩き出してしまった。

　それを見た沖野が、沸騰する。

「ちょっと、待ってくださいよ！　何なんですか、その態度！　僕、さっき頭を下げて謝りましたよね？　少なくとも、それに対しては何かあるでしょう。いつもそうなんですか？　返事もしないで。人として間違っていると思いませんか！」

　そう言った瞬間、後悔が押し寄せてきた。いくら何でも言い過ぎだ！　人としての教えを説くなんて、オレは一体、何様のつもりなんだ。こんなこと、言いたかったわけじゃないのに……。

　結局、アル美は一度も振り返らないまま、足早に立ち去ってしまった。

　その後ろ姿を目で追うしかない沖野。それが見えなくなると、一人取り残された沖野は、ますます自責の念に駆られ、そのまま地面にへたり込んでしまった。

　海と道とを隔てるコンクリートの壁にもたれ、夜空を見上げる。さっきまで星々が瞬いていたはずの空が、今はどんよりと曇って星ひとつ見えなくなっていた。




　朝。土砂降りの雨。

　護岸を削らんばかりの大きな雨粒が、港町に降り注いでいる。

　その一角、埋め立て地の北の端に位置する、波止工業の事務室に沖野はいた。

　アル美との邂かい逅こうの後、眠れない夜を過ごした沖野は、心のザワつきを持て余し、朝一で出社してきたのだった。

　コーヒーメーカーの電源を入れ、所定の開口部に豆を注ぎ込む。やがて機械が、コポコポと音を発し始めたが、それがまったく聞こえないほど、雨脚が強かった。

　先ほどから、安普請の天井を、下手なミュージシャンがドラムでも叩いているかのように、雨が打っている。同時に、強い風が吹きつけているため、窓もガタガタと耳障ざわりな音を立てていた。

　ただ、それらを上回る騒音が、部屋の内部で発生していた。

　グァー、グゴゴゴゴー。ガッ、ガルル、グガ、グルルルル。

　巨獣のうなり声ではない。武藤のイビキである。ソファに横たわる、宿直担当者の無ぶ様ざまな寝姿に、沖野が冷ややかな視線を送る。この騒音の洪水の中で、よくこんなに気持ち良さそうに眠れるな……。っていうか、こんなありさまじゃ、警報が鳴っても気付かないんじゃないか？

　そんな心配をしていると、それまで部屋になかった音が、沖野の耳に届いた。

　外の鉄階段を上ってくる足音だ。

　いつも朝一に出社してくるみゆきに違いない。派遣社員だったころからの習慣なのか、みゆきは決まって始業時間の十分前に来て制服に着替え、机の上を拭くのが日課になっていた。

　毎日、時間ギリギリに駆け込んで来るオレが先にいたら、不自然に思うかも。もし理由を聞かれたら、答えに困る。アル美とひと悶着あったなんて、ましてや言い過ぎたことを後悔して眠れなかったから、つい早めに来ちゃった……なんて言いたくない！

　沖野は、内心の動揺を悟られないよう、努めて明るい表情を作ることにした。みゆきが入ってきたら、笑顔を浮かべ、「おはようございま～す！」と元気に言うのだ。

　ほどなくして足音がやみ、ガチャリとドアが開かれた。

　やや引きつった笑顔を浮かべた沖野が、あいさつ冒頭の〝お〟の口の形を作りながら、出入り口に顔を向ける。が、入ってきた人物を見て、その不自然な顔のまま固まってしまった。

　そこにいたのは、アル美だった。

　しかも、全身ずぶ濡ぬれで、着ているツナギは、これでもかというくらい泥まみれになっている。

「アル美……さん!?」

　茫然自失の沖野は、かろうじて目の前の人物の名前を口にした。が、驚きのあまり二の句が継げなかった。いっぽう、アル美は、沖野が部屋にいたことに、さして驚いた様子もなく、無表情のまま、ツカツカとコーヒーメーカー前の沖野に歩み寄ってきた。

　ひっぱたかれる!?　いや、まさか、いくら何でもそんなことはしないだろう。ここ、職場だし。でも、腹パンくらいならあるかも？

　沖野がビビって、さらに身を固くしていると、アル美は沖野と目を合わせないまま一メートル離れて横に並び、コーヒーメーカーが置かれているテーブルに、カチリと何かを乗せた。

　沖野が、置かれたモノに目を向けると、それはメモリーカードだった。

「へ？」

　意味が分からず、間抜けな声を漏らす沖野。

　アル美は、やはり沖野の方には目を向けず、うつむいたままボソリと言った。

「側溝の中に落ちてた」
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　いまだに状況が吞のみ込めない沖野は、戸惑うばかりで、言葉が出てこない。

「え？　それは、その……」

　下に向けていた視線を窓の方に動かしたアル美が、外を見ながら言う。

「雨が降ってきたから、もう流されちゃったかと思ったけど、底に溜たまった泥の中にあった」

　そこまで聞いて、ようやく沖野にも合点がいった。そのメモリーカードは、前日アル美が、カメラマンから取り上げたものだ。……ってことは？

「アル美さん、ずっと探してたんですか」

　それには答えず、アル美は更衣室の方に行ってしまった。十数秒後、自分のロッカーから取り出したと思われるタオルを手に、事務室に戻ってきたアル美。無造作に濡れた髪を拭いている。

　沖野は、その姿にドキッとして、思わず目をそらした。すると、だらしない寝姿をさらしている武藤が視界に入った。電車の走行音のように、いつの間にか気にならなくなっていたイビキだが、改めて武藤を目にすると、騒音として認識される。

　のんきなもんだな……。もちろん、昨晩、会社を出てからの沖野とアル美の衝突など知るはずのない武藤が、太平楽な姿を見せているのは無理もない。ただ、沖野は、自分の中にグルグルと渦巻いていた葛かっ藤とうが、急に大事の前の小事のように思えてきた。

　人の悩みなんてちっぽけなもの。

　昨晩からの緊張状態は不意に解け、沖野の口元に自然と小さな笑みがこぼれた。




　武藤が目を覚ましたのは、始業時間の九時を回ってからだった。

「んあ？　何だよ、雨降ってんじゃねぇか」と今更なことを言っている。

　みゆきと片岡はすでに出社し、自分のデスクで事務仕事を始めていた。

　ただ、事務室にアル美の姿はなかった。着替えを済ませた後、外階段を下りていってしまった。しばらくすると、下の倉庫からブルバスターの稼働音が聞こえてきたので、この日も朝から屋内で操縦訓練を始めたようだ。

　会社にとっては当たり前の日常。昨日から今朝にかけて、沖野とアル美にどんなやり取りがあったか、誰も気付いていないだろう。

　いっぽう、沖野は、応接用のソファでノートパソコンの画面に見入っていた。

　カードスロットには、先ほど、アル美から受け取ったメモリーカードが差し込まれている。雨に濡れた上、泥に埋まっていたという話だ。データが壊れているかもしれない。沖野は、恐る恐る問題の写真が保存されていると思われる、フォルダを開いた。すると、ブルバスターを捉えた写真のサムネイルが、パッと展開された。ひと安心して、ふうっと一息つく沖野。

　そのまま、写真や動画の整理作業に入ることにした。公式サイトに使えそうな写真をピックアップして、デスクトップに作ったフォルダに移し替えていく。

　写真で見ても、カッコイイぜ、ブルバスター！

　マウスを操作しながら、一人、親バカな表情を浮かべる沖野。これもいいな、いや、こっちの方がいいか……と、ためつすがめつしながら作業を進めていく。

　そうこうするうち、写真は、アル美が写り込んだパートに差し掛かった。沖野は、整理を始める前から、〝それらの写真は残らず削除する〟と心に決めていた。が、パイロットスーツ姿のアル美を見て、思わず手が止まった。

　写真の中には、自分が撮られていることに気づき、キッとレンズをにらみ、図らずもカメラ目線になっているものもあった。そのクールな表情と、ボディーラインが際立ったスーツに、人知れずドキドキする沖野。

　ちょっと、拡大して見てみようか……。いや、そんな変態行為を、後ろで仕事中のみゆきにでも見とがめられたら、言い訳がつかない。いやいや、その前に、倫理上、問題があるだろ！

　沖野は、胸中の葛藤を振り切るように、アル美が写った写真を、サムネイル上でまとめて指定すると、断腸の思いでデリートボタンをプッシュした。

　そこでようやく平常心を取り戻し、我が身を省みる沖野。

　いったい、何を考えているんだ、オレは！

　昨日の晩、つい十数時間前まで、いら立ちの感情を向けていた相手の写真を、消すか消さないか、拡大するかしないかで、これ以上ないくらい逡しゅん巡じゅんするなんて。

　自分の中に、何とも言えない感情が芽生えていることを感じる沖野。それを振り払うように、ブルブルと首を振ると、再びパソコンの画面に集中した。

　メールソフトを開くと、ホリウチの事務所のアドレスを指定し、ピックアップした写真や、自身で事前に撮っていた動画を収めたフォルダを添付する。

　送信ボタンをクリックし、これにて作業終了。メールには、昨日の件について、謝罪の言葉も添えておいた。カラっとした性格のホリウチだ、根に持つようなことはないだろう。

　ただ、沖野には、わずかばかり後悔の気持ちが残っていた。といっても、アル美にちゃんと謝罪していないとか、メモリーを見つけてくれた礼を言っていないとか、そういうことではない。

　なぜ、自分のスマホに〝良さげな写真〟を転送しなかったのか、である。倫理の神様も、一枚くらいなら許してくれたんじゃないか？

　沖野は、ひどく不純な後悔の念を抱えながら、静かにノートパソコンを閉じた。




　それから一週間後の朝。

　波止工業の社員たちは、勢揃いして社屋を見上げていた。

　この日は、古びた『波止工業』の看板が、『ＮＡＭＩＤＯＭＥ』とローマ字で書かれたロゴの新看板に掛け替えられる、ちょっとした記念日。一同は、その作業を見守っているのだった。

　天気は、七日ぶりの快晴。

　ここ一週間、荒天が続いていたため、海は荒れ、島に渡ること自体、難しい状況だったのだが、幸いにも巨獣が姿を見せることはなく、島は静けさに包まれていた。

　その間、アル美は毎日、操縦訓練に勤いそしんでいた。サイズ違いで作り直しとなった武藤のパイロットスーツは、いまだに届いていないため、ブルバスターはアル美の貸し切り状態。武藤は、それを横目にかなりフラストレーションをためていたが、筋トレ時間を増やすことで、何とか自分の気持ちに折り合いを付けていたようだ。

　いっぽう、アル美はというと、操作に精通した沖野の目から見ても、上達スピードは、目を見張るものがあった。

　装輪走行モード時の操作は、マニュアル車の運転難易度とさして変わらないのだが、歩行モードに切り替えた際の機体の取り回しは、感覚を摑まないとなかなか難しい。

　その点、アル美の吞み込みは早く、自分の手足を動かすかのように……とまではいかないが、それなりに自由に動き回れるくらいまで、操縦に慣れ始めていた。

　今後は、武器の使用方法などを習得してもらうことになるが、このままの早さでいくと、早晩、自分の操縦テクニックを超えてくるかもしれない。沖野がそんな危機感を抱くほど、アル美はメキメキと成長しているのだった。

　ともあれ、この日の波止はお祭りムード。一同は、宮出しされる神み輿こしを見るようなワクワク感とともに、作業の様子を眺めていた。

「外資みたいでカッコ良くないですか」

　みゆきが、目を輝かせながら同意を求める。

　武藤は、「いや、建物が看板に負けてるだろ」と否定してみせたが、表情を見るとまんざらでもないことがうかがえた。

　田島も、武藤の真意を察しているようで、遠回しに肯定する。

「思ったよりさまになっているんじゃないかな。ね、片岡さん？」

　話を振られた片岡は、眼鏡を人さし指でスッと上げながら答えた。

「私は、よく分からんよ。でも、まぁ、派手な色だから遠くからもよく見えるし、宅配業者なんかには、ありがたがられるんじゃないかね」

　看板は海側を向いているので、宅配業者には正直関係ないのだが、その口ぶりから、片岡も少なからず高揚しているのが分かった。

　素直じゃない片岡に、やれやれと肩をすくめる田島。ただ、改めて看板を見上げた田島の表情は、いつになく晴れやかだった。もちろん、看板の掛け替えくらいで、万事がうまくいくと思っているわけではない。ただ、社員が活気づいていることに少なからず手応えを感じているのは、生き生きとした表情から見て取れた。

　そんな一同のリアクションを横目に見ながら、沖野は一人、ほくそ笑んでいた。

　何だかんだ言いながら、みんなモチベーションが高まっているじゃないか。やっぱり、入社早々、波止ブランド化計画をぶち上げてよかった！　ナイス、オレ。

　社員のモチベーション上昇は、社長の田島がもっとも感じているようで、その功労者である沖野と目が合うと、よくやったとばかりに頷き、ニッと微笑ほほえんだ。

　言葉こそなかったものの、社長直々にお褒めの笑顔をたまわり、ますますテンションを上げる沖野。そこでふと気になって、斜め後方にいるアル美の顔をチラリとのぞき見た。

　社屋の天井に掲げられた、新しい波止のシンボルを見詰めているアル美。その凜りんとした横顔。ただ、いつもの冷淡な様子とは違い、どこか柔らかさを感じさせる表情だった。

　少なくとも沖野はそう感じたのだが、実際のところは本人に聞いてみないと分からない。いや、本人に聞いても分からないくらい、微妙なところなのかもしれない。

　掛け替え作業を終えた看板業者が、屋根から下り始めたのを見計らったかのように、今度は倉庫の中から塗装業者の声が聞こえてきた。

「できましたよ～」

　看板を見上げていた一同は、その声が聞こえると、おっ！　という表情で倉庫に目を向け、揃って中に入っていった。




　倉庫内では、作業服姿の塗装業者が、ブルバスターの横で脚きゃ立たつを畳んでいた。

　一同が入ってきたのが目に入った業者の男は、仕事道具を抱え、出口に向かいながら会釈をよこす。田島が代表して「ご苦労様です」と労い、男を送り出した。

　申し合わせたかのように、一直線に並んだ波止社員、六人の前にそびえ立つブルバスター。

　その肩口のシールドには、『ＮＡＭＩＤＯＭＥ』と書かれたロゴが輝いている。赤色の文字が映え、機体そのものがシャープになったようにさえ見える。

　その勇姿を、誇らしげに見上げる六人。

　開け放たれた扉から、心地よい海風がフワリと吹き込み、ブルバスターを含めた一同を、温かく包み込んだ。言いようのない一体感が生まれる。

　しかし、その空気を塗りつぶすような、騒々しい人物が近づいてきていた。

　低いエンジンノイズが、いったん倉庫の前を通り過ぎ、キュルキュルとタイヤを軋きしませながら、再度近づいてくる音が聞こえる。このエンジン音、この運転方法は、あの人物に違いない。

　つんのめるように停車したピンクのベンツから慌ただしく降り立ち、倉庫に入ってきたのは、その場にいた誰もが予想した通り、蟹江のぶ代だった。

　が、倉庫に入って五歩も進まないうちに、「ああ」と何かを思い出し、車に戻っていく。一同が何事かと注目していると、蟹江が後部座席から大きな段ボールを引っ張り出しているのが見えた。蟹江は、それを両手で抱え持つと、ハイヒールのかかとをドスドス言わせながら一同の前に歩み寄ってきた。

「おはようさん！」

　蟹江の大声に、一同も「おはようございます！」と応じる。風下にいるため、香水の匂いが鼻についたが、それは我慢するしかない。蟹江は、そんなスメハラになどまったく気が回っていない様子で、軽口を叩いた。

「あらあら、皆さんお揃いで、私のお出迎え？」

　田島は、その冗談に付き合いつつ、本来の理由を口にする。

「ええ、それもあるんですが、今日は会社の新しいロゴのお披露目日でもありまして」

　蟹江は、「あらそう」という顔付きで、一同の背後に立つブルバスターに目を向けた。自然、一際目立つ肩口のロゴに視線がいく。それを読んで。

「ナ・ミ・ド・メ。へ～、ローマ字で。シャレてんのね」

　沖野は、まるで自分が褒められたかのように、もみ上げを搔きながら照れた。

「へへっ、どうも」

　蟹江は、シラっとした目で沖野を一瞥すると、ズバリと指摘した。

「アンタがデザインしたわけじゃないでしょ？」

　痛いところを突かれ、ウッと言葉に詰まる沖野。

　蟹江は、沖野のリアクションなど眼中にないように、話題を変えた。

「それはそうと、持ってきたわよ」

　蟹江は、出っ張った下っ腹に乗せるように抱えていた段ボールを床に置き、中からひと繫がりの何かをズルリと引っ張り出した。

「武藤ちゃん、ホントにごめんね～。ウチの連中がサイズ間違えちゃったみたいで」

　蟹江が手にしているのは、真新しいパイロットスーツだった。

　武藤にとって、待ちに待ったユニホームである。

「おおっ！　待ってました！」

　蟹江からモノを受け取ると、さっそく体に当ててみる武藤。

　その胸元に赤いロゴが付けられているのを見付けたみゆきが、歓声を上げる。

「あっ、ちゃんと新しいロゴが入ってる！」

　それを聞いた蟹江は、眼鏡のサイドフレームを指でつまみながら、マジマジと真新しいパイロットスーツを見て、素っ頓狂な声を上げた。

「えっ？　ホントに？」

　沖野が、呆あきれたように尋ねる。

「社長……、知らなかったんですか？」

　それでも蟹江は、悪びれた様子もなく、シレっと答えた。

「技術部に持ってけって頼まれただけだからね。ああ、あと、アンタたちの分の予備も一着ずつ入ってるってさ」

　新品の支給に、「おしっ！」とうれしげな表情を浮かべる沖野。アル美は相変わらずの無反応に見えたが、ほんのわずか、誰一人として気づいていなかったものの、目元は〇・数ミリだけ緩んでいた。

　そこで蟹江が、開いた左手に右手の拳をポンと打ちつけ、何かを思い出したように言った。

「ああ、それでか」

　沖野が、「どうしました？」と尋ねると、蟹江はロゴに目をやりながら、納得顔で頷く。

「古いヤツ、回収してきてくれって言われたから、この前持って帰ったけど、そういうことだったのね。わざわざ新しいロゴを入れてあげたわけだ。さすがに、ウチの技術部は芸が細かい！」

　そんなお祝いムードのかたわら、片岡だけが渋い表情を浮かべて、段ボールから取り出した納品書に目を通していた。

　その苦み走った表情に気づいた田島が、今度は何事かと尋ねる。

「片岡さん、どうしました？」

　片岡は、納品書に目を向けたまま、独り言のようにボソボソとつぶやいた。

「パイロット三人で、予備も含めると計六着。一着四十二万円掛ける六で、合計二百五十二万円か。モニターのサンプル扱いってことで、かなり勉強してくれたのはありがたいんだけど、それにしても高いねぇ……」

　自社製品の価格についてディスられた蟹江が、真っ先に反応する。

「あらやだ、またクレーム？」

　納品書と蟹江の顔に視線を行き来させながら、片岡がネチネチと愚痴る。

「そういうんじゃないんだけど、値段が値段だからね。まあ、買い取りってんだから、仕方ないところはあるんだけど」

　蟹江は、両手を腰に当てた姿勢で、口をへの字に曲げている。そんなこと言われても、発注元はオタクだし、というアピールだろう。

　値段のことをとやかく言われるのは、開発者である沖野もいい気がしない。改めて、価格の妥当性を説明する。

「オーダーメードの特注品ですし、他では作れない技術が詰まってますから、替えが利かないんです。その代わり、サイズ間違いは蟹江技研のミスだったから、武藤さんの分の一着は、サービスになっているはずです」

　再び納品書の明細欄に目を落とす片岡。しかし、不満は収っていないようで、今度は、納品とは関係のない別の件をつつきだした。

「まあ、サービスはサービスでいいとして、盲点だったよ。まさか、クリーニング代が、こんなに掛かるなんて。一着につき二万円でしょ」

　次はそっち？　沖野はいい加減うんざりし始めていたが、後々、片岡の無理解から経費を削られても困る。面倒な気持ちはあったものの、補足説明を入れないわけにはいかなかった。

「スーツには、抗菌防臭、吸汗速乾の機能を付けていますが、じかに体に触れるものですから、洗濯は小まめにしないと」

　片岡は、それは分かるのだが、何しろ費用がね……と言いたげな顔をしていた。が、ここは自分が折れなければ話が進まないと察したのか、言葉の代わりに深いため息をはき出すことで、どうにか自分の中で折り合いはつけたようだ。

　ちなみに、クリーニング代がかさむのは、その都度、蟹江技研の技術部に持ち込み、特殊な洗浄を施さなければならないため。スーツには、ブルバスター本体と繫ぐ接続部や、コックピットとジョイントする金属部品も装備されている。町のクリーニング店でＹシャツやコートと一緒にジャブジャブ……というわけにはいかないのだ。

　話はようやく着地しかけたが、そこで沖野が言わなくてもいい一言を口にした。

「まっ、アムロはずっと同じパイロットスーツ着てたから、僕は特に気にならないんですけど」

　世代的にアムロを知っている田島だけは、アニメと一緒にするなよ！　と心の中でツッコんでいたが、アル美やみゆきはピンと来ていない様子でポカンとしている。

　そんな中、もっとも大きな反応を示したのは、武藤だった。

「俺は嫌だぜ！　こう見えて俺、潔癖症だからな！」

　それを聞いた沖野が、思わずププッと噴き出す。武藤さんが、潔癖症って！　どのツラ下げて言ってんだか。

　その失礼極まりない胸中が伝わったのか、ジロリと沖野をにらむ武藤。大柄な先輩社員に見すくめられた沖野は、途端に笑いを引っ込めた。

　そんなやり取りに我関せずの片岡は、「まあ、仕方ないか」と言って、小さく畳んだ納品書を、胸ポケットに押し込んでいる。

　田島は、話が落ち着いたのを見計らって、改めて蟹江に礼を言った。

「社長直々に納品までしていただいて、ありがとうございます」

　頭を下げる田島に、蟹江は手を顔の前でヒラヒラと振って応じた。

「いや、実はついでなのよ。商工会の会合に顔を出すついで」

　実際、本当にそうなのだろうが、田島は感謝の気持ちを抱かずにはいられなかった。ブルバスターという新型機が導入できたのは、様々な面で蟹江が融通を利かせてくれたからに他ならない。出資はしているものの、いち取引先にすぎない波止に、こうやって足繁く通ってくれるのも、この会社に目をかけてくれている証拠だ。それでも、恩着せがましさなど微み塵じんもないのは、蟹江の人徳だろう。

　田島は、もう一度、心の中で蟹江に深々と頭を下げた。

　と、一連の行事はひと段落し、蟹江が、じゃあ私はそろそろ……という空気を発する。それを察した武藤は、いきなり突飛な行動に出た。その場で突然、ブーツとサロペットを脱ぎ、Ｔシャツにパンツ一丁という、セクハラおじさんスタイルになったのだ。

「やだ、武藤さん、こんなところで」

　みゆきは、そう非難したが、武藤が単にストリップを始めたわけではないことが分かっているだけに、口調にトゲはなかった。武藤は、蟹江が出てしまう前に、この場で試着してしまおうというのだ。

「またサイズが合わなかったら、シャレになんねぇからな！」

　そう言って、真新しいパイロットスーツを着込んでいく武藤。しかし、作業は思ったようにはかどらず、文句が口をつく。

「きちーな、コレ。本当にサイズ合ってんのか？」

　悪戦苦闘する武藤を、見るに見かねた沖野は、介添えしながら解説した。

「体にフィットするように作ってありますから、これでいいんです！」

　その後、どうにかスーツを着込んだ武藤は、それだけでかなり気力と体力を消耗したようで、フ～ッと大きなため息を漏らした。

　今回は、サイズ的にも問題ないようだ。武藤は、肩を回したり、グイっと胸を張ったりして、大真面目な顔でフィット感を確かめている。

　その姿を見たみゆきが、「やだ～」と嬌きょう声せいを上げた。というか、完全に武藤を見て笑っている。

　どうやら、男臭く武骨なオジサンというイメージの武藤が、近未来的なハイテクスーツに身を包んでいるギャップが、おかしくて仕方ないらしい。ゴリゴリのレスラー体形にピチっと張り付いているスキニー感も、滑こっ稽けいさを増幅させている。ゴリラに宇宙服を着せたような違和感……と言ったら、ゴリラの方に失礼だろうか。

　みゆきにつられるように、一同に笑いが起きた。

「ふざけるな！　笑うんじゃねぇ！」

　照れからか、不満からか、顔を赤らめて抗議する武藤。しかし、一同の笑いが一向に収まらないのを見て不安になったのか、眉尻を下げて誰にともなく問い掛けた。

「……そんなに似合ってねぇか？」

　腹を抱えて笑っていた沖野だったが、さすがに悪いと思ったのか、こみ上げる笑いをかみ殺しながらフォローした。

「に、似合ってますって！　武藤さんの場合、……そう、アメコミタイプ？　インクレディブルとか、ハルクとか。僕なんかよりも、よっぽどヒーローっぽいです！」

　武藤は、パイロットスーツ姿をアメコミヒーローに例えられて、一瞬、まんざらでもない表情を浮かべたが、すぐに気付いて沖野に詰め寄った。

「ちょっと待て！　ハルクってほぼ裸じゃねぇか！」

　鋭いツッコミで、その場にさらなる笑いが巻き起こった。




　それから一時間後。午前十時。

　空には雲一つなく、海は穏やかに凪ないでいる。

　付け替えられたばかりの看板が見下ろす社屋前。波止の社員たちが、横一線に並んでいる。

　一同の視線の先にブルバスター。朝日を浴びてきらめいている。

　パイロットスーツに着替えたアル美が、コックピットに乗り込む。日頃の訓練の成果だろう。搭乗の動作には無駄がなく、所作として美しい。

　スーツの胸元には新しいロゴ。田島をはじめ、社員たちの顔は、どこか誇らしげにも見える。

　立ち上げ作業を終えたブルバスターが、回れ右をして海に浮かんだ艀に向かう。それを見た武藤が、運搬船の方に小走りで向かった。

　約二十日ぶりのパトロール。久々となる龍眼島への上陸である。

　アル美にとっては初の実地訓練。しばらくは、武藤が操船、アル美がパイロット役を担うことになるだろう。

　今回は、操縦のコーチ役として沖野も同行する。ブルバスターを追うように、ゆっくりと足を踏み出した。

　その後ろ姿に、田島が声を掛ける。

「新生、波止工業のスタートだな」

　沖野は、クルリと振り返ると、「はいっ！」と元気よく言って、白い歯を見せた。

　はつらつとした若者に信頼の眼まな差ざしを向けて力強く頷く田島。いつも難しい顔をしている片岡も、このときばかりは穏やかな表情を浮かべているように見える。みゆきは、祈りを捧ささげるように胸の前で手を組み、微笑んでいる。

　桟橋では、ブルバスターの積み込み作業が終わろうとしている。沖野は、再びそちらに視線を向けると、置いていかれたら大変だとばかりに駆け出した。
















　コポコポ、シュワシュワシュワー。

　白い泡と共にジョッキを満たしていく黄金色の液体。みゆきが、そのさまをキラキラした目で見守っている。

　みゆきが向き合っているのは、セルフのビールサーバー。棚に置かれたジョッキを客自身が機械にセットし、規定の枚数の百円玉を投入すると自動的にビールが注がれる優れものである。ファミレスのドリンクバーのように、自分で量を調節する必要はなく、一度セットすれば勝手に注出が始まり、自動的にグラスが傾けられて、泡と液体の三対七の黄金比が完成する。

　みゆきは、機械が静止するや否や、ビールで満たされたばかりのジョッキを左手で持ち、すでに注ぎ終えて横の棚に置いておいたジョッキふたつを右手でむんずと摑つかむと、クルリと振り返ってテーブル席の方に向かった。

　そこは、波止工業のある海岸沿いから内陸部へ徒歩十五分。最寄り駅の繁華街の一番外れにある居酒屋・かどやす。千円あればベロベロになるまで酔える、いわゆる〝せんべろ酒場〟である。

　テーブル席でみゆきの帰りを待ち構えていたのは、武む藤とうと沖おき野の。テーブルの上にはすでに、刺身やしらすおろしといったつまみが並んでいる。ラインアップがオヤジ臭いのは、武藤がチョイスしたからに他ならない。

　この店では、四面ガラス張りの四角柱型冷蔵庫（個人スーパーなどで冷たい飲み物が収められているアレ）から、好みのつまみを取り出し、レジに持っていってその場で会計するというシステムが取られている。ちょっとした料理や焼き物などもメニューとしてはあるのだが、調理にそれなりに時間がかかるため、武藤判断でお通し的なものを、ビール到着前に買っておいたのだ。

　ちなみに、一番〝下っ端〟である沖野が動いていないのは、この店に来るのが初めてであるため。セルフのビールサーバーをはじめ、少々変わったシステムが採用されている店について、「まずは見て覚えろ」ということらしい。

「お待たせしましたぁ～！」

　店員のようなフレーズを口にしながら、みゆきが二人の待つテーブル席に戻ってきた。

「おう、すまん、すまん！」

　武藤が、顔の前で手刀を切るような仕草をして、ジョッキふたつを受け取り、ひとつを自分の前に、もうひとつを沖野の前に置いた。

「ありがとうございます！」

　沖野は、みゆきと武藤の顔を交互に見ながら、ピョコンと頭を下げた。

　もはや待ちきれないという様子の武藤は、沖野が下げた頭を上げる前に、

「じゃ、やろう！」とせっかちにジョッキを掲げた。

　ところが、すっかりその気の先輩社員に、沖野が待ったをかける。

「ああ、ちょっと待ってください。まだ、五分前です！」

　武藤とみゆきが、沖野の指さす方に目をやると、壁掛け時計が五時五十五分を指していた。

「ぬぅぅ～、マジかよ！　六時までこのまま待てって言うのか？　せっかくキンキンなのが、ぬるくなっちゃうじゃんかよ！」

　おあずけを食らった犬のように情けない表情を浮かべる武藤を、みゆきがなだめる。

「ちょっとの辛抱ですよ、武藤さん。だいたい、ホームページの開設記念の祝杯をあげようって言い出したの、武藤さんじゃないですか。波なみ止どめのサイトが立ち上がったら、乾杯ってことにしましょう」

　その口調はもはや、駄々っ子をたしなめる保育園の先生のようだったが、まったくの正論であるため、武藤は口をへの字に曲げながら従うしかなかった。

　沖野の目の前にはノートパソコンが置かれ、ウェブブラウザーが起動している。その画面が対面に座ったみゆきにも見えるように、パソコンをテーブルの端に置いたまま九十度回転させた。

　この日は、波止工業ブランディング計画のひとつである、新ウェブサイトの開設日。午後六時ピッタリに、世界中の誰でも見られる状態になるよう、すなわち一般公開されるよう、制作を依頼しているデザイン会社ドットエムピーに手配してある。

　その公開タイミングに合わせて祝杯をあげようというのだ。夕方、突然そう提案したのは、みゆきが指摘したように武藤だった。

　ただし、武藤は新サイトのオープンに、それほど思い入れがあるわけではなかった。ただ、理由をつけて、飲み会の相手を確保したにすぎない。それでも沖野は、自分が主導したサイトのお披露目に、先輩社員が注目してくれたのがうれしく、ふたつ返事で武藤の誘いに乗ったのだった。

「六時にこだわるんだったら、もっとギリギリにビールを注げばよかったじゃねぇか……」

　その恨み節は、二人の耳にも届いていたが、みゆきはそれを聞き流し、沖野に向けて言った。

「本当はみんなで来られたらよかったんだけど」

　よほど公開が待ち遠しいのか、沖野は時計をチラチラ見ながら、気もそぞろな様子だったが、その意見には「そうですね」と同意した。

　実際、それは本音だった。参加者が三人というのは、楽しみにしていた自分の誕生会に友達がまばら……と同じような寂しさがある。

　ただ、それも致し方ないところがあった。この夜、アル美は宿直のシフト。田た島じまは、今夜にも片付けなければならない仕事が溜たまりに溜まっているらしく、申し訳なさそうに欠席を告げたのだった。

　そこでみゆきが、もう一人の社員の名を口にした。

「せめて、片かた岡おかさんはいらっしゃると思ったんですけど……」

　時間が経たって水分が飛びかけた、しらすの上の大根おろしに目をやりながら、みゆきが口をとがらせる。しかし、武藤は顔の前で手をヒラヒラと振って、即座にその考えを否定した。

「あ～、あの人はいいの、いいの。こういうのに呼んでやったって、どうせ来やしないんだから」

　年齢的には、武藤の方が五つ上だが、立場としては一応上司にあたる。そんな片岡に〝呼んでやる〟は、ずいぶんな言いようだ。が、それはこの日の飲み会が武藤の主催したものだからなのか、普段から蓄積された片岡への個人的な鬱うっ憤ぷんによるものなのか分からなかった。

　沖野は、心ここにあらずといった様子で、パソコンの画面に目を向けていたが、黙っているのも悪いと思ったようで、片手間に会話に参加した。

「片岡さん、お酒飲まれないんですか？」

　楽しいはずの飲み会で、名前が出ること自体に不満があるのか、武藤は取り付く島もなかった。

「知るもんか。付き合い悪ぃんだよ、あの堅物は。あんなんだから結婚できねぇんだ」

　付き合いが悪いことは間違いない。ただ、その社交性と結婚を結びつけるのは、いくら何でも乱暴だろう。横暴中年の暴走を、みゆきがたしなめる。

「もう！　そんなひどい悪口、やめてください」

「チッ、またいい子ちゃんぶって」

　その武藤の言い草にカチンときたみゆきは、ムッと頰ほおを膨らませながら、そっぽを向いて不満をあらわにする。

「いい子ぶってなんかいません！」

　そんなやりとりを、右から左に聞き流していた沖野が、突然大声を上げた。

「キターッ!!」

　沖野が見詰めるパソコン画面には、波止工業の新しいホームページ（namidome.com）が表示されている。時計の針は、武藤とみゆきが言い争っている間に、いつの間にか六時を回っていた。

　そっぽを向いていたみゆきだったが、沖野の声で振り返り、今は画面に釘くぎ付づけになっている。

「すごい！　カッコイイ！」

　嬌きょう声せいを上げるみゆきに満足げな沖野。みゆきが評価したとおり、波止の新サイトは、確かにスタイリッシュに生まれ変わっていた。

　トップページのメインは、ブルバスターが凜り々りしく写った写真。サイドには、社屋の上に掲げられた看板と同じ『ＮＡＭＩＤＯＭＥ』の赤いロゴが掲載されている。

　ともすれば、地方局のローカルヒーローもののサイトに見えかねない構成要素だが、ゴテゴテした野暮ったさがないのは、デザインセンスの良さによるところだろう。

　パッと見で、害獣駆除会社のホームページらしくないのは、片岡が危き惧ぐしていたように賛否両論あるところかもしれないが、洗練された企業イメージの創出という意味では、沖野が思い描いていた以上に目的を果たしてくれそうだ。

　ただ、その新サイトを前にしても、武藤は大して興味をそそられなかったようで、ろくに画面を見ることなく「よっしゃ！」と膝を打つと、場の空気などお構いなしにジョッキを掲げて音頭を取った。

「ホームページの開設を祝して、カンパ～イ！」

　その勢いに圧倒され、沖野とみゆきも思わずジョッキを手に取る。

「乾杯！」

　なし崩し的なスタートではあったが、サイトが無事オープンしたことに変わりはない。沖野は、その喜びを嚙かみしめるように、グビリとビールを流し込んだ。二十歳を超えたばかりの沖野にしてみれば、それほど美味おいしい飲み物ではなかったが、このときばかりは、〝ひと仕事終えた後の一杯〟の良さが、ほんのちょっとだけ分かった気がした。

　沖野が、最初の一口の喜びにふけりながら、ジョッキをテーブルに戻すと、横の席から「プハーっ」という声が聞こえてきた。反射的にそちらに目を向けると、武藤が空になったジョッキを、ドンとテーブルに置くところだった。

　えっ、何？　手品!?　オレが今、グビリと一口やって、武藤さんの方を見るまで、五秒くらいしかなかったよね。その間にジョッキ一杯のビールを飲み干したってこと？

　武藤が顔をクシャクシャにしながら、「ひゃ～、うっめ～！」と歓喜の声を発しているところを見ると、手品でも魔法でも、ましてや床にこぼしてしまったわけでもないことが分かる。

　沖野が、その飲みっぷりに目を丸くしていると、今度は目の前の席から、ドンとジョッキをテーブルに置く音が聞こえてきた。

　再び反射的に、そちらに目を向ける沖野。そこには、わずかな泡だけを残して空になったジョッキと、いつもと変わらず柔らかな微ほほ笑えみを浮かべたみゆきの姿があった。

　その光景を前に、たっぷり三秒、固まってしまった沖野だったが、何とか頭を切り替え、後輩らしい一言を口にした。

「も、もう一杯、注いできましょうか？」

　そう言いながら立ち上がりかけた沖野を、みゆきが制した。

「あ、大丈夫です。もう頼んでありますから」

　頼んである？　沖野がキョトンとしながらイスに座り直すと、そのタイミングで店員がスイっと現れた。手には、焼酎のボトルとアイスペール（それすなわち氷の入れ物）を持っている。

　どうやら、みゆきは先ほど、ビールを注ぎに行ったついでに、次の一杯を注文していたらしい。

「はい、お待ちどうさま」

　そう言って焼酎セットをテーブルに置き、去っていったおばちゃん店員は、沖野にはそっけなく見えたが、それは気心の知れた常連への気安さの裏返しでもあるようだった。要するに、武藤やみゆきは、店の顔馴な染じみということだろう。

　みゆきが慣れた手つきでグラスに氷を二、三個放り込み、そこに焼酎を注ぐ。完成品を差し出すと、武藤は、「おう、サンキュー！」と満面の笑みで受け取った。ついさっきのちょっとした言い争いなど、二人にとってはもはや過去のことのようだ。

　みゆきは、自分の分の焼酎ロックを作ると、チビリと飲んで、くうぅ～美味しい！　という満足げな表情を浮かべた。

　ビールを一気して喉を湿らせた後は、濃い酒のロックに一直線。かなりの酒豪であることは間違いない。その様子を横目で見ていた沖野は、普段のみゆきとのイメージの違いに、心がザワついていた。

　人知れずギャップ萌もえの感情を抱きながら、沖野の目はノートパソコンの画面に映し出された、波止工業公式新サイトの文字を追っていた。

　もちろん、オープン前に一通りのチェックは済んでいる。問題など、あるはずもないので、それは実稼働後の確認作業というよりは、沖野にとって、ここまでたどり着いた感慨にふける時間だった。

『会社概要』『沿革』『業務内容』など、各ページをメニュー順にクリックしていく。内容は、資本金やら、設立年月日やら、所在地のマップやら、当たり障さわりのないものばかり。沖野は、バランスの取れたデザインにうんうんと頷うなずきながら、それらの項目にザッと目を通していった。

　ノープロブレム！　っていうか、カンペキ？　波止ブランディング計画は、このホームページひとつ取っても、成功と言っていいでしょ！

　調子づく沖野。しかし、メインは別にあるようだ。

　沖野は、楽しみを取っておいた、『害獣駆除専用マシンのご紹介』ページを満を持してクリックした。

　立ち上がったのは、ブルバスターとブルローバーの紹介ページ。全体像を写した写真の横には、それぞれの仕様や機能が記されている。また、機体の写真をクリックすると、三百六十度、横に回転させることができ、背面や横側を見ることができる機能も備えていた。

　コーナーの目玉は、『実働例』と書かれたボタンをクリックすることで現れる動画である。稼働しているブルバスターの姿は初出。沖野自身は、何度もそれをチェックしているので、今さら感動はないが、世間の人たちはおおいに驚くに違いない。何せ、搭乗型の未来型ロボットが、実際に動いているところが見られるのだ。マニアならずとも、興奮せずにはいられないだろう。

　沖野は、改めてその勇姿を眺めようと、ボタンをクリックしかけたが、不意にみゆきに話し掛けられて、手を止めた。

「沖野くん、ありがとね」

　画面から目を上げると、みゆきが微笑んでこちらを見ていた。何に対するお礼か分からず、沖野が「えっ？」と戸惑っていると、それを察したみゆきが理由を口にした。

「社名のロゴとかホームページが新しくなったの、ちょっとうれしくて。沖野君が提案してくれて、ホントによかったなって思う。これで会社のイメージも変わるような気がするの」

　それを聞いた沖野が、ニヤけ顔で「いや～」と照れる。

　しかし、武藤には引っ掛かるところがあったようで、すかさずツッコんだ。

「何だよ、ウチの会社って、そんなにイメージ悪かったか？」

　みゆきは、首を振って、そこに他意がないことを説明する。

「いえ、そういうことじゃなくて。最近、会社もピリピリしてたから」

　それを聞いた武藤は、さもありなんとばかりに、頷きながら言った。

「その元凶は、完全に片岡のおっさんだけどな」

　だが、それもまたみゆきの意図するところではなかったため、今度はちょっと強めにストップをかけた。

「も～、またそうやって話を蒸し返す！　私は沖野君に言ってるんです。武藤さんは、少しの間、黙っていてください！」

　それでも武藤に悪びれた様子はなく、ふざけた口調で「は～い！」と返すと、グラスに残っていた焼酎を一気に飲み干し、ボトルからドボドボと二杯目の焼酎を注いだ。氷の追加はなし。武藤にとって面白くない話題ばかりのため、早く酔っ払っていい気分になろうとしているのだろう、ストレートに切り替えたようだ。

　みゆきは、呆あきれ顔でそれを一いち瞥べつしたが、すぐに気を取り直して、沖野に視線を戻した。

「沖野君が入ってくれて、会社の雰囲気は間違いなく変わったと思うの」

　話の流れ上、〝悪い方に変わった〟ということではないだろう。沖野は、みゆきの言葉を、素直に褒め言葉と受け取った。

「そう言ってもらえると、うれしいです」

　みゆきは、両手で包んだ焼酎ロックのグラスに視線を落としながら、何かに思いを馳はせるように言葉を続けた。

「ほら、環境が変わると、人も変わるって言うじゃない。職場の環境とか雰囲気って、結構ないがしろにされていたりするけど、今回のことで改めて大事なことなんだって思ったんだ」

　普段、褒められ慣れていない沖野は、声をうわずらせながら反応した。

「そ、そうッスか」

　もしかして、みゆきさんって、オレのこと好きになりかけてる!?　っていうか、ほとんど当確？　だって、そうでもなければ、こんなに熱く、新人相手に語らないでしょ？　間違いない。

　しかし、その浮かれ気分を、みゆきの次の言葉が、木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕いた。

「田島さんの笑顔、久しぶりに見た気がするから」

　ええ～っ！　何でここで社長の名前!?　今までのくだり、ずっと会社に現れたスーパールーキー、すなわちオレへの賛辞だったんじゃないの？　……ん？　アレ!?　考えてみれば、今、社長のこと「田島さん」って名前で呼んだよな。笑顔になってくれるとうれしい人。飲み会の席で思わず名前で呼んじゃう人。それって、もしかして……。

　そこまで思い至ると、沖野は途端に浮かれていた自分が恥ずかしくなってきた。ミラクルなんて、そうそう起きるはずもない。ただ、それでも心のどこかでは、万が一の逆転ホームランに期待せずにはいられなかった。その分、余計にモヤモヤする。

　いっぽう、みゆきはマイペースで焼酎のロックを飲み続けていた。しかし、酔いが回っている様子は、微塵も見られなかった。いつもと同じ柔らかい表情で、この店のお勧めメニュー、ベストスリーについて語っている。

　沖野は、慣れないアルコールにあてられて、もやのかかり始めた頭でそれを聞きながら、ぼんやりと別のことを考えていた。

　にしても、人は見掛けによらないな～。みゆきさんの酒豪っぷりは半端ない。女の人と飲みに行くときは、自分が先につぶれないように気をつけなくっちゃ。

　酔いも手伝って取り留とめもない思考に落ちかけていた沖野だったが、突然、居酒屋の入り口の方から聞こえてきた大きな物音で我に返った。

　見ると、そこには、見慣れた作業着に身を包んだ中年男が立っていた。

「片岡さん!?」

　思わぬ来訪者に、目を丸くする沖野。

　みゆきも片岡の姿を認め、一瞬ギョッとした顔をしたが、すぐに気持ちを切り替えたようで、こっちで～す！　とばかりに笑顔で手を振った。

　それに気づいた片岡が、大またで沖野たちが陣取っているテーブルに近づいてくる。

「来てくださったんですね！　どうぞ、どうぞ！」

　と、自分の横の空いたイスを勧めるみゆき。しかし、どういうわけか片岡は座ろうとせず、テーブルに両手をついてうつむき、苦しそうに肩で息をしている。

　時折、視線を上げ、何か言いたそうに口をパクパクさせるのだが、ゼエゼエと荒い呼吸音が漏れるだけで、肝心の言葉が出てこない。ただし、表情は怒っているように見える。

　それに気づいたみゆきが、テーブルに突っ伏してイビキをかいている武藤のせいかと気を回し、フォローの言葉を口にした。

「す、すみません！　まだ始めたばかりなんですけど、武藤さん、もう酔っ払っちゃって。夜勤続きだったせいだと思います」

　確かに、みゆきが言い添えたとおり、武藤が驚異的なスピードで自爆してしまったのは、夜勤続きで疲れが溜まっていたというのもある。ただ、それ以上に、年齢的な衰えを、武藤自身が自覚していないのが大きかった。

　ただ、みゆきの必死のフォローにも、片岡はまったく反応しなかった。相変わらず、テーブルに手をついた姿勢で、ゼエゼエと息苦しさにあえいでいる。

　沖野は、そんな片岡を見て、ここまで急いで来なくても間に合ったのに。って言うか、そんなに来たかったんなら、最初からそう言えばいいのに。と軽く引きながら思っていた。

　立ったままでいる片岡に、再度「ここ、どうぞ」と自分の横のイスを勧めるみゆき。だが、ようやく声を発することができるようになった片岡の口から発せられたのは、思ってもみない言葉だった。

「ハア、ハア……。バカ！　そんなんじゃないよ！　ハア、ハア」

　面食らったみゆきが、「えっ？」と驚いていると、顔を上げた片岡の視線が、沖野に向けられた。その目には明らかに、怒気が満ちている。

　にらまれている理由が分からず、戸惑うばかりの沖野。

　何とか息を整えた片岡が、怒りの表情のまま、一同を見回して言う。

「さっきから携帯鳴らし続けてんのに、誰も出やしない！」

　沖野とみゆきが、慌ててスマホを見ると、『波止工業　片岡』と書かれた着信履歴が、鬼のように残っていた。おそらくは武藤のスマホも同じ状態だろう。

　話に夢中になっていて、誰も気づかなかったのだ。

「すみません」

　素直に謝罪する沖野。でも、待てよ。そもそも電話してきた理由って何？

　沖野がその疑問を発する前に、みゆきが先回りして片岡に聞いた。

「あの～、それで、どうかされました？」

　みゆきの口調は軽かったが、片岡は鬼の形相。その視線は再び、事態を把握できずにいる新入社員に向けられた。

「沖野！　お前、大変なことをしでかしてくれたな！」

「はい？」

　沖野は、素すっ頓とん狂きょうな声で応じながらも、ただならぬことが起きていることだけは察した。ほろ酔い気分が一気に醒さめる。

「見てないのか!?　ホームページ！」

　片岡にそう言われて、背筋に冷たいものが走る。誤字脱字？　いや、それくらいじゃ、こんなに怒らないだろう。だったら、ブルバスターの写真あたりに、社員の誰かが見切れていたとか……!?　いやいや、にしても激怒するようなことじゃない。だったら……何!?

「えっ!?　見ましたけど……」とモゴモゴ言いながら、一瞬のうちに目まぐるしく思考を回転させた沖野だったが、答えは出ない。

　片岡は、周囲を気にした様子で、沖野の耳に小声で告げた。

「ブルバスターの動画だよ！」

　その言葉に弾はじかれたように、テーブルの隅に押しやられていたノートパソコンを開く沖野。

　動画が掲載されているのは、『害獣駆除専用マシンのご紹介』ページにある『実働例』のコーナーしかない。先ほど、見ようと思って開きかけたものの、「ありがとね」というみゆきの言葉に遮られて、結局開くのを忘れていた動画だ。

　沖野は、再生されるまでのわずかなタイムラグももどかしく、食い入るように画面を見詰めた。アップした〝あの動画〟に、どんな問題があったというのか？

　ところが、再生されたのは、事前に散々チェックした〝あの動画〟ではなかった。沖野の顔が、見る見る青ざめていく。

　映し出されたのは、沖野が初陣のときに自分のスマホで撮影した、自撮り動画だった。座席の背もたれにセットしたスマホの映像である。

　それは、例の戦いにおける沖野の視点とほぼ同じ。コックピット内の様子が克明に映し出されているのはもちろんのこと、前方のスクリーンには、不気味な巨獣の姿が生々しく映り込んでいる。

　すっかり気が動転した沖野は、考えがまったくまとまらなかった。なぜ？　どうして？　という疑問ばかりが、頭の中でグルグルと渦巻いた。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態で固まってしまった沖野の耳に、片岡が再び怒気をはらんだ声を吹き込む。

「これじゃ、巨獣のことが世間に知られてしまうじゃないか！　とにかく、いったんホームページを閉鎖しろ！」

　その言葉で、ようやく自分にやるべきことがあると認識した沖野だったが、思考はフリーズしたまま。「えっ？　あ……」とうろたえるだけで、具体的に何をすべきかまでは思いつかない。

　沖野の煮え切らない様子に、さらにいら立った片岡が、今度は隣の席にまで聞こえる大きさで、「早く！」と叱しっ責せきした。

　沖野は、その声でようやく金縛り状態が解けたようで、一瞬ビクンと体を硬直させると、慌てた様子でスマホを手に店を飛び出していった。

　店を出るとすぐ、震える指で電話をかける。外に出たのは、他の客に話を聞かれないためだったが、半分はパニクってその場から逃げ出したかったからだった。

　電話の相手は、新サイトの制作と管理を依頼しているデザイン会社ドットエムピー。現在、平日の夜八時過ぎ。沖野は、誰でもいいから会社にいてくれ！　と祈るような気持ちで、スマホを強く握りしめ、呼び出し音に耳をすませた。




　波止工業の事務室。その応接スペースで緊急会議が開かれている。

　手前のソファに沖野。壁かべ際ぎわのソファに田島と片岡。いずれも腕を組んで難しい顔をしている。沖野の横には、居酒屋から一緒に戻ってきたみゆきが座っている。

　その日、宿直当番だったアル美は、応接セットから一番近い事務机に浅く腰掛けて話を聞いている。

　居酒屋で突っ伏して寝ていた武藤は、いったん目を覚ましたものの、酩めい酊てい状態がすぐに解けるはずもなく、片岡の判断で帰宅させた。いや、帰宅させたというのはかなり穏やかな表現で、実際は、巨体を引きずるように店の外に引っ張り出すと、そのままタクシーに蹴り込んだ、という方が正しい。おそらく今頃は、自宅の布団で大きなイビキをかいているに違いない。

　社員一同による会議……というより、場の空気は、沖野を取り囲んでの取り調べに近かった。事情聴取程度の生易しい雰囲気でないことは、一同の表情からも読み取れる。

　これまで聞いた話をまとめるため、田島が沖野に問い掛けた。

「つまり原因は、データの行き違いにある、ということだね？」

　会議の間中、うつむいたままほとんど顔を上げられなかった沖野だったが、田島から直接語りかけられたそのときは、パッと顔を上げ、改めて謝罪の言葉を口にした。

「は、はい……。すみません」

「故意にやったわけではないんだね」

　田島に念押しされ、再び「はい……」と言ってうつむいてしまう沖野。

　反省していることは誰の目にも明らかだったが、それでも片岡は容赦なかった。小さくなっている沖野を、さらに小さくさせるような言葉をぶつける。

「故意かどうかはともかく、これは会社の存続にかかわるくらい、大変な事態だぞ」

　沖野は、このまま消えてなくなってしまいたい、と本気で思った。自分のせいで波止工業が消滅する……!?　最悪の状況が頭をよぎる。

　ただ、今回の一件は、完全なる事故だった。沖野が語った経緯はこうだ。

　チェック用の仮サイトには、データ容量をなるべく小さく圧縮したデモ動画を使っていた。それは、ブルバスターとブルローバーが、波止社屋前の空きスペースで準備運動のようなデモンストレーションを行う、何てことのない動画。田島や片岡も仮サイトでそれを確認し、ＯＫを出していた。

　しかし、問題は次の工程で起きた。本番用の動画に差し替えるため、サイトのオープン直前にデザイン会社がデータを引き取りに来たのだが、沖野が渡すべき動画と、自撮りして保存しておいた〝自己満足用の動画〟を同じファイル名にしていたため、取り違いが発生してしまったのだ。

　沖野自身、機械に精通した自分が、まさかそんな初歩的なミスをするなんて思ってもみなかった。が、その己への過信こそが、取り返しのつかない凡ミスを誘発させた、最大の要因に違いなかった。

　ちなみに、問題のファイル名はどちらも、『okino_go』にしていた。

　ともあれ、このご時世、一度ネットで公開してしまったものを、〝なかったこと〟にするのは不可能と言っても過言ではない。波止工業の新サイトが、一般にさらされていたのは、三時間にも満たない短い間で、沖野の連絡を受けたドットエムピーによってすぐさまクローズ措置が取られた。だが、それでも問題の動画だけは、映像のインパクトもあって、すぐさまネット上に拡散してしまった。

　いったん、応接セットを離れた片岡が、自席の引き出しから一枚の書類を取り出して戻って来た。ソファに座り直すや否や、書類を沖野に突きつける。

　タイトルは、『雇用契約書』。見覚えのある手書きの文字が、ビッシリと並んでいる。下部には、沖野の三文判。確認するまでもなく、それは沖野が最初の出撃の間際、はんこをついた契約書だった。

　沖野の脳裏に当時の状況がよみがえる。

　あのときは確か、プリンターの調子が悪くて、急きょ片岡さんが書面を書き写したんだ。で、オレがはんこを蟹かに江え技研に忘れてきたとかいろいろあって、結局、内容はザッと読み飛ばしてしまった。

　沖野が一瞬の回想から戻り、突きつけられた書類に視線を向けると、下の方に『特記事項』と書かれた項目があることに気付いた。

　片岡が、細かい文字で書かれたその項目の一文を指で示しながら言う。

「ほら、ここにあるだろう。『害獣についての詳細は、社外に口外しないこと』。説明しなくても意味は分かるよな？　巨獣については、必要な場合を除いて、第三者には伝えてはならないってことだ。読んでいませんでしたじゃ済まされないんだぞ！」

　記憶をたどると、それっぽいことが書かれていたような気がしないでもない。もちろん、その特記事項をはっきり認識していなかったとしても、自撮りした正体不明生物の映像を、出向先の公式ホームページに掲載することが、どんなに非常識なことかくらい、沖野にも分かっている。

　つまりは、過失である。ただ、その過失の度合いがとてつもなく大きかったという話だ。

　そもそも、あの自撮りの動画は、「いつか自分のＳＮＳにアップしてやろう」と企たくらんでいたものである。目的は、たくさんの『いいね』をもらうため。ブルバスターのすごさを、みんなに褒めてもらうため。要は、自分がいい気分になるためのものである。それを不純な動機と言わずして、何と言えばいいのか。沖野は、そんな後ろ暗さもあって、ただただ謝るしかなかった。

「すみません……」

　この夜、何度同じ言葉を口にしただろう。ただ、何度謝罪しても、取り返しのつかない状況であることに変わりはなかった。むしろ、時間が経てば経つほど、自分が犯した過ちの大きさが心に強くのしかかってくる。問題発覚当初に感じた手の震えは、いまや太ふと股ももから爪先にまで広がっていた。

　しかし、生まれたての子鹿のようになっている若者に対しても、片岡の杓しゃく子し定じょう規ぎな物言いに変わりはなかった。

「ここは、就業規則に則のっとって、懲戒処分は避けられないぞ」

　それを聞いた田島が、即座に異論を唱える。

「いや、片岡さん、ちょっと待ってください。守秘義務のことを、きちんと説明していなかったのは、こちら側の問題でもあります。入って間もない沖野君に、懲戒処分っていうのは、賛同しかねます」

　沖野は、田島が身をていして自分をかばってくれていることが、申し訳なくて仕方なかった。子どものころ、ケンカでたたいてしまった子の親に、自分の母親が謝ってくれているような、いたたまれなさがある。

　ただ、片岡は容赦なく、田島の言葉尻を捉えて反論した。

「入って間もないからこそ、厳しくする必要があると私は思うがね！　これはウチだけの問題じゃないんだよ。塩しお田たにはどう説明するつもりなんだ？」

　片岡が気にしているのは、波止工業の運営資金の九割を担っている塩田化学にどう報告するかという問題だった。

　塩田化学は、日本を代表する総合化学メーカーだ。上場企業である以上、何か不祥事が起きた際には社会的な責任を免れない。波止工業だけの問題であれば、対処のしようもあるが、塩田化学にまで飛び火するような事態になれば、収拾がつかなくなる。片岡は、そのことを懸念しているのだ。

「一応、迅速に対応した、という体裁だけでも取っておかないと、後々面倒なことになりかねないよ」

　沖野は、自分が謝罪したくらいでは、事が収まらないことを知り、ますます萎縮する。ただ、田島はあくまで責任の所在は会社にあると主張した。

「これは過失なんです！　沖野君だって故意にやったわけじゃない」

　故意じゃなかった……というところに、沖野自身が引っ掛かってしまった。本当に故意じゃなかったのか。誰かに自慢したい気持ちなどまったくなかったと、全力で自分を守ろうとしてくれている田島に言えるだろうか？

　沖野の中に、謝罪の気持ちと、田島への忸じく怩じたる思いが膨らんでいく。

　それでも片岡は、自分の見解を引っ込めようとしなかった。

「本人にどういう意図があったかなんて、そんなことは問題じゃない！　世間に会社がどう見られるかが問題なんだよ！　最低でも減給処分！」

　沖野は、まな板の鯉コイの心境で、いっそのこと一番重い処分を下してほしいと心の中で願っていたが、田島はまるで我が事のように沖野をかばい続けた。

「何を考えているんですか！　沖野君は出向の身なんですよ」

　片岡は、またも田島の言葉尻を捉えて反論した。

「出向かどうかなんて、外の人間には関係ないだろうが！　ウチの不祥事ってことで、責任を問われることになるんだ。それだけならまだしも、万が一、騒ぎが大きくなったら、塩田もしらを切ってはいられなくなる。先方の株主連中だって騒ぎ始めるかもしれないんだぞ！」

　つまり、こういう構図が予想されるということだ。

　①害獣駆除の名目の下、奇妙な生物の存在を隠して活動していた怪しげな建設会社がある（すなわち波止工業のこと）。

　②その怪しげな会社の裏で糸を引いているのは、どこのどいつだ？　詮索の結果、二割の資本金と運営資金を出しているのが塩田化学であることが明らかになる。

　③塩田化学に説明責任が生じ、社会的な批判は免れない状況に陥る。

　④株価は暴落。株主が、塩田化学の経営者に波止工業との関係清算を要求。

　⑤塩田化学からの運営資金がストップ。波止工業の経営が立ちゆかなくなる。

　田島も、最悪の場合、そういう展開も十分にあり得ることは重々承知している。それを踏まえた上で、沖野一人を処分することに反対しているのだ。

　ただ、沖野にしてみれば、いずれにせよ立つ瀬がない。このわずか数十分の間に、五キロくらい瘦やせたんじゃないかというくらい、小さくしぼんでいる。

　横に座ったみゆきも、口を挟めるような状況ではなく、今にも泣き出しそうな顔でうつむいている。

　重苦しい空気が場を支配する中、片岡が再び、「とにかく、会社の方針としては」と話し始めたところで、ガタンという大きな音が、事務机の方から聞こえてきた。

　一同が驚いて音のした方に目を向けると、そこには拳を握りしめて立ち尽くすアル美の姿があった。

「いい加減にして！」

　アル美は、誰とも視線を合わさず、壁の一点を見詰めている。その瞳は、悲しみとも怒りとも取れる光に揺れている。

「さっきから聞いていれば、会社のことしか考えてないじゃない！」

　アル美の声に真っ先に反応したのは片岡だった。何を今更という口調で、アル美の顔をねめつけながら言った。

「……そりゃ、そうだ。私はそういう立場の人間なんでね。文句あるか？」

　アル美は、壁の一点を見詰めたまま、つぶやくように返した。

「島民の気持ちはどうなるの？」

　片岡が息を吞のむのが分かった。波止、塩田、世論。片岡の頭の中は、その三つで占められていて、アル美が口にした、第四の視点がすっぽりと抜け落ちていた。ゆえに反論の言葉が出てこない。

　ただ、アル美にはそもそも、片岡や田島と議論するつもりはなかった。あらぬ方向に進んでいる処分話に黙っていられず、つい胸の内を吐露したのだ。

「もっと先に考えることがあるんじゃない？」

　アル美はそう言うと、ツカツカと外に続く扉に向かった。

　と、ずっとうなだれていた沖野が不意に立ち上がり、クルリとアル美の方に向き直ると、その背中に向かって頭を下げ、「すみませんでした！」とかすれた声を張り上げた。

　田島と片岡の言い争いを前に、ただ下を向いていることしかできなかった。沖野の後悔の念は、もはや破裂寸前まできていた。そこにきてのアル美の言葉。突然の謝罪は、沖野の心と体が、考える前に反応した結果だった。

　しかし、アル美は足を止めることもなく、沖野を完全に無視して出て行ってしまった。

　この構図、島の廃はい墟きょで撮影すると言って、アル美を怒らせたときとまったく同じだ。いや、口を滑らせたあのときと、実際にやらかした今回、どう考えても今回の方が深刻だ。沖野はますます責任を感じて肩を落とした。

　再びの沈黙。全員がうつむいて口を開けずにいる。

　どれくらいその状態が続いただろうか。沖野には、それが三十分にも一時間にも感じられたが、実際は一分程度のことだった。

　田島が、ふうーとため息を漏らしながら、そっと話し始めた。

「沖野君……」

　床に視線を落としていた沖野が、呼び掛けられて顔を上げると、田島が厳しさの中にも優しさを宿した目でこちらを見ていた。田島は、沖野の視線をしっかりと受け止めながら言った。

「なぜ、巨獣のことを口外してはいけないのか、きちんと説明しておけばよかったな」

　そう言うと、田島はスッと立ち上がり、海側の窓辺に向かった。その姿を目で追う沖野。田島は、龍りゅう眼がん島じまの方角に視線を向けながら話を続けた。

「島には、龍眼島伝説という、代々語り継がれる言い伝えがあってね」

　そこでいったん言葉を区切り、頭の中を整理する田島。それは、これから語る話の性質上、なるべく事務的に、かつ予断を与えないように、話の本質を伝えるためだった。田島は、軽く呼吸を整えると、説明を再開した。

「大昔、島の漁師が森の中で人を丸吞みにできるほどの大だい蛇じゃに出くわした。漁師は、村を守るために、持っていた短刀を抜いて立ち向かった。命懸けの壮絶な戦いの末、漁師は大蛇を仕留めた。漁師は、その死骸を湖に運んで沈めた。だが、その直後、大蛇の呪いによるものか、龍のような姿をした竜巻が起きて、たくさんの島民が命を落とした。……そういう話だ」

　騒動の渦中でなかったら、沖野も少なからず興味を引かれただろう。ただ、今は、この言い伝えが巨獣のことを口外してはいけない理由とどう繫つながるのか、それを考えるだけで精いっぱいだった。

「よくある伝説の類いだよ。それと巨獣が関係ある科学的根拠はない」

　片岡の補足を受け、田島がさらに踏み込んだ説明を加える。

「しかし、島の古い人たちは、その言い伝えを今でも信じている。高齢者の多くは、巨獣が現れたのは、龍眼島伝説で伝えられているような祟たたりで、何か悪いことをしたからバチが当たったに違いないと考えているんだ。それは恥ずべきことだから、決して口外するな、ということらしい」

　隠いん蔽ぺい体質はどこにでも存在する。歴史的経緯から見ても、それが日本人本来の気質だと言っても、言い過ぎではないだろう。ましてや、島という閉鎖空間で過ごしてきた人たちだ。〝身内の恥〟を隠したくなるのは理解できる。

　説明が沖野に伝わったことを読み取って、田島が続ける。

「島は年配の人の意見を大切にしているから、自治会としては、巨獣のことは島内だけの秘密にしておこうというスタンスを取っている。我々も、島民の意向を尊重して、世間に知られないように気を付けてきたんだ」

　そういえば……、と沖野は思い出す。初出動の後、巨獣の死骸をシオタバイオの研究所に運んだ帰りのトラックで、武藤と交わした会話。なぜ国や自衛隊が絡からんでこないのか、尋ねたことがあった。「国はあくまで、龍眼島にいるのは、クマなどの害獣という認識だからだ」と武藤は言っていたが、それはこういう背景があってのことだったのか。

　沖野は、今更ながら合点がいった。ただ、情報社会と言われるこのご時世。巨獣のことが外部に漏れるのを、島の長老たちの思惑だけで完全に防ぐことなどできるものだろうか？　情報を漏らした張本人である自分が言うのも変な話だが、跳ねっ返りの若者がＳＮＳなどに投稿し、それが拡散された……なんてことはなかったのだろうか？

　沖野の中に新たな疑問が生じたが、それこそ〝島民でなければ分からない感情〟というものがあるのかもしれないと思い直した。何より、今はそんなことを考えているような場合ではない。片岡が、改めて沖野に現実を突きつけた。

「島民の意向の尊重。それにまつわる今までの努力を、君はたったひとつの動画で壊してしまった」

　それを言われたら、やはり謝るより他ない。

「すみませんでした。僕……責任、取ります」

　それは、沖野に見せられる精いっぱいの誠意だった。が、片岡は怪け訝げんそうな顔で沖野の覚悟を一蹴した。

「責任って、どう取るつもりかね？」

　確かに、軽々しく言っていい言葉ではない。仮に自分のような若造が謝罪行あん脚ぎゃに出ても、「責任者を出せ」と相手にされないのがオチだ。改めて、自分には責任を取ることさえできないんだと思い知らされる沖野。今度こそ黙るより他なかった。




　東京。塩田化学本社。

　そのビル内の一室。応接用のソファに、スーツ姿の田島と片岡が背筋を伸ばして座っている。

　波止ではいつも作業着姿の二人。着慣れないジャケットを無理やり着ている感があり、窮屈そうに見えるが、ネクタイを緩めようとしないのは、そこにいる理由が理由だからだろう。

　唯一の救いは、ソファの弾力だ。波止のなんちゃって応接セットのソファの硬さをフランスパンとするならば、今座っているソファはヤマザキのダブルソフト。体を包み込むように受け止めてくれる。

　二人の前には、六十代半ばと思われる白髪に眼鏡の男性。仕立ての良いスーツをさりげなく着こなしていることから、セレブな人種であることが分かる。

　塩田化学の総務部長・鹿しか内うち信しん也や。塩田化学時代の田島の上司である。

　鹿内の背後には、壁一面の窓。外には大都会のビル群が見える。建物は、近くにも林立しているのだが、それでも圧迫感がないのは、今いるビルが周囲のそれより頭一つ抜けている上、この役員用の応接室が上層階にあるせいだろう。

　成功者だけが味わうことのできる景色。もちろん、借りてきたネコよろしく、かしこまっている田島と片岡に、そんな優越感に浸る余裕はない。むしろ、傾きかけた午後の日差しによって色濃く表れた影の方に、自分たちの現状を重ねていた。

「わざわざ、ご苦労だね」

　ソファに深く腰掛けた鹿内が、鷹おう揚ように言う。

　田島は、居住まいを正し、頭を下げながら、謝罪の言葉を口にした。

「この度は、誠に申し訳ございませんでした」

　横に座った片岡も、田島の声に合わせて頭を下げる。

　このやり取りだけでも、両社の力関係は明白だろう。塩田化学は、波止工業にとって、運営資金の九割を出してもらっている絶対的な存在。最敬礼で応対しなければいけない相手だ。しかも、謝罪のために訪れたとなればなおさらである。

　ホームページ上に不適切な動画をアップさせてしまったことが発覚した、あの夜。沖野を帰した後、田島と片岡が最初に話し合ったのは、自分たちはどう動くべきかだった。

　田島は、アル美が指摘したように、島民への謝罪を優先するべきではないかと考えた。が、「社としての方針さえ定まらないうちに島民と会うのは、むしろ礼を失する」という片岡の意見も一理あると感じた。塩田におうかがいを立てない限り、今後の波止の行動方針が固まらないのは確かなのだ。

　結局、片岡に押し切られるかたちで、田島は東京の塩田本社行きを優先させることを決めた。

　片岡が、すでに実行した処分について報告する。

「事が事だけに、当該社員には、一週間の出勤停止という懲戒処分を下しました」

　これについては田島と片岡で夜通し議論し、決めたことだった。懲戒処分はいくら何でも重過ぎるという田島と、厳しく罰しなければ塩田も納得しないと主張する片岡の間で、激しい口論になった。

　その後も、結論が出ないまま話し合いは平行線をたどったが、深夜になって現れた、思わぬ訪問者によって、議論は予想外の方向に向かう。

　やってきたのは、蟹江のぶ代。出向社員が起こした問題、ということで、片岡が蟹江の留守電に一報を吹き込んでいたのだ。多忙な蟹江は、それをなかなか再生できなかったようなのだが、聞くや否や、事態の重大さを察し、やっていた仕事を放り出して波止に駆けつけたらしい。

　自身の肝きも煎いりで出向させた沖野が問題を起こしたことに責任を感じた蟹江は、迷惑を掛けてしまったことを土下座せんばかりの勢いで詫わびた後、「アイツをクビにしてやってくれ！」と主張した。

　その提案には、さすがの片岡も、「そこまで厳しくすることはないでしょう」とブレーキをかけた。逆に「出勤停止ということで、我慢してくれませんか？」という妙な妥協案を持ち掛けたのだった。

　結果、沖野を一週間の出勤停止処分にするということで話はまとまった。

　しかし、湯気の立った緑茶をすすりながら処分内容を聞いていた鹿内が、意外なことを口にした。

「懲戒処分か。随分と厳しいね」

　片岡は、思いがけない反応に、思わず「は？」と目を丸くした。

　それを聞いた鹿内が、厳しいと感じた理由を語る。

「君から電話をもらって、すぐにウチの危機管理室に相談したんだが、まあ、大騒ぎするほどのこともないだろうって。思ったより、あの動画は拡散されていないし、個人的にも大事にはならないと見ているよ」

　やや拍子抜けという顔で、片岡は「はあ……」と肩を丸める。田島も恐縮して頭を下げた。

　実のところ、騒動の火消しがうまくいったのは、田島と片岡の立ち回りの成果ではない。ホームページの制作と管理を依頼しているデザイン会社ドットエムピーの差配によるところが大きかった。

　前日の夜、沖野から連絡を受けた同社は、即座に動画が転載されてしまった主要なＳＮＳサイトに削除要請をかけ、すべての動画を消去させた。

　それと同時に、「あの動画はフェイクだ」という情報を、手際よくネットに流した。その結果、一部のサブカル系サイトでちょっとした盛り上がりを見せたくらいで、大手マスコミにまで火の手が回ることはなかったのである。

　今のご時世、世の中にはフェイク動画があふれている。ＣＧを駆使して作ったモンスター動画を、たまたまカメラを回していたら撮れちゃいました……というテイで公開し、再生数を稼ぐという輩やからも少なからず存在する。

　ドットエムピーが巧みだったのは、これ見よがしに〝企業ＰＲの一環だ〟と打ち出したところである。削除依頼をかけるなどして、必死に隠そうとすればするほど、ネット民たちは過剰に反応する。しかし、「どうですか、ウチのＣＧ技術すごいでしょ？　騙だまされた人もいるんじゃないですか？」とやれば、彼らは途端に冷める。そんな、ネット民特有の天あまの邪じゃ鬼くな性質を利用したのだ。

　ともあれ、田島と片岡の覚悟とは裏腹に、鹿内の対応は驚くほどあっさりしたものだった。もはや、動画の件など歯し牙がにもかけていないようにも見える。その証拠に、謝罪話に一区切りつけ、まったく違う話題を持ち出してきた。

「それより、どうだい？　首尾の方は。会社はうまくいっているの？」

　田島は、多少の戸惑いを感じたものの、頭を切り替えて応じた。

「ええ、まあ」

　そう答えたものの、もちろんうまくいっているはずはない。今まで島への渡航用に使わせてもらっていた漁船の返却期限は迫っているし、新たな船の調達メドも立っていない。何より、会社の経理は、自転車操業を通り越して、火の車状態である。

　追加で資金援助をお願いできないか。そんな言葉が喉までせり上がってきたが、田島はすんでのところでそれを吞のみ込んだ。今回の目的は、あくまで報告と謝罪。欲をかいてはやぶ蛇になりかねない。

　いっぽう、うつむいた片岡の視線の先には、応接机の上に置かれた、菓子折りがあった。それは、田島と片岡が持参した、波止の地元が誇る銘菓なのだが、購入にあたって、そこでもひと悶もん着ちゃくあった。

　田島は、当然のことのように、領収書無しで菓子折を購入したのだが、それを目ざとく見つけた片岡は、なぜ自分に相談しないのかと詰め寄った。結局、一人で買おうと思っていた田島は、片岡の勢いに押し負けて、購入費用を一円単位で折半することになった。

　ちなみに、片道二万円を超える新幹線代も自腹である。

　そんな苦境を知る由もない鹿内が、軽いトーンで無茶な指令を口にする。

「そろそろ儲もうけを出してもらわんとね」

　それを聞いた田島の頭にハテナマークが浮かぶ。儲け？

「はあ。しかし、儲けるためにやっているわけではありませんので……」

　今度は、鹿内の方がキョトンとする番だった。小さな会社とはいえ社長を務めている人間が、今更何を言っているんだとばかりに返す。

「そりゃ、困るよ。利益を出してもらわないと。会社なんだからね。ボランティアでやってるんじゃないんだ」

　反論しようと口を開きかけた田島だったが、片岡がそれを遮った。

「そこのところは、現状、頑張っているところでありまして……」

　慌てて口を挟んだので、要領を得ないしどろもどろの発言になってしまう。それを聞いた鹿内は、明らかに表情を曇らせた。

「頑張るとかいう話じゃないんだよ。害獣退治は絶対に儲かるって聞いたから、私も役員会議に掛け合ってやったんだ。そこはきっちりやってもらわないと」

　田島にとって、それは寝耳に水の話で、「は？」と反応するのが精いっぱいだった。少なくとも、自分は一言もそんなことを言った覚えがない。だとすれば……。

　横に座った片岡をチラ見すると、こちらに一瞬動いた目が、「そういうことだから」と言っていた。

　すなわち、片岡が塩田化学に出資と運営資金の捻ねん出しゅつを依頼しに来た際、そういうハッタリをかましていたということだ。田島も、その事情はすぐに理解したが、にしても、とんでもない風呂敷を広げてくれたな、と恨み言をぶつけたくなる。

　もちろん現実問題として、新規事業を立ち上げるには、〝利益が見込める〟ということが大前提であるのは、田島も十分過ぎるほど分かっている。そうでも言わなければ、出資と運営資金を引き出すことなど到底できなかったのだろう。

　波止の財布を預かる片岡にしてみれば、必要悪のハッタリであったに違いない。とはいえ、現状の仕事で、利益なんてものを、どこからどうやってひねり出すというのか。そのへんの事情をさっぱり聞いていない田島は、片岡の次の言葉を待つより他なかった。

「市からも予算をいただいております。来期はもう少し出してもらえるように、鋭意交渉を続けているところです」

　片岡が言うように、龍眼島を管轄する市から『害獣駆除費』の名目で、年に一千万円の予算が回ってきている。ただ、それを増やしてもらえるとは、田島には到底思えなかった。要するに、これも片岡のハッタリということだ。

　なお、役所の担当者への報告と謝罪は、東京への出掛けに済ませている。役所に関しては、デザイン会社が制作したＰＲ用のフェイク動画ということで押し通したので、それほど問題視されず、謝罪はすんなりと受け入れられた。

　市の予算の話から、片岡の口上がさらに続く。

「また、それ以外のクライアントも増えてきておりまして……」

　さすがは商売人と言うべきか、鷹揚に構えていた鹿内だったが、新規クライアントと聞いて、「ほう、どんな？」と身を乗り出してきた。

　片岡は、そんな鹿内の反応に手応えを感じたのか、人さし指で眼鏡を押し上げながら、いい投資話でも持ち掛けるように答えた。

「避難島民の方々からの契約金です」

　片岡の営業トークを黙って聞いていた田島だったが、その言い回しは、さすがに聞き流すことができず、片岡の方をキッとにらんだ。島民たちは、契約者やクライアントではない。彼らは、島に戻れる日を思い描きながら、生活費を削り、善意で資金援助をしてくれているのだ。

　その額は現在、月に十五万円ほど。確かに、多い額ではないが、田島はだからこその重みがあると感じていた。

　そもそも、田島が自身の立場をなげうって波止工業を立ち上げたのは、金儲けのためではないし、塩田時代に担当していた淡水化プロジェクトを復活させたいというエゴのためでもない。片岡が鹿内に語っている話は、それらの思いを踏みにじるものだった。

　ただ、片岡も片岡で、思うところがあった。ここまでして金銭面にこだわっているのは、会社を守りたいとか、島民のことを思ってというのもあるが、それより何より、〝自分の職務を最大限まっとうしたい〟という片岡自身の信条によるところが大きかった。田島も、片岡に悪意がないことは分かっている。だからこそ、それは違うと言いたいのをこらえて、黙ったままでいるのだ。

　島民からの資金提供について、片岡が、

「そのへんは、もう少し営業を続けて、新規を獲得していきたいなと……」

　と続けても、口を真一文字に結んで、うつむいたままでいた。

　わざわざ自分の方を振り返り、「だよな？」と念を押してきたのには、さすがの田島も反論しかけたが、それもグッとこらえて吞み込んだ。

　鹿内は、田島の内面の葛かっ藤とうなど気づく様子もなく、元部下におおらかな笑みを向けながら言った。

「まあ、頑張ってくれよ。それより、どうだ？　今晩、久しぶりに一杯」

　そういう誘いは、多少無理をしてでも、ふたつ返事で応じるもの。それがビジネスマンの鉄則だが、今の田島にそんなゆとりはなかった。

「すみません。今日は、とんぼ返りなもので」

　噓うそではない。結果的に後回しになってしまったが、この日のうちに、島民に事情を説明しなければならない。今日、というのが、田島が見せられる最大限にして最低限の誠意だった。

　鹿内は、「えっ？　何、日帰り？」といぶかしそうな顔をしていたが、田島はもう一度、深々と頭を下げると、片岡と共に応接室を辞去した。

　フカフカの絨じゅう毯たんが敷かれた廊下を歩きながら、改めて田島は思う。島を取り戻すために汗を流している当事者と、ビジネスとして考えている出資会社とでは、こんなにも温度差があるものなのか。

　とはいえ、これでひとつめの山は越えた。田島の頭はすでに、島民たちに納得してもらうにはどうしたらいいか、地元での会合に切り替わっていた。




　波止工業の社屋から、車で十分ほどの場所にある、地域のコミュニティーセンター。畳敷きの大広間に、四十人ほどの老若男女が集まっている。時計の針は、夜の八時を少し回ったところ。

　集まっているのは、龍眼島から本土に避難してきた島民たちである。用意された座布団に、それぞれあぐらや横座りで腰を下ろし、部屋の正面に視線を向けている。

　彼らと対面しているのは、田島と片岡。塩田化学の本社を出た後、すぐ新幹線に乗り込み、町に戻ってきた。その道中、二人は一言も言葉を交わすことがなかった。早朝からの謝罪行脚と長距離移動にお互い疲れていたためである。ただ、田島の方は、鹿内への片岡の言動にいら立っていたという理由もそれに乗っかっていた。

　道すがら、田島の頭を占めていたのは、やはり島民たちにどう説明したらいいかということだった。思考は堂々巡りし、正直のところ島民たちを前にした今でもまとまっていない。

　開始予定時刻の三分前になったところで、田島は再び集まった人々の顔触れに目をやった。青年団の団員、主婦、高齢者など、淡水化プロジェクトの件で深く島民たちとかかわった田島にとっては、ほとんどが見知った顔である。四十人ほどという少ない人数ではあるが、彼らを島の代表者と考えれば、ここで決まったことは島の総意とも言える。

　島民たちの後ろ。田島と片岡から一番離れた部屋の隅には、沖野とみゆきの姿があった。二人とも座布団を敷かず、畳の上でじかに正座し、小さくなっている。

　島民たちが集まる前、沖野は田島に、「自分がやってしまったことだと、島民の方々に直接謝りたい」と直談判したのだが、即座に却下されてしまった。こういうことは、会社の代表が話しをしないと収まりがつかないという理由である。

　自分のような責任のない若造が、どんなに謝ろうとも会社としての誠意は伝わらない。社会の常識に照らし合わせれば、確かにそうだ。

　ただ、当事者である自分が、謝ることさえできずに、ただ部屋の隅で傍観しているしかないという状況こそが、沖野には一番辛つらいところだった。

　八時十五分。遅れて来る者がいないことを確認すると、正座の状態からおもむろに立ち上がる田島。片岡と共に深々と頭を下げ、経緯の説明を始めた。

　一通りの報告が終わると、今度は畳に手をつき、土下座の体勢で、改めて謝罪の言葉を口にした。

「誠に、申し訳ございませんでした」

　それを見た最前列の男が、すぐさま二人に声を掛けた。

「いやいや、よしてちょうだいよ、田島さん。かしこまっちゃって。イヤだなぁ」

　田島が顔をあげると、それはプラントの件で何度も話し合いの場を持った、青年団の団長だった。青年団といっても、四十代半ばというそれなりに年齢を重ねた人物で、島のリーダー的な存在である。漁で日焼けしたと思われる精かんな顔付きが、武骨ながらも頼れる男という印象を持たせる。

　団長は、田島の目を見ながら、こう続けた。

「結局、もう問題はないってことなんだろ？」

　その視線を真っ直すぐに受け止めながら、田島が答える。

「はい。メジャーなＳＮＳなどは、すぐに削除依頼しましたので」

　自分が聞きたいというよりも、高齢者などほかの出席者にもはっきり分かるようにということだろう。団長が念押しの質問をする。

「化け物のことは、世間に知られてないって認識でいいんだよな？」

　しかし、噓がつけない田島の歯切れは悪い。

「ええ……。ただ、削除する前に、誰かが動画をダウンロードした可能性がありまして、そうなってしまうと、こちらとしては対処のしようがなく……」

　団長の横に陣取っていた同年代の男が、さらに話を続けようとしていた田島を、鋭く遮った。

「そいつは問題だぞ！」

　田島は、男に向き直り、再び頭を下げる。

「申し訳ございません」

　片岡もそれにならった。だが、男は追及の手を緩めず、二人が頭を上げる前に、懸念される問題を問いただした。

「その誰かが、テレビ局か何かに売っちまったら、大騒ぎになるんじゃないのか？」

　興奮気味の男に、田島はあくまで冷静に答える。

「確かに、その可能性はありました。ですが、その動画がフェイク動画だという情報を、同時に流しましたので……」

　同じ男が、再び田島の話を遮った。

「つまり、噓の情報を流したってことか？」

　その指摘を受け、腕組みをしながら黙って聞いていた老人が、眉み間けんに皺しわを寄せた難しい顔で言った。

「それはよくねえな。噓をつくってのは良くねえ」

　事態を迅速に収拾するための緊急措置だった。しかもそれは、もっとも有効であると思われる対策だった。だから田島は、ケツ持ちは自分でするという覚悟の下でゴーサインを出した。

　しかし、老人の言っていることは正しい。田島は頭を下げるしかなかった。

「申し訳ございません」

　片岡と二人揃そろっての土下座。この日、何度となく繰り返されてきた光景である。

　それでも、田島と片岡にできることは、もはやそれだけだった。今は、何をどう言っても、言い訳にしか聞こえないだろう。頭を下げ続ける二人。

　やがて、しびれを切らした一人の中年女性が、おもむろに口を開いた。

「いったい、いつになったら島に戻れるんかね？」

　それに同調するように、後方にいた中年男性が質問を重ねる。

「化け物の正体は、まだ分かんねえのか？」

　問い掛けられた田島が、顔を上げて答えようとしたが、島民を満足させられるような材料を、何ひとつ持っていないことに気づいて口ごもる。

「それにつきましては、ただいま調査中でして……」

　煮え切らない波止サイドの対応に、さっきとは別の中年女性がこぼす。

「やっぱり、祟りじゃないかね。ウチのばあちゃんは毎日、島に向かって拝んでんぞ」

　その発言が呼び水となり、島民たちは堰せきを切ったように、口々に不満の声を漏らし始めた。

「分からねえ、分からねえって、それじゃ、まったく話にならねえだろ！」

「戻れるメドさえ立ってねえってことだよな？　時期さえはっきりすりゃ頑張りようもある。だが、それさえ見えねぇっていうことじゃ、こっちは我慢のしようがねぇんだよ！　いい加減にしてくれ！」

「俺ら島の人間は、本土に来てから、アルバイトやパートで食いつないでいるんだ。それでも、生活費を切り詰めて、あんたらに金を工面してやってる。もっとしっかりやってくれよ！」

　もはや、動画流出の件はどこかへ行ってしまった。島民たちは、やり場のない日頃のストレスをぶつけるように、田島たちを責め立てた。

　うつむいて、ただその責め苦に耐えるしかない田島と片岡。

　しばらくその状態が続いたが、このままではらちが明かないと感じた青年団の団長が、やにわに立ち上がって振り返り、島民たちを一いっ喝かつした。

「おめぇら、みんな落ち着け！」

　その声の迫力で、収拾がつかなくなっていた部屋が、一気に静まり返った。

　場に冷静さが戻ると、団長はトーンを落として、島民たちに語りかけた。

「怒ったって始まらねえ。うめぇこと化け物が退治できたとしても、ガスを何とかしなけりゃ、どうせ島には戻れねえんだ。俺らの不満を、波止にぶちまけるってのは、筋違いってもんだ。そうだろ？」

　島民たちは、顔を見合わせながら、団長の言い分が正しいか否か吟味する。が、冷静になってみると、それが正論であることが分かり、今度は島民たちがうつむいてしまった。

　居心地の悪い静寂が漂う中、田島はまったく別のことを考えていた。

　それは、天啓のように舞い降りてきた、直感のようなものだった。

　ガスが巨獣を生んだのではなく、巨獣がガスを生んでいるのではないか。

　経緯をさかのぼれば、巨獣が島民を襲う事件が発生した直後、ガスの発生が明らかになり、島民たちは避難を余儀なくされた。

　ゆえに当初から〝ガスが巨獣を生み出した〟という仮説が有力視されてきた。フィクションではあるが、〝放射性廃棄物によってゴジラが生まれた〟というのと同じ構図である。

　実際、大半の島民が、そうに違いないと考えていた。

　ただ、不可解な点はある。そもそも龍眼島は、火山島ではない。そのような地形的条件で、ガスが噴出すること自体がレアケースである。古来の文献を紐ひも解といてみても、龍眼島が、ガスやそれに類する有毒気体に覆われたなどという記述は、まったく見当たらなかった。では、ガスの正体は何なのか？

　その点が気になり、田島は巨獣の調査を依頼しているシオタバイオに、ガスの成分を分析してくれるよう依頼したことがあった。

　そのときに出された成分の割合は、次の通りだった。

　　　　窒素＝67％

　　　　二酸化炭素＝18％

　　　　酸素＝９％

　　　　二酸化硫黄＝５％

　　　　その他＝１％未満

　最後にある〝その他〟の項目は、割合が少ないものを一緒くたにして示したもの。田島は最初、そう解釈した。しかし、分析を担当した研究者に詳しく尋ねたところ、そうではないことが分かった。

　現代の科学では解明できない、あるいはまだ誰も発見していない、未知なる物質の可能性がある成分。つまり、何だか分からないので、苦肉の策として〝その他〟という項目を作ったというのだ。

　島を覆う未知の物質と、突如現れた未知の生物。ガスが巨獣を生んだという仮説は、ふたつを結びつけて立てられたものだが、田島は現在の通説とまったく逆の可能性があることに気づいたのだった。




　コミュニティーセンターの大広間。田島が一点を見詰めて、考え込んでいる。

　よほど深く潜っているのか、盛んに青年団の団長が、「田島さん！」と名前を連呼していたが気づかず、五度目の呼び掛けでようやく目の焦点が定まった。

　それを、思い詰めてのことだと勘違いした団長が、田島の肩に手を掛けながらしみじみ語り掛ける。

「田島さん……。俺はアンタのそんな姿を見たくねえ。俺はな、島のために張り切って働いてくれていた、アンタが好きなんだよ」

　なぜ急にそんなことを言い出したのか、自身の思考に捉われていた田島には分からずキョトンとする。そんな田島の内心など知らない団長は、そのままの体勢で、今度は自身の思いを吐露した。

「化け物のことで、世間に好奇の目を向けられるなんてまっぴらだ。早く島に戻って前と同じ暮らしがしたい。俺たちの願いはそれだけだ」

　その言葉を聞いた田島の目がキラリと光った。

　肩に置かれた手を振り払うように突然立ち上がり、島民たちを見回すと、演説中の政治家のように気勢を上げた。

「任せてください！　皆さんを島に戻してみせます！」

　島民たちは、しょげ返っているように見えていた田島が、いきなりひと演説ぶったことに驚いた。それ以上に、発言内容が唐突過ぎて、意味が吞み込めず、あ然とするしかなかった。
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　片岡も、田島がいきなり何を言い始めたのか、あっけに取られるばかり。

　そんな空気などお構いなしに、田島はさらに煽あおり立てた。

「巨獣を倒せば、ガスもなくなるはずです！」

　それをいぶかしげに聞いていた青年団の団長が、おずおずと尋ねた。

「……その根拠は？」

　田島は、団長の方に向き直ると、確信に満ちた表情で答える。

「勘です」

　その思いがけない回答に、団長が思わず「勘!?」とオウム返しする。

　最高潮まで高まっていた場の緊張が、一気に弛し緩かんした。島民たちに苦笑が広がる。よりによって、島の未来を左右する方針の根拠が「勘」？　目の前の男は、ふざけているのか。もしくは、おかしくなってしまったのか……!?

　しかし、当の田島は大真面目であり、正気を失っているわけでもなかった。

「巨獣さえ殲せん滅めつすれば、島を取り戻せるはずです！」

　その熱は、田島が海水の淡水化プロジェクトを携えて、初めて島民たちの前に現れたときとまったく同じだった。

　当初、島民たちは、詐欺師でも見るような目で田島をさげすみ、拒絶した。しかし、それでも田島は折れなかった。足繁く島に通い、島民たちと話し合い、まるで自分の故郷の町おこしに尽くす青年のような熱量で、プロジェクトが島にもたらす恩恵を説き続けた。

　やがて、島民たちは田島を〝仲間〟として受け入れ、プロジェクトは実現した。結果、長年島民たちを悩ませていた水不足は解消され、島の暮らしは以前よりもはるかに恵まれたものになった。

　実際、淡水化プラントができるまでの、龍眼島の水不足は深刻なものだった。意外と知られていないが、現代日本でも、離島での水不足は大きな問題になっている。面積の小さい島では、雨水があっという間に海に流れ出してしまうし、季節によって降水量もばらつく。離島の住民にとって、真水は高級品なのだ。

　その大問題の解決に尽力してくれた田島が、今再び、自分たちに希望を授けようとしている。島民たちは、別に田島のことを神格化しているわけでも、教祖のように信奉しているわけでもない。ただ、信用するに足りる人物であることは、はっきり分かっていた。

　何より、島民たちに今必要なのは、未来の希望に繫がるよりどころだった。田島の熱を帯びた言葉は、十分それになり得るものだった。

　事の成り行きを、ただ傍観することしかできないでいた片岡だったが、島民たちの顔付きが、口々に不満を爆発させていたときとは別人に思えるほど、穏やかになっていることに気づいた。

　それと同時に、田島がいかに島民たちの心を摑み、〝思いを同じにする者〟として彼らの中に溶け込んでいるかを実感した。

　いっぽう沖野は、田島の人間力を目の当たりにするにつけ、改めて自分の不ふ甲が斐いなさを痛感し、ガックリとうなだれていた。

　その視界の隅に、チラリと何かが映った。ふと、そちらに目を向けると、大広間からセンターの出入り口に繫がる廊下の暗がりに、アル美の姿があった。

　田島と島民たちの一連のやり取りを、そこでひっそりと見守っていたらしい。

　ということは、当事者である自分が、何もできずにただ下を向いていたことも当然知っているだろう。面と向かって怒鳴りつけられるならまだいい。それなら反論したり、謝ったりもできる。でも、存在自体を見限られたらおしまいだ。

　今のアル美は……、田島や片岡は、自分のことをどう思っているだろう？

　沖野は、情けなさと自己嫌悪で、爪が食い込むほど、両手を強く握りしめた。




　問題が発覚してから三日後。

　波止工業からバスで二十分の木造アパート。一階東側の角部屋。

　沖野が一人、膝を抱えて毛布にくるまっている。夜中、一応、ベッドに横になってみたのだが、結局、空が白み始める今まで、一睡もすることができなかった。

　田島が島民たちにひと演説ぶった次の日の朝、沖野は波止の事務室まで来るよう呼び出された。応接コーナーでは、田島と片岡。そして蟹江が待っていた。

　促されるままソファに腰を下ろすや否や、片岡から手渡されたのは、『懲戒処分通知書』と書かれた一枚のコピー用紙だった。細かい文面は覚えていないが、そこには、『守秘義務を怠ったことにより、社則に従って、一週間の出勤停止を命じる』という旨が書かれていた。

　片岡から書類を手渡された後、厳しい口調で蟹江に言われたことを思い出す。

「この大甘な処分は、アンタが許されたからじゃないからね。アンタがまだ、波止さんや島の人たちのためにできることがあると思ってもらえたからこその温情なんだ。それを忘れるんじゃないよ！」

　その後、田島が結論に至るプロセスを説明してくれた。

「蟹江社長はね、最初、君を出向停止、つまり波止をクビにしてくれと言ってきたんだ。でも、私はそれに反対した。理由が分かるかい？　それは、ウチにはまだ、どうしても君が必要だからだ。ブルバスターの機械的な調整や、操縦の指南には、専門家の力が必要だからね」

　さらに、片岡が実務的なことにも言及した。

「実際問題、今、君に戻られてしまうと、困るんだ。君のことはすでに、社員としてシフトに組み込んでしまっているからな」

　二人の言葉は、少なからず心に染みた。でも、だからこそ、たくさんの人に迷惑を掛けてしまったという思いが強くなる。

　最後は、蟹江にこう釘を刺された。

「勘違いするんじゃないよ。アンタが求められているのは、才能や知識じゃない。どう会社の役に立つかだ。この一週間で、それをよく考えるんだね！」

　言う通りだと思う。軽はずみな行動の結果、自分では責任を取りきれないほどの大変な事態を招いてしまった。しかし、田島たちは、それを冷静かつクレバーにフォローしてくれ、最終的には、むしろポジティブと言える方向に風向きを変えてしまった。これが、社会人として数々の修羅場をくぐり抜けてきた、大人の立ち居振る舞いなんだ……と、沖野は改めて思い知らされた。

　では、自分はどうか？　たいして苦労することもなく、トントン拍子で蟹江技研に就職が決まり、先輩社員をごぼう抜きしてブルバスター開発という重要な役割を任された。ロボット開発において、自分は天才であるという自負は、今でもある。

　ただ、どんなに才能があっても、どんなにその分野に秀でていたとしても、事を一人で成し遂げることは絶対にできない。ましてや、ロボット開発という多様な技術が盛り込まれたものならなおさらだ。たくさんの人の手が入って、初めて仕事が成立する。

　自分ではすっかり一人前の技術者、一人前の社会人になったと思っていたが、まだ大人にさえなりきれていなかったということだ。

　今、沖野は、その甘い処分をどう受け止めればいいのか、気持ちを整理できずにいた。「クビにならなかっただけマシか……」などと、能天気に考える余裕など当然ない。どうせだったら、もっと厳しい処分を下してくれた方が、気が楽だったかもしれない……とさえ思う。

　自分に期待し、後ろ盾になってくれていた蟹江に迷惑を掛けていることも辛かった。

　処分を通告され、家に戻るよう指示されてからの帰り道、沖野はどこをどう歩いてアパートに戻ったのか、まったく覚えていなかった。会社を出てから家に着くまでに経過した時間を考えると、いつものようにバスに乗って真っ直ぐ帰ってきたわけじゃないことは確かだ。が、その間の記憶がスッポリ抜け落ちている。

　おそらくは、防波堤から海を眺めてみたり、公園のブランコに揺られてみたり、繁華街をあてもなくほっつき歩いたりしているはずなのだが、全然思い出せない。気づいたら、自分のベッドに寝そべり、ただ天井を見上げていた。新ホームページのオープンを祝した飲み会に参加したのが、今となっては遠い昔のことのように思える。ただ実際は、わずか三日前の出来事である。

　その間、沖野はほとんど寝ていなかった。ベッドに横たわりながら、うつらうつらしたことはあるが、眠りそうになるたびに、体の奥からわき上がってくる不安と絶望によって、現実に引き戻されてしまうのだ。

　目の下の隈くまは時間を追うごとに濃くなっている。しかし、今は鏡を見る気力さえないため、やつれた自分と対面して、さらなる絶望感にさいなまれることはない。それは、不幸中の幸いとも言えた。

　スマホの電源は、切ったままになっている。

　無人島に何かひとつだけ持っていけるとしたら？　という質問に、迷わず「スマホ」と答える人種にとって、スマホの電源を切りっぱなしにすることは、自身の活動スイッチをオフにしていることに等しい。それでも沖野は、電源を入れる気になれなかった。

　スマホという小さな機械には、今や人の幸せや喜びのほぼすべてが詰まっている。

　ＳＮＳに上げられている情報は、ほとんどが生活の充実ぶりをひけらかす自慢話や、楽しい日常を綴つづった独りよがりの報告である。いつもであれば、それらを読み飛ばしたり、何なら『いいね』を押す余裕すらある。だが、今の沖野は、それを目にするだけで辛かった。

　自室で膝を抱えたまま、思考の迷路の中で身動きが取れなくなってしまった沖野。

　耳には、鳥のさえずりや、朝練に向かう中高生の話し声や、ジョギングに出掛ける隣人の足音が届いていたが、そのどれもが頭蓋骨の中を通り抜けていく、無意味な雑音でしかなかった。

　朝は来ている。が、この三日、沖野の頭上にだけは、朝日が昇っていなかった。

　と、玄関から扉を叩たたく音が聞こえてきた。

　トントン。

　沖野は反射的に、パソコンデスクに置いたデジタル時計に目をやった。時刻は七時半。宅配便の配達員がやってくるには、まだ早い。

　朝帰りの酔っ払いだろうか？　以前、この部屋に住んでいたという中年男が、酩めい酊てい状態で押し掛けてきたことがあった。そのときは単に、古い記憶の帰巣本能がはたらいただけのようだったが、まさかまたあのオッサンじゃないだろうな。

　とにかく、こんな朝っぱらからやってくる来客が、まともな人間であるはずはない。沖野は、肩に掛けていた毛布を頭からかぶり、居留守を決め込むことにした。

　ところが、ノックの音は鳴りやまない。

　トントン。トントン。

　それでも無視し続けていると、今度は聞き覚えのあるダミ声が聞こえてきた。

「おい、沖野！」

　やっぱり、酔っ払いだ！　声の主は、武藤である。予想外の珍客に、どうしていいか分からず思考が停止した沖野。すると、今度は扉を叩く音が、ドンドンドンという激しいものに変わった。

「沖野！　いるんだろ？」

　呼び掛ける声も、最初のものより五割増しになっている。

　借金取りかよ！　沖野は、仕方なくかぶっていた毛布をおろし、ドアに向かうことにした。これ以上、大きな声を出されたら、今後の近隣関係に支障をきたしてしまう。

　入り口のドアを開けると、武藤がズーンと仁王立ちしていた。手にはなぜか、パンパンに膨らんだ大きなレジ袋を持っている。

「武藤さん……」

　いったい何しに来たのか？　思考停止状態が続いている沖野は、目の前に現れたゴツイ先輩社員の名を口にするだけで精いっぱいだった。

　いっぽう、武藤は、空いた手を腰に当て、ややわざとらしく困惑の表情を浮かべながら言った。

「お～い、男のハダカなんて見たかねぇよ！」

　沖野は、そこでようやく、自分がパンツ一丁で玄関先まで出てしまっていることに気付いた。

「ああっ、す、すみません！」

　慌てて部屋に戻り、床に脱ぎ散らかしていたＴシャツと短パンを着る。そうしている間に、「ちょっと、邪魔するぜ！」と言いながら、武藤がズカズカと部屋に入ってきてしまった。

　沖野の戸惑いなどお構いなしに、無遠慮に部屋を見回す武藤。勝手に入ってきておいて、無礼千万なことを言う。

「しかし、きったねぇー部屋だな」

　確かに、そう言いたくなるのも無理はない。ワンルームの部屋には、コンビニ弁当の弁当がらや、まだ底に汁が残ったカップ麵の容器、空のペットボトルなどが、あちこちに転がっている。キッチンのシンクには洗い物が溜まり、その周辺には未分別と思われるゴミ袋が積み上げられている。

「ヤベーよ、コレは。ゴミ屋敷になっちまうぜ。つうか、半分なってる」

　沖野は突っ立ったまま、傍ぼう若じゃく無ぶ人じんな武藤の振る舞いをボーっと見ていたが、ゴミ屋敷と指摘され、とりあえず目についたゴミを隅に寄せた。

　武藤は、それによって空いたスペースに腰を下ろすと、沖野の顔を見上げながらのたまった。

「何だよ、ゾンビみてぇなツラしやがって」

　そう言うと、手にしていたレジ袋を、「ホレ」と沖野の方に差し出した。

　袋には、日本で初めて二十四時間営業を始めたことで知られる、スーパーのロゴが入っている。

「どうせ、なんも食ってないんだろ？」

　沖野が袋をのぞくと、中にバナナ、リンゴ、ヨーグルトなどが入っているのが見えた。病人じゃないのに、お見舞いのようなラインアップである。

「みゆきが、お前のこと心配だから見てこいって」

　食料は、二人からの差し入れということだろう。

　沖野は、そこでようやく武藤が来た理由が分かり、ボソリと謝意を口にした。

「ありがとうございます……」

　ただ、食べ物を口にする気にはなれなかった。思い返してみれば、問題が発覚した三日前の夜から、まともな食事をしていない。それでも腹が減ったという感覚はなかった。むしろ、空腹という感覚そのものを忘れてしまってさえいる。

　武藤は、沖野が土産に手を付けようとしないのを見ると、ため息交じりに話し始めた。

「事情は全部聞いたよ。ったくさぁ、スマホとか、もうなくなっちまえばいいのにな」

　武藤はゴリゴリのガラケー派である。

「お前ら若いヤツってのは、何でそんなにスマホばっかりやってるんだ？　ウチの娘なんか、朝から晩までずーっとスマホ。テレビとか漫画には見向きもしねぇの。いや、娘の話はいいんだが……。これでまあ、お前には、ちょうどいい薬になったろ」

　武藤の話が一区切りつくと、沖野は力なくベッドの上に座り込んだ。

　完全に生気を失っている姿を見た武藤が、励ますように言う。

「でも、思ったより動画は広がってないみたいだからな。不幸中の幸いってやつだ。お前はあと四日、頭冷やして反省しとけ」

　それを聞いた沖野が、うつむいたままモゴモゴと反応する。

「あ、いえ……」

　武藤は、シャキッとしない沖野を見据え、「何だよ？」と話を促した。

「いろいろと、お世話になりました、というか……」

　沖野が口にしたのは、過去形のお礼だった。武藤がポカンとして、「はあ？」と間抜けな声を発する。

「短い間でしたが、いろいろとお世話に……」

　最後まで言い終わらないうちに、沖野は言葉に詰まり、目からポロリと涙をこぼした。握りしめた拳の上に、滴が落ちる。

　泣くつもりはなかった。が、涙は次から次にあふれてきて、肝心の言葉が出てこない。

　突然、泣き出してしまった沖野に、いつもあっけらかんとした武藤も、さすがに面食らい、どうしていいのか分からなくなる。所在なく視線を泳がせていると、沖野の背後のパソコンデスクに、一通の封筒が置かれていることに気づいた。

　その表書きに、『退職願』の文字が見える。武藤は、驚いて立ち上がり、その封筒を手に取った。

「おい、沖野。これは何だ？」

　そちらに目を向けずとも、武藤が何を手に取ったのかが分かった沖野は、うつむいたままの姿勢で言った。

「いろいろとご迷惑をお掛けしたので……」

　武藤が、驚いた表情で真意を問いただす。

「お前……、マジか？」

「はい……」

　下を向いているので、武藤には沖野の表情は分からなかったが、声のトーンから、考えた末のことであることがうかがえた。

　文面は昨晩、ネットで〝退職願〟スペース〝書き方〟と検索して書いた。テンプレートの部分以外にも、吐露したい胸の内は山ほどあったのだが、それを書き込むだけの精神的な余裕はなかった。結局、書面には、必要最低限のテンプレ通りの文章を綴っただけだった。

「もうダメです……。疲れちゃいました。頑張るの、疲れちゃったんです。僕、波止の皆さんにはどう映っていましたか？　明るく見えていましたか？　でも、本当の僕は内向的で、学校に行っても、何だか居場所がないような気がして、自分の殻に閉じこもっちゃうような人間なんです。そういう自分が嫌で、就職を切っ掛けに、もっとポジティブに生きようって。そうしたら、あれよあれよという間に新型ロボットの開発を任されて、それを実戦で使う機会まで与えられて……」

　沖野の口から止めどなく思いがあふれてくる。武藤は、それを黙って聞いていた。

「正直、誰かに自慢したかった。僕のことを見下していた同級生たちを、見返してやりたかった。たまに、ＳＮＳとかのぞくと、中学や高校の同級生の中には、苦労して入った学校を中退したり、就職活動に失敗して仕事にあぶれてるヤツもいる。そういう連中に、どうだ、今の僕はこんなにスゴイんだぜって見せつけたかった。だから、スマホで撮影なんかして……」

　沖野自身、それが言い訳になるだなんて思っていない。しかし、口にせずにはいられなかった。

「蟹江技研に入って、波止に出向になって、僕の夢はどんどんかなっていった。それがうれしくて、いつの間にかテングになっていたんです。でも、もう、夢の時間は終わりです。せっかく見つけた居場所も、自分の手で台無しにしてしまいました。やっぱり僕は、そういうヤツなんです」

　沖野は、胸の中に淀よどんでいた思いをすべてはき出すと、ボロボロと涙をこぼした。落ちた滴が、拳の上を次々に滑り落ちていく。

　武藤は、退職願を手にしたまま、棒立ちでそれを聞いていたが、沖野がすべてを吐き出したと見ると、突然声を荒らげた。

「バカ野郎！」

　その怒声に、うつむいたまま体をビクンと硬直させる沖野。武藤が、それを見下ろしながら続ける。

「バカだバカだと思っていたが、お前は俺が思っていた以上にバカだったみたいだな！　お前の『好き』っていうのは……、その『好き』に向けた覚悟ってのは、その程度のものだったのか？」

　何も答えられないでいる沖野に、今度は武藤が腹に溜まっていたものをぶちまける。

「ロボット好きってのは、その程度だったのかって聞いてんだよ！　一度ミスったくらいで、もう諦めちまうのか？　だとしたら、スゲーな、その感覚。俺には、ついていけねーわ、お前みたいなヤツの感覚。今まで自分の居場所がないって感じてたんだろ？　で、ようやくそれを見つけたって話だよな？　なのに、それを簡単に放り出して、ケツまくって逃げちまうのか？」

　沖野の涙は止まっている。完全に下を向いていた顔が少し上がった。武藤の熱弁に聞き入っていることが分かる。ただ、武藤の方は、沖野の反応など気にしている様子はない。まるで、自分に言い聞かせるように、思うに任せてしゃべり続けている。

「分からねぇ。俺、まったくそういう感じが分からねぇ。俺、パチンコやるんだけどよ、いっくら負けてもやめねぇもん。女房に怒られても、小遣いが底をついてもやめる気にならねぇもん。好きだから。やってて興奮すっから」

　まともに聞けば、とんでもない論法である。それでも、沖野には、どこか響くものがあった。

　沖野は、ギャンブルを一切やらないので、その興奮がどんなものかは分からない。だが、武藤が己の駄目な部分をさらけ出して、自分に何かを伝えようとしていることだけは分かった。その方法が、つたないからこそ、心底バカみたいだからこそ、伝わってくる。

「で、どうすんの？　この先。お前の居場所、なくなっちまうじゃん。他にねぇんだろ？　それが分かってんのに、白旗上げて逃げちまうんだろ？　お前、バカだろ……、マジで」

　全部ぶちまけた武藤が、ふと我に返ると、沖野が真っ直ぐこちらを見ていた。

　急にばつが悪くなって窓の方に視線を外す。いつの間にかカーテンの隙間から差し込んでいだ朝日が、部屋に一筋の光の道を作っている。沖野の目も、自然とその光跡に吸い寄せられた。

　と同時に、どこからともなく漂ってくる甘酸っぱい香りを、沖野の鼻び腔こうが感じ取った。武藤が持ってきてくれたリンゴだ。

　沖野は、ほんの少しだけ、空腹感ってやつを思い出した。




　その日の昼過ぎ。波止工業前の岸壁。雲はほとんどなく、陽の光がさんさんと降り注いでいる。しかし、風は強く、海はそれに煽られて白波を立てている。

　港に設置された防災用のスピーカーが、さっきから盛んに、気象庁が波浪警報を発令したことを伝えている。大型の低気圧が接近しているらしい。

　それを受けて、波止では、この日の龍眼島での調査業務中止を決定していた。

　一応、天候は晴れのため、無理をして島に渡ろうと思えば、渡れないこともないのだが、島から本土に戻れなくなることも考えられる。風向きによっては島中にガスが充満する。しかも、巨獣はいつ現れてもおかしくない。そんな島に、社員が取り残される事態は避けなければならない。

　田島は、最悪の状況を考慮して、出動の判断には細心の注意を払っていた。

　こんな日に巨獣が現れたら、波止としては手の打ちようがないのだが、幸いにもここ数日は、まったく姿を見せていなかった。

　ただ、出動こそ見送られたものの、この日の事務室は、慌ただしく稼働していた。

　田島、片岡、みゆきの三人が、それぞれのデスクで電話にかじりついている。ダイヤルボタンをプッシュしては、二言三言、言葉を交わして受話器を置き、再び持ち上げて別の番号をプッシュ。そんな動作を繰り返している。

「そうですか。お忙しいところ、申し訳ございませんでした」

　みゆきが、見えているはずのない電話先の相手に頭を下げる。

　片岡は、ボールペンを手に、難しい顔で応対している。

「これ以上の値引きは……、難しいですか。はあ、そうですよね」

　困り顔がデフォルトの田島は、困っているのか否か、普段から分かりづらいのだが、この日ばかりは本当に困っていることがありありと見て取れた。声音からも、事態に窮した様子がうかがえる。

「そこを何とか、お願いしたいのですが。……そうですね。はい、また何かありましたら、ぜひよろしくお願いします。失礼します」

　受話器を置くタイミングがたまたま重なり、田島が片岡とみゆきに視線を送ったが、二人はフルフルと首を振るばかりだった。

　この時点で、それぞれ三十数件、三人合わせて百件以上、電話をかけまくっているのだが、船を格安で貸してくれる船主は、一向に見つかる気配がなかった。

　タコ壺漁師が貸してくれている漁船の返却期限は、三日後に迫っている。今日か明日にでも決まらなければ、出動できない空白の期間が発生してしまうというギリギリのタイミングである。

　のっぴきならない状況に、いら立ちを隠せない片岡が悪態をつく。

「ったく、どいつもこいつも、無理の一点張りだ」

　苦労を共有しているだけに、他の二人も自分に同調してグチるものと思っていた片岡だったが、みゆきの反応は予想外のものだった。

「でも、沖野君のおかげで、少しは希望が見えています」

　片岡が、「ああ？　何だって？」とみゆきに驚きの表情を向ける。

　みゆきは、それを横目に見ながら、パソコンの画面に映る波止の新サイトに目をやって、発言の真意を説いた。

「ホームページをリニューアルしたおかげで、ウチの業務について、正しく知ってくれているオーナーさんもいらっしゃいましたから。それだけでも、一歩前進です！」

　それを聞いた片岡は、フンッと鼻を鳴らしてそっぽを向いた。いかにも、「そのせいで苦労している部分もあるじゃないか」と言いたげである。

　ただ、田島はみゆきの意見に賛成のようで、頷きながら同意した。

「そうだな、白金さんの言う通りだ」

　みゆきは、田島が後押ししてくれたのがよっぽどうれしかったのか、パソコンの陰に隠れるようにして、一人でニンマリしている。

　しかし、田島はすぐにデフォルトの困り顔に戻って、苦境の原因を分析した。

「要は、金額の問題ってことだろうな。まあ、それも無理ないことなんだけど。月額一万円で船を貸してくれなんて、普通に考えれば冗談にしか聞こえない。レンタル料を言った途端に、鼻で笑われてしまうからね」

　月々の会社の運営費を逆算して、額を弾き出した片岡が、自分のせいじゃないとばかりに口を挟む。

「それが限界なんだからしょうがないだろう。鼻で笑われようが、鼻であしらわれようが、それ以上は鼻血も出んよ」

　みゆきは、不満タラタラの片岡に、精いっぱいの笑顔を向けて言う。

「もう少し頑張ってみましょう！」

　それは、心が折れそうな自分を励ますための言葉でもあった。

　田島も、「そうだな」と言って、自分を奮い立たせた。

　その言葉を合図に、一斉に手元の用紙に視線を落とした三人。それは、海上輸送会社や個人の船舶オーナーの連絡先がズラリと書かれたリスト。その半分ほどに×印が付けられている。

　三人は、まだ印が付いていない番号に、片っ端から電話をかけ始めた。




　同じ時間。一階の倉庫からは、フン、フン！　という荒い息づかいが聞こえてきていた。

　ブルバスターの機体の前で、武藤がベンチプレスをしている。

　床には、ダンベルやゴムチューブが転がっている。いずれも武藤が持ち込んだ、筋トレ用具である。

　トレーニング自体は、武藤にとって日々の日課になっているのだが、ここ数日は、強度とセット数が違っていた。どちらも格段に増しているのだ。

　沖野が出勤停止の処分を食らったことで、ブルバスターの操縦訓練は滞っていた。サイズの合ったスーツが届いた後、今日に至るまでにレクチャーは数回受けたのだが、それでも一人で自主トレできるまでには技術も知識も達していない。相手は繊細な最新鋭ロボットだ。沖野がいない間に自己判断で操縦し、故障でもさせてしまっては、それこそ目も当てられない。

　いっぽう、アル美はというと、武藤がスーツのサイズ違いで訓練を行えなかった間、ほぼ付きっきりで沖野からレクチャーを受けていた。吸収力の高さや生来のセンスもあるのだろう、端はたから見ても、上達ぶりは目を見張るものがあった。少し前から沖野なしに自主トレに励めるレベルまで達している。

　武藤にとっては、まったく面白くない状況である。ブルローバーが主力機だった時代は、エースパイロットは自分だという自負があった。アナログな操作感は、武藤が長年扱ってきた重機に通じるものがあり、自分の方に一日の長があると信じて疑わなかったのだ。

　しかし、ブルバスターの操縦に関しては、明らかに後れを取っていた。いや、後れを取っているどころではない。完全に置いていかれている。

　肝心の沖野も、あの体たらくだ。武藤がアパートを出るときには、多少ましな顔付きになっているように見えたが、処分が明けても出てくる保証はない。

　焦りは募るばかり。中学時代、教育委員会だか何だかが、「心のモヤモヤは、部活で発散させよう！」なんてスローガンを掲げていたが、あれは何だったのか。どんなに筋トレの負荷を上げても、武藤の気が晴れることはなかった。




　日没前。波止前の岸壁を波が洗っている。相変わらず風が強い。

　防災スピーカーは、繰り返し波浪警報が発令中であることを告げている。

　海上に低気圧が居座っているのだろう。空の色は鈍にび色いろに沈み、これからますます天候が悪化することを予告している。

　事務所の窓から、外の様子を眺めていた田島は、この荒天が良からぬことの前触れになるのではないかと、妙な胸騒ぎを覚えていた。

　といっても、未来のことを危惧するまでもなく、良からぬことはすでに起きていた。

　田島はこの日、片岡やみゆきと手分けして、結局三百件以上の関係各所に電話をかけた。途中、前もってピックアップしていた、〝もしかしたら船を貸してくれるんじゃないかリスト〟は弾切れとなり、改めて候補を洗い直して連絡先を追加したのだが、それでも駄目だった。

　電話をかける→断られる。電話をかける→断られる。

　この日分かったのは、その無限ループを一日中繰り返していると、人間不信になりかけるということだけだった。精神的に疲弊し、揃ってヘトヘトの状態。田島は、明日、仕切り直しで戦略から見直すことを提案し、片岡とみゆきを帰した。

　実質の残業時間は、一時間余りだったが、二人の疲労度は気になった。明日、ちゃんと出てきてくれるだろうか。片岡とみゆきのことだから、欠勤するようなことはないだろうが、心が折れかけているのは間違いない。明日の朝までに、少しはリフレッシュしてくれていればいいのだが……。

　ただ、田島自身はまだ、家に帰って休む気にはなれなかった。

　島民たちとの会合のさなか、天啓のようにひらめいた、ガスと巨獣の定説とは違う関係性。それが電話をかけまくっている間も、ずっと頭のどこかに引っ掛かっていた。

　田島は、デスクの引き出しから、一冊のファイルを引っ張り出し、ペラペラとページをめくった。と、目当ての資料が見つかり、手を止める。

　それは、シオタバイオから提出された、ガスの成分分析表。そこに何かヒントがあるのではないかと、改めて自分なりに検証してみることにしたのだ。

　とはいえ、田島は化学のスペシャリストではない。元々は、塩田化学という総合化学メーカーに勤めていたのだが、任されていた業務内容は、主に取引先との交渉や、現場と開発の間を取り持つ調整役。化学への造ぞう詣けいは極めて薄い。

　案の定、資料に書かれた化学式や専門用語がまったく分からず、早々にネット検索に頼ることになってしまった。

　田島は、解析作業を続けながらも、前日自分が島民たちに言ってしまった〝任せてください宣言〟についても思いをめぐらせずにはいられなかった。

　あの場でそう言ったこと自体は、今でも間違っていたとは思っていない。むしろ、先行きへの不安で恐慌に陥りかけていた島民たちの精神状態を安定させるには、必要な方便だったと思う。

　ただ、別段根拠があって言ったことではないだけに、自分の勘が正しいのか否か、田島自身、大きな不安を感じているのは確かだった。

　ガスの発生源は、巨獣自身にある。その仮説が正しいとすれば、考えられるのは、ヤツらの吐く息か排はい泄せつ物か……。

　しかし、波止としてこれまで何度か、巨獣と接近戦を演じたことがあるのだが、ヤツら自身からガスが発せられているのを確認したことは一度もない。実際に臨場した武藤やアル美からも、そういった報告は上がってきていなかった。

　もちろん、プロパンガスや都市ガスのように無色無臭で、人間の感覚では感じ取れていないだけかもしれない。家庭用のガスが臭いのは、漏出をいち早く察知できるように、わざわざ臭いをつけているから、と聞いたことがある。ただ、死骸を分析しているシオタバイオの解剖班が、ガスについて一度も言及してこないところを見ると、呼気や排泄物が原因ではないということか。

　だとしたら、例えば、交配の際に生殖器から分泌されているとか……。可能性を考えたら、それこそ無限に存在する。ただ、それでも手掛かりになる何かを、見つけることができれば、波止にとっても島民にとっても大きな前進になる。

　田島は、資料とパソコンにかじりつくように、独自の解析を続けた。




　事務室の奥にある宿直室。

　三畳ほどのスペースに、金属製のロッカー、簡易ベッド、サイドチェストだけが置かれた殺風景な部屋。窓はあるものの、建物の裏手に位置しているため、日中でもほとんど日の光は差し込まない。

　ベッドには、アル美が横たわっている。毛布にくるまり、壁の方を向いているが、寝ているわけではなかった。

　この日の夕方、宿直当番として出勤してくると、筋トレをしていたらしい武藤が、倉庫前で汗を拭いていた。アル美が目礼であいさつすると、武藤は「おう」と手を上げたが、その素振りはどこかよそよそしく感じられた。

　その後、アル美は二階の事務室に上がるなり、更衣室も兼ねているこの部屋でパイロットスーツに着替え、ブルバスターの操縦訓練を始めた。すると、定時退社の武藤が、こちらに恨めしそうな視線を送りながら帰っていくのが見えた。

　一通り訓練を終え、宿直室に入ったのが、夜の十時。

　寝返りを打ってサイドチェストの上に置かれた目覚まし時計に目をやると、時刻は深夜０時を少し回ったところだった。もう二時間も寝付けないでいることに気づく。

　ベッドの上で身を起こすアル美。少しの間の後、何かを決意したように、毛布を払いのけて床に下り立つ。ベッドの上に無造作に放っておいたパーカーを手に取り、タンクトップの上に羽織ると、部屋を出た。




　自分のデスクで、黙々とキーボードに何か打ち込んでいる田島。パソコン画面と手元の資料に視線を行き来させているところを見ると、どうやら何かしらのデータを入力しているようだ。

　部屋の照明はほとんど落とされているが、田島の真上の蛍光灯だけがオンになっている。そのため、部屋の中で、田島の周囲だけがぼんやりと浮かび上がっていた。

　作業に集中していた田島だったが、気配に気づいてふと顔を上げると、宿直室に繫がるドアの前に、アル美がたたずんでいた。

「二に階かい堂どう君、寝てなかったの？」

　田島の問い掛けに、アル美が応じる。

「ちょっと寝付けなくて……」

　田島は、まあそういうこともあるだろうと、さして気にもせずパソコンに向き直り、入力作業を再開させた。が、しばらくしても、アル美がその場を動く様子はない。不思議に思って再び顔を上げると、アル美がじっとこちらを見ていた。

「ん？　どした？」

　手を止めて、意図を尋ねる田島。しかし、アル美はスッと視線を外すと、そのまま黙っている。いつもサバサバしているアル美には珍しい反応だ。

「何かあったか？　言いたいことがあるんなら、言ってくれ」

　アル美は、逡しゅん巡じゅんしているのか、しばらく左右に瞳を揺らしていたが、やがて意を決したように、田島の目を見ながら口を開いた。

「あんなこと、島の人たちに言って、大丈夫なんですか？」

　思い当たる節はひとつしかない。今、まさに田島が調べていることだ。

「巨獣がいなくなれば、ガスがなくなるって話か」

　アル美が、目を合わせたまま「はい」と頷く。その真っ直ぐな視線を受け止めきれなくなったのか、今度は田島の方が視線を外し、窓の外に目を向けながら言った。

「分からん。正直に言うと根拠はない。でも、もしそうだとしたら、希望が持てる。どうしたら島に戻れるか、それが分からないから、みんな不安に思っているんだ。巨獣さえいなくなれば、島の暮らしを取り戻せる。今の我々に必要なのは、そういうシンプルさじゃないかと思う」

　アル美は、田島の説明に納得がいかなかったようで、すぐさま反論した。

「そうやって安易に希望を持たせることが、信頼を失うことに繫がるとは思いませんか？　島の人たちは、波止が唯一の拠より所どころなんです。期待を裏切ることだけは、絶対にしたくありません」

　田島は、「もちろん」と答えたものの、それにも別段根拠があるわけではなかった。そのニュアンスを敏感に感じ取ったアル美が、さらに追及する。

「会社の財務状態が良くないのは分かっています。新しい船の調達のめども立っていないことも知っています。巨獣の生態の分析だって、ちっとも進んでいない。こっちがモタモタしている間に、いつ巨獣が現れて、島を荒らし回るか分かりません。こんな状況で、巨獣を殲せん滅めつできるなんて、到底思えないんです。希望なんて聞こえのいい言葉を使って、島の人たちをだますのはやめてください！」

　アル美は、わき上がる思いを言葉にして、一気にぶつけた。

　田島にとって、耳の痛い話ばかりだった。ただ、誤解しているところがたぶんにある。田島は、せめてそれを解こうと話し始めた。

「私は、島の人たちをだまそうとしてなんて……」

　しかし、アル美はそれも遮って、思いをはき出した。

「耐えられないんです！　これ以上、化け物なんかに島を踏み荒らされるのを見るのが」

　田島には返す言葉がなく、黙り込んでしまう。

　と、突然、けたたましい警報音が事務室内に鳴り響いた。

　二人は、音が聞こえるや否や、弾かれたように動き出し、管制室に飛び込んだ。




　ズラリと並んだモニター群。そのひとつに、何かが横切った。

　管制室に入るや否や、目ざとくそれを見つけたアル美が、問題のモニターに駆け寄る。

　動体視力が落ちているせいか、あるいは老眼が進んでいるせいか、田島は、何かが横切った瞬間をまんまと見逃していたが、素直にアル美に追従して同じモニターをのぞき込んだ。若者の方が、優れた能力を発揮する場面があることは、前々から心得ている。

　二人が凝視しているのは、東２ｅエリアの様子をライブで映し出している監視カメラの映像。東２ｅエリアは、島の中央東部にある住宅街である。

　しかし、住宅街といっても、今は建物の多くが損傷、あるいは半壊しているため、廃墟のような荒廃した雰囲気が漂っている。

　また、島民が島を出てから約一年。電気はストップしたままで、当然、街灯などの照明があるはずもない。月明かりのおかげで真っ暗闇ではないが、映像はかなり見にくかった。

　それでも、目を凝らしてモニターを注視していると、瓦礫と瓦礫の間を、何かが一瞬で走り抜けるのが見えた。

「巨獣!?」

　アル美が、姿を確認しようと、さらにモニターに顔を近づける。

　今度は田島の視力でも、アル美と同時に動く何かを捉えることができた。しかし、田島にはその生き物が巨獣には見えず、

「いや、小さい！」と別の何かである可能性を示唆した。

　モニター越しで、かつ映像の暗さもあり、断言はできないが、大きさはせいぜいイノシシくらいのものに思える。

　ペットや家畜は、島民の避難と同時に本土に移送したので、それらである可能性は高くないだろう。だが、野生動物はその限りではない。島には元々、野生のシカやタヌキが生息していた。そうした野生動物が、無人化した住宅街に姿を見せたとしても不思議はない。

　しかし、その説はすぐに否定された。次に画面を横切ったとき、一瞬立ち止まったおかげで、その生物の特異な姿が見て取れた。アル美が鋭く指摘する。

「毛がない！」

　サイズこそ小さいものの、ヌラリと湿ったような表皮の質感は、完全に巨獣のそれだった。今まで対たい峙じしたことはなかったが、今モニターの前を行き来している生物が、〝巨獣の幼体〟ということだろうか？　二人の表情が、さらに険しさを増す。

　次の瞬間、監視カメラの集音マイクが、けたたましい破壊音を拾った。建物周辺の瓦礫の間を移動していた問題の生物が、今度は窓ガラスを割って家屋の中に侵入したらしい。

　それを察知したアル美が、いても立ってもいられなくなったように、「行きます！」と言って、出口の方にダッと駆け出した。出動やむなしと判断したのか、田島もその後を追って管制室を飛び出す。




　倉庫前。田島が、壁際のボタンを押すと、ガシャンという騒々しい音とともに、閉まっていたシャッターが上がり始めた。

　それが上がりきる前に、パイロットスーツ姿のアル美が、外の鉄階段を駆け下りてくるのが見えた。

　えっ、もう？　田島が驚きで目を丸くする。

　管制室を出た後、田島はまっすぐ事務室のドアに向かい、出撃のサポートをするべく、倉庫のシャッター前にやってきた。

　いっぽう、アル美は管制室を出ると、パイロットスーツに着替えるため、宿直室兼更衣室に向かった。つまり、シャッターが上がる二十秒程度の間に着替えを終えて、ここに現れたということだ。熟練の消防士だって、これほど早くは出動できないだろう。おそらく緊急事態に備えて、人知れず着脱のトレーニングをしていたのだ。田島は、そういう抜かりのなさが、アル美らしいなと舌を巻いた。

　いっぽうアル美は、感心している田島の横を風のようにすり抜けると、ブルバスターに駆け寄り、ヒラリとステップに飛び乗って、瞬く間にコックピットに消えた。

　一連の動作の淀みなさに、またも目を見張る田島。日々、トレーニングを重ねていることは、もちろん知っていたが、これほど短期間の間に、ここまでのレベルに達しているとは。努力だけではない、生来のセンスを感じる。

　程なくして、ウィーンという起動音が聞こえ、ブルバスターが動き出した。

　その場で方向転換して開閉済みのシャッターの方に向き直ると、装輪走行モードで桟橋に向かう。

　が、社屋前の広場に出たブルバスターが、突然、その場で動きを止めた。

　何事かと、田島もブルバスターが顔を向けている先に視線を移す。

　と、そこには思ってもみなかった光景が広がっていた。

「船がない！」

　コックピット内のアル美と倉庫前の田島が、ほぼ同時に同じことを言った。

　桟橋に係留していたはずの運搬船が、忽こつ然ぜんと消えている。

　理由について、田島には思い当たる節があった。

「成瀬さんだ！　いつの間に持って行っちゃったんだ？」

　成瀬とは、言わずもがな、運搬船として漁船を提供してくれているタコ壺漁師である。緊急出動に備えて、エンジンキーは付けっぱなしにしてあった。取り返そうと思ったら、いつでも持ち去れたことだろう。

　ただ、深夜０時を過ぎて日付をまたいだとはいえ、返却期限までは、あと二日あるはずだ。それをなぜこのタイミングで？　田島が歯は嚙がみする。もしかしたら、早めに船を引き上げるという後ろめたさもあって、黙って持って行ってしまったのかもしれない。

　ただ、今は成瀬の行いに、恨み言をぶつけている場合ではなかった。

　ブルバスターのハッチが開き、アル美がコックピットから身を乗り出して田島に問い掛ける。

「代わりの船、ないんですか？」

　素早く頭をめぐらせる田島。が、そんなものがあったら、最初から苦労していない。ない袖は振れないとは、まさにこのことだ。

　アル美は、フリーズしてしまった田島を見て、状況を察した。

　すると、何を思ったか、コックピットから飛び降り、ブルバスターをその場に残して、倉庫の方へダッシュで戻って行った。

　田島があ然としていると、水中銃を背負ったアル美が、パイロットスーツのまま飛び出してきた。そして、一切迷いのない動きで、建物の脇に停めてあった自分の自転車にまたがる。

　そこで、ようやく我に返った田島が呼び止める。

「どうするつもりだ!?」

　その声が聞こえてきたときには、アル美はすでにペダルを漕こぎ始めていた。

「島に行きます！」

　田島の方を振り返りながら、アル美が答えた。しかし、田島が「どうやって!?」と次の問いを発したときには、アル美はすでに波止工業の敷地を出るところだった。

「二階堂君！」

　田島が呼んだ名前は、誰の耳にも届くことなく、夜の闇に消えた。




　前傾姿勢で、懸命にペダルを漕いでいるアル美。海沿いの道を、猛スピードで走り抜けていく。

　やがて前方に、海岸から突き出た防波堤が見えてきた。その根元にプレハブ小屋のような建物がちんまりと建っている。屋根に掲げられた看板には、『マリンレンタルショップ』の文字。

　アル美は、走ってきた勢いのまま国道を折れ、ショップ前の空きスペースに自転車を乗り入れた。そこが目的地かと思いきや、防波堤の上をさらに疾走し、先端付近で急ブレーキ。車体は、ドリフトでもするかのように、横滑りして止まった。

　防波堤の内側は、入り江状になっていて、外洋と比べて海は凪いでいる。その内湾に五台ほどの水上バイクが並んでいる。

　迷うことなく、そのうちの一台に駆け寄るアル美。手慣れた様子で座面後ろの収納ボックスを開ける。と、中に鍵が入っていた。

　アル美の脳裏に一瞬、レンタルショップのオーナーの顔が浮かぶ。日焼けした白髪の男性。アル美にとっては、幼少期からよく見知った顔だ。避難する前までは島で同じような店を出していたが、今は本土にこの仮店舗を構えている。

「好きなときに使ってくれていい」

　アル美は、オーナーの男性からそう許可されていた。植木鉢の下に隠したアパートの鍵のように、エンジンキーの〝保管場所〟を知っていたのもそのためだ。

　波止と自宅を往復するだけの暮らしをおくっているアル美だが、唯一と言ってもいい気晴らしが、ここに来て人知れず水上バイクを駆ることだった。

　夜勤明け、風を切りながら日の出直後の海を走っている瞬間だけは、胸の奥に溜まり続けているモヤモヤが、少しだけ忘れられた。

　船がないことが分かり、どうすれば島に渡れるか考えたとき、真っ先に思い浮かんだのが、この水上バイクだった。ブルバスターで島に乗り込むことはできないものの、身ひとつであれば渡航できる。

　危険であることは十分承知している。ただ、破壊された家々の映像が頭をよぎるたび、恐怖心は薄れ、ふつふつと怒りがわき上がってくる。アル美は島を守るために、海を渡らずにはいられなかった。

　差し込んだキーをひねると、ブルルンという小気味よいエンジン音が聞こえてきた。握り込んだハンドルを手前に回転させると、水上バイクは一気に加速し、入江から外海へ、猛烈なスピードで飛び出していった。




　穏やかだった内湾とは打って変わって、外洋は大シケと言っていいほど荒れに荒れていた。波はまるでそれ自体、生きているかのように、ウネウネとうごめいている。夜の海は、ベテラン漁師でさえ敬遠したくなるような不気味さをたたえていた。

　しばらく走ると、本土からの明かりは届かなくなり、周囲は完全な暗闇に覆われた。水上バイクには、そもそもライトが装備されていないので、数メートル先を照らすことさえできない。

　というのも、水上バイクの夜間航行は、法律的に禁止されている。船舶は、法定灯火以外のライトを使用することが禁じられているのだが、水上バイクのような特殊小型船舶には法定灯火そのものが存在しない。ゆえに、夜間航行は事実上、法律違反という理屈になる。

　アル美は、もちろんそのことを知っている。だからこそ、いつもは日が昇った早朝に乗るようにしていたのだ。ただ、今は四の五の言っている場合ではなかった。わずかな月明かりを頼りに、暗闇の中を進んでいく。手元のアクセルは、限界まで引き絞られている。

　時折、水上バイクごと吞み込むような高い波が襲い掛かってくるが、アル美は巧みなハンドリングでそれを切り裂き、波間をすり抜けていった。

　やがて、進行方向に島影が浮かび上がってきた。龍眼島である。アル美は、それが見えると抵抗を減らすべく身をかがめ、限界近くまで高めていたスピードをさらに上げた。




　龍眼島東側の岩礁帯。ゴツゴツした岩場に、わずかな砂地が露出している。

　アル美は、ピンポイントでそこに水上バイクを乗り上げた。

　漁船などであれば、南西部にある島唯一の港に着けなければ上陸できない。しかし、元島民のアル美は、ここに水上バイク程度なら横付けできるスペースがあることを知っていた。巨獣の小型版らしき生物が出没した東２ｅエリアは、ここから目と鼻の先である。

　アル美は、砂浜にヒラリと降り立つと、周囲を警戒しながら、岩場の奥の茂みに分け入った。

　伸び放題になった雑草をガザガサとかき分けながら進んでいく。余計な音は極力出したくないのだが、ここは島民さえ滅多に足を踏み入れなかった未開の地。道などあるはずもないのだから仕方ない。

　しばらく進むと、茂みが途切れ、人一人通るのがやっとという細い道に出た。道といっても、下草を刈っただけの登山道ライクなものなのだが、歩きやすさは格段に変わる。

　その道は本来、島の北東部にある見晴台に出るために作られたものである。しかし、それを道なりに進めば、東２ｅエリアにも抜けることができる。

　荒れる海で散々波をかぶったため、いまだに髪から水が滴したたり落ちていたが、アル美がそれを気にする様子はなかった。闇の奥に目を凝らしながら、木々の間をグングン進んでいく。

　程なくして林を抜け、開けた場所に出た。モニターに映し出されていた東２ｅエリアだ。

　先ほどまで広葉樹の葉が頭上を覆っていたので気付かなかったが、いつの間にか雨が降り始めていることが分かった。雲の中では、稲光が渦巻いている。

　アスファルトで舗装された道に出ると、アル美は歩速を緩め、足音を消して進んだ。同時に、背負っていた水中銃を、背中から胸の前に持ち替えた。

　道はなだらかな上り坂になっている。島は全体として、北に行くほど標高が上がるのだが、今アル美が進んでいる道は、それに沿うようなかたちで延びている。左手には東２ｅエリア住宅街。右手には海岸から抜けてきた林が広がっている。

　日頃、ランニングなどで体を鍛えているアル美だったが、舗装路に入ってから呼吸は速くなるいっぽうだった。といっても、上り坂がキツいせいではない。理由は、アル美がこの先の光景がどうなっているのか、知っているからだった。

　東２ｅエリアは、最初に巨獣の被害を受けた住宅エリアである。一年ほど前までは、一軒家が軒を連ね、穏やかな風景が広がる場所だった。しかし、今は巨獣に蹂じゅう躙りんされ、朽ち果てたゴーストタウンと化していた。

　割れたガラスや屋根瓦、崩れ落ちたブロック塀が、そこら中に散乱している。伸び放題になった庭の草木は、自然の力強さを感じさせるというよりは、鬱うっ蒼そうとした不気味さを漂わせていた。点々と立った電柱が、かろうじて往事の人間社会の痕跡を残しているが、切れた電線は力なく垂れ下がり、むしろ廃墟感を増すのに一役買っている。

　アル美は、その光景を思い浮かべただけで、見えない手に心臓を鷲わし摑づかみされたような息苦しさに襲われるのだった。

　道に出て三十メートルほど進むと、アル美の足がためらうように止まった。

　できることなら、この先には進みたくない。気持ちが折れかける。しかし、進まないわけにはいかなかった。今、この場所を守れるのは、自分しかいないのだ。

　パイロットスーツの襟の部分に収めていたチョーカーをスルリと引き出し、右手でギュッと包むアル美。そのまま、スウッと大きく息を吸い込み、ゆっくりと吐き出す。すると、重圧でガチガチになっていた体から、いい意味で力が抜け、表情にはいつものクールさが戻った。

　戦闘態勢は整った。改めて、一歩を踏み出す。

　時折、稲光がフラッシュライトのように周囲を照らす。そのたびに、目を背けたくなるような荒廃した光景をまざまざと見せつけられた。しかし、集中力を高めて臨戦状態になったアル美は、もはや息苦しさを感じることはなかった。

　雨脚は徐々に強まっていたが、天気も自分に味方してくれているとアル美は感じていた。雨は、こちらの足音や臭跡を消してくれているはずだ。

　それに、吹き付けてくる風は、常に向かい風。つまり、こちらが風下にいるということだ。もっとも、巨獣が臭いで敵を察知しているかは定かではない。それでも、狩りの基本に忠実であることは、精神的な後ろ盾くらいにはなった。

　胸の前に水中銃を構え、一歩一歩、慎重に進むアル美。

　と、背後で稲光が起こり、前方の景色をパッと浮かび上がらせた。見えたのは、崩れかけた鉄製の門扉と、落ちそうなくらい斜めに傾いた表札。そこには、『二階堂』の文字が彫り込まれていた。

　アル美の脳裏に、平和だった当時の光景がフラッシュバックする。

　六歳。小学校の入学式当日。おめかしさせてもらった自分。すぐ横には、柔らかい笑顔を浮かべた母親がいる。父親は、三脚にカメラを固定し、タイマーをセットしている。デジタルではない、フィルムの一眼レフを使っているのが、父のこだわりだった。「よし、いくぞ」という声とともにこちらに駆け寄る父。三人が横に並ぶと、両親は示し合わせたように、そっと私の肩に手を置いた。パシャリ。フィルムに、自宅前で笑顔を浮かべる幸せな家族が焼き付けられた。

　今、アル美の目の前には、幸せの残ざん骸がいが無残な姿をさらしている。

　一瞬の回想から戻ったアル美の目に、暗い光が宿る。

　巨獣らしき生物が動き回っていたのは、このあたりのはずだ。どこから現れても不思議はない。雨音の中に、ヤツの立てるノイズが交ざっていないか、アル美は、物陰に身を隠しながら聴覚に全神経を集中させた。すると、かつて住んでいた家の方から、ガサッという異音が聞こえてきた。

　モニターで確認したのは、別の家に入り込み、中を荒らしている音だった。自分が到着するまでの間に、わずかばかり移動したということか？　よりによって、私の家族の家に。

　アル美は、わき上がってくる感情を抑え、冷静でいなければと自分に言い聞かせながら、かつての自宅の敷地内に足を踏み入れた。

　音を立てないように、瓦礫の山をすり抜け、家の壁伝いに進んでいく。そこでもう一度、ガサッという音が聞こえてきた。が、発生源が家の中なのか、外なのかまでは判断がつかない。

　ただ、この状況で家の中に踏み込むのは、あまりにも危険だ。狭い空間では、水中銃の取り回しが厄介だし、障害物の影から突然襲われた場合、対処できない。たとえ敵が小さかったとしても、取っ組み合いで倒せるような相手でないことは、何体もの巨獣と対峙してきたアル美にはよく分かっていた。

　このまま壁沿いに裏庭に回り込み、そこで待ち伏せする。それが最善の策に思えた。

　水中銃は、すでに目の高さに構えている。敵が現れたら、照準を合わせて引き金を引くだけだ。

　足音を殺し、すり足のような状態でジリジリ進む。と、壁の先の裏庭が視界に入ってきた。静かに息を吐き出し、呼吸を整える。

　いったん、水中銃を胸まで下ろし、壁に背を預けながら裏庭の状況を確認する。

　動くものはない。耳を澄ませても、聞こえてくるのは雨音ばかり。さっき聞こえた異音が、空耳であったかと思えるほど、何の気配も感じられなかった。

　が、地面に目を移すと、そこには目を疑うほどの、巨大な足跡が残されていた。その足跡は、かつて母が大切にしていた花壇を踏み荒らしていた。一歩の長さが、八十センチはあるだろうか。その足跡の持ち主が、いったいどれくらいの体格なのか、即座には思い浮かべることができない。

　ただ、モニター越しに見た個体が、この足跡をつけた張本人とは思えない。だとしたら、以前、この場所に侵入した別の個体がいたということだろうか。それとも、そのサイズの巨獣が、今もこの付近に身を隠しているということだろうか。

　にわかに、アル美の頭が混乱する。もし、今の装備で、この足跡の主と遭遇しては、対処のしようがない。逃げるより他ないどころか、逃げることさえままならないかもしれない。

　考えがまとまらないうちに、ガチャンという衝撃音が聞こえ、家の中から何かが飛び出してきた。

　監視カメラが捉えていた、あの生き物だ。モニターでも確認できた通り、体毛はなく、表皮は湿り気を帯びたようにヌメっとしている。牙きばを剝むき出した顔は、今までアル美が何度となく見てきた、巨獣のそれだった。小さくなっても、その気色の悪さ、禍まが々まがしさは健在である。

　体長は一八〇センチほど。巨獣の小型版といった印象だ。巨大な足跡を目にして、混乱しかけていたアル美だったが、目の前に敵が現れたことで、逆に冷静さを取り戻すことができた。

　半身になって身を隠していた壁際から横に一歩出て、水中銃を構えるスペースを確保する。アル美が、敵の頭部を照準内に収めるまでに、家から小型巨獣が飛び出してきてから三秒もかからなかった。判断の速さと行動力は、アル美の武器でもある。

　次の瞬間、敵もアル美の存在に気づき、振り返った。自分に突きつけられているものが何なのか、巨獣が理解しているとは思えなかったが、少なくとも敵意が向けられていることだけは分かったのだろう。小型巨獣は、グルルルゥーとうなり声を上げながら、アル美をにらみつけてきた。

　といっても、周囲を照らしているのは、雨雲からわずかに差し込んでいる月明かりのみ。相手の視線まで、はっきりと見えているわけではない。

　ただ、両者の距離は、わずかに五メートル。引き金さえ引けば、確実に仕留められる距離である。

　そのとき、稲光が起こり、敵の姿が暗闇の中にくっきりと浮かび上がった。と同時に、小型巨獣と視線が交錯する。敵の片目はつぶれていた。しかし、そんなことを気にしている場合ではない。

　今だ！　引き金を引くんだ！

　アル美の脳が体に指令を出す。しかし、引き金に掛けた指先は、本人の意志に反して動かなかった。

　まさか？　なぜ……、なぜ撃てない!?

　アル美の頭が再び混乱する。恐怖心で硬直しているのか？　いや、そんなはずはない。体に震えは感じられないし、呼吸も正常を保っている。だったらどうして？　こんな状態で襲い掛かられたら、ひとたまりもない！

　だが、動けないでいるアル美から殺気が消えたせいなのか、小型巨獣は、急に興味を失ったかのように、スッと体の向きを変えると、そのまま茂みの奥に姿を消してしまった。

　それを、目で追うことしかできないアル美。

　敵の姿が完全に見えなくなると、一気に脱力して、思わずその場にへたり込んでしまった。自分が、こんな状態になるなんて思ってもみなかった。気持ちさえ切り替えれば、いつでも冷静な自分でいられる。そう確信していた。今までは。

　全身から、どっと汗が噴き出す。

　なぜだ？

　引き金を引けなかった自分に対する疑問だけが、グルグルと頭の中を回っている。あの瞬間、自分を縛り付けたものは何だったのか？

　ただ、自分への猜さい疑ぎ心しんに混乱するいっぽうで、憎むべき敵を目の前にしながら仕留められなかった悔しさもあった。私はいったい、何のためにここに来たのだろう……。

　複雑な感情が入り交じり、アル美はしばらく、その場から動けなかった。
















　朝。波なみ止どめ工業、管制室。

　開け放たれた窓から、初夏の爽やかな風が吹き込んでいる。

　しかし、その清すが々すがしさとは裏腹に、部屋には穏やかならざる空気が漂っていた。アル美、田た島じま、武む藤とうが、作戦会議用の机を囲み、深刻な表情で話し込んでいる。

「ってことは、イノシシくらいの大きさってことか……」

　田島の言葉に頷うなずくアル美。龍りゅう眼がん島じまから戻ったのは、三時間ほど前のこと。

　小型の巨獣と遭遇したものの、なぜか水中銃の引き金が引けず、一時は茫ぼう然ぜん自じ失しつの状態に陥ってしまった。そこから気持ちを立て直し、周辺を捜索したのだが、問題の個体は見つからなかった。

　仕方なく帰還しようと水上バイクを乗り捨てた砂地に戻ったころには、空が白み始めていた。

　アル美が自転車で波止に帰り着くと、社屋の前には険しい表情の田島が立っていた。アル美の姿を見つけた途端、心底ホッとしたような顔に変わったところを見ると、どうやら一晩中、アル美が帰って来るのを待っていたらしい。

　アル美は、戻るや否や、島での出来事を報告しようとしたが、田島はそれを制した。まず、アル美に怪け我ががないことを確認し、大丈夫だと分かると、まだ乾き切っていない服を着替えて、宿直室で仮眠を取るよう指示した。

　一刻も早く報告を、と気が急せいていたアル美だったが、田島の言葉で冷静さを取り戻し、自分でも少し頭を整理してからと思い直して、素直に指示に従うことにした。

　仮眠を取り、宿直室を出ると、すでに早番の武藤が出勤していた。

　田島は、改めて体調に異変がないことを確認すると、武藤も同席させ、アル美から昨晩の報告を聞いたのだった。それを受け、武藤は自身が抱いた第一印象を口にした。

「そのアル美が見たっていうちっこいヤツ、巨獣の子どもなんじゃないか？」

　田島も同じイメージを持ったようで、「うむ」と同意する。

「巨獣が交配して、子どもを産んでるんだ。だから増え続けてる」

　武藤が言ったその推論にも同意だったようで、田島は思案顔でつぶやいた。

「その巣を突き止められれば、全滅させられるかもしれないな……」

　三人が各おの々おの、今後のことについて思いをめぐらせ始めたとき、管制室のドアが勢いよく開けられ、片かた岡おかがドカドカと入ってきた。

　朝のあいさつをしようと、口を開きかけた一同だったが、機先を制するように片岡が口火を切った。

「二に階かい堂どう君、困るじゃないか！」

　怒気をはらんだ声を、アル美にぶつける片岡。何のことだか分からず、困惑したアル美が眉根を寄せる。それを見た片岡は、とぼけるんじゃないとばかりにまくし立てた。

「社長からのメールで知ったよ。昨日の夜、あんなにしけた海を水上バイクで渡ったんだって？　言語道断だよ、まったく！」

　そのことか、と合点がいったアル美は、いきさつを報告しようと片岡に向き直った。が、アル美が話し始める前に、今度は悪巧みでも相談するような声で、片岡が尋ねてきた。

「誰にも見つかっていないだろうな？」

　アル美は、片岡の意図を察しかねて、「は？」と戸惑いの声を発する。

　片岡は、いら立ったように、同じことを問い直した。

「水上バイクで夜中に出て行ったところを、誰にも見つかってないかと聞いているんだ！」

　アル美は、それでも片岡の意図が摑つかめなかったが、事実は事実として「はい」とだけ答えた。

　すると片岡は、田島の方に向き直り、妙なことを聞いた。

「海上保安庁からも、連絡はないね？」

　田島も、片岡が何を確認しようとしているのか分からなかったが、とりあえずの状況として、「はい。今のところは」と返した。

　それを聞いた片岡が、ふぅ～と大きなため息を漏らし、質問の意図を説明した。

「まったく、不幸中の幸いだったな。水上バイクでの夜間航行は、法令違反だ。誰かに通報でもされてたら、一巻の終わりだぞ。監督不行き届きを問われて、最悪、業務停止だ」

　田島とアル美は、そこでようやく片岡が言わんとしていたことを理解した。が、今はそんな些さ事じにとらわれている状況ではない。田島は改めて片岡の小言を封じようと口を開きかけたが、その前に武藤が食って掛かった。

「あの～、経理部長殿、お言葉を返すようですがね」

　そこに慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなニュアンスを感じ取った片岡が、武藤をにらみつけながら問いただす。

「何だね？」

　武藤は、高圧的な物言いにひるむ様子もなく、片岡をにらみ返しながら問い掛けた。

「おたくの会社の現場作業員がですね、業務を遂行するため危険を顧みずに、夜の海に出て行ったんですよ。まずは、無事だったかどうかを確認するのが、筋ってもんじゃないでしょうかね？」

　片岡は、アル美の方に顔を向け、わざとらしく視線を上下させると、フンッと鼻を鳴らして言った。

「どこも怪け我がしてないじゃないか。無事かどうかなんて一目見りゃ分かる。そうだろ？」

　最後の「そうだろ？」は、アル美に向けた念押しだったが、反応したのは武藤だった。

「はぁ!?」と言って立ち上がり、摑み掛からんばかりの勢いで片岡に近づく。しかし、アル美がそれを遮るように立ち上がり、片岡の目を見据えながら言った。

「責任は取ります。懲戒処分にでも何でもしてください」

　すると、今度は田島が割って入った。

「いや、私が命令したんです！　私の責任だ」

　片岡は、ふぅ～と再び深いため息を漏らすと、空いていた席に腰を下ろし、机の一点を見詰めながらブツブツと言った。

「何だよ……。みんなして寄ってたかって、俺一人が理不尽なことを言っているみたいじゃないか。田島さん、アンタがそんなことじゃ困るんだよ。万が一、二階堂君が怪我をしたり、船舶免許取り消しにでもなったら、どうやって仕事を回していくんだ？」

　片岡の言い分はもっともだった。田島が何も言い返せないでいると、内省するような重いトーンで続けた。

「沖おき野の君が出勤停止。二階堂君も離脱となれば、武藤君一人で回さなきゃならないんだぞ。おまけに島に渡る船もなくなっちまったんだ。これ以上、厄介事を増やさないでくれよ……」

　片岡がうなだれ、場に嫌な空気が流れる。その沈黙を破るように、管制室のドアが勢いよく開いた。入ってきたのはみゆき。手には一枚のコピー用紙を携えている。

「社長！　見積もりが出ました！」

　そう言いながら持ってきた用紙を田島に手渡す。と同時に、経理用語に反応した片岡が顔を上げた。

「ん？　見積もり!?」

　その疑問に田島が答える。

「捕獲用の箱罠わなの見積もりです」

　捕獲用？　箱罠？　田島の口から耳慣れないワードが出てきて、片岡の疑問はむしろ大きくなった。

「聞いてないが……」

　口うるさい片岡にこそ、順を追ってしっかり説明しなければならないと考えていた田島だったが、行き掛かり上すっかり逆になってしまった。しかし、こうなっては仕方ない。事の成り行きを、さかのぼって説明する。

「二階堂君が、島で巨獣の幼体と見られる個体を目撃したんです」

　田島の口からまたも発せられた耳慣れないワードを、片岡がそのまま返す。

「幼体？」

「体長一八〇センチほどで、毛がなく、巨獣そっくりの外見をした生物です。それが、巨獣の子どもではないかと」

　田島に、「だよな」と振られたアル美が、コクリと頷く。

　片岡に食って掛かるのをアル美に止められた後、手持ちぶさたに突っ立っていた武藤が、元のイスにドカッと腰を下ろし、中空を見上げながら言う。

「そんなに小さいヤツは初めてだ。それなら生け捕りにできるかもしれない」

　アル美から報告を聞くため、管制室に社員が集められた際、実は最初だけみゆきも同席していた。しかし、おおよその経緯を聞いたところで、田島は懸案事項であった生体捕獲のチャンスだと思い至り、みゆきに罠の見積もりを取るよう指示を出していたのだ。

　事のいきさつは理解したものの、片岡は納得したわけではなかった。田島が机に置いた見積書をひったくるように奪った片岡が、険しい表情を浮かべながら中身を吟味する。そこには、おおよそ次のようなことが書かれていた。

　アニマルトラップ（捕獲檻おり）。イノシシ、シカ等、大型獣用箱罠を、二メートル超級にも対応可能に調整。補強・加工費など含め、良心特価五十万円（税別）。

　経理を担当する自分のあずかり知らないところで、具体的な見積もりを出すまで話が進んでいることに驚いた片岡が、ストップをかける。

「ちょっと待ってよ！　私の承認なしに物事を進めて、通ると思ってるの？」

　しかし、指示を出した張本人である田島は、強引にでも話を進める腹積もりのようで、一歩も引く気配はない。

「生け捕りにできれば、正体を解明できるかもしれないんです！」

　武藤も、現場の人間として、田島の意向を後押しする。

「シオタバイオの猪俣のおっさんも言ってたんだ。生体さえあれば、ってな」

　実際のところ、猪いの俣または生体の解析を確約したわけではなかったが、そうでも言わないと片岡には伝わらないと思い、武藤は多少、話を盛った。それでも、片岡は首を縦に振ろうとはしなかった。

「今のウチに、そんなモノ作ってる余裕があるわけないだろ！」

「何とか見繕いましょう」と、田島が提案しても、取り付く島がない。

「金があるなら、今は船を借りる方に回すべきだろう。第一、その箱罠とやらを、どうやって島に持って行くんだ」

　田島たちに落胆が広がる。希望が見えていただけに、ショックは小さくなかった。そんな雰囲気などお構いなしに、片岡がさらなる追い打ちを掛ける。

「生け捕りうんぬんの前に、島に渡ることさえできないじゃないか。罠の前に船。船の前に金。結局、金がなかったら、何もできないんだ」

　田島は、グウの音も出なかった。「何とか見繕いましょう」と言ってみたものの、実際にあてがあるわけではまったくなかった。

　個人的な貯金は、波止工業設立のために使い果たしてしまったし、現在の財務状況では、金融機関から新たな融資を受けられるとも思えない。また、問題を起こして謝罪に出向いたばかりの今、塩田化学に援助を請うのも難しかった。

　すなわち八方ふさがり。短気な武藤が、やり場のない怒りを吐き出す。

「金、金、金かよ、クソッ！」

　片岡を中心に経費の件が話し合われている間、アル美は、心ここにあらずといった顔で、ずっと黙り込んでいた。それに気づいた田島は、小型巨獣について、何か他に気がかりなことがあるのかと尋ねかけたが、口を開く前に思い留とどまった。利発なアル美が、ぼんやりと考え込んでいるということは、考えがまとまっていない証拠だ。今、問いただしても意味がない。

　それよりも、目下の懸案事項に向き合うのが先決だ。田島が重い口を開く。

「片岡さんの言う通り、まずは船を何とかしないと」

　しかし、起死回生の打開策が、天から舞い降りてくるはずもなく、場に嫌な沈黙が流れる。そんな重い空気を変えたのは、みゆきの意外な発言だった。

「私、今日のお昼は、いつものお弁当に杏あん仁にん豆腐のデザートを付けようと思います！」

　突然何を言い出したのかと、あ然とする一同。そんな空気などお構いなしに、みゆきは続けた。

「だって、これからもうひと頑張りするんですから、それくらいのご褒ほう美びがないと！」

　みゆきはそう言うと、スクッと立ち上がって、事務室に続くドアに向かった。

　それは、折れかけていた一同の気持ちを奮い立たせるための、みゆきなりのエールだった。その場にいた全員が、それに気づき、自分が今、やるべきことに動き出す。

　田島は、みゆきの気遣いに感謝しつつ、頰ほおをパンパンとはたいて、萎えそうになっていた自分に活を入れ直した。




　海沿いの道。昨晩降った雨が、歩道のところどころに水溜たまりを作っている。

　いつもだったら、ただ走り抜けていくだけの場所だったが、この日のアル美はそんな気分になれず、愛車のクロスバイクを押して歩いていた。

　別に、自転車に乗れないくらい強い眠気に襲われているわけでも、体調が悪いわけでもない。ただ、アパートに戻る前に、考えをまとめておきたいという思いがあり、あえて歩いているのだった。

　視線の先には、沖合に霞かすむ龍眼島の島影。昨晩の出来事が脳裏に浮かぶ。

　朽ち果てた自宅の裏庭で遭遇した小型の巨獣。頭部に合わせた水中銃の照準。必中、必殺の間合い。引き金さえ引けば、確実に仕留められたはずだ。

　では、なぜあの時、そんな簡単なことができなかったのか。

　もう一度、問題の小型巨獣の姿を思い出してみる。体毛がなく、表皮はヌメヌメと濡ぬれ光っていて、口からは鋭い牙きばがのぞいていた。そして、……そう、片目が潰つぶれていた。

　そこで、ふと別の記憶がよみがえった。確か、沖野が龍眼島に初出動した際、学校で合流する直前に、奇妙な小動物を見掛けたと言っていなかったか？　しかも、その生物の顔には、傷があったように見えた……と。

　もしかしたら、同じ個体なのかもしれない。そう考え至ったアル美は、途端に落ち着かない気持ちになってしまった。今すぐに確かめたい。その手段はひとつだけだ。

　やめておいた方がいいのではないか、という思いが浮かばないではなかったが、それ以上に確認せずにはいられないという衝動の方が勝っていた。

　アル美は、押していた自転車にまたがると、自宅アパートとは違う方向にペダルを漕こぎ出した。




　締め切った窓の外から、小鳥のさえずりが聞こえる。

　そのかすかな物音で、家主は浅い眠りから覚めた。古びた木造のアパート。沖野の住すみ処かである。

　武藤の突然の訪問を受けた後も、沖野はろくに眠れない状態が続いていた。ウトウトしては目を覚まし、目を覚ましては虚脱感で再びウトウトする。それを延々と繰り返している。

　本来、小鳥のさえずりで目を覚ますなど、もっとも爽やかな目覚めなのだろうが、沖野の気持ちはまったく晴れなかった。

　ただでさえ昨晩は、嵐がもたらした騒音で、余計に寝付けないでいた。明け方になって、ようやく眠気が訪れたのだが、さえずりという穏やかな朝の風物詩が、目覚まし時計代わりになってしまった。

　ここ数日、神経が過敏になっているのを感じる。自分はもはや不眠症なのではないか。睡眠薬でも飲まない限り、満足に寝ることさえできなくなってしまったのではないか。

　それを考えると、ますます眠れなくなってしまう。完全に悪循環スパイラルに陥ってしまっていた。

　沖野は、ベッドに横になっていること自体に嫌気が差し、とりあえず起き上がることにした。が、起きるや否や、やることがないことに気づく。

　スマホの電源は切ったまま。食欲もほとんどない。武藤とみゆきからの差し入れを、モソモソ口にすることはあったが、それはほとんど義務的に胃に流し込んでいるようなものだった。「腐ったので捨てちゃいました」では、二人の思いやりを土足で踏みにじるようなものだ。

　ベッドから身を起こしたものの、すぐに手持ちぶさたになってしまった沖野は、気まぐれにカーテンを少しだけ開けてみた。差し込んできた光は、思った以上に強かった。このところ、雨ばかり降っていたので、朝日がよりまぶしく感じる。今日は、久々の快晴になりそうだ。

　光の筋が、パソコン机に置いたままになっていた、一通の封筒を照らし出す。武藤に見とがめられた『退職願』である。

　自宅に引きこもった当初は、それをなるべく早く提出しよう、何なら田島社長あてに郵送してしまおうかとまで思っていた。しかし、武藤にガツンと痛いところを突かれ、今は感情的な行動にブレーキがかかっていた。それでも、捨てることができないでいるのは、いまだにどうすればいいか考えあぐねている迷いのあらわれでもあった。

　そうこうしている間にも、出勤停止処分が明ける明後日あさっては着々と近づいてきている。沖野は、その日を迎えるのが怖くて仕方なかった。

　どんな顔をして出社すればいいのか。いっそ、遠くに逃げ出してしまいたいという思いすら浮かんでくる。しかし、その先には、「逃げたら本当に終わりだ」という別の怖さもあった。

　結果、ただただ無気力に、時間だけを浪費している。それが、ここ数日の沖野だった。

　と、虚無状態だった部屋に、突然異音がもたらされた。

　トントン。明らかに玄関の扉を叩たたく音である。まさか、また武藤さん？

　沖野はとっさに、出しっ放しになっていた『退職願』を、プリンターの下に隠した。

　そこで再びノックの音。ドア越しに「はい？」と問い掛けて、訪問者の様子をうかがう。

　が、外からのリアクションはなかった。ドアスコープをのぞき込むと、外に立っていたのは、思ってもみない人物だった。

　アル美……さん!?

　最初、沖野はいよいよか、と思った。いよいよ自分も、この領域にまで達してしまったのか、と。

　睡眠不足と過度のストレスによる、幻聴と幻覚。人によっては、それが精神の崩壊をもたらし、悲劇的な出来事のきっかけになることもあるという。

　アル美が自分のアパートにやってくるというのは、沖野にとって、自分の正気を疑うくらいあり得ないことだった。いったんドアスコープから目を外し、気を落ち着かせてから、もう一度のぞき込んでみる。と、やはりそこにアル美の姿はなかった。

　ですよね！　いるはずないわな！　沖野は、どこか安心したような、それでいてちょっと残念なような、微妙な感覚に陥って、その場にしゃがみ込みそうになった。

　ところが、次の瞬間、会社で何度か聞いたことがある、特徴的な音が耳に届き、我に返った。

　これって、もしかして？　とっさに玄関のドアを開けると、そこには自転車にまたがり、今まさに漕ぎ出そうとしているアル美の姿があった。

　やはり、聞こえてきたのは、アル美が愛車のスタンドを跳ね上げる音だった。沖野は、特に意識していたわけではないが、アル美が出退勤するたびに聞こえてくるその音、カシュンという小気味良い稼働音を、いつの間にか聞き分けられるようになっていた。

　部屋にいないとあきらめて帰りかけたアル美と、自分の妄もう想そうが作り出した幻影だと思って無視しかけた沖野。二人の視線が交錯し、奇妙な間ができる。

　先に口を開いたのは、アル美だった。

「ゴメン。寝てた？」

　表情はいつも通りクールだったが、言葉の端には戸惑ったような、あるいは恥じらっているような、いつものアル美とは違うニュアンスが感じられた。

　その問い掛けに、「あ、いや、大丈夫です。はい」と、しどろもどろに応じた沖野。そこで、自分がパンツ一丁という、あられもない姿であることに気づく。

「ああっ、す、すみません！　すぐに服着るんで！」

　そう言うと、勢いよくドアを閉めて部屋に戻った。部屋を見回すと、雑多なモノの山の中から着られそうなスウェットの上下を引っ張り出し、超高速でそれを身につける。

　その間、よろけて壁に頭をぶつけ、足の小指をクローゼットの角に強打したのだが、その痛みによって、これが夢や幻ではないことを再確認した。

「はい！　お待たせしました！」

　そう言って沖野が再びドアを開けたとき、アル美は敷地内の空きスペースに自転車を停とめ、部屋の前まで来ていた。目が合うと、下着姿を見られたことを思い出し、沖野が耳を真っ赤にする。しかし、アル美の方はまったく気になっていないようで、

「慌てなくてもいいのに」と、いつものように感情の読み取れない顔で言った。

　沖野は、思わず「スミマセン……」と無意味な謝罪を口にした。

　それにしても、なぜアル美がここに？　わずかばかり冷静さを取り戻した沖野が、用件を聞くため、おずおずと切り出す。

「あの～、それで、今日は……」

　シャンとしない沖野に対して、アル美は前置きなしで本題に入った。

「例の映像って、まだ残ってる？」

「レイのえいぞう？」

　言葉自体は聞き取れたものの、とっさにはピンとこなかった。

　沖野の頭上にハテナマークが浮かんでいることを察したアル美が、簡潔な説明を加える。

「間違って拡散しちゃったヤツ」

　それを聞いた沖野の背中に、戦せん慄りつが走る。やっぱりまだ気にしてたんだ！

　慌てて言い訳を始める沖野。

「あ、だ、大丈夫です！　全部、破棄しましたので！　もう拡散されることはありませんです、はい」

　しかし、アル美の反応は、予想していたものと違っていた。もう世に出回るはずはないという話なのに、なぜかガッカリしているように見える。

「そっか。ならしょうがないな。残っていればよかったんだけど」

　アル美は、ため息交じりにそうつぶやくと、「じゃ」と言って踵きびすを返した。

　事態が吞のみ込めない沖野は、慌ててアル美を呼び止めた。

「ええっ!?　いや、ちょっ、どういう意味ですか？」

　すでに自転車に向けて歩き始めていたアル美だったが、沖野の声に首だけ振り返り、視線を下に向けたまま返した。

「ちょっと確認したかったから……」

　その意味深な発言に、ますます興味を引かれた沖野が、ドアから身を乗り出して尋ねる。

「僕が自撮りしたコックピットの映像を、ですか？」

　沖野に背中を向けたまま、コクリと頷くアル美。

　話の着地点はまったく見えないが、沖野は聞かずにはいられなかった。

「何かあったんですか？」

　一瞬のためらいの後、アル美が意を決したように質問を返した。

「最初の出動の時、私たちと合流する前に、林の中で小さな生き物を見掛けたって言ってたよね？」

　当時の記憶をたどる沖野。正直、巨獣を倒した強烈な印象に塗りつぶされていて、その前段の記憶はあいまいだったが、言われてみれば、そんなことがあったような気もする。

　沖野は、「あ……、はい」と間抜けな声で返した。

　アル美は、落胆したような表情で、地面を見詰めながら言った。

「昨日の夜、私も見たの。巨獣に似た、小型の生き物。沖野君が見たのが、それと同じヤツかどうか、映像で確認できたらと思って」

　そこでようやく、沖野にもおおよその事情が理解できた。要は、問題の生き物が自撮り映像に映り込んでいるのが確認できれば、行動範囲の特定とかに役立つ……ってことか？

　その時点では、沖野はそう解釈した。

「朝早くに、ゴメン」

　そう言って、立ち去ろうとするアル美。

　沖野は迷ったが、やはり黙っていることができず、再びアル美を呼び止めた。

「あのっ、データなら残っていると思います」

　それを聞いたアル美が、勢いよく振り返った。それを見て、今度こそ責められると勘違いした沖野が、あたふたと取り繕う。

「い、いや、隠していたわけじゃなくて、一度はちゃんと捨てたんです！　捨てたんですけど、ゴミ箱に入れただけで、まだそれを空にしていないので……」

　噓うそではなかった。騒動の後、デスクトップ上のゴミ箱に放り込んだのは事実である。が、完全なる消去には、どこか抵抗があった。それは、男ならではのコレクション欲求なのか、自分でも分からなかったが、とにかく、二度と復活できないような状態にまではしていなかった。

　そんな自分の優柔不断さに、改めて嫌気が差す。全然反省していないじゃん、オレ……。

「あるってこと？」

　アル美に念を押されて、うなだれながら謝罪の言葉を口にする。

「は、はい……、スミマセン」

　しかし、アル美の方は至ってドライで、

「それ、見せて」と、淡々とした口調で要求した。

　そこに有無を言わさぬ圧を感じた沖野が、よく考えもせずに提案する。

「入りますか？　中に」

　そう言ってしまってから、沖野はすぐに、しまった！　と後悔した。

　武藤だったらどう思われても気にならない。が、相手はアル美だ。ゴミ屋敷の住民……なんて思われたら精神的ダメージは計りしれない。

　せめて、掃除が済むまで外で待ってもらうか？　床に置きっ放しのペットボトルやヨーグルトの容器をゴミ箱に放り込んで、脱ぎ散らかした服はクローゼットに押し込んで、掃除機で床のほこりを吸い込んで、サボったリングが浮き出たトイレを磨いて……って、全部終わるまで何時間かかるんだよ？　さすがに帰っちゃうだろ！

　沖野が不用意発言をしてから、ここまでゼロコンマ三秒。考えはまとまらず、自問自答を続ける。

　いやいや、待てよ。部屋の汚れなんて気にしている場合か？　よく考えてみたら、オレ自身がヤバいだろ！　顔も洗ってないし、歯磨きもしてないし、ヒゲなんて何日前からそってないか分からない。目やに？　付いてる！　寝癖？　付いてる！　そもそも、最後に風呂に入ったのっていつだっけ？

　そんなことを超高速で考えているうちに、アル美は「ありがとう」と玄関に入ってきてしまった。完全に上がるつもりだ。恥ずかしいから入れたくない。でも、このまま帰ってほしくもない。心の中に複雑な葛かっ藤とうが渦巻いている。

　とはいえ、もはや、「やっぱりなしで！」とも、「ちょっと待って！」とも言えない状況だ。

　よく考えてみれば、このアパートに身内以外の女性を招き入れるのは、オレ史上初ではないか。その初めての招待客がアル美となれば、永遠に語り継がれる伝説となるであろう。オレの中で。

　などという、どうでもいい妄想を膨らませているうち、アル美は靴を脱ぎ始めた。反射的にドアを背中で押さえ、「どうぞ」と道を空ける。

　結果、必然的にアル美と至近距離ですれ違うことになる。揺れるショートボブの髪からは、ほのかにシャンプーの香りがした。

「すみません、片付いてなくて」

　そう言いながら、先に通したアル美を、追い掛けるように部屋に戻る。せめてこもった臭いだけでも追い払おうと、窓を全開にした。

　その間、アル美は部屋に上がったところで立ったまま動こうとしなかった。それもそのはずである。沖野の部屋には、腰を落ち着けられるスペースなど存在しなかった。それに気づいた沖野は、武藤が来た時にしたように、雑多な荷物を部屋の隅に押しやって、何とか人一人が座れる空間をこじ開けた。

「適当に座っちゃってください」

　と言って、自身はデスクに置いていたノートパソコンを摑み、ベッドに腰掛ける。

　すると、アル美は何を考えているのか、少しだけ間を空けて、沖野の横に腰を下ろした。

　えっ？　ええ～!!　マジかよ？　そこ座る!?

　沖野は、パソコンを膝の上に載せた姿勢で固まってしまった。

　確かに、「適当に座って」とは言った。が、沖野の想定では、その〝適当〟の中に、自分の真横は含まれていなかった。

　パソコンのアイドリングタイムを利用して、こっそり横目でアル美の表情を盗み見る沖野。そこには、いつも通り無表情なアル美がいた。

　どうやら、部屋の汚さとか、臭いとかには頓着しないタイプらしい。

　もしかしたら、男の一人暮らしの部屋に上がり込んでいる、ということさえ意識していないのかもしれない。それは、アル美がこういうシチュエーションに慣れているからなのか、よほど問題の動画に気を取られているせいなのか、もしくは自分を男として見ていないだけなのか……。沖野には分からなかった。

　開け放った窓から、微風が吹き込んでくる。その風に乗って、再び沖野の鼻び腔こうをシャンプーの香りがくすぐった。

　ヤバい、ヤバいぞ、この状況！

　沖野は、理性を保つために、パソコンの操作に集中することにした。ゴミ箱を開くと、中にはやはり問題の動画データが残っていた。それをデスクトップに救い出し、再生する。

　画面にはすぐ、コックピットからの景色が映し出された。当然、編集などしていないので、出だしは波止社屋前の桟橋で、ブルバスターを艀はしけに乗せるところからだった。

　沖野は、進しん捗ちょく状況を示すシークバーの適当な位置をクリックし、余計な部分をショートカットする。と、今度は龍眼島に到着した後、装輪走行モードで市街地を走り抜けている映像に変わった。

　該当の部分は、もう少しいったところに入っているはずだ。

　沖野が再びショートカットすると、スクリーンには茂みをかき分けて進む映像が映し出されていた。

「この後だと思います」

　動画を見るうち、沖野の記憶も鮮明になってきた。あの時の自分は、アル美たちが巨獣と対たい峙じしている学校まで最短コースで向かうため、茂みを突っ切っていた。小さな生き物が目の前を横切っていったのは、そのさなかのはずだ。

　見逃しを防ぐため、シークバーで大ざっぱに映像を飛ばすのではなく、早送りのボタンを押して、問題の映像を見つけに入る沖野。

　すると、ブルバスターの前をサッと何かが通り抜けていくのが見えた。

「これだ！」

　映像を戻し、再生させる。そして、画面の端から生き物が飛び出してきたところで一時停止させた。

　それは、イノシシを一回り小さくしたような生物だった。

　アル美は、肩が触れるくらい沖野に近づいて、画面に目を凝らしている。

　沖野は心の中で、パソコンに集中、パソコンに集中……と念じながら、煩ぼん悩のうを断とうと格闘していた。が、アル美の方は全く意に介してない様子。ただ、単に一時停止しただけの映像には限界がある。

「暗くて、よく見えない……」と、アル美が腕組みする。

　そのつぶやきに応じて、沖野は「ちょっと待ってくださいね」と、画像処理ソフトを立ち上げた。

　ロボット工学を専攻していただけあって、パソコン関係にはそれなりに詳しい。専門家クラス……とまではいかないが、人並み以上の知識は持っている。

　沖野は、動画の該当箇所を抜き出し、ソフトで処理をかける。最初、ブレブレで体の形さえ判然としなかった映像が、徐々にクッキリしてくる。さらに沖野が画面の明度を調整すると、問題の生物の姿が、はっきり浮かび上がってきた。

　解析が進むにつれ、マウスを握る沖野の手に、じっとり汗がにじみ出してくる。よく分からないが、重大な何かを探し当ててしまったような予感がする。いつもクールなアル美でさえ、緊張で身を固くしているのが分かる。

　最終的に、画面に映し出されたのは、体毛がなく、ヌルッとした表皮の、巨獣を小型化したような生き物だった。その個体の最大の特徴にアル美が気づく。

「片目がつぶれてる……。やっぱり、昨日のと一緒だ！」

　あくまで画面を通しての印象だが、周囲の草木との対比から、昨夜目撃した個体より、目の前のものの方が、一回り小さく見える。それ以上に、アル美の目を引いたのは、その生物のある部分だった。

「拡大できる？」

　要請に従って、沖野が生物にズームする。これでどうですか？　という意味でアル美の方を見ると、彼女の目は画面の一点に吸い寄せられていた。

「首……」

　アル美に促されるまま、目を凝らす沖野。すると、生き物の首に何やら人工物が巻き付いていることに気づいた。

「ん？　何だコレ!?」

　沖野が、さらにその部分を拡大する。ズームアップして荒くなった画像に、再び画像処理ソフトで補正をかけると、気になっていた物がはっきり見えるようになった。

　それを目にしたアル美が突然、沖野が膝に乗せていたノートパソコンをひったくるように、手元に引き寄せた。

「どうしたんですか？　アル美さん」

　驚く沖野をよそに、画面に釘くぎ付づけ状態のアル美がつぶやく。

「シロ……」

「しろ？」

　確かに、生物の表皮は白色っぽく見えなくもない。が、それはズームアップする前から分かっていたことで、なぜ今更そんなことを言うのか、沖野には理解できなかった。

　続いて、アル美の口から聞こえてきた言葉も、沖野を困惑させた。

「イヌ……」

　今度は、イヌ？　いったい、どういうこと？　沖野の混乱をよそに、アル美は叫ぶように言った。
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「ウチで飼っていたイヌ！」

　まさか！　沖野は、アル美に向けていた視線を、再び画面に戻した。が、そこにいるのは、飼いイヌなんて呼べるような可愛かわいらしいものではなかった。

　どこからどう見ても、巨獣を小型化したような化け物である。ただ、アル美は、冗談や一時の気の迷いで、そんな突拍子もないことを言い出す人間でない。ここまで言うからには、それなりの根拠があるに違いない。そこまで考えたところで、沖野はハタと思い至った。

　首輪か！　さっき、アル美の要請でズームアップした人工物。あれは、飼い主なら見間違いようもない、愛犬に付けた飼い犬の印だったのだ。

　いっぽう、アル美にも思い至ることがあった。昨日の夜、なぜ自分が水中銃の引き金を引けなかったのか。理由は、もはや明白だった。交錯した視線の先にあった化け物の目に、かつての愛犬の面影を見たのだ。アル美の全身から力が抜ける。

　沖野は沖野で、混乱の極みにいた。小型巨獣の首に、かつてアル美が飼っていたイヌの首輪が巻き付いていることは分かった。しかし、そこからの考えがまとまらない。

「ちょ、ちょっと待ってください！　つまり、アル美さんが飼っていたイヌが、この化け物になったってことですか？」

　アル美は、状況証拠が出揃そろった今でも、それを認めたくなかった。しかし、認めざるを得なかった。小型巨獣がシロを襲い、殺害した後、首輪が切れないように外し、わざわざ自分の首に巻き付けた……なんてことがあるはずがない。

　沖野の問い掛けに、小さく頷くアル美。

　沖野は、こんなおびえたような表情を浮かべているアル美を見るのは初めてだった。単におびえているわけではなく、その裏には、悲しさや寂しさといった複雑な感情が入り乱れているように見えた。

　ここに至って、沖野はようやく、アル美が自分のアパートを訪れた、本当の理由を察した。当初は、沖野が初陣のときに見た個体と、アル美自身が昨晩見た個体を照合し、行動範囲の特定にでも役立てようとしているのだと、勝手に思っていた。

　だが、アル美はずっと気になっていたのだ。昨晩、片目の個体に遭遇した際に感じた違和感を確かめずにはいられなかったということだろう。いずれにしろ、相当なショックを受けているはずである。しかし、沖野の心配をよそに、アル美の立ち直りは早かった。

　問題の個体に関する事実を、冷静に分析し始める。

「これ、撮影したのって、四週間くらい前でしょ？」

　沖野が、壁に貼ったアニメカレンダーの日付を目で追いながら、「はい」と頷く。今更ながら、このカレンダーくらいは、アル美を部屋に上げる前に外しておくべきだったと後悔した。

　ゴミ屋敷の住民かつ重度のアニメオタクって、どんな超絶コラボだよ！　と我ながら思う。が、もはや後の祭りであることも十分に分かっている。

　沖野の葛藤など知る由もなく、アル美が分析を続ける。

「昨晩見たシロは、体長二メートル近くあったと思う」

　間近で対峙したからこそ分かる。立ち上がった姿は、明らかに自分の背丈を超えていた。一八〇センチ以上は、間違いなくあったはずだ。その目撃証言を踏まえた上で、沖野も分析に加わる。

　アル美に奪われていたノートパソコンを、「いいですか？」と言いながらひょいと取り戻し、画像解析ソフトを操作する。対象物のおおよそのスケールを割り出すと、弾はじき出されたのは、一二〇～一三〇センチという数字だった。

「一カ月もたたないうちに、少なくとも五、六十センチは大きくなっているってことか……」

　そう口にしてみたものの、本当にそんなことが起こり得るのか、確信が持てなかった。というより、相当疑わしい。

　竹は、一日に百二十センチ伸びることもあるというが、しょせんは植物である。シロナガスクジラは、一日に三十センチ、九十キログラムも成長すると言われているが、そもそもサイズ感が違う。シロナガスクジラは、生まれたばかりの赤ちゃんでさえ、体長は八メートル近くあるのだ。

　一二〇～一三〇センチだった生き物が、一カ月足らずで二メートル近くにまで巨大化するというのは、どう考えても異常である。しかも、現時点での推論にすぎないが、その母体となった生き物は、イヌと思われる。常識が通用しないケースであることは間違いない。

　沖野が、真剣な表情で言う。

「生け捕りにしましょう。彼がこれ以上、大きくなる前に」

　その眼まな差ざしから、沖野が本気であることはアル美にも分かった。それでも、素直に頷けない事情があった。

「どうやって？　今、波止には船もお金もないんだよ」

　もちろん、アル美も沖野の提案には賛成だった。自分がシロと戦えるはずがないことは考えるまでもなかったし、他の誰かに〝害獣〟として殺されるのも耐えられない。残された道は、生け捕りしかないのだ。

　それに、もし生きたまま捕まえるというプランが実現し、生体を分析することができれば、龍眼島を取り戻すという計画は大きく前進することになる。

　ただ、その手だてがなかった。アル美が今、指摘した移動手段と資金難。さらに、シロが日増しに大きくなっているという事実。これ以上、巨大化したら、生け捕りどころか、大人しくさせることさえ難しくなるだろう。タイムリミットは、かなり差し迫っている。

　二人の間に、重苦しい沈黙が流れる。

　が、考え込んでいた沖野に、あるアイデアがひらめいた。それによって、すべての問題が解決するわけではなかったが、何もせずに手をこまねいてはいられない。

　沖野は、アル美を真っ直ぐに見詰めながら、力強く言った。

「僕に考えがあります」




　波止事務室。田島が電話と格闘している。

　無論、破格値で船を貸し出してくれる所有者を探しているのだ。

　片岡は、自席にかじりつくようにしてデスクトップパソコンと向き合っている。電話番号が分からない会社や個人のオーナーに、メール攻勢を掛けているのだ。近視と老眼のダブルパンチで、アドレスの小文字を判別するのに難儀している。

　そこに、レジ袋を提げたみゆきが戻ってきた。袋の表面には、『あったか亭』のロゴ。どうやら、昼食の買い出しに行ってきたところのようだ。宣言した通り、杏仁豆腐のカップが、弁当とは別の袋に入れられている。

　ただ、普段であれば、みゆきは弁当とお茶を席に届けたついでに、一言二言、愛想よく雑談を交わしていくのだが、今日は気もそぞろの様子で、弁当をそれぞれの席に持って行った後は、窓の外ばかり見ている。しまいには、窓まど際ぎわの壁に身を寄せ、張り込み中の刑事よろしく、階下の様子をうかがい見るようなことまでし始めた。

　みゆきの不可解な行動に気付いた田島が、弁当のふたを開けながら問い掛ける。

「白金さん、何かあった？」

　田島の声は耳に届いているはずだが、当のみゆきはそれどころではないようで、社屋から二十メートルくらい離れた電柱のあたりに目をやりながら、「やっぱり……」などとつぶやいている。

　いよいよ気になった田島が、揚げ竹輪をかじりながら、窓辺にいるみゆきの方に歩み寄っていった。

　真横までやってきた田島が、改めて「どしたの？」と問い掛けると、窓の外を指さしながらみゆきが答えた。

「あの人、ちょっと怪しくないですか？」

　示された方向に視線を向けると、電柱の陰に隠れたうさん臭い男の姿があった。マスクに帽子にサングラスの〝不審者三点セット〟を身につけている。それはもはや、警察官から職務質問されるのを待っているかのような出いで立ちである。

　片岡もシュウマイを頰張りながらやってきて外を見る。場所を教えてもらわなくても、怪しい男はすぐ目についた。

　みゆきが、眉を寄せながら、不安そうに説明する。

「あの人、『あったか亭』のあたりから、ずっとついてきたんです」

　バス停付近からとなると、三分近くずっと後をつけてきたことになる。しかも、波止工業の敷地付近には、この会社以外に目的地になりそうな施設はない。隣の会社に届け物があってとか、ちょっと道に迷ってしまって……なんて言い訳は通じない立地である。

「あの男に見覚えは？　ストーカーじゃないだろうね？」

　みゆきには、身に覚えがないのだろう。片岡にそう問われても、難しい顔で首を傾かしげるばかり。

　いずれにせよ、会社として見過ごしていい問題ではない。田島は、「ちょっと行ってくる」と言うや否や、外に飛び出して行った。あまりにも迅速な行動に、不審者情報の発信源であるみゆきでさえ目を丸くしている。

　片岡も、田島の後に続こうと思ったが、一瞬〝警察沙汰〟という四文字が頭に浮かび、その場に留まることにした。ただでさえ、映像流出という問題を起こしたばかりだ。事情も分からないまま大の大人が二人、雁がん首くび揃えて飛び出して行ってトラブルを大きくすることはない。

　……というのは、自分に対する言い訳で、田島の行動力についていけなかったというのが正直なところだった。




　事務室を出ると、田島は一段抜かしで外の鉄階段を駆け下り、猛然とマスク男に突進していった。

　その決断力、瞬発力こそが、田島の武器ではあったが、それと同時に短所でもあった。猪ちょ突とつ猛もう進しんの行動による失敗談は枚挙にいとまがない。

　電柱の陰に隠れていた男は、駆け寄ってくる人影に気付くと、そのあまりの勢いに、思わず二、三歩後ずさった。それを、逃げ出したと勘違いした田島が、男に飛びつき、羽交い締めにする。

　その腕を振りほどこうともがく男。ただ、男の方は突然のバトルに戸惑っているようで、「あ、ちょっ……」と、言葉にならない声を発した。田島も特段、ケンカ慣れしているわけではないので、腕をひねり上げたり、地面に押さえつけたりすることはできない。

「逃げるな！」と一いっ喝かつしてみたものの、男の動きを止める効果はなかった。

　最終的には、子ども同士のケンカのような摑み合いになってしまう。

　やがて、もみ合ううちに男の帽子が弾き飛ばされ、頭部があらわになった。

　社屋の窓から事の成り行きを見下ろしていた片岡が、それを見て、「ん？」と疑問符を発した。何か引っ掛かりを覚えたようだ。

　いっぽう、みゆきはオロオロするばかりで何もできないでいる。

　現場では、田島と男の小競り合いが続いていた。流血ざたを避けるため、田島はある程度、手加減していたが、このままではらちが明かないと思い、相手の顔だけでも先に確かめておくことにした。

「お前は、誰だ！」

　と、男のサングラスとマスクに手を伸ばし、まとめて剝はぎ取る。あらわになった顔を見て、田島がハッとするのと、社屋の窓から片岡が叫ぶのが、ほぼ同時だった。

「成なる瀬せさん!!」

　みゆきから不審者扱いを受け、片岡にストーカー疑惑をかけられ、田島と乱闘を演じたマスク男の正体は、今月まで波止工業に無償で船を貸してくれていた恩人のタコ壺つぼ漁師だった。




　事務室の応接コーナー。恐縮しながらソファに腰掛けている初老の男。成瀬である。

　膝の上には、キャップ、サングラス、マスクの〝不審者三点セット〟がまとめて握られている。

　キャップを取った毛髪は、白髪交じりの五分刈りで、いわゆるゴマ塩頭。日焼けした顔には、年季の入った皺しわが刻まれている。年齢は六十代半ばといったところか。いかにも漁師といった風情である。

　成瀬の前には、田島と片岡。

　そこにお盆を持ったみゆきがやってきて、「どうぞ」と三人分のお茶を並べた。

「あ、こりゃどうも……、お構いなく」

　来賓としてのもてなしに、ますます恐縮する成瀬。田島の方に向き直ると、改めて頭を下げた。

「さっきは、本当に申し訳なかった」

　今度は、田島が恐縮する番だった、ろくに相手も確かめず、飛び掛かっていったのは田島の方だ。成瀬の抵抗は、正当防衛と言ってもいい。

「こちらこそ、申し訳ありませんでした」

　田島は、両手を太ふと股ももについて、成瀬以上に深々と頭を下げた。

　事の発端を作ったみゆきも、謝罪の言葉を口にする。

「ごめんなさい。私がヘンなこと、言っちゃったものですから……」

「変なこと？」

　キョトンとする成瀬に、片岡が説明する。

「てっきり、ストーカーか何かかと……」

　成瀬は、ああ、と納得した様子で苦笑いを浮かべる。

「いや、無理もないです。こんな格好してたんだから」

　そう言いながら、手にしていた例の三点セットを掲げて見せた。

　互いに謝罪が済んだところで、田島がおずおずと来訪の理由を尋ねた。

「で、どのようなご用件で？」

　成瀬だって暇じゃないだろう。理由もなく、しかも変装までして波止の周辺をうろついていたのには、それなりの理由があるはず。みゆきも気になり、お盆を胸の前で抱えたまま、空いたソファに腰を下ろした。

　成瀬は、バツが悪そうに、ゴマ塩頭をかきながら答える。

「いや、面目ない！　コソ泥みたいに勝手に船を持ち帰るようなまねしちまって。この通りだ、許してくれ」

　またも成瀬が頭を下げる。驚いた田島が、慌てて取りなした。

「いや、ちょっと成瀬さん、やめてくださいよ」

　それでも成瀬は頭を上げようとしない。困り果てた田島は、片膝立ちの状態になって、成瀬の顔を下からのぞき込むように語り掛けた。

「お顔をお上げください、成瀬さん！　そもそもあの船は、無理を言って無償でお貸しいただいていたものですし、私どもも成瀬さんの事情は十分に理解しておりますから」

　田島の言葉を受けて、ようやく顔を上げた成瀬だったが、まだ気は済んでいないようで、テーブルの上に視線をさまよわせながら心情を語った。

「お宅から船を引き上げたものの、断りもなく持ってきちまったもんだから寝覚めが悪くて仕方ねぇ。俺は元々、強い人間じゃねえからな。まあ、胸張って言えるようなことじゃねえんだが」

　自嘲気味に顔を歪ゆがめる成瀬。何を言わんとしているのか、話の先行きが見えない。田島は、成瀬と目を合わせることで、話の先を促した。

　成瀬は、そこでいったん間を置き、出されたお茶をすすると、おもむろに話を続けた。

「例えば、地元の会合。話し合いで、何だかおかしいと思うようなことがあっても、みんながそう言うならまあいいか、なんて流されちまう。ガキのころからの性分だから、しょうがねぇと言えばそれまでなんだが。今回も、組合の連中が、お宅に船を貸すのはいい気がしねぇ、なんて盛り上がっているのを聞いたら、一緒になって、そうだそうだ！　なんて同調したりしてな。心ん中じゃ、そんなこと思ってねぇのによ。それで、後悔するんだ。俺は何てひでえヤツなんだって。自分を責めたくなる。年を取ったらよ、自然と人間丸くなる、ってわけぇころには思ってたんだよ。でも、実際はそうじゃねぇ。もうちっとマシな人間にならねぇと、いつかはバチが当たる。そんなことを考えてる自分がいるんだ」

　大演説だった。しかし、いまだに話の先行きは見えてこない。

　田島は、「はあ……」と、間抜けな相あい槌づちを打つことしかできなかった。

　ただ、成瀬の方は、話が脱線していることにまったく気づいていないようで、目の前のお茶で舌を湿らせると、演説を再開させた。

「ホームページを見たんだよ、お宅の。島がそんなに荒らされているなんて知らなかったし、アンタらが害獣駆除に体張ってるってことも正直よく分かっていなかった。政治家の視察みたいに、適当に現場に顔出して、それでしまいくらいに思っていたんだ。そうやって勘違いをしていた自分が、急に恥ずかしくなっちまってな。一度、あいさつに来た方がいい……というか、頭を下げねぇと自分の気が済まねぇと思い立ったんだ。でもよ、地元の連中の手前もある。ここに来たのがバレたら、何を言われるか分からねぇ。で、変装までして、コソコソ来たってわけだ。いい年して、本当に面目ねぇ！」

　成瀬は、胸の淀よどみをすべて吐き出したせいか、スッキリした表情でガバッと頭を下げ、今度はすぐ元の姿勢に戻った。

「そうでしたか」と柔らかい表情で成瀬の独白を受け止めた田島。

　話はそれたものの、最終的にはほっこりするような着地を迎え、片岡とみゆきも安あん堵どの表情を浮かべる。ただ、成瀬は単に謝罪に訪れただけではなかった。話には続きがあるようで、再び口を開いた。

「それでな、おわびの印と言っちゃ何なんだが……」

　そう言って、ソファから身を乗り出す成瀬。

　田島が、何事かと「はい？」と首を傾げると、成瀬が思ってもみないことを言い出した。

「アンタらに船を借りてもらいてぇんだ！」

　即座には言葉の意味が理解できず、顔を見合わせる田島と片岡。みゆきもキョトンとして固まっている。ただ、成瀬の方は、驚きを隠せないでいる三人のリアクションなど気になっていないようで、マイペースに話を続けた。

「といっても、ウチの船を貸すわけじゃない。組合の目もあるからな。ヘタすると、仕事がやりにくくなる」

　方向性がようやく見えてきた田島が、話の腰を折らないように相槌を打つ。

「ごもっともで」

「そこで俺もいろいろ考えてな」

「はあ」

「遠い親戚なんだが、貿易関係の仕事で一発当てた金持ちがいてな、そいつが船を持ってるって思い出したんだ。で、久しぶりに連絡してみた」

　片岡も田島にならい、「ほう」と話の邪魔にならない合いの手を入れた。二人の太鼓持ちによってリズムが出てきたのか、先ほどまでの脱線トークとは打って変わって、成瀬の話はトントン拍子に進む。

「でな、お宅のホームページを見てもらって、龍眼島の事情を知ってもらったら、ふたつ返事で協力したいって言うじゃねぇか」

　田島と片岡の口から、同時に「おお！」という感激の声が飛び出す。

　それは、話の先を促す合いの手というより、心から出た喜びの声だった。

「なぁに、船そのものは、金持ちが気まぐれで買った、道楽品のようなもんだ。本人も〝宝の持ち腐れだ〟なんてぬかしてやがる。役に立ててもらえるんだったら、タダで使ってくれって話だ」

　船を借りるあてがついただけでなく、無料で提供してもらえる!?

「本当ですか！」と、田島が声を弾ませる。

　成瀬は、田島たちの喜びようにすっかり気をよくしたようで、自分の胸をドンと叩きながら言った。

「船乗りは、噓は言わねぇさ」

　田島たちは揃って成瀬に頭を下げ、「ありがとうございます！」と、心からの感謝の気持ちを伝えた。

　満面の笑みを浮かべながら、顔を見合わせる三人。珍しく興奮した片岡が、成瀬に握手まで求めている。成瀬もうれしかったようで、照れくさそうにゴマ塩頭をさすりながら、差し出された手をガッチリと握った。

　マスク男の出現以来、ほぼ手つかずのまま忘れ去られていた『あったか亭』の弁当は、すっかり〝あったか〟ではなくなっていたが、今の三人にとって、そんなことは完全にどうでもよくなっていた。




　蟹かに江え技研の裏門。

　波止工業に福音がもたらされたのと同じころ、社長の蟹江のぶ代が、取引先のあいさつ回りに出掛けようと、事務棟を出るところだった。

　駐車場には、愛車であるピンクのベンツが停められている。

　と、車に乗り込もうとドアに手を掛けた蟹江が、目の端で思いがけない人物の姿を捉えた。

　格納庫に入っていこうとしているのは、自宅謹慎を食らっているはずの沖野だった。

　はて？　いったい何しに？　疑問に思った蟹江が、よく通る声で呼び止める。

「ちょっと、アンタ！」

　沖野はすぐ振り返ったが、「どうも」と軽く会釈しただけで、そのまま格納庫の中に入っていってしまった。その表情は、蟹江が見てきた中で、一番確信に満ちたものだった。

　どういうこと？　蟹江の疑問が、ますます膨らんだ。




　格納庫の中を、ズンズンと進んでいく沖野。

　その脳裏に、先ほどまでのアル美とのやり取りがよみがえる。

　沖野がアパートの部屋で「考えがある」とたんかを切り、そのプランを説明した後、アル美は自身の境遇について意外なことを語り始めた。

　シロが二階堂家の飼いイヌだったことは聞いた。しかし、その大切なペットが、なぜ〝野生化〟してしまったのか。その裏には、衝撃的な事実があった。

　実のところ、沖野はアル美から話を聞かされる前から、間接的に彼女の家族に関する情報を得ていた。というのも以前、武藤が見せてくれた獣襲撃事件の報告書に、アル美の家族に関する記述があったのだ。

　自宅の中で襲われた小学生の男の子と、それを守ろうとして折り重なるように亡くなっていた母親。そして、いったんは仕事に出掛けたものの、家族の窮地を知って家に戻り、巨獣に惨殺された父親。

　それがアル美の家族だった。

　アル美自身は、当時、島を離れて関西の大学に通っていたため、事件について聞かされたのは、丸二日たってからだったという。

　沖野が印象的だったのは、その話をアル美が淡々と語ったことだった。普通であれば、当時のことを思い出し、感情が高ぶって涙を流したり、怒りに震えて話ができなくなったりしそうなものだ。

　しかし、アル美はいつものように落ち着いていた。その姿を見て、沖野はアル美についての自分の認識が、間違っていたことに気付いた。

　第一印象は、ろくにあいさつもできないスカした女。クールを気取って格好つけているだけだと思っていた。しかし、自分が見えていたのは表面的な部分だけで、実像は違う。

　彼女は、事件以来、心を凍らせたのだ。感情に支配され、冷静さを欠き、自分の目的を見失うことがないように。言うまでもなく、彼女の目的とは、家族のかたきを討ち、島を取り戻すことだ。

　胸の内まで聞いたわけではないが、沖野はアル美の心情を、そう解釈した。

　ただ、今検証すべきは、〝もう一人の登場人物〟である、シロの話だ。

　アル美によると、事件の一報を聞いて、島の実家に戻ったときには、すでにシロの姿はなかった。裏庭には、引きちぎられたリードだけが残されていたという。

　その後、アル美は島内で必死にシロの姿を探したというが、そうこうするうちガスによる避難指示が出され、離島を余儀なくされたらしい。

　すなわち、アル美にとってシロは、〝行方不明の家族〟なのだ。話を聞いて、沖野は決意を新たにした。シロが完全に巨獣化する前に生け捕りにし、何としてでも保護したい。

　その裏には、巨獣が生み出されるメカニズム解明の足掛かりを得たいという思惑もある。しかし、今はそれ以上に、〝家族であるシロをアル美のもとに帰してやりたい〟という思いの方が強かった。

　また、戻るものなら、シロを元の姿に戻してやりたいという思いもあった。

　もちろん、そんな都合のいい奇跡が、簡単に起こせると思っているわけではない。安っぽいＳＦ映画じゃあるまいし。それでも沖野は、愛犬を胸に抱き、満面の笑みを浮かべるアル美の姿を想像しないではいられなかった。




　しばしの回想から頭を切り換え、格納庫内の目的地に足を速めて向かう沖野。視線の先には、組まれた足場の中に鎮座する、ブルローバーの巨体が見える。

　その背面に回った沖野は、精密機械が詰まったバックパックに頭を突っ込んで作業している小さな背中の前でピタリと足を止めた。

「亀かめ山やまさん！　お願いがあります！」

　大声で呼び掛けたものの、当人には何の反応も見られない。何事もなかったかのように、黙々とブルローバーの修理を続けている。沖野は、その応対も折り込み済みだった。

　師匠である技術者の亀山嘉は、作業中に邪魔が入ることを何よりも嫌う。彼の中で一区切りつくまでは、たとえ社長が呼び掛けようとも、手を止めない、応答すらしないというのが慣例だった。

　ただ、作業に集中し過ぎて、周りの音がまったく聞こえなくなっている……というわけではないことも沖野は知っていた。

　会話を交わすことは拒否しているものの、こちらの声はちゃんと届いている。

　あれはいつのことだったか。蟹江技研に入社したばかりの沖野が、亀山の行動ルールをよく理解していなかったころ。

　あまりにも無愛想な亀山に業を煮やし、返事が返ってこなくてもお構いなしに、クライアントから発注を受けた部品の削り出しについて、伝えるだけ伝えたことがあった。

　自分はちゃんと言われた通りに伝えたので、それができていなかったら、全部亀山さんのせい。腹立ち紛れに、職場放棄ともいえるそんな無責任な仕事をしたことがあった。しかし、翌日の朝には、すべての部品の削り出しが終わっていた。

　要するに、亀山は、独自の行動規範を持った頑固な職人なのである。

　最近になって、ようやくそれが分かってきた沖野は、まったく反応がないことなど気にする様子もなく、亀山の背中に向かって用件を伝えた。

「害獣の捕獲用の箱罠が必要なんです！　サイズが特殊で、イノシシとかシカ用のものでは代用が利きません。それに、強度も高めておく必要があって……。亀山さん、作ってもらえませんか？」

　沖野が亀山へのアピールを終えたと同時に、背後から甲高い女性の声が聞こえてきた。

「ちょいと、アンタ！　何言ってるんだい。勝手なこと、許さないよ。だいたい、アンタ謹慎中の身だろ」

　声の方を振り返ると、蟹江が両手を腰に当てて仁王立ちしていた。

「そもそも、出向先で問題を起こした〝元社員〟が、どのツラ下げて……」

　と、蟹江の小言は続いたが、それを別の女性の声が遮った。

「これは、私からのお願いなんです！」

　怪け訝げんそうに振り向いた蟹江が、声の主を知って驚きの声を上げる。

「あらま！　アル美ちゃん!?」

「会社からの依頼じゃありません。私個人のお願いなんです。お金は自腹でお支払いします。……分割になってしまうかもしれませんが、必ず」

　蟹江には、さっぱり事情が吞のみ込めなかったが、妙なことを依頼してきた若者二人の暴走は、大人として止めなければならない。あえて厳しい口調で、要求を突っぱねる。

「そんなこと、できるわけないじゃない」

　そこで沖野が割って入ったが、思いだけが先走っているようで、話はまったく要領を得なかった。

「どうしても生け捕りにしたいんです！　小さなヤツが出たんです！　小さいうちなら生け捕りにできます！　でも、小さいのは今しかないんです！」

　それを聞いて、〝なるほど、だったら作るしかないね〟と納得する者などいないだろう。ただ、必死さだけは伝わったようで、作業が一段落したらしい亀山が、バックパックから体を引き抜き、ひょっこり顔を出してつぶやいた。

「化け物か……」

　その言い回しが気になったのか、アル美がうつむきながら控えめに反論する。

「いえ、……私のイヌです」

　今度は何を言い出したのかと、蟹江が胸の前で腕を組みながら尋ねる。

「イヌ？　イヌってどういうことさ」

　床に視線を落としたまま、アル美が辛つらそうに言う。

「島に置き去りにしてしまった、ウチの飼いイヌ……。私の家族なんです」

　その驚くべき告白に、蟹江は息を吞んだ。

　しかし、亀山には響くところがなかったのか、いつもと変わらない口調で、アル美たちとは関係のない、作業の進捗状況を口にした。

「お～い、こっちの修理は終わったぞ」

　ブルローバーを顎あごで示しながら、離れた場所で別の作業をしていた若い作業員に声を掛けた亀山。首と肩を回しながら、「はあぁ」とため息を漏らす。

「俺はちょっと、休憩させてもらうぜ」

　誰にともなくそう言うと、端材などが積まれた倉庫外の一角に向けて、のんびりと歩いていってしまった。その姿を見て、落胆の色を隠せない沖野とアル美。

　だが、三人に背中を向けて歩き始めた亀山が、思わぬことを口にした。

「使いみちのないゴミの山をどうしようと、文句を言うヤツぁいねえよな」

　急に何を言い出したのか、首を傾げる蟹江。その仕草が目に入ったわけではないだろうが、亀山の〝独り言〟は続いた。

「休憩中によ、ちょっくらプライベートな頼まれ事を片付けてぇんだ」

「頼まれ事？」

　疑問を挟んだ蟹江に、亀山が振り向くことなく答える。

「いやな、いなくなったイヌを捕まえてくれっていう知り合いがいてよ。そいつが特注品の箱罠を作ってくれってうるせぇんだ。あまりにうるせぇもんだから、こしらえてやることにしたよ。はあぁ～、メンドくせ！」

　亀山が足を向けている外の廃材置き場には、鋼鉄製の鉄筋なども交じっている。その不要品から、望みの品を生み出そうというのだ。

　沖野は、なぜか全身が震え出すのを感じた。喜びなのか、感動なのか、あるいはこれからやろうと思っていることに対する武者震いなのか分からない。

　ただ、目標に向かって一歩前進できたことだけは確かだった。

　アル美に目を向けると、こちらを見て微ほほ笑えんでいた。そんな柔らかいアル美の表情を見るのは、これが初めてではないかと沖野は思った。

　遠ざかっていく亀山の方に向き直り、「ありがとうございます！」と頭を下げる沖野。

　やはりそれにも答えず、どんどん歩いて行ってしまう亀山。そんなぶっきらぼうで照れ屋な師匠の背中を、沖野は全速力で追い掛けた。




「え？　そう。うん、分かった。はいはい。じゃ……」

　携帯の通話を切る成瀬。振り返った先には、田島、片岡、みゆきがいる。

　波止の事務室。

　ストーカーマスク男から、会社の救世主へ昇格した成瀬が、レンタル船について、さっそく持ち主と連絡を取ってくれたところだ。

「よっしゃ。いつ取りに来てくれても構わねぇって。何なら、これからでも大丈夫らしいぞ」

「これからすぐでも大丈夫ってことですか？」

　田島が驚きの声を上げる。今までの苦労が噓のように、話があまりにもスムーズに進むので、うれしさの半面、戸惑いもあった。

　しかし、出動できない鬱うっ憤ぷんが人一倍溜まっていた武藤は、すっかりその気のようで、自ら船の引き取り役を買って出る。

「なら、俺が行くよ。ちょっとでも早い方がいいだろ？」

　会社としてはそうなのだが、お目付役である片岡が、経営サイドらしい判断で待ったをかけた。

「武藤君は、夜勤明けだろ？　居眠りでもして、船をぶつけたらシャレにならんぞ」

　片岡と対立しがちな田島も、それには同意する。

「確かに、ここは安全を優先させた方がいい。もうすぐ遅番の二階堂君が来る。彼女にお願いしよう」

　そう言った直後、部屋の固定電話が鳴った。受話器を取ったみゆきが、すぐ保留ボタンを押し、「社長、アル美さんです」と田島に呼び掛けた。

　何たる偶然！　話が良い方向に転がり始めると、すべてがうまく回っていくものだ。声を弾ませて電話に出る田島。

「はい、変わりました。いや、スゴイ！　今、ちょうど電話しようと思っていたところなんだ！」

　勢い込んで話し始めた田島だったが、電話先のアル美とやり取りを始めると、その表情は見る見るうちに曇っていった。

「え？　……うん。そうか。大丈夫なの？　……分かった。お大事に」

　成り行きを見守っていた一同は、その一言で事情を察した。

　田島は、電話を替わったときとは別人のようにテンションが下がっていたが、それは勝手に盛り上がっていたこちらの都合。受話器から聞こえてきたアル美の問い掛けには、努めて明るく返した。

「こっちの用件？　ああ、いや、借りられる船が見つかってね。それを報告しようと思っただけなんだ。うん。ありがとう。じゃ」

　電話が終わるのを待ち構えていた武藤が、答えは分かっているものの、念のため中身を尋ねる。

「何だって？」

「うん、今日の夜勤、休ませてくれって」

　デフォルトが困り顔の田島が、今は本当に困った顔で言った。

「二階堂君が？」

　片岡の問い掛けに、田島が答える。

「ええ、体調を崩して、熱が出ているみたいで」

　それを受け、武藤が思案顔で言う。

「アイツが休み？　珍しいな」

　記憶にある限り、アル美が病欠したことは、今まで一度もなかった。弱い部分を人に見せないというのが、アル美の性分。というのが、波止社員の共通認識である。だとすると、容体はかなり悪いのだろうか？　みゆきが心配を口にする。

「大丈夫ですかね……」

　体調不良に関して、田島には思い当たる節があった。

「昨日の夜、島から戻ったときはズブ濡ぬれだったからね。それがたたったのかもしれん」

　お祝いムードから一転、場に重苦しい空気が流れる。応接スペースで二杯目のお茶をすすっていた成瀬までもが難しい顔をしている。

　そんな雰囲気を吹き飛ばすように、武藤が声を張り上げた。

「やっぱり、俺しかいねぇじゃねえか！　ま、こういう状況だ、頼ってくれても構わねえ！　船のあるマリーナまで、電車とバスで……四時間くらいか？　向こうに着くのが六時過ぎだとして、ちょっくら仮眠させてもらえれば、夜中に現地を出航できる。明日の朝には戻って来られるぜ」

　それを聞いた田島が、申し訳なさそうに言う。

「勤務、繫つながっちゃいますが……」

　この日の朝、会社に出てきた武藤が、今言ったプランを実行するとなると、二十四時間近い連続勤務になってしまう。仮眠を取るとは言っているものの、武藤だって五十半ば。決して若くない。

　しかし、武藤は、そんなこと気にするなとばかりに、ドンと自分の胸を叩いた。

「任せとけって！」

　片岡も、いつもであれば反対するところだが、背に腹は代えられない。世せ知ち辛がらい現実に肩を落として嘆く。

「こういう状況になると、少人数体制の脆もろさが露呈するな……」

　成瀬も、漁師として同じ問題に直面しているのか、同情したように言う。

「人手不足ですかい？」

　田島がため息交じりに、「零細企業の弱点です……」と返す。

　武藤に行ってもらうと決めたものの、片岡はいまだに気が進まないようで、

「これでもし、武藤君が怪我でもしたら……」などと、不吉なことを言う。

　言こと霊だまなど信じる武藤ではなかったが、いい気はしない。邪気を払うように、あえて片岡の〝暗示〟を打ち消す。

「俺が怪我なんて、するわけないだろ！」

　田島もそう願いたかったが、今は励ましの言葉を掛けるより他なかった。

「とにかく、無理はしないでください」

　そんな心配されるいわれはない！　と返す代わりに、武藤が冗談めかして言った。

「ダイジョブ、ダイジョブ！」

　それが、武藤なりの気遣いだと分かり、苦笑を浮かべる田島。

「じゃ、行ってくるぜ！」

　武藤はスクッと立ち上がり、意気揚々と出て行った。それを、応接コーナーで茶をすすりながらボーっと見送っていた成瀬だったが、あることに気づき、ハッと我に返る。

「んあ？　俺、詳しい場所、言ったっけか？」

　言ってない。田島たちもそれに気づき、後を追おうとしたが、窓の外に見える武藤はすでに、バス停に向けて波止の社屋から遠ざかりつつあった。

　はっきりした目的地も、船の形も、持ち主の名前も知らないまま、武藤はいったいどこに向かおうとしているのか。田島は勢い任せの行動に不安を覚えつつ、慌てて武藤の後を追った。




　蟹江技研、格納庫。シャッターのある建物の正面から少し離れた場所に、トラックも停とめられる大きな駐車場が設けられている。その一角で電話をかけていたアル美が、運んできた鉄材を駐車場の空きスペースに積んでいる沖野の方に戻って来た。

「船、何とか見つかったって」

　思わぬ朗報に、沖野の表情がパッと明るくなる。

「本当ですか！」

　アル美が、わずかに微笑んで首肯した。

　沖野は、「よし！」と拳を握って、気合いを入れ直す。

　事態が好転しつつあると感じ、二人の中にも期待感が広がっていた。

　駐車場の端っこにある廃材置き場に目を向けると、亀山が一人、鉄くずの山を漁あさっている。

　二人は、目を合わせて頷きあうと、小走りでそちらに向かった。




　蟹江技研は、ロボットなどの精密機械だけを扱っている会社ではない。町工場時代の名残もあって、ハイテク機器のいっぽう、いまだにアナログな工業製品や農機具の生産も請け負っている。

　使いみちがなくなった鉄くずや廃材は、日々自然と出る。亀山は、その中から、使えそうな物を見繕っていた。沖野とアル美は、亀山のお眼鏡にかなった資材を、駐車場の空きスペースに運んでいく。

　アル美が欠勤の連絡を入れたのは、亀山の作業をサポートするためだった。病欠という方便を使ったのは、箱罠の計画をまだ会社に説明していないため。独断で勝手に動いていると知ったら、間違いなく片岡に止められる。それを見越してのことだった。

　いっぽう沖野は、自分のやるべきことが見つかり、生き生きとしていた。

　作業は進み、選び出した資材を一カ所にまとめ終えると、今度は亀山主導のもと、組み立てに入る。

　資材運搬という力仕事では、男の沖野が一応リードしていたが、実作業に入ると、今度はアル美が活躍する番だった。

　普通に考えれば、勝手知ったる元の職場で、ましてや亀山の下で働いた経験のある沖野の方に分があるように思える。が、作業のアシスタントとしては、アル美の方が沖野よりはるかに優秀だった。

　職人気質の亀山は、ひたすら無口だ。自分から指示を出すことは、ほぼない。ゆえに、亀山が何を欲しているか、補助を務める者が先回りして読まなければならないのだが、アル美はその能力に長たけていた。亀山が、レンチを求めていると思えば、工具箱から最適なものを取り出して渡し、電動カッターが必要とあれば、すかさずスッと差し出す。

　そんなやり取りを繰り返しているうち、亀山とアル美は、二十年来の師匠と弟子のようなあうんの呼吸を完成させていった。そのいっぽう、別の師弟関係も完成しつつあった。

「そっち持って！」

　アル美の指示に、沖野が「はい！」と従う。もはや指示系統は、亀山→アル美→沖野という序列になっていた。その構図に疑問も不満も持たないのが、沖野らしさでもある。

　亀山は、二人が持ち上げている鉄柵の下に体を潜り込ませ、手際よく底面と溶接していく。

　完全に下っ端作業員と化した沖野だったが、アル美が気づいていない亀山の変化を、ひとつだけ見抜いていた。亀山の耳は、顔や体の小ささに見合わない、ダンボのように極端な福耳なのだが、さっきからそれがしきりにピクピクと動いている。それは、亀山が上機嫌であるサインだった。

　本人は、まったく意識していないと思われるが、沖野は亀山の下で働いていた当時、その変わった反応に気づいた。以来、亀山の虫の居所を探るバロメーターとして利用していた。

　今、さかんに耳が動いているのは、アル美のサポートによって、作業が思った以上にはかどっているせいだろう。ただ、そのメンタリストさながらの洞察は、実作業では一切役に立たない。

　効率的に作業を進めていく亀山とアル美を見るにつけ、沖野は自身の不ふ甲が斐いなさを改めて思い知らされた。といっても、決して後ろ向きな気持ちになっているわけではなかった。黙々と作業に打ち込む二人に、『退職願』まで書いてウジウジ悩んでいた自分が、恥ずかしいと思えてくる。

　沖野は、必死に二人についていくうち、目の前のことに夢中で挑んでいる自分に気付いた。

　いつの間にか、逃げ出したいとか、消えてなくなりたいといったネガティブな気持ちは、どこかに吹き飛んでいた。

　帰ったら真っ先に『退職願』を破いて、ゴミ箱に放り込もう。沖野は人知れず、そう決意していた。




　月明かりもない暗がりの森。

　あれ!?　オレ、どうしてこんなところにいるんだろう？

　沖野は、怪訝そうな表情を浮かべて、首をひねった。

　視線を落とすと、自分が作業着姿であることが分かる。

　とにかく、この場に突っ立っていても仕方ない。とりあえず、どこか分かる場所まで出よう。

　あてもなく歩き始めた沖野だったが、途端に歩きにくさを感じる。足元の雑草が、まるで行く手を阻はばむかのように絡からみついてくるのだ。

　それでも構わず前進を続けていた沖野だったが、膝下程度だった雑草の丈が、次第に股のあたりまで伸び、やがて胸元を覆うまでに高くなっていった。

　ただ、そんな状況にもかかわらず、不思議と歩みを止めようという気にはならない。生い茂った草を、闇やみ雲くもにかき分けるようにして進んでいく。

　と、背後から、グルルルルゥゥ～という、獣のうなり声が聞こえてきた。

　巨獣!?　とっさに振り返る沖野。しかし、周囲を覆う草の壁のせいで、姿は見えない。

　そこで再び、低いうなり声。先ほどよりさらに近い場所、今度は右手後方から聞こえてきたように感じる。

　逃げないとやられる！　沖野は恐怖に駆られ、必死に走り始めた。

　が、草いきれはますます濃くなるばかりで、次の一歩を出すことさえままならない。いつしか、植物が出していると思われる粘液のようなものが、足ばかりでなく腕や胴体にまでベッタリと絡みついていた。

　うなり声を発している生物との距離は、いまや荒い息づかいが耳に届くほど近い。

　ダメだ、追いつかれる！

　沖野の中に最悪の想像が広がる。と、頰に一滴、液体が当たるのを感じた。

　雨？　沖野が振り返りながら空を見上げると、そこに空はなく、あったのは不気味な獣が大口を開け、よだれを滴り落としている光景だった。

　そのまま口を閉じる獣。と同時に、沖野の視界もブラックアウトした。




　体をビクンと震わせ、ウウッとうめき声を上げる沖野。

　そこは、蟹江技研、格納庫の外壁沿いの一角。

　沖野は、もたれていた壁から身を起こし、ショボショボする目を何とか開こうと格闘し始めた。

　すると、すぐ真横から、グルルルルゥゥ～という不気味なうなり声が聞こえてきた。

　ギョッとして、無理やり目をこじ開け、音の方に目を向ける。と、見えたのは、大口を開けて爆睡している亀山の姿だった。体格に見合わない、大きなイビキをかいている。

　ホッとしたのもつかの間、今度は頰に一滴、液体が落ちてきたのを感じた。

　まさか……!?　嫌な予感に駆られながら上空を振り仰あおぐと、その滴が、格納庫の雨どいから落ちてきた、朝露であることが分かった。

　今度こそ、夢から覚めたことを確信し、胸をなで下ろす沖野。改めて周囲を見回すと、亀山とは逆サイドに、アル美が横になっているのが見えた。

　いや、横になっているというより、体育座りのまま、コロンと転がったような体勢で眠っている。

　おそらく自分と同じように最初は外壁に背中を預けて、座ったまま寝ていたのだろう。しかし、意識を失うように眠りに落ちたせいで、いつの間にか横に転がってしまった。そんな感じの寝姿である。

　アル美がまだ目を覚ましていないことが分かると、沖野はコッソリ寝顔を見てやろうと思い立った。

　前屈の状態でグーッと体を倒し、アル美の顔をのぞき込む。その寝顔は、いつものクールな表情からは想像もできないような、安らかなものだった。

　それが逆に、沖野の罪悪感を刺激した。ちょっとした好奇心からの行動だったが、とんでもなく悪いことをしたように思えてくる。自分の中に目覚めた罪の意識をごまかそうと、沖野はアル美から目をそらして立ち上がった。視界に飛び込んできたのは、鉄製の大きな装置。

　三人がかりで完成させた、特製の箱罠である。

　高さと幅は、それぞれ一・五メートル。奥行きは、二・五メートル。

　日本国内における害獣捕獲用の罠としては、破格のビッグサイズだろう。

　沖野は、立ち上がったついでに、近づいて仕上がり具合をチェックした。仕様に関しては、檻の中の餌につられて獲物が侵入すると、入り口の仕掛け扉が落ちるというシンプルなものである。

　獲物は正体不明の生物だ。こちらの思惑通りに事が運ぶ保証はない。想定外の事態に対処するには、仕掛けそのものはできる限り単純なものにしておいた方がよい。亀山がそう判断したのだった。

　ただし、構造はシンプルでも、丈夫さは折り紙付き。廃材を組み合わせて作ったものとはいえ、素材は亀山が厳選した硬質なものばかり。いかに巨獣といえど、簡単に破れるような代物ではない。

　また、罠としての仕掛けとは別に、扉には閉まると発動するセンサーも取り付けた。離れた場所にいても、アラームで状況が確認できるように、アル美のリクエストで加えられた装置である。

　沖野が、仕上がりに改めて満足していると、腕時計がピピッという小さなアラームを発した。見ると時刻は朝六時。すべての作業が終わったのが、夜明け前の四時過ぎだったので、二時間くらいは外で眠り込んでいたことになる。

　三人とも、ちょっと体を休めようとしただけだったのだが、ほとんど気絶するように寝てしまっていたらしい。

　そこで沖野は、寝ている二人に、ベンチコートが掛けられていることに気づく。さっきは寝ぼけまなこで見るともなしに見ただけだったため、意識の中に入ってこなかったが、よく見るとそれは、蟹江技研が社員の夜間作業用に用意している防寒着だった。

　ちょうど吹いてきた風が、嗅ぎ慣れた香水の香りを運んできた。ってことは？

　沖野は、その気遣いの主に、すぐ思い当たった。蟹江社長がきっと、心配になって見に来てくれたんだ。香りは、事務所からコートを抱えて運んできたときに付いたのだろう。

　無理に起こさなかったのも、蟹江らしい心遣いである。その温かさに、改めて感謝の気持ちを抱く沖野。しかし、そこでハタと思い至る。

　あれ？　何でオレにだけコート掛けてくれなかったの？

　確かに、初夏のこの時期、作業着一丁でも風邪をひくことはないだろうが、それでも三人中二人に掛けて、自分にだけ掛けない理由が分からない。

　沖野が、蟹江の優しさの発動基準について疑問を抱いていると、格納庫の中から、ブロロロン！　という低いエンジン音が聞こえてきた。

　その重低音と振動に、熟睡していたアル美と亀山も目を覚ます。

　三人の前に現れたのは、荷台にブルローバーを積んだ大型トラックだった。

　トラックは、格納庫前のスペースをグルリと回り込み、沖野たちの前でつんのめるように停車した。

　運転席から現れたのは、いつものようにピンクの衣装に身を包んだ蟹江だった。あいさつもないまま、出し抜けに行動を促す。

「行くよ！」

　突然のことに、あっけに取られる沖野。

「行くよ、って……」

　蟹江の意図が分からずポカンとする。助けを求めるように周囲を見回すと、寝ていたはずのアル美が、起き抜けとは思えないシャキッとした顔で、いつの間にか自分の横に立っていた。

　二人を見ながら、蟹江が気きっ風ぷよく言う。

「いつまでもボンヤリしてんじゃないよ！　直し終わったら即、納品！　それがウチのモットーだって忘れたのかい？」

　ブルローバーの修理は、昨晩遅くに終わったらしい。

　蟹江はさらに、箱罠を指さしながら続けた。

「ついでに、そいつも持ってくんだろ？」

　そこでようやく状況を察した沖野が、背筋を伸ばして返事をする。

「あ、はいっ!!」

　沖野は、アル美と目配せを交わして頷き合うと、トラックの荷台に飛び乗った。アル美は、箱罠の方に駆け寄る。

　荷台に据え付けられたウインチを操作し、協力してトラックに箱罠を積み込む二人。

　亀山は、エンジン音で目を覚ましたものの、上半身を起こしただけで、すぐに壁の方を向いて横になってしまった。後はお前ら次第だ、ということだろう。

　沖野とアル美は、積み込み作業を終えると、亀山の背中に深々とおじぎをして、トラックの助手席に乗り込んだ。




　武藤が舵かじを握る小型船舶が、波をかき分けて進んでいく。

　右手には、水平線が見える大海原。左手には、工場や煙突が建ち並ぶ、複雑な景観の工業地帯が広がっている。

　武藤が操船しているのは、成瀬から借りていた漁船とはタイプが違う、スマートなプレジャーボート。個人で釣りやダイビングを楽しむための小型船舶である。

　このタイプは、漁船と異なり、操そう舵だ室が雨風をしのげる密閉空間になっているものが多いのだが、波止に貸し出された船は、簡単な屋根だけがついた運転席が剝むき出しのタイプだった。

　風と潮しぶきがモロに吹き付けてくるため、武藤は目を細めている。

　しかし、表情こそ険しいものの、開放感があってダイレクトに海が感じられるこの船を、武藤はむしろ気に入っていた。

　ちなみに、成瀬から〝詳しく聞いた〟ランデブーポイントで持ち主と落ち合った際、武藤はそれとなくお値段について聞いてみた。すると、貿易関係の仕事で一発当てたというオーナーは、片手を広げて前に突き出した。つまり、船体の価格は、五百万円前後ということだろう。豪快さが売りの武藤でさえ、操船に慎重になるレベルである。

　夜中のうちに先方のマリーナを出航し、陸地に沿うように運行。ようやく地元の街まで戻って来た。

　やがて、向かう先に、『ＮＡＭＩＤＯＭＥ』の赤いロゴが見えてくる。新看板お披露目の際、片岡が言っていた通り、確かにこのロゴは海からよく目立つ。逆に陸からは見えないので、宣伝効果はないだろうが、舵を任された者としては、それが見えただけで〝無事に帰還した〟という実感はわく。

　その安堵感だけでも、リニューアルした意味はあったんじゃないか、と武藤は改めて感じた。

　そうこうするうち、船は社屋の前の桟橋に到着。速度を落とし、慎重に着岸させる。

　すると、窓から様子を見ていたのか、船が桟橋に近づいた時には、事務室から田島、片岡、みゆきの三人が姿を見せていた。

「武藤さ～ん、お帰りなさ～い！」

　みゆきが、手を振りながら駆け寄ってくる。

　それを追うように、小走りで近づいてきた田島が、船から伸びたロープを係留柱に巻き付けながら、「お疲れ様！」と武藤を労ねぎらう。

　滅多に感謝を示すことのない片岡でさえ、「ご苦労だったな」と声を掛けた。

　ただ、ここまでの航海がよほど気持ち良かったのか、武藤は疲れているどころか元気があり余っている様子。「カッコイイですね！」と船を称えたみゆきに、「俺がか？」とつまらない冗談を飛ばす余裕さえ見せた。

　そのジョークは軽く流されたものの、田島も新しい船が気に入ったようで、自然と声が明るくなる。

「いい船ですね！」

　武藤は、オーナー気取りで、ヒラリと船から飛び降りると、さらにくだらない冗談を飛ばした。

「美女とクルージングでもキメたい気分だぜ！　ブハハハハッ!!」

　誰からも笑いが起きなかった代わりに、プワ～ン！　という、ややクセの強いクラクションが聞こえてきた。一同が振り返ると、桟橋の向こう、波止社屋前の空きスペースに、大型トラックが走り込んでくるところだった。

　荷台に積まれているものを見て、武藤が喜びの声を上げる。

「ブルローバー！」

　迷子になっていたペットが戻って来たかのように、無邪気にはしゃぐ武藤。

　田島やみゆきも、うれしいのは同じようで、揃ってトラックに駆け寄る。

　運転席から降りてきた蟹江が、両手を腰に当ててグッと胸を張る。

「ウチが手掛けたんだからね、修理は完璧だよ！」

　トラックのそばまでやってきた田島が、荷台のブルローバーを見上げながら「ありがとうございます！」と、蟹江に礼を言う。

　これでようやく仕切り直しだ。田島は新たな闘志がわいてくるのを感じた。

　ひと呼吸、間を置いて、一同が集まっているのとは逆の助手席側から、アル美が姿を見せた。

「おっ？　アル美じゃねぇか。お前、もう熱下がったのか？」

　武藤が不思議そうに尋ねる。しかし、アル美はそれには答えず、スッと体を横にずらす。と、トラックの陰に沖野がいるのが分かった。

「えっ!?　沖野君まで？」

　田島が戸惑った表情を浮かべる。少し遅れて輪に加わった片岡が、「君はまだ、謹慎中だろ！」と言おうと口を挟みかけたが、アル美がそれを遮った。

「言いたいことは、後にしてください。彼も必要だから来てもらったんです。大事な話があります」

　アル美の顔付きから、何か切迫した事情があることが分かった。沖野は、うつむいて小さくなっているものの、その眼には真剣な光が宿っている。

　田島が気になったのは、ブルバスターと共に運ばれてきた、檻のような積み荷だった。これが〝大事な話〟とやらの核心になるものなのだろうか？　田島は、ただならぬ予感を覚えながら、「話は上で聞こう」と一同を促した。




　波止工業、管制室。

　田島、片岡、武藤、アル美、みゆき、沖野の六人が、作戦会議用のテーブルを囲んでいる。すなわち、全社員出席の会議である。

　蟹江は、事務室で片岡から受領書にはんこをもらった後、そそくさと帰っていった。最後まで見届けたいという思いはあったのだが、ここから先は部外者が立ち入るべき話ではないと判断したのだ。

　アル美と沖野が、互いの話を補足し合うようなかたちで、事の経緯が説明された。

　田島が一同を代表して質問を挟む。

「ちょっと待ってくれ！　つまり、その幼体が二階堂君の飼っていたイヌだというのか？」

　おおよそのことは分かったものの、にわかには信じられない話である。

　アル美が、険しい表情で頷く。

　持参したノートパソコンを操作していた沖野が、田島たちの方に画面を向け、静止画内の一点を指さしながら言った。

「僕が撮った、この映像が証拠です」

　田島たちが画面に顔を近づけて、沖野が指す箇所に目を凝らすと、そこには確かに、首輪らしき物が映っていた。どうやら、二人が言っていることは、思いつきや誇大妄想の類いではなさそうだ。事の重大さを改めて認識し、一同に緊張が走る。

「これはあくまで仮説なんですが、巨獣は新たに生まれたのではなく、島に生息していた動物が変異したものなんじゃないかと……」

　沖野の推論に、田島が黙って考え込む。ここが攻め時だと感じたのか、沖野が攻勢を掛ける。

「シロは、日増しに大きくなっていると思われます。早く捕獲しないと、完全に巨獣化してしまう。箱罠は準備できてるんです。やらせてください！」

　箱罠は、亀山の協力を得て、作られたものであることも聞いた。しかし、だからといって、簡単に首を縦に振ることは、田島にはできなかった。

　ましてや、今回は〝アル美の元飼いイヌ〟という要素が、ひとつ乗っかってしまっている。感情に動かされていること自体が、判断ミスや隙に繫がりかねない。

　しかし、失敗を恐れて手をこまねいていては、事態が好転しないというのもまた事実である。田島は、自身の責任において、ゴーサインを出すことを決断した。

「よし、やってみよう」

　片岡も、田島のその決断を尊重したが、細かいところは相変わらずだった。

「ただし、沖野。君はまだ出勤停止処分中だ」

　お目付役に釘を刺されたが、それは沖野にしても想定の範囲内だった。

「分かっています。だから現場には行きません。……ということでいいですよね？」

　片岡はそれでも、「厳密に言えば問題があるが、今回は事情が事情だ。特例措置として……」などとゴチャゴチャ言っている。が、要するに会社として公式に記録が残る〝島への出動〟以外は黙認するということらしい。




　沖野とアル美による報告と提案がなされた後、社員全員出席の話し合いは、そのまま対象生物を捕獲するための作戦会議へと移行した。

　そこで決定された計画内容は、罠の仕組み同様、実にシンプルなものだった。

　①箱罠とブルバスターを船に積み込み龍眼島へ

　②二階堂家までブルバスターで箱罠を運搬

　③箱罠に餌となるドッグフードを仕掛け、裏庭に設置

　④セッティングが終わり次第、離れた場所で待機

　⑤捕獲センサーの発動後、対象生物が掛かっていればブルバスターで回収

　⑥本土に戻り、箱罠ごとシオタバイオに搬送

　以上である。会議は午前中から始まったのだが、詳細な段取りを決めるのに手間取り、すべての準備を整え終えたころには、もうすっかり日が沈んでいた。

　片岡は、作戦決行を明日に順延した方がいいんじゃないかと提案したが、自然の営みがそれを許してくれなかった。

　明日の天気予報は雨。気圧配置が不安定で、海は荒れるらしい。しかも、その後、低気圧は停滞する見込みで、しばらくは荒天が続くとの予報だった。今夜、風雨が強くなる前というタイミングを逃すと、場合によっては数日、船を出せなくなってしまうかもしれない。

　新しく借りたプレジャーボートは、成瀬の漁船に比べて波に弱い。以前にも増して、天候には細心の注意を払う必要がある。もろもろの理由を勘案して、結局この夜、作戦が決行されることになった。




　波止工業前の桟橋。

　打ち寄せる波は穏やかだが、遠くの空には厚い雲が垂れ込めている。嵐の前の静けさという様相だ。

　ブルバスターが箱罠を持ち上げたまま、歩行モードで進み、桟橋から慎重に艀に乗り移る。

　操縦しているのは、アル美。ブルバスターはそもそも、戦闘に特化して作られているので、荷物の運搬には向いていない。しかし、アル美は、持ち前のセンスと日頃の訓練の成果で、イレギュラーな作業も器用にこなした。

　ブルバスターが箱罠を足元に置き、艀に固定するのを見届けると、武藤はプレジャーボートに飛び乗った。すべて段取り通りである。沖野は、それらの作業を黙って見守っているしかなかった。自分も参加したいという思いはあるが、懲戒処分中の今は、手出しするわけにはいかない。

　沖野の横には、田島、片岡、みゆきの姿がある。全員、前日からの連続勤務になっていたが、疲れた顔を見せる者は一人もいなかった。

　操舵席の武藤が振り返って艀が安定しているのを確認すると、ゆっくりボートを発進させた。桟橋の田島と目配せを交わし、頷き合う。

　波止工業の今後、そして龍眼島の未来を左右する作戦がスタートした。




　龍眼島南端の港に、武藤が舵を握るプレジャーボートが着岸する。

　防波堤に飛び移った武藤が、下ろしたロープを係留柱にくくりつけ、船を固定した。親指を立てて、ブルバスターにＯＫサインを送る。

　重心を安定させるために、艀の上で腰を落としていたブルバスターが立ち上がり、箱罠を持ち上げて防波堤に下り立つ。

　その間に、武藤がヘッドセットで交信を始めた。

「こちら武藤。本部、聞こえるか？」

　イヤホンから田島のクリアな音声が届く。

「こちら本部。問題なく聞こえます」

「島に上陸した。次の段取りに移行する」

　次の段取りとは、アル美が一人、ブルバスターを操縦して、二階堂家に罠を仕掛けに行くということである。

　ヘッドセットは当然、アル美も装着している。田島は、武藤とアル美の双方に伝える意図で、慎重な行動を促した。

「暗い中での作業になるから、くれぐれも注意してくれ」

　二人は、「おう！」、「はい」と同時に答えた。

「じゃ、アル美、頼んだぞ！」

　武藤の呼び掛けに「了解」と短く応じたアル美が、ブルバスターを発進させる。

　その姿を、船のそばで見送る武藤。作戦会議では、沖野の初陣の時のように、軽トラで伴走するという案も出されたが、却下された。緊急事態に備え、退路の確保を優先すべきだ、との判断である。天候が荒れる見込みのため、残った者が海の様子を常に把握しておくというのも理由のひとつだった。




　箱罠を抱えたブルバスターが、島のメインストリートを走り抜けていく。

　周囲は、耳鳴りがするほど不気味な静寂に包まれている。そのため、走行音だけが異様に大きく聞こえていた。本来、ブルバスターの装輪走行モードは、電気自動車並みの静音設計なのだが、この日は自重の上に箱罠の重量も加算されているため、舗装路を進みながらドゥゥーンというような重低音を響かせてしまっているのだった。

　走行中の視界は、機体の前面に装備されたライトが放つ光の範囲に限られている。しかし、アル美はそれで問題なかった。地理や道の状態を把握しているのは、元島民の強みである。

　市街地を抜けた先の分岐点。北に延びる道に進路を取る。

　緩やかな傾斜を上った先には、二階堂家を含む集落がある。

　アル美は、前方に倒壊した家屋群が見えてくると、ライトを消し、暗視モードに切り替えた。

　前面のスクリーンが、赤外線カメラのような緑がかった映像に変わる。色を失った景色に見づらさを感じるが、そこは慣れるしかない。

　ブルバスターは、いよいよ二階堂家付近に到達した。

　しかし、アル美はそこでいったんブレーキをかけ、機体を九十度旋回させた。その場で歩行モードに切り替え、目の前の月極め駐車場に入っていく。

　ブルバスターの巨体では、二階堂家と隣家の隙間を通り抜け、裏庭に回り込むことができない。そのため、三軒手前にある、この駐車場から裏手に回り、茂みを突っ切って裏庭に出ようというのだ。

　藪やぶをかき分けて進んでいくブルバスター。なるべく物音を立てたくなかったが、半年以上も人の手が入っていないため、草木は伸び放題で、一歩進むたびに、ガサガサ、パキパキという音を発してしまう。茂みを抜けると、開けた場所に出た。二階堂家の裏庭である。

　先日の雨にもかかわらず、花壇には、いまだに巨獣の大きな足跡が残っていた。庭の隅には、ひっくり返された犬小屋が転がっている。

　それらを目の当たりにして、アル美の中で再びやり切れない思いが膨らんでいった。時間を巻き戻すなんてできないことも、悲しみを抱えているのが自分だけでないことも分かっている。ただ、それでも幸せだったころの痕跡を目にすると、家族と共に過ごした時間を思い出してしまう。

　しかし、今はそんな個人的な感情にとらわれている場合ではない。

　アル美は、感情を切り捨てて、やるべき仕事に取り掛かった。

　箱罠を、元々犬小屋があった場所に設置する。回収のことを考えれば、庭の真ん中辺りに置くのが上策かもしれないが、アル美にはその場所こそふさわしいと思えた。

　罠のセッティングを終えると、アル美は周囲を警戒しながら、コックピットを出た。手には、ドッグフードの袋を手にしている。

　それは、シロの大好物だった銘柄。作戦会議では、本当にそんなものでおびき寄せることができるのか、議論になった。片岡からは、生肉や臭いの強い生魚などの方が、効果があるのではないかという意見も出されたが、結局のところアル美が提案したドッグフードに落ち着いた。

　今回の作戦では、元々はイヌだったことが確定している個体を確保することに意味がある。それを分析することで、謎の多い生態を一気に解明できる可能性がある。ただ、同じ小型タイプの巨獣でも、別の個体が入ってしまっては、元の生物組成が分からないだけに、解析の期待は半減してしまう。

　好物のドッグフードを選択したのは、シロをピンポイントで捕獲したいという狙いがあってのことだった。アル美としては、他の餌ではなく、それにこそ反応してほしいという思いがある。もし、食べに来るのであれば、少なからずシロに昔の記憶が残っているということ。そう信じたいのだった。

　箱罠の中に入り、床にドッグフードを広げていくアル美。本当なら、シロが使っていたフードボールにでも入れてあげたいのだが、二メートル近い巨体になってしまった今、サイズ的に無理がある。

　餌をまくにつけ、アル美の鼻腔を懐かしい匂いがくすぐった。それはまだ、シロがこの庭を元気に走り回っていたころの記憶。縁側には、父、母、弟。温かい家族の団らんが、ここにはあった。

　アル美は、作業を終えると、優しい記憶を振り切るように、ブルバスターに駆け戻った。

　相手は、臭いで人間の存在を感知している可能性がある。警戒心を与えないため、ブルバスターはいったん、港まで戻る段取りになっている。天気を見ながら、ギリギリまでそこで待機するつもりだ。

　獲物が入って扉が落ちれば、機内のアラームが鳴る。それを待つしかない。

「こちらブルバスター。箱罠の設置、完了しました。今から港に戻ります」

　アル美からの通信に、港で待機中の武藤が、「了解」と答えた。




　武藤は手持ちぶさただった。

　アル美から通信があった後、船の横で一人、海を眺めているしかなかった。その海も、見始めて数分で飽きてしまうほど凪ないでいる。風も波もないため、周囲は異様な静けさに包まれている。

　明日、天気が崩れるなんて噓なんじゃないかとさえ思えてくる。

　時計を見ると、時刻は午後十時前。

　日付が変わる前に、罠に掛かってくれればラッキーなんだが。武藤がそんなお気楽なことを考えていると、遠くからブロロロロ～という耳慣れないエンジン音が聞こえてきた。

　音の方向に目を凝らすと、南の岩礁帯に接岸する小型船が見えた。

　手漕ぎボートの後部にエンジンを無理やり付けたような、簡素な船であることが遠目からも見て取れる。釣り人だろうか？　クーラーボックスらしい荷物を肩から提げ、岩場に飛び移るシルエットが見えた。

　武藤は、船の収納庫から懐中電灯を引っ張り出すと、足元を照らしながら人影の方に向かった。夜の岩場は予想以上に歩きにくかったが、追い掛けないわけにはいかない。ヌルつく地面によろけながら、アル美に一報を伝えた。

「おい、アル美、聞こえるか？」

　装輪走行モードで港に帰還中のアル美が、「はい」と応じると、武藤が状況を説明する。

「島の南側の岩場に、不審船が着岸した。恐らく釣り人だと思う。この島、立ち入り禁止だっての知らねぇのかな。今、警告に向かっているところだ。そっちは異常ないか？」

　持ち場を離れることになるので、念のための確認だった。それに対して、アル美は問題ないとばかりに簡潔に答えた。

「異常なし。あと十分で港に戻れると思います」

「オーケー。何かあったらすぐ知らせてくれ」

　武藤は、そう念を押してから、今度は田島に呼び掛けた。

「本部、今の聞こえてたろ？　これから不審者に接触する」




　波止工業、管制室。

　武藤からの通信を受け、田島が「了解。慎重にお願いします」と応じた。

　田島がそう要望したのには、ふたつの理由があった。ひとつは、不用意に大きな物音を出して、周囲に潜んでいるかもしれない巨獣を刺激しないようにという配慮。一般人が襲われたとなれば大問題だ。それについては、武藤も承知しているに違いなかった。上陸しようとしている人影に大声で呼び掛けなかったのは、そのためだろう。

　もうひとつは、問題の不審者が、本当に不審である点。武藤は、単なる釣り人と思い込んでいるようだったが、それにしては行動に不可解な点があることに、田島は気づいていた。

　問題の人物は、なぜ目と鼻の先にある港を利用しなかったのか。釣り人であれば、夜の岩場に船を着けるのがどれほど危険なことかくらい知っているはずだ。港に設置されている監視カメラを避けるため、とも考えられるが、リスクとリターンの需給が釣り合わない。

　田島には、他に目的があると思えて仕方なかった。だからこそ、「慎重に」と警告を発したのだが、その意図が武藤に伝わっているか心配になる。

　不安げなのは、田島ばかりではなかった。沖野、片岡、みゆきも、管制室に詰めていたが、今は黙って、作戦が無事に成功するよう祈るしかなかった。

　ちなみに、〝黙って〟というのは、文字通りの意味である。現場が混乱するのを避けるため、本部から通信を行うのは、基本一人。また、その一人も、監視カメラから読み取った情報など、現場に即、影響が出るような重要な用件以外、極力通信を行わない決まりになっている。

　要するに今、管制室でマイクに向かって声を発していいのは、田島だけなのだ。

　それが分かっているだけに、沖野は落ち着かなかった。何も見えないのは分かっていても、つい窓の外の龍眼島にばかり目がいってしまう。

　みゆきは、田島の隣に立ち、心配そうな表情を浮かべている。祈りを捧ささげるように胸の前で組んだ両手は、小さく震えているようにも見える。

　片岡は、モニター前に陣取り、パイプイスにドカッと腰を下ろしている。その場にいる者の中では、一番落ち着いているように見えるが、先ほどからずっと組んだ足の爪先が小刻みに揺れていた。

　武藤が向かっている南側の岩場、および斜面の茂みには、監視カメラが配置されてない。本部が受け取れる情報は、武藤からの音声のみだった。

　田島は、背中にジットリと嫌な汗が浮いてくるのを感じた。




　男は、凪いだ海を一瞬振り返って、自分にツキが残っていたことに感謝した。

　実際、ここに至るまでの自分は、不運の連続だった、と思う。

　今思えば、すべての始まりは、動画サイトに気まぐれで投稿した事故映像。好きなアーティストのポスターを街で見つけて、スマホのカメラを回し始めた時、目の前で派手な交通事故が起きた。その動画を何の気なしに撮影し、投稿したところ、再生回数は一万を超え、グッド評価もそれなりに付いた。

　いくばくかの収入も得られ、完全に調子に乗ってしまったのが運の尽き。通っていた専門学校を辞め、『ナイロン』という意味の分からないアカウント名で、ユーチューバーを目指したのが三年前。

　その後の自己紹介は、実に簡単だ。鳴かず飛ばずのまま、今に至る。これだけでいい。黒縁メガネに茶髪をトレードマークにしているが、それをトレードマークと思っているのは本人だけである。ネット広しといえど、今、ナイロンの動向に注目している者など、誰一人としていなかった。

　龍眼島への上陸は、本人にとって起死回生の一手だった。火山性ガスによる全島避難。島はもぬけの殻でゴーストタウン化。しかも、フェイク動画とされる未確認生物の〝衝撃映像〟が拡散されたばかり。龍眼島は今、ネット民の間で、ホットな島として注目を集めている。

　男は、そこに目を付けたのだった。上陸に夜間を選んだのは、映像に臨場感を加えるため。釣り人を装っているのは、海上保安庁などの公的機関にとっ捕まったとき、言い訳をするためである。

　岩場から続く斜面の茂みを半分くらい上ったところで、男はクーラーボックスからビデオカメラを取り出した。ナイトビジョンなら、眼下の海や荒々しい岩肌も捉えることができるだろう。こうしたインサート映像も、雰囲気を盛り上げるのに一役買ってくれるに違いない。再生数がうなぎ登りに上昇していく様が思い浮かび、思わずニンマリする。

　はやる気持ちを抑え、手にしたカメラの電源に指を掛ける、その時、不意に斜面の上から物音が聞こえ、ビクっと手を止めた。

　最初、船のエンジン音かと思ったが、そんなものが斜面の上から聞こえてくるはずがない。空耳であってほしいと思いつつ、念のため耳を澄まして様子をうかがう。

　すると、今度はさっきよりも近い場所から、グルルルルゥ～という、明らかに生き物が発したと思われる、うなり声が聞こえてきた。

　カエルか何かだったらいいな……と思ったが、それはすぐに希望的観測であることが分かる。音がした方に目を向けると、カエルとは比べものにならないくらい〝大きな何か〟が、ガサガサと茂みを揺らしながら近づいてくるのが分かった。

　野犬かイノシシか、最悪クマだ。

　男は上陸前、野生動物と遭遇できればラッキー！　などと安易に考えていた。しかし、今になって自分の目もく論ろ見みがいかに無謀なものだったのか肌で感じていた。動画など撮影している場合ではない。

　恐怖なんて言葉では表現しきれない感覚に襲われ、全身が硬直する。脳みそは、さっきからずっと、海まで駆け下りろ！　と指令を出しているのだが、体がまったく言うことを聞かない。駆け下りるどころか、後ずさりをした途端、その場に尻しり餅もちをついてしまった。

　そうこうするうちに、不気味なガサガサ音は、目の前まで迫っている。

　やられる！　そう感じた瞬間、背後から肩を摑まれた。

　驚いて振り向くと、そこには鬼の形相をしたスキンヘッドの大男がいた。武藤である。

　男の喉元から「ヒッ！」という声にならない悲鳴が漏れた。武藤は、その反応を無視して男の肩をグッと摑むと、持ち上げるようにして立ち上がらせ、体を海側にクルッと反転させる。

「バカ野郎！　早く逃げろ！　クマだ!!」

　そう叫ぶと、男の背中をドンッと押し、斜面を走り下りるよう促す。

　武藤には敵がクマではないことが分かっていたが、こんなところで守秘義務を破るわけにはいかない。男に逃げる気を起こさせるのに、もっとも適した野生動物がクマだ、と瞬間的に思いついたのだ。

　武藤は、いまだにモタついている男の背中を押しつつ、ヘッドセットを通じて緊急事態を知らせた。

「アル美！　敵だ、敵が出た！」

　通信でも〝巨獣〟という単語を使わなかったのは、もちろん目の前を走る不審な男の耳を気にしてのことである。

　その間も、巨獣は背後から迫ってきていた。しかし、二人の敵は巨獣だけではなかった。巨獣が移動時に立てる震動により、斜面が土砂崩れを起こしかけている。

　先ほどから、武藤たちを追い越すように、パラパラと小石が転がり落ちていた。と、一際大きな石が茂みから飛び出し、避ける間もなく男の右足に直撃した。

　男は転倒した拍子に、側頭部を岩に打ちつけ、そのまま気絶してしまう。

　それを見た武藤は、「クソッ！」と悪態をつきながら、男を担ぎ上げて再び走りだした。

　ヘッドセットからは、ずっと「武藤さん！　どこ!?」というアル美からの呼び掛けが聞こえている。しかし、今はそれに応じる余裕がなかった。

　このまま斜面を下りるのは危険だ。そう判断した武藤は、方向転換し、島の西側に進路を取った。

　斜面に沿うように茂みを抜ければ、港がある防波堤に突き当たるはずだ。

　暗いせいもあって、巨獣の姿そのものは、まだ確認できていない。が、方向転換した後も、着実に追ってきているのは分かる。

　ただ、敵も一瞬こちらの姿を見失ったのか、ほんの少しだけ距離を稼ぐことができた。その隙を逃さず、武藤がアル美に状況を伝える。

「南側！　岩場付近」

　そう言った直後、目の前が急に開け、武藤は慌てて訂正した。

「いや、違う！　南の浜に出た！」

　龍眼島の南端は、湾曲した入り江状になっていて、その奥に港が作られている。武藤は茂みを抜けるとすぐ、護岸された港に出ると思っていたのだが、予想に反して、内湾は小さな砂浜になっていた。港は見えるが、まだ百メートル以上先だ。

　視界が開けて、自分の現在地が正確に認識できたのはいいが、それは同時に、敵からも自分たちの姿が丸見えになっていることを意味していた。

　武藤は、瞬間的に善後策を練る。七、八十メートルほど離れた場所に、港の管理棟が見える。台風にも耐えられるように作られた、コンクリート製の頑丈な建物である。そこに逃げ込むことができれば、少なくともブルバスターの到着までは持ちこたえられるはず。

　即座にそう算段した武藤は、男を背負いながら、必死に砂浜を走った。

　そのとき、背後から、腹の底まで響くような、重い咆ほう哮こうが聞こえてきた。

　グロロロロウゥゥゥ！

　恐怖で思わず振り返る武藤。見ると、茂みの中から、体長六メートルはあろうかという巨獣が、躍り出てくるところだった。両者の距離は、およそ二十メートル。

　向き直り、再び前に進むことに集中する武藤。しかし、振り返る直前、視界の隅で、巨獣が走りながら前屈かがみに体を沈み込ませるのが見えた。

　あの時と同じだ！

　武藤の脳裏に、校庭を軽トラで逃げ回った時の記憶がよみがえる。あの時、巨獣は身を屈めた次の瞬間、大ジャンプして襲い掛かってきた。

　走行中の車でさえ、ひとっ飛びで軽々と追い越された。怪我人を背負い、生身で走っている今の自分が、その攻撃を避けられるとは思えない。武藤は、自分の心がポッキリと折れる音を聞いた。

　背後から、砂をズザッと蹴る音が聞こえ、巨大な何かが空気を切り裂き、頭上から近づいてくる気配を感じる。

　これまでか……!?　最悪の想像が頭をよぎる。

　ガシュッという音とともに頭から嚙かみつかれ、ボリボリと骨を砕かれ、ジュルジュルと内臓をすすられる。身の毛もよだつ空想。

　しかし、次に武藤の耳に届いたのは、まったく違う衝撃音だった。

　キュイィィン。シュパパパパッ！

　それは、聞き覚えのある発射音。ブルバスターの機関砲から次々に弾が吐き出される音である。

　武藤が振り返ると、襲い掛かろうと飛び上がっていた巨獣が、空中で腹に銃弾を浴び、そのまま真横に吹き飛ばされるところだった。

　音の発生源に目を向けると、五十メートルほど離れた砂浜の端に、ブルバスターの姿があった。

「武藤さん！　今のうち！」

　ヘッドセットから聞こえてきたアル美の声に弾はじかれるように、武藤は男を背負い直すと、「サンキュッ！」と言って再び走り始めた。

　ただ、目指す目的地は変更していた。ブルバスターが駆けつけてくれた今、向かうべき場所は、港に係留してある船だ。本部の田島に確認するまでもなく、一般人の救出が最優先される。

　砂浜を抜け、岩場を突っ切って港に向かう武藤。月明かりだけを頼りに、がむしゃらに前に進む。大人の男を背負っての逃避行。とうに体力は限界を超えている。次第に足元がおぼつかなくなり、岩を踏み外して、向こう脛ずねを強打した。

　が、アドレナリンが噴出しているせいか、不思議と痛みは感じなかった。

　まだまだぁ～！　自分に気合いを入れ直す。

　武藤は、ブルバスターと巨獣の方を一度も振り返ることなく、全力でプレジャーボートに向かった。




　ブルバスターのコックピット。

　アル美がＡＲ拡張現実ディスプレーを操作し、スクリーンを暗視モードから通常モードに切り替える。と同時にライトをオン。暗闇の中に、巨獣の姿が浮かび上がる。

　銃弾を浴びた横腹から、粘り気を帯びた体液が滴り落ち、砂浜を汚している。

　しかし、攻撃にひるんだ様子はなく、荒い呼吸音から敵が臨戦態勢であることがうかがえる。

　それでもアル美は冷静だった。先ほどは、とっさの射撃であったため、着弾箇所にまで気を回せなかったが、真正面に対峙している今は、話は別だ。

　機関砲の照準を敵の頭部に合わせる。そこが絶対的な急所、という確信はないが、巨獣が動物の変異したものであるなら、胴体部よりはダメージが大きいはず。

　アル美が、右グリップから突き出た発射ボタンを押し込むと、シュパパパパッ！　という小気味いい音とともに、肩口の銃口から大量の弾が飛び出していった。

　ほぼすべての弾が巨獣の顔面に命中。そのうちの数発は、目に着弾し、巨獣はギュワウォ～ンという叫び声を上げながら、頭を振ってその場に倒れ込んだ。

「いける！」

　そう確信したアル美が、ミサイル型の電気ショック弾、スタンショットの充電に入る。これを敵の体内に打ち込めれば、一撃で仕留めることができる。それは、ブルバスターの初戦で証明済みだった。

　発射可能な状態になるまで五秒。その間に、首元のチョーカーに触れ、刹せつ那なの祈りを捧ささげるアル美。次の瞬間、脳裏にシロの姿がよぎった。

　その一瞬のロスが勝負の分かれ目だった。アル美が、スタンショットの充電完了を察知し、発射ボタンを押し込もうとするまでに、コンマ数秒。そのタイムラグの間に、どこにそんな余力が残っていたのか、砂浜でのたうち回っていた巨獣が、思いがけない素早さで体勢を立て直し、そのままジャンプ。一足飛びで茂みの中に姿を消してしまった。

　アル美は、取り返しのつかない自分のミスに慄りつ然ぜんとした。一瞬の気の迷いが、致命的な隙を生じさせてしまったのだ。ただ、今は反省している暇はない。深呼吸して気持ちを切り替える。

　前面のライトを消灯。スクリーンを再び暗視モードに切り替えた。

　大丈夫。私はまだ冷静だ。

　アル美は、自分にそう言い聞かせながら、茂みのわずかな動きも見逃さないように、緑がかった映像に目を凝らした。




　プレジャーボートの前までたどり着いた武藤が、背負っていた男を地面に下ろす。

　走っている間、背中が粘度の高い液体で濡れる感覚があったので、嫌な予感はしていたのだが、懐中電灯で男を照らすと、案の定、頭部から大量出血していた。

　サロペットの前ポケットから、ハンカチ代わりに持っているバンダナを引っ張り出し、出血部位に巻き付ける。衛生面など、今は知ったことではない。血を止めるのが先決だ。

　武藤は、応急処置を終えると、ヘッドセットに呼び掛けた。

「アル美！　そっちはどうなってる？」

　一瞬、間があったのでヒヤリとしたが、応答はすぐに返ってきた。

「索敵中！　茂みに逃げ込まれました。そちらは？」

「危ない状況だ。思ったよりも出血がひどい」

「分かりました。現場は私が！」

　この短いやり取りでは、戦闘の詳しい状況までは分からなかったが、今はアル美に任せるしかない。武藤は、そう判断した。

「いったん、本部に戻って、コイツを病院に放り込んで来る。いいか？」

　アル美が間髪を入れずに答える。

「了解！」

　武藤は、それが聞こえるや否や、男を担ぎ上げ、船に乗り移る。そうしながら、今度は本部に緊急事態を伝えた。

「本部！　聞こえてたか？　保護した男は、かなりの重症だ。救急車を呼んでおいてくれ！　今からそっちに戻る！」

　田島が応答し、周囲がバタつく音が聞こえてきた。

　ただ、武藤も動転しているのか、本来なら余計な荷物など置いていってしまった方が、スピードが出るのだが、空の艀をけん引したままボートをスタートさせてしまった。

　そのミスに気づいたのは、港を出た後。今更戻るわけにはいかない。武藤は、その失敗を取り戻すべく、外海に出るとすぐ、スロットルレバーを限界まで倒し、全速力で本土に向かった。




　おかしい。何かが変だ。

　アル美は、巨獣が逃げ込んだ場所を中心に、広範囲をカバーしながらスクリーンに目を凝らしていたが、茂みに揺れる箇所はまったく見つからなかった。

　あれほどの巨体だ。少しでも移動すれば、草木のさざめきですぐに分かるはず。それとも、じっと一カ所に留とどまっているのだろうか？　いや、攻撃的な巨獣が、手傷を負わされて大人しくしているはずがない。なのに、なぜ動かないのか？

　何もできないまま、膠こう着ちゃく状態に陥って数分。周囲の環境に、変化が起こる。黒く塗りつぶしたように凪いでいた海がにわかに波立ち、微動だにしなかった草木がかすかに体を揺すり始めた。

　風が吹き始めている。

　アル美は、自分の見通しの甘さに歯嚙みした。風で茂みが揺らされたら、巨獣の動きを見極めようがない。完全に居場所を見失ったも同然である。

　まさか、敵は最初からこうなることを見越していた？

　そんな予知能力めいた高度な感性と知能を、巨獣が持っているとは思えない。しかし、「ツバメが低く飛ぶと雨が降る」といった先人の知恵が、あながち迷信ではないと聞いたことがある。一説によると、エサとなる羽虫は、低気圧が近づいて湿度が上がると高く飛べないため、ツバメも低い場所を飛ぶのだという。要するに、生物の行動には必ず理由があるということだ。

　であるとするならば、巨獣が身じろぎひとつせず、茂みの中に隠れていた理由とは……!?

　アル美のこめかみを、冷たい汗が一筋、伝い落ちた。

　もはや、何もせずに相手の出方をうかがっていていい状況ではなかった。

　アル美は、イチかバチか、威い嚇かく射撃を行ってみることにした。茂みに向けて数発、機関砲を撃ち込み、動く箇所がないか見極めようというのだ。アル美とは思えない相当大ざっぱな作戦ではあるが、今はそれ以外に思いつく対処法がなかった。

　茂みの中央付近に狙いを定め、発射ボタンを短く押し込む。ブルバスターの肩口から、シュパパッ！　という発射音が響くと同時に、着弾箇所の草木が弾け飛んだ。

　これで動きがなかったら、いよいよお手上げだ。

　アル美のこめかみから、二筋目の汗が滴り落ちる。

　しばしの静寂。息を殺して注意深く様子をうかがうアル美。

　と、港に近い方の茂みに、一瞬だけヌメっとした生き物の姿が見えた。

　そこか！　一瞬の迷いもなく、その一角に機関砲を撃ち込む。

　シュパパパパッ！

　先ほど空撃ちした時と、明らかに草木の弾け飛び方が違う。

　今度こそ命中しているはず！

　アル美は手応えを感じつつ、暗闇に向けて銃弾の雨を浴びせかけた。




　武藤の操る船が、波止工業前の桟橋に接岸した。

　田島、みゆき、沖野の三人がそれを出迎える。片岡は、現場からの緊急通信に対応するためだろう、管制室に残り、窓から難しい顔をのぞかせている。

　救急車は、すでに港に待機しており、赤色灯の赤い光を明滅させている。

　船が安定すると、すかさず救急隊員が乗り込み、男の容体を確認する。

「頭を打ってる」

　武藤が、男が負傷した状況や経過した時間など、治療に必要な情報を、救急隊員に申し渡す。

　桟橋まで出てきたものの、田島たちは何もすることができない。船から男を運び出して救急車に乗せるのを手伝ったくらいで、あとはサイレンを鳴らして走り去っていく緊急車両を見守っているしかなかった。




　龍眼島の浜辺。

　巨獣に戦闘不能な大ダメージを与えたと確信したアル美だったが、油断は禁物と自分に言い聞かせる。絶命したことを自分の目で確認するまで、気を緩めてはならない。その不文律は、これまでの戦いで十分過ぎるほど分かっていた。

　ただ、巨獣の状態を確認するには、茂みに近づかざるを得なかった。

　ブルバスターを操り、砂浜を一歩ずつ慎重に進んでいく。しかし、茂みまで数メートルという距離に近づいたものの、暗視モードの映像では、やはり巨獣の居場所が判然としなかった。

　いったん離れて、次のチャンスを待つか？

　そんな慎重論が頭をもたげたが、それでは堂々巡りであると思い直す。もしかしたら、巨獣はすでに息絶え、茂みの中で横たわっているだけかもしれない。

　いずれにしろ、リスクを負わなければ、前に進むことができない。

　アル美は、しばし逡しゅん巡じゅんしたものの、意を決して暗視モードを切り、機体前面のライトを点灯した。

　次の瞬間、ドウウン!!　という激しい音とともに、天地がひっくり返ったような強い衝撃を受けた。

　一瞬、意識が飛び、気がついたらスクリーンには漆黒の闇が映し出されていた。

　その闇が、空であることに気付くのに一秒。ブルバスターが巨獣の体当たりを受け、後方に倒れ込んでしまったと理解するまでに一秒。

　アル美は、今、自分が置かれている状況を把握するのに、二秒もの貴重な時間を浪費してしまった。

　戦いの場において、そのタイムロスは致命的である。

　闇に染まっていたスクリーンが、今度は画面いっぱいに、禍々しい巨獣の顔を映し出した。

「うあぁっ!!」

　アル美の口から、悲鳴に近い叫び声が漏れた。




「アル美!?　どうした！」

　ヘッドセットから聞こえてきた悲鳴に、ただならぬ気配を感じた武藤が呼び掛ける。

　走り去っていく救急車を見送っていた田島たちも、何事かと武藤の方を振り向いた。

　しかし、応答がないようで、武藤は何度もアル美の名を呼んでいる。

　一同に緊張が走る。島で不測の事態が起こったことは間違いない。

　田島は、とっさに管制室に残っている片岡に視線を向けた。

　無線を繫ぎっぱなしにしてある管制室でも、異変を察知できているはずだ。

　蛍光灯の光で周囲から浮かび上がっている管制室の窓の中に目を凝らすと、片岡が必死の形相でモニター群に視線を走らせているのが分かった。ブルバスター、あるいは巨獣がどこかに映っていないか、探しているのだ。

　田島が、状況を確認しようと、大声で「片岡さん！」と呼び掛ける。

　こちらを向いた片岡は、首を振りながら、両手を交差させて×印を作った。

　ブルバスターはやはり、監視カメラがカバーしていない南の浜で戦闘中のようだ。

　武藤が戻ってきてしまっている今、現場にいるのはアル美ただ一人。田島は、責任者でありながら指示ひとつ出せない不甲斐なさに、自分を殴りつけたい衝動に駆られた。




　武藤が自分の名前を呼ぶ声は聞こえている。しかし、今のアル美には、それに応じている余裕はなかった。いや、余裕がないと言うよりも、声自体を出すことができないと言った方が正しい。

　倒された衝撃で後頭部と背中を強打し、正常な呼吸ができていない。

　二秒ものタイムロスを生じさせたのは、軽い脳震とうを起こしたせいもあった。

　ただ、敵にはこちらをゆっくり休ませてくれる気遣いはないようだ。ブルバスターに覆い被かぶさってきた巨獣は、機体を貫こうとでもいうのか、大きな牙をガシガシと打ちつけてくる。

　コックピットを外界と隔てている前面の装甲が破られるとは思わなかったが、可動部など、他より弱いパーツは損傷しかねない。巨獣を機体から引き離し、体勢を立て直すことが急務だ。

　アル美は、のし掛かっている巨獣の腹の下にブルバスターの右脚部を滑り込ませ、斜め前方に跳ね上げた。

　吹き飛ばされ、背中から砂浜に倒れ込む巨獣。ダメージは皆無だと思われるが、とりあえずマウント状態から脱することには成功した。

　すかさず立ち上がり、後方にステップバックして距離を取るブルバスター。

　改めて対峙すると、巨獣の両目は完全につぶれていることが分かった。頭部に集中放火した成果だ。

　しかし、それでも敵は、完璧にこちらの位置を把握しているように思える。それは、嗅覚によるものか、聴覚によるものか、あるいはコウモリが超音波で周囲の状況を察知しているように、何か特別な器官でも持っているのか。

　個体差があるのかもしれないが、少なくとも目の前の個体は、視力を奪ったくらいでは動きを封じることさえできないことが分かった。となると、頭部が弱点かどうかさえ怪しくなってくる。

　待て！　そんなことより、今は目の前の敵だ！　集中しろ！

　自分に発破を掛けるアル美。ブルバスターの足をジリッと広げて機体を安定させると、機関砲のボタンを押し込んだ。

　シュパパパパッ！

　巨獣の体に、弾が吸い込まれていく。

「倒せる！」

　手応えを感じたアル美が、声にならない雄叫おたけびを上げる。

　が、景気良い発射音が、パスパスパスという気の抜けた豆鉄砲のような音に変わってしまった。

　カチッ、カチッ、カチッ！

　手元の発射ボタンを何度押し直しても反応がない。弾切れだ！

　アル美の脳裏にふと、片岡の顔が浮かぶ。もちろん、恋しいからではない。こんな重要箇所のコストさえ、平気で切り詰めてしまう経理担当者に怒りがこみ上げてきたのだ。

　しかし、今回のバトルに関しては、無駄撃ちがあったことは否めない。

　沖野だったら、もっとうまくやっていただろうか？　少なくとも、残弾数くらいは、把握していたに違いない。いざという時に弾切れを起こすのは、パイロットのミスでもある。

　そんなことまで考えてしまうのは、長引く戦闘で神経がすり減ってきているせいかもしれない。

　アル美は気持ちを切り替えるため、ふうーっと大きく息を吐き出した。

　一拍間を開けて落ち着いた成果は、すぐに現れる。

　しこたま銃弾を浴び、もがいていた巨獣が、威嚇の咆哮でも上げようというのか大きく口を開けた。

　今だ！

　千載一遇のチャンスを逃すまいと、アル美はすかさず充電済みのスタンショットの発射ボタンを押し込んだ。

　ミサイル型の電気ショック弾が、巨獣の口の中に吸い込まれていく。

　と、思った瞬間、巨獣はマトリックスばりに体を仰のけ反ぞらせて、弾を避けた。正確には、避けたのではなく、たまたま身をよじって九死に一生を得ただけかもしれないが、真相は巨獣本人に聞いてみないと分からない。

　とにかく、外れは外れだ。茂みの中に着弾したスタンショットが、パーンと大きな音を発しながら、閃せん光こうを放つ。

「クッ！」

　アル美の口から、悔しげな声が漏れる。ただ、戦況はこちらが押していることに変わりはない。

　しかし、巨獣は一瞬の隙を見逃さず、こちらに向けて突進してきた。

　また体当たりでもするつもりか？

　避けている時間はないと判断したアル美は、とっさに身構え、衝撃に備えた。

　が、衝撃はいつまでたっても来なかった。俊敏な動きでブルバスターの横をすり抜けていく巨獣。

　機体を反転させて振り返ると、巨獣が砂浜を駆け抜け、そのまま海に飛び込もうとしているのが分かった。なぜ急に、敵前逃亡する気になったのか？　それとも、別の理由があるのか。

　ブルバスターが海に入れないことを見抜き、安全地帯に逃げ込もうとしているのだとしたら、巨獣の知能はこちらの想像をはるかに超えていることになる。

　ただ、アル美は直感的に、巨獣は単に逃げたのではないと感じた。

　まさか……!?　嫌な想像が浮かんでくる。

　海を越えて、本土に向かおうとしているのではないか？　後ろ姿に目をやると、今回の巨獣は、これまでの個体と比べて、際立った特徴があることに気づく。

　尻尾が異常に長い。

　その独特なフォルムは、いつかテレビのネイチャードキュメンタリーで見た、特殊な爬は虫ちゅう類るいを連想させた。ガラパゴス諸島周辺の海域に生息する固有種、ウミイグアナ。トカゲ類で唯一、海中に潜水することができ、尾をくねらせながら自由に泳ぎ回ることで知られる。目の前の巨獣の尻尾は、彼らのものと似ていた。

　一瞬のうちに、そんな想像を膨らませたアル美は、スルスルと砂浜を這はっていく尻尾に、とっさに飛びついた。

　振り払おうと、体をよじらせてもがく巨獣。

　アル美は、ブルバスターのアームに備わったパワーを最大限に活用し、三本のかぎ爪でガッチリ挟み込んだ尻尾を、グイッと手前にたぐり寄せた。

　ある程度、近くまで引きつけたところで、今度は一転、尻尾を離して胴体にしがみつく。そのまま、腹ばい状態の巨獣に寝技を掛けるように組み敷いた。

　しかし、巨獣は数十トンの鉄の塊に羽交い締めにされてなお、海に向かって進んでいく。

　ブルバスターの間接部が、ギギッ、ギシギシッと耳障ざわりな悲鳴を上げる。

　その音は、ヘッドセット越しに、武藤にも届いていた。

「アル美！　大丈夫か!?」

　聞こえてきた呼び掛けに、応じられる状態ではなかったが、アル美は、想定される最悪のシナリオを伝えないわけにはいかなかった。

「このままだと、巨獣が海を渡っちゃう！　至急、応援を！」

　ようやく応答があったと思ったら、にわかには信じられない警告がもたらされた。武藤が、声を裏返らせて問い返す。

「巨獣が海を渡るだと!?」

　その問いには答えず、代わりにアル美は悲痛な叫びを発した。

「早く！」




　武藤は、聞いたことがないアル美の切迫した声音で、事態が一刻の猶予もないことを悟った。

「マズいぞ！　俺は、すぐ島に戻る！　ブルローバーが必要だ！」

　武藤は、そう言うと、格納庫の方に駆け出した。

　が、三歩も進まないうちに、「グウッ！」とうめきながら、その場に倒れ込んでしまった。

「武藤さん!?」

　近くにいた沖野が駆け寄る。武藤は、倒れ込んだ姿勢のまま、右膝を抱え込んで顔をしかめている。

「大丈夫ですか!?」

　片膝をついて武藤の顔をのぞき込む田島。しかし、表情を見る限り、到底大丈夫そうには見えない。

　スマホを手にしたみゆきが、武藤と田島の顔を交互に見ながら言う。

「もう一台、救急車呼びます！」

　しかし、武藤は即座にそれを制した。

「いや、呼ぶな！　アル美が危ない！」

　そう叫ぶと、無理やり立ち上がろうとする。が、すぐにその場で転倒してしまった。

　チクショウ！　どうなっちまったんだ、俺の足は！

　ここ数時間の記憶をたどる武藤。思い当たることがあるとすれば……、あの時か！　怪我人を背負って港に向かう途中、岩場で足を踏み外した。今までたいした痛みを感じずにいられたのは、アドレナリンのおかげに違いない。

　魔法が切れたってわけか。武藤が激痛に顔を歪める。捻ねん挫ざか、骨折か……あるいは肉離れ？　痛みだけならまだしも、正座から立ち上がった時のように右足全体が痺しびれて、まったく力が入らなかった。

　怪我の程度が、ことのほか重いことを察した田島が、なおも立ち上がろうとしている武藤に肩を貸しながら諭す。

「この状態じゃ、ブルローバーの操縦なんて無理です！」

　ただ、常識ぶってそう言ったものの、田島に代替案があるわけではなかった。強く握った拳でゴンゴンと自分の頭を小突き、考えろ！　考えろ！　と自らを追い込む。それでも妙案は浮かんで来ない。

　と、背後から声が聞こえてきた。

「僕に行かせてください」

　振り返ると、真っ直すぐな目を自分に向ける、沖野の姿があった。

　しかし、いくら非常事態とはいえ、自ら謹慎を命じた社員を動かすわけにはいかない。田島が答えあぐねていると、沖野は意を決したように、倉庫の方へ走り出した。命令のないまま、ブルローバーを持ち出すつもりだ。

　ところが、その行く手を遮る者があった。いつのまに事務室から出てきていた片岡である。

「君はまだ、謹慎中だろう。勝手なまねは許さない」

　両手を広げ、通せんぼ状態で沖野の前に立ちふさがる。

　それでも、片岡を押しのけて倉庫に向かう沖野。その背中に、片岡が予想外の言葉を投げ掛けた。

「あと三十秒待て」

　沖野は、意味が分からず振り返る。すると、片岡は自身の腕時計に目を落としながら言った。

「君の謹慎は、今日の十一時五十九分五十九秒まで。あと二十秒で君の処分は終わる」

　そこでようやく、片岡が言わんとしていることが分かり、田島や武藤も時計に目を向けた。沖野の謹慎解除まで、残り十五秒。

　そのわずかな時間を利用して、片岡が武藤に尋ねる。

「船なら動かせるね？」

　怪我の具合からいって、かなりの無茶ぶりではあったが、武藤には異存がなかった。むしろ、救急車で運ばれて戦線離脱など願い下げだ。武藤は、自分を奮い立たせるように、あえて「おうっ！」という勇ましい声で応じた。

　カウントダウンが始まる。謹慎解除まで、残り十、九、八、七……。

　時計の針が午前０時を指した瞬間、田島が声を張り上げた。

「沖野君、行け！」

　その声が聞こえたときには、沖野はすでに倉庫に向けて走りだしていた。




　ガガッ、ギギギギ、ググッ！

　機体が軋きしむ音は、ますます耳障りなものに変わってきている。

　いつまで持ってくれるか……？　不安が頭をよぎる。

　海に向かおうとしていた巨獣を捕まえ、押さえつけ始めてから、どれくらい時間がたっただろう。アル美は、とてつもない長さに感じていたが、実際はまだ八分ほどの出来事だった。

　一応、ブルバスターがマウントを取っているものの、一瞬たりとも気が抜けない、命を懸けた持久戦の様相を呈している。何とか体力を保っていられるのは、パイロットスーツの性能によるところが大きかった。スーツ自体がパワーアシスト機能を持っているため、体を保護してくれるほか、体力の維持にも一役買ってくれているのだ。

　とはいえ、予断を許さない状況であることに変わりはない。アームの爪を脇腹にガッチリ食い込ませているのは好材料だったが、それでも巨獣の暴力的なパワーはまったく衰えていなかった。

　全体重でのし掛かっているブルバスターを背負いながら、ズルリ、ズルリと、這うように海に近づいている。上から押さえつけているだけでは、いずれ海に引きずり込まれてしまう。

　その危険を察知したアル美は、巨獣にまたがったまま、ブルバスターの膝から下を振り上げ、強く地面に打ちつけた。脚部をくさびにしようというのだ。

　しかし、龍眼島のサラサラの砂質がそれを許してくれなかった。ウミガメが通ったような痕跡を残すだけで、巨獣の前進にブレーキをかけることはできない。

　波打ち際まで残り二メートル。しかも、風が吹き始めたせいか、波は次第に高くなってきている。

　海に潜り込まれたらおしまいだ。

　それを阻止する方法は？　頭をフル回転させて、起死回生の策を練る。

　ブルバスターに搭載されたメインウエポン、機関砲は弾切れだ。残された飛び道具は、予備のスタンショット一発のみ。それを打ち込むのが一番手っ取り早いが、電気ショックのダメージを最大限に生かすためには、弾を体内にねじり込む必要がある。

　沖野が初陣でしたように、口に撃ち込むのが一番確実な方法なのだが、この体勢では不可能だ。うまく仰向けの状態にひっくり返せればいいが、それを狙いにいくのは、かなり分の悪い賭けになってしまう。苦し紛れに行う一発勝負のギャンブルで、本土の人々を危険にさらすわけにはいかない。

　考えがまとまらないうち、波はもう目の前に迫っていた。海に引きずり込まれるのは時間の問題だ。

　追い詰められたアル美は、そこで雷に打たれたようなひらめきを得る。

　どうせ海に引きずり込まれるなら、それを利用してやればいい！

　逆転の発想だった。アル美はさっそく、自分とブルバスターができる、最善の方策を実行に移した。

　這いつくばって進む巨獣の頭が波に浸かった瞬間、脇腹に突き刺していたアームを引き抜き、首根っこを摑んで海底に押しつける。巨獣を窒息させようというのだ。

　これまでの経験から、巨獣が肺呼吸しているのは間違いない。ウミイグアナのように、たとえ〝水陸両用〟だったとしても、潜水時間には限界があるはず。その限界を超えさせてやればいいのだ。

　その狙いは的中したようで、顔を海中に押し込まれた巨獣が苦しそうにもがく。吐いた空気が、ゴボゴボと上がってきているのは、やはり肺呼吸である証拠だ。巨獣は、程なくして活動限界を迎えるだろう。

　そう思った直後、一際大きな波が不意に押し寄せてきた。

　巨獣ごと浜に打ち上げられるブルバスター。

　体勢を立て直す暇もなく、今度は引き波にさらわれる。

　ブルバスターと巨獣が、波打ち際でもつれ合う。

　このまま海の間際で戦っていては不利だ！

　そう判断したアル美は、とにかく巨獣を海から引き離そうと、わずかな隙を見計らい、砂浜に吹き飛ばすイメージで敵の胴体を蹴り上げた。

　その狙いはハマり、巨獣を陸側に押し戻すことに成功した。

　身を起こし、改めて真正面に対峙する両者。

　しかし、その構図こそが巨獣の狙いだったことが分かる。

　両足をドッシリと地面に下ろしている巨獣と、足元を波に洗われているブルバスター。どちらが俊敏に動けるかは、火を見るより明らかだった。

　死角から、強烈な尻尾の一撃がブルバスターを襲う。

　後方に弾き飛ばされて、機体が完全に海水に浸つかってしまった。すぐ立ち上がろうとしたが、次から次に押し寄せてくる波に揺さぶられて、マシンを制御することができない。

　陸に目を向けると、巨獣がこちらの様子を注意深く観察していることが分かった。一瞬の気の迷いか、恐怖心からきた幻覚か。アル美には、その顔が、勝利を確信して笑っているように見えた。

　おもむろに体勢を低くする巨獣。一気に飛び掛かってくるサインだ。

　それが分かっていても、アル美には、攻撃を避ける術すべがなかった。

　今度は、自分が海底に押しつけられて、もがき苦しむ番……!?

　絶望的な恐怖が押し寄せてくる。

　ズザッ！　という音とともに、巨獣の体がフワリと空中に舞い上がった。直接、ブルバスターの機体にのし掛かるつもりだ。

　最後の祈りを捧げるためか、アル美の手が、首元のチョーカーに伸びる。

　次の瞬間、黒い筋が、ブルバスターの数メートル上空を切り裂いた。

　音が聞こえてきたのは、その後だった。

　キュイィィン。シュパパパパッ！

　空中で攻撃姿勢を取っていた巨獣が、真横に弾き飛ばされる。

　アル美が、音の発信源に目を向けると、ブルドーザーのようにずんぐりとした機体が、砂浜を横切って、こちらに急接近してくるのが見えた。ブルローバーである。

　剝き出しの操縦席には沖野の姿が見える。

「ううあぁぁぁー!!」

　沖野の雄叫びが、ヘッドセットから聞こえてきた。

　クローラー駆動のブルローバーは、砂浜を物ともせずに加速し、倒れている巨獣に、そのまま突っ込んでいった。

　ズッドォォーン!!

　地響きのような音とともに、体当たりを食らった巨獣が後方に吹き飛ぶ。

　急展開に面食らったアル美だったが、すぐに冷静さを取り戻し、自分がやるべきことを悟った。

　ＡＲディスプレーを操作し、スタンショットを起動させる。電力供給完了まで五秒。その時間を利用して、体勢を立て直す。反撃のお膳立ては整った。

　アル美は、切り札のボタンに指を掛け、タイミングを待つ。

　ブルローバーの捨て身の体当たりが、よほど効いたのだろう。肺がつぶれて息が詰まっているのか、巨獣の口が半開きになっている。

　アル美は、照準を合わせると同時に、スタンショットを発射！

　シュパン！

　空気を切り裂き、超高電圧のミサイルが、巨獣の口に飛び込んでいく。

　グワウォーーーーン！

　断末魔の叫び声を上げながら、巨獣が卒倒した。

　内部からバチバチバチというスパーク音が聞こえ、体のあちこちから煙が立ち上る。巨獣は、しばらくビクビクと体を痙けい攣れんさせていたが、やがて完全に動かなくなった。

　沖野は、巨獣が息絶えたのを確認すると、ブルローバーのコックピットで、ふうぅ～と大きく息を吐き出した。見ると、海から上がったブルバスターが、歩いて近づいてくるところだった。

「怪我は？」

　アル美の問い掛けに、あえて軽い口調で「大丈夫ッス！」と答えた。

　互いの無事を確かめた二人。どちらともなく、横たわる巨獣に目を向ける。

　無残な死にざまには、どうしても慣れることができなかった。

　周囲は、今までの激しい戦闘が噓だったかのような静寂に包まれている。聞こえてくるのは、寄せては返す波の音だけ。

　どっと疲れを感じた沖野だったが、気力を振り絞って、本部に報告を入れた。

「こちらブルローバー。巨獣の駆除、完了しました」




　その声は、龍眼島の港で待機していた武藤にも届いていた。

「ご苦労さん」

　本部より先に応答する。

　今になってみれば、怪我人を本土に搬送する際、艀を切り離すのを忘れるという痛恨のミスも、手柄のひとつに思えてくる。結果的に、ブルローバーを島まで運んでくることができたのだから。

　もろもろの経緯を踏まえて、武藤の口からも、ふうぅ～という安堵の息が漏れた。

　続いて、本部の田島から、労いの声が届く。

「二階堂君、沖野君、二人ともよくやってくれた。本当にお疲れ様！」

　沖野とアル美が、その言葉に応える前に、せっかちな武藤が二人を急かす。

「もうすぐ海が荒れる。早いところ、退散しようぜ！」

　武藤の頭に一瞬、ブツクサと文句を言うシオタバイオの猪俣の顔が思い浮かんだ。しかし、今回ばかりは言わせっぱなしで構わないと思った。

　波止の社員は全員、精神的にも体力的にも、とうに限界を超えている。仕留めた巨獣の搬送は明日以降。文句を言うヤツなど、無視してしまえばいい。

　そんなことを考えていると、突如、右足に激痛が走った。

　操船中も、痛みはずっと続いていたが、時折、発作のような激痛に襲われる。

　さすがに早く病院に行った方がよさそうだ。武藤は、苦々しい表情で自身の右足をさすりながら、ブルバスターたちが間もなく姿を見せるであろう、防波堤の方角に目を向けた。




　武藤に尻を叩かれ、急いで港に戻っていた沖野とアル美。

　すると不意に、ブルバスターのコックピットからアラーム音が聞こえてきた。

　アル美が、その意味を思い出して、「えっ!?」と驚きの声を上げる。

　同じ音は、ヘッドセットを通して、沖野の耳にも届いていた。

「アル美さん、その音って……」

　確認するまでもなかった。アル美の声が緊張でこわばる。

「箱罠に、何か掛かった！」




　ブルバスターが、二階堂邸のある集落を目指して、緩い坂道を上っていく。

　そのすぐ後ろには、ブルローバーが続いている。

　沖野とアル美は、アラームが鳴ってすぐ、箱罠を確認しに行くことを決意した。

　田島や武藤の制止を振り切っての、独断行動である。しかし、嵐の襲来で数日間、島に渡れなくなる可能性が高まっている中、罠を回収できるタイミングは今しかなかった。

　両機はやがて、目的地の周辺に差し掛かった。アル美は、罠を仕掛けに来た時と同様に、手前の駐車場から裏庭に回り込む。沖野もそれにならい、茂みを抜けていく。

　裏庭に足を踏み入れると、〝ソレ〟はすぐ目に入った。

　機体を停止させるや否や、ハッチを開き、ブルバスターから飛び降りるアル美。沖野は、その無防備な行動を見て、慌てて周囲に警戒の視線を走らせる。別の巨獣が潜んでいるかもしれない状況で、不用意に外へ出るなんて……。沖野は、アル美が普段の冷静さを失っていると感じた。

　近辺に気配がないことを確認した沖野は、箱罠に近づいていくアル美を、急いで追い掛けた。

　体毛がない表皮。剝き出しの牙。そして、つぶれてふさがった片目。

　檻の中に収まっていたのは、目的の小型巨獣だった。

　箱罠の二メートルほど手前で足を止めたアル美の口から、悲しみを帯びたつぶやきが漏れる。

「シロ……」

　近づいてきた人間に気づいていないはずはないのだが、シロと呼ばれた小型巨獣は、威嚇するようなそぶりをまったく見せず、一心不乱にドッグフードをむさぼり食っている。

　その点では、二階堂家の家族だったころの本能が残っている可能性もあった。しかし、ビジュアル面では以前の面影が絶望的に消えていた。

　それでも、アル美の脳裏には、甘えてじゃれついてきた当時の記憶がよみがえっていた。同時に、その記憶が、在りし日の幸せな家族の光景に繫がる。

　アル美の目から、涙がこぼれ落ちた。

　それを目にした沖野は、何だか見てはいけないものを見てしまったような気がして、顔を背けるように箱罠の方に視線を戻した。

　しかし、アル美は、今まで抑えてきた感情が決壊してしまったようで、泣きやむ様子はなかった。肩を震わせながら、その場に立ち尽くしている。

　あまりにも痛々しい姿を放っておけなくなった沖野は、一歩、二歩とアル美に近寄った。

　アル美の視線が宙をさまよいながら、最後は沖野に向けられる。

　沖野は、何もせずにいたら消えてしまう、霧の中の幻のようなはかなさを、アル美に感じた。

　それが消えてしまわないように、この世界に引き留めなければならない。

　沖野は、自分でも説明できない感情に突き動かされ、気づけばアル美をそっと抱きしめていた。

　沖野の肩に頭を乗せ、泣きじゃくるアル美。

　ブルバスターの放つ光が、スポットライトのように二人を照らしている。

　龍眼島をめぐる戦いは、新たな局面を迎えようとしていた。
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